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序章 

 

1 研究背景と目的 

 内モンゴル自治区は中国では、模範的な自治区として中国の少数民族地域に大きな

影響を与えてきた（シンジルト 2010：187）。1949 年に中華人民共和国が成立する 2 年

前の 1947 年 5 月に内モンゴル自治区が中国における第一の自治区として誕生した。

1947 年 10 月から始まる中国共産党による「中国土地大綱」は少数民族地域を先導し、

内モンゴル自治区で土地改革が実施された。その 10 年後、1958 年 8 月から始まる人

民公社は、牧畜業人民公社制として内モンゴル自治区で初めて導入された。1966 年か

ら 1976 年までに行われた中国文化大革命においても、内モンゴル自治区から始まっ

た（楊 2009：30-31）。一方で文学・芸術における文化政策においても、例外なく内モ

ンゴル自治区は先導的な役割を果たしてきた。 

 1946 年に内モンゴルでは中国共産党の政治宣伝を行うために内モンゴル文工団（歌

舞団）1が創立された。文工団とは、歌、ダンス、芝居など様々な手段で宣伝活動を行

う総合的な文芸団体のことをいう（貴志 2013：241）。内モンゴル文工団は文学と芸術

活動を通し民間に国家と中国共産党のイデオロギー、政策と方針の宣伝と普及を目指

す団体であった。内モンゴルでは、内モンゴル文工団の創立をきっかけに中国共産党

の文化政策が拡大しつつあった。 

 1950 年代、内モンゴル自治区では内モンゴル文工団をベースに様々な芸術歌舞団

が誕生した。「自治区政府は内モンゴル文工団を内モンゴル歌舞団として拡大し、さ

らに民族劇団、京劇団、話劇団、民族曲芸館（現在の内モンゴル曲芸団）、サーカス

団、直属ウラーンムチル2など専門的な芸術パフォーマンス団体を創立していった。各

盟・市3では歌舞（劇）団を設置し、旗・県ではウラーンムチル或いは劇団を創立した」

（劉 1997：7）。こうして芸術歌舞団の中の一つであるウラーンムチルは 1957 年 6 月

に旗・県に創立され、牧畜民・農民を対象に国家と中国共産党のイデオロギー、政策

と方針の宣伝を担うようになった。 

 
1 中国共産党には、政治宣伝の担い手として文工団が作られていた。共産党軍に文工団

設けられたのは、最も早ければ 1927 年 9 月という（松浦 2000a：44）。 
2 モンゴルの「ウラーン」（赤い）は、人によっては「オラーン」、「ウラーン」などと表

記されることもある。先行研究では、ウラーンムチルを「オラーンムチル」や「ウラ
ンムチ」と表記している。ウランムチは「烏蘭牧騎」の中国音読みである。本稿では
オラーンムチルや、ウランムチに対してウラーンムチルを使うようにした。ただし、
先行研究を引用する場合は原文通り「オラーンムチル」や「ウランムチ」と表記し、
オリジナルの意味を保持することにした。また、「赤い」と「紅い」については、日本
語訳と借用語として使うときは「赤い」を使い、オリジナルの漢字を使う場合は「紅」
を用いる。 

3 内モンゴル自治区の行政区画として首府はフフホト市である。自治区政府の下には、
盟と都市があって、盟と都市の下位単位として旗・県がある。旗と県の下には、鎮と
郷があり、一番下には村がある。盟はモンゴル語でアイマグ（ayimag）と言い、旗は
ホショー（qoshiγu）という。いずれも清朝時代から継承された行政区画に関する用語
である。 
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 ウラーンムチル（Ulaγan möčir）とはモンゴル語で、ウラーンは赤い、ムチルは枝

で、ウラーンムチルで「赤い枝」を意味する。これは毛澤東の『文芸講話』（1942）に

もとづく。毛澤東はこの講話において、中国のプロレタリア革命事業を「大樹」と例え、

文芸・文化工作はその中の一つの「小枝葉」であるとした（内蒙古自治区文化庁編 1997a：

80）。ウラーンムチルを中国語では「紅色文化工作隊」と翻訳している。紅色は革命を

象徴し、文化工作隊は文化の活動を行う団体を指す。ウラーンムチルは中国語で「烏

蘭牧騎（wu lan mu qi）」とも表記する。烏蘭はウラーンの音訳であるのに対して、牧

騎は「ムチル」の音を表すと同時に、「牧畜民」と「騎馬」の意味も含む。馬に乗って

社会主義を実践する牧畜民というのが「烏蘭牧騎」の字義になろう。またウラーンム

チルは馬や馬車、或いは徒歩で、少人数で行動する性質から「社会主義文芸軽騎兵」

とも呼ばれている（シンジルト 2010：185）。 

ウラーンムチルは、1950 年代に内モンゴルで誕生したアマチュア文芸団体であっ

た（シンジルト 2010：185）。その字義どおり、ウラーンムチルとはダンスや歌、歌劇

などの文芸活動を通して、主にモンゴル地域の牧畜民や農民に対して社会主義思想の

普及を目指したものだった（内蒙古自治区文化庁編 1997a）。ウラーンムチルは、1964

年から全国巡回や全国少数民族アマチュア文芸コンクールを経て、国家首席の毛澤東

や周恩来らと会見し、『人民日報』と『北京日報』など中国共産党発行する新聞にウラ

ーンムチルに関する紹介記事、文芸評論が掲載された。その結果、ウラーンムチルは、

説明されるべき「固有名詞」ではなくなり、一般的で誰もが知っている「普通名詞」

として使用され始めたという（シンジルト 2010：195-201）。ウラーンムチルは中国共

産党の政治宣伝を担って 64 年以上の歳月を経て、その数は増減を繰り返しながら

2021 年現在は 75 団体まで増加した。 

 こうした中で、2017 年 8 月にシリンゴル盟のスニド右旗ウラーンムチルは、ウラー

ンムチル創立 60 年をきっかけに国家主席習近平に手紙を送った。そして、その 3 ヶ

月後、11 月 21 日に習近平からの返信（手紙）を受けとった。この返信を受け、全内

モンゴル自治区で「ウラーンムチルから学ぶ」という政治ブームが沸き起こった。具

体的には内モンゴル自治区政府から各ウラーンムチルに大型バスが配られ、その公演

活動は例年の数倍にも増えた。牧畜民と農民を対象にしていたウラーンムチルが旗・

県の範囲を超え、通遼市、赤峰市、フフホト市など約 50 万人から数百万人規模の大

都市でも公演を行うようになった。さらに、1980 年代の政策の下で盟・市の歌舞団や

劇院に変更されていたウラーンムチルが次々にその名を復活させた。例えば、「アラ

シャー盟民族歌舞団」が「アラシャー・ウラーンムチル」に、「赤峰市民族歌舞劇院」

が「赤峰市直属ウラーンムチル」に、「興安盟民族歌舞団」が「興安ウラーンムチル」

というふうに復活したのである。その後、2019 年 11 月に「ウラーンムチル条例」が

新たに制定され、条例には国家主席の習近平の手紙を基に、1985 年に制定されたウラ

ーンムチル条例にあった公演、宣伝、指導、奉仕の 4 つの基本機能にプラスして、演目の

創新、演目の創作、保護と継承民族・民間の文化及び対外文化交流活動を行う 8 つの基

本機能まで増えた。新たな条例において注目に値するのは「習近平新時代の中国特色
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社会主義思想」を指導するという項目が新たに加えられたことである。さらにウラー

ンムチルのブランド意識が条例に提示され、各旗・県のメディアがウラーンムチルの

作品の宣伝を担うように制定され、その役割はより拡大している。 

 本論文は社会主義中国の共産党政権の下で 70 年間にわたって行われてきた内モン

ゴルにおける文化政策の特徴とその変遷を明らかにすることを目的としている。その

ため、モンゴル人4を中心に創られた芸術歌舞団の中で、ウラーンムチルを取り上げ

る。同時にウラーンムチルがどのように政治宣伝及び民族・地域文化の創造を担って

きたのかを検討する。 

 

2 国家と民族の形成に関する研究 

2.1 国家と民族に関する研究 

 国民国家の形成においてメディアの果たした役割は大きい。アンダーソンは国家・

民族・国民国家を「想像の共同体」と解釈した。この「想像の共同体」は主にメディ

アの宣伝によるものであるという。アンダーソンによれば、「国民とはイメージとし

て心に描かれた想像の政治共同体である－そしてそれは、本来的に限定され、かつ主

権的なもの〔最高の意志決定主体〕として想像される」ものである（アンダーソン 1987：

17）。即ち、国家・民族・国民はすべて想像の共同体に過ぎない、「国民は〔イメージ

として心の中に〕想像されたものである」（アンダーソン 1987：17）。アンダーソンは、

国民は自然に生まれたものではなく、歴史的に創られた概念であるとした。特に資本

主義経済の成立と印刷技術の発展による情報の共有が国民国家、即ち政治共同体の成

立に大きな役割を果たしたという。中国における中華民族は、経済の成立と印刷技術

以外に強制的な政治宣伝を通して創られている。この政治宣伝は、文芸、歌舞団、メ

ディアなどさまざまな媒介を通して表現されている。本論は文芸、歌舞団を事例に中

国における民族の形成について論じる。 

 ネイションと国民、マイノリティーについて、バーバはアンビヴァレンス（両面価

値-両義性）を提出した。バーバは、ネイションと文化の相克について「ネイションは、

文化的差異が社会の「水平」な視点のもとに同質化されるようなモダニティの記号で

はない。ネイションは、その両義的に揺らぐ表象を通して、自ら社会的今日性を生き

るための規範たることを主張する民族誌へと道を開いていく」とした（バーバ 2009：

73）。バーバは、ネイションを記述する際には「固定化されたナラティヴ」と「行為遂

行的ナラティヴ」という両義的性質があり、亀裂を引き起こすという。さらに、「民族

とは、均質な共感の共同体としての「社会性」が持つ全体化の力と、その内部で競合

する不平等な利益とアイデンティティに向かって個別に働きかける諸力とがせめぎ

合う場所にほかならない」という（バーバ 2005：250）。バーバは、文化的価値の相容

れない文化的差異の抗争を「文化的な抵抗とは、認識の地平を移動させてあり「陣地

戦」を行う能力のことなのであるが、そのような行為を通して意味の新たな形態が確

 
4 本稿では、中国国家内の民族分類の族を人に使う。但し、引用資料やオリジナルの意味

で使う場合は、漢族、モンゴル族というように族で表記する。 
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立され、アイデンティティ形成の戦略もまた新たに案出されることになる」と分析し

た（バーバ 2009：101）。国民について、「国民とは、単なる歴史的事象でも愛国的な

政治体の一部でもない。かれらは社会的指向という複雑な修辞的戦略として存在して

いるのだ」と述べている（バーバ 2009：64）。本論は、中国のモンゴル人に対する中

華民族とモンゴル民族という概念にこうした議論を展開しつつ、国家と民族の相克と

してのモンゴル文化の存続と創作について考察する。つまり、マジョリティーとして

の漢人主導の国家とマイノリティーとして存続するモンゴル人による文化の両義性

について焦点を当てる。 

 

2.2 中国の民族形成に関する研究 

1949 年 10 月 1 日、中華人民共和国が成立後、中国共産党は国民統合として民族識

別工作を行っていた。そして、この民族識別工作によって、さまざまな少数民族が誕

生した。中国のこうした少数民族の形成について、松村（1993）は雲南省の少数民族

を事例に国民統合の視点から検討した。松村は、近代国民国家の形成問題を大きく二

つに分けて論じている。一つは、国民統合論であり、もう一つは、エスニシティ論で

ある。前者は、中央政府の視点から民族集団が近代化政策に対してポジティブに対応

していく過程である。後者は、民族集団の視点から中央政府の近代化政策を捉えなお

し、彼らの伝統性に注目しそのネガティブな対応を強調する傾向を持つという（松村

1993：51）。中華人民共和国が成立し、共産党が雲南省で権力を握った後、少数民族に

対し、民族関係の回復、生活援助、民族調査の三つの方法で国民統合を試みた。「民族

関係の回復」とは、中国成立以前から残っていた欧米列強や国民党の影響力という民

族上層人の離反は政府にとって脅威であるため、共産党は彼らに経済的・政治的に譲

歩し、共産党幹部に吸収した。「生活援助」とは、少数民族の貧窮状態を救い、隣接国

の経済的影響力を弱体化し、最終的に少数民族の共産党へ信頼を得ようとする。「民

族調査」とは、少数民族の実態を把握し、民族識別工作により「民族」の再編成また

は統合を行なうことである（松村 1993：59-61）。 

 中国の民族政策と民族問題をめぐり、更なる研究が進んでいる（毛里 1998；加々美

2008；リンチン 2015 など）。まず中国の民族の形成について、（毛里 1998）は、中国

の民族とは 1950 年代初から始まった民族識別工作により「上から作られ」、あるいは

「発掘される」プロセスとして生まれたという（毛里 1998：74-75）。中国の民族を語

るとき、民族を一つの自明の単位としてアプリオリに存在するものでなく、「民族」

は近代資本主義が生み出した概念であり、原始共同段階の部落や部族を「民族」とい

うのは不適当であるとしている（毛里 1998：67-74）。毛里は、さらに中国の民族弁別

についてこのように述べている。 

  

 1000 年以上の歴史と文化をもち、かつてユーラシア大陸を制覇したモンゴル人も、

見つかったばかりの、文字も共通の歴史的記憶も持たない数千人規模の小さいエス

ニック・グループも、民族平等というスローガンで一括りにしたこと、南と北の歴
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史的違いや漢族との関係の違いをほとんど考慮に入れずに民族弁別の基準を作っ

ていったこと、これらが中国の民族問題の根底に複雑な影をおとしていることは否

めないのである（毛里 1998：66）。 

 

 中国では、こうした民族識別工作により、自主登録を行った民族の数は 1953 年 6

月の人口調査では既に 400 余りに上った（加々美 2008：99）。しかし、当時、民族と

して認めず、その後も民族識別調査を行い、最終的に費孝通らによって 56 の民族が

誕生した。この 56 民族の形成において、費孝通が果たした役割は大きい（毛里 1998；

加々美 2008 など）。 

 中国の民族自治政策については 1947 年 5 月に成立した「内蒙古自治政府」を雛（ひ

な）型とするものの、国策として固まるのは 1951 年～1952 年にかけての時期である。

中国共産党は中華人民共和国が成立以前、少数民族に対し自決権を認めていた（加々

美 2008：96）。「内蒙古自治政府」成立以前の 2 年前の 1945 年 4 月に、毛澤東は延安

における中国共産党第 7 回大会で「連合政府論」を提示し、各少数民族に民族自決権

5を与え、漢民族と連邦国家を建設すると宣言していた。しかし、この宣言が 1946 年

の 1 月に中国共産党と国民党が協定した「平和建国綱領」によって変更されている。

「平和建国綱領」では、少数民族にとっていた民族自決権が民族自治権に変更された

（毛里 1998：38）。民族自決権では、少数民族の連邦国家を認めるが、民族自治権で

は、中国領域内での民族としての文化的権利しか認められない。さらに、自治共和国

や分離を一律認めないとした（毛里 1998；楊 2013）。また、中国成立後、1951 年 12

月の毛澤東の声明により自決権が明確に否定され、区域自治権が主張された（加々美

2008：96）。このように民族政策の方針が区域自治へと交換する中で、1958 年より農

業と牧畜の集団化や定住化政策などが実施された。リンチンは 1950、60 年代の中国

共産党の内モンゴルにおける民族政策とその実施過程を土地改革、牧畜業における集

団化、モンゴル言語・文字使用の実態及び放牧地開墾と人口問題に焦点を当て克明に

描き出した（リンチン 2015）。 

 

2.3 中華民族の形成に関する研究 

中国では公的に 56 の民族がいるとされている。他方で、この 56 民族を「中華民族」

ともしている。「中華民族」について「中華民族が内包する 50 余の各民族単位は多元

であるが、中華民族としては一体的なものである。両者はともに「民族」と称するが、

次元が異なる」と費孝通は論じた（費 2008：13）。本来は 56 の民族を中国国民という

べきであるが、費は国民と区別し、56 民族を「中華民族」という次元が異なる民族と

解釈している。つまり、「現在、中国の流域内には 56 の民族が存在し、各民族にそれ

ぞれの民族名がある。しかし、同時に、56 の民族には中華民族という共通の民族名が

 
5「自決権とは、即ち民族の各自の希望に従って政治を行い得ることの謂いである。そは
自治の原則の上に自己の生活を打ち立てる権利を有する。そは他の民族とともに連邦関
係を作る権利を有する。そは完全に分離する権利を有する」（スターリン 1928：343）。 
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ある」（谷 2008：65）。「したがって彼（費孝通）は後に 56 の民族が基層であり、中華

民族が上層であり、民族のアイデンティティは異なる層を持ち、それは矛盾しないと

いう「多層論」を特に引き出した」（周 2005：83）。 

費孝通のこうした「中華民族」論は多元でありながらも、中心を定め、中国におけ

るあらゆる民族に中心的な一つのアイデンティティを求めた理論である。費は 1988

年に、香港中文大学で最初にこの理論を発表し、翌 1989 年に『中華民族の多元一体

構造（中華民族多元一体格局）』として公表した。「中華民族」論について実は、清朝

崩壊前後に、孫文らは一時「五族共和」論を提唱していた。孫文を代表する漢人らは

清朝の専制を脱し、新たな国を作るため、優秀な漢民族と少数の野蛮な夷狄という「華

夷の別」に言及し、「大一統」を強調して「五族共和」論を展開した。さらに、「「五族

共和」の観点から「五色旗」が国旗にふさわしいものとして推薦された」（横山 2009：

98）。その「五色旗」の紅、黄、藍、白、黒色はそれぞれ漢、満、モンゴル、回、チベ

ットを象徴する。しかし、元々「五族共和」に不満であった孫文らは清朝崩壊後、間

もなく「中華民族」論を提唱した。「孫文は「同化」政策を正当化するため、「中華民

族」という新概念を提出した。漢民族と、漢民族に「同化」した少数民族を総称して、

「中華民族」と呼ぶという新提案である」（横山 2009：108）。「梁啓超や楊度に源流を

発し、孫文や蒋介石をはじめ多くの権力者によって強調されるに至った「中華民族」

というイデオロギーは「後発国でもドイツや日本のように単一民族国家に近いほど生

存競争に生き残ることが出来る」という思い込みのもと」であった（平野 2014：194）。

こうした中で生まれたのが「中華民族における少数民族」という概念である（平野

2014：194）。この「中華民族」論は中華民国から中華人民共和国まで続く。しかし、

80 年代になって費孝通が改めて「中華民族」論を創り出した。 

費のこの「中華民族」論は中国共産党の国民統治の理念として導入され、今日に至

っている。しかし、「中華民族というのは政治的な概念であって、民族学上の名称と

してふさわしくない」という疑問がある（西澤 2008：340）。他方で、少数民族にとっ

て「歴史的に見て「漢化」か、それへの「抵抗」という選択肢しかもち得なかった彼

らにとって、現状のままでいいという「多元」の全面的肯定は、心強い支えとなった

ようである」としている（西澤 2008：352）。こうした中で、少数民族の「各地で民族

アイデンティティの再構築が活性化している」のである（西澤 2008：352）。費の強調

した「中華民族」はそもそも国民に近い概念であるが、費はあえて国民という概念を

使っていない。少数民族にとっての国民という宣伝が十分なされていない場合、一気

に国民と呼ばれることは、民族が否定されたと同じく立場に置かれる。こうした配慮

から費は国民でなく、国民の代替概念として「中華民族」を提示している。 

「中華民族」というのは、「想像の政治共同体」として創られた概念といえる。しか

し、中国の社会主義制度では、この「想像の政治共同体」は、もはや想像でなく、政

治の力で創られた実在の共同体である。こうした中で、モンゴル人は文化的に「モン

ゴル民族」というカテゴリーを保持し、政治的に「中華民族」という「ネイション」
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の両義性を持つことが求められてきた。その装置の 1 つが本論文で取り上げるウラー

ンムチルである。 

 

3 文化政策に関する研究 

3.1 文化政策の概念 

中国共産党は、政治宣伝としての文化政策を実行してきた。まずこの「文化」につ

いて、英国の人類学者であるタイラーは「文化」を「知識、信仰、芸術、道徳、法、

習慣、その他、社会の成員としての人間によって獲得されたあらゆる能力や習慣の複

合的な総体」であるとする（Tylor1871：1）。ウィリアムズは「文化」の範囲をその歴

史的な意義によって独立した抽象名詞としての「知的、精神的、美的発展の一般的過

程」を表す「文化」と生活様式としての「ある国民や時代や集団の定義」を意味する

「文化」として扱った。またタイラーの定義と似た「音楽、文学、絵画、彫刻、演劇、

映画」を含むあらゆる定義の総体を近代的な文化定義論として用いた（ウィリアムズ

1980：109）。次に政策とは、「①政治の方策。政略。②政府・政党などの方策ないし施

政の方針」（「政策」の項目を参考）である。そして文化と政策の合成語としての文化

政策とは、「国、地方公共団体及び一定範囲の文化に関する権限を付与された独立行

政法人等による文化に関する施策の総体と観念される」（根木 2010：12）。 

文化政策の中でも、本論は生活・慣習と区別し、文学・芸術における文化政策を検

討する。特にウラーンムチルは芸術歌舞団であることから、芸術という概念に深く関

連する。先行研究では、芸術のジャンルを「空間芸術（spatial art）、文学芸術（literary 

art）、劇芸術（choreutic art）、音楽芸術（musical art）などの区分、範疇、ジャンルに分

つことが行われている」という（稲垣 1952：164-165）。さらに、これらの芸術につい

て以下のように解釈されている（稲垣 1952：165）。 

 

 空間芸術の中には、彫刻、デッサン、絵画、写真のような造形芸術（plastic art）や

グラフ芸術（graphic art）が理解されるとともに、これらを結合した建築芸術がある

と理解されている。文学芸術の中には、詩、雄弁、小説、物語（story-telling）、説

話（narrative浄溜璃、講談、浪花節、落語、漫才）、シナリオ、リブレットーの芸術

が考える。劇芸術の中には、歌舞伎、能狂言、新派劇、新劇、人形劇、放送劇を初

めとし、舞踊、バレエ、黙劇および言葉を伴う広義の演劇（劇的上演物dramatic 

presentation－ページェント、レヴェー、ショー、シュプレッヒコール＝呼びかけ）

が含まれる。 

 

 本論に事例とするウラーンムチルの演目は主に稲垣の指摘する文学芸術と劇芸術

に含まれる詩、小説、物語、漫才、人形劇、舞踊などである。さらに音楽芸術として

のオペラもある。 
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3.2 文化政策の主体 

文化政策の主体について、「各国の文化政策の在り方には、その国の芸術・文化を

支援してきた社会の歴史が反映されている。アメリカ合衆国では、美術館や芸術団体

の多くが非営利組織として存在し、その財源を支えているのは寄付や政府からの公的

支援である」（後藤 2001：8）。 

さらに「ヨーロッパの国々では、政府に直接支援が行われているが、これは、王侯

や貴族によるパトロネージの歴史が、近代以降、国家によって継承されたものである」

（後藤 2001：8）。 

日本では、「近世には農村舞台など村落共同体の生活に根ざした芸能が広く存在し、

共同財として支えていたが、近代国家は、こうした市民による伝統を断ち切る形で、

西洋の美術や音楽を取り入れるという文化政策を開始している。近世に共同財として

存在した芸術・文化は、近代以降、国家が行う共同財としての芸術・文化と私的財と

しての芸術・文化に乖離し、最近まで接点を見いだせずにいたのである」（後藤 2001：

8）。 

中国では、政党集団、法律機構、政府のリーダー及び核心的な人物は文化政策を決

定する主体群である（胡 2015：34）。こうした中で、ウラーンムチルは中国共産党が

主体として支援するものである。 

 

3.3 文化政策の機能 

文化政策の機能について、「文化政策は統制とセットで講じられるべきものと認識

されていた」（武田 2018：7）。「文化政策とは、芸術を発展させるのみならず、国家の

アイデンティティの強化や雇用の創出、付加価値の創出といった目的を達成するため

に芸術を活用することでもある」（クサビエ 2007：14）。 

後藤（2001：34-36）は文化政策の動機についてこのように述べている。 

 

1.国家の威信、国民のアイデンティティに繋がる。 

2.地域の経済発展に繋がる。 

3.国民の教育するに役立つ。 

4.福祉国家の建設に文化が重要な構成要素になる。 

 

諸社会主義国家の初期から、文化政策は国家の凝集力や軍隊の宣伝や革命の武器と

して利用されてきた。 

ソ連では、1920 年代～1930 年代に政治と文化教育を行うため基層機関、工場、住

宅地、団地内には、農村文化館や紅角（赤いコーナー）6という文化や教育に関する施

設を設けていた（王編 2000：172）。またソ連の労農赤軍（旧ソ連邦の陸軍の旧称）に

 
6 「『角』は工作する部屋を指し、『赤』はソ連の社会主義制度に関する革命性質的な文化

教育活動を指す」（王編 2000：212）。красный уголок（クラースヌイ・ウガローク）。
直訳すると「赤い角＝コーナー」。日本語訳は「赤い部屋（ソ連邦の政治・文化啓蒙施
設のある部屋）」（井桁 1980：1009）。 
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も歌舞団を設けていた。「ソ連の赤軍歌舞団が 1928 年に創立された。A・アレクサン

ドロフ（A.Alexandorov）7教授は歌舞団の指導者と指揮を務め、最初は僅か 12 人の歌

手と舞踊者がいた」（夏編訳 1950：6）。 

当時、中国の共産党軍にも以上のような施設として文工団が設置されていた（松浦 

2000a：41-42）。文工団は、共産党の政治宣伝、イデオロギーとして原作は延安魯迅芸

術学院とある歌劇「白毛女」を演じていた（松浦 2000b：166）。こうした文化施設の

影響の下、内モンゴル自治区では、ウラーンムチルが文化館をもとに創立された。「文

化館（当時は人民文化館と呼ばれた）とは、民国期に民衆教育館と呼ばれていたものが人

民共和国の成立とともに改組されたもので、言うなれば総合的「社会教育」施設である」

（戸部 2015：211）。文化館は旗の中心街にあり、固定された場所で移動できない。ウ

ラーンムチルは、小規模で移動性があり、かつ総合性の歌舞団として活躍した（T.ア

ルタンバガナ 2020）。 

モンゴル人民共和国にも、1920 年代にモンゴル人民革命党のイデオロギーを普及

するため「Ulaan ger」（ウラーンゲル）を設けていた。ゲルはフェルトをかぶせ作った

家屋である。ウラーンケルは「赤いゲル」という意のモンゴル語で、モンゴル・ゲル

における文化施設である（Marsh2006：292）。また、モンゴル人民革命党は大衆的プ

ロパガンダの手段として歌と歌を用いた演劇、映画などを作っていた（木村 2013：

267）。さらに、同党はモンゴルの王公・ラマの搾取を批判した階級闘争のポスターや

社会主義思想を讃えたプロパガンダ芸術のポスターも数多く作っていた（Konagaya et 

al.2020）。このようにモンゴル人民共和国時代、歌、演劇、文学、絵画、映画などの芸

術活動は同党の政策に則った社会主義国家の宣伝活動であった（木村 2013：270）。 

こうした影響を受け、内モンゴルにおける中国共産党による文化政策は 1940 年代

から始まったものである。内モンゴルの文化政策は、当時は国家・民族のアイデンテ

ィティを強化するために作られていた。現在の文化政策にも当時の機能が継承されて

いる。他方で地域の振興と民族の伝統文化の継承という機能もある。中国の文化政策

の研究者胡（2015：11-12）によれば、文化政策の機能は四つあるという。 

 

 1.制約の機能である。国家権威による文化政策は人、社会及び国家の文化行為を約

束する。 

 2.指導の機能である。文化政策のイデオロギー的な性質によるものであり、政府は

人々及び社会の文化行為における公共文化の利益の損失を守るために指導の機能

を発揮する。 

 3.調和の機能である。異なる文化による利益の衝突を避けるために調和の機能が必

要である。 

 4.分配の機能である。国家は国家戦略における文化資源のコントロール以外に、如

何なる個人や社会組織に対する文化特権が存在しない。それは文化政策の下での文

化資源の再分配によるものと考えられる。 

 
7 明らかな誤植などは筆者が訂正した。原著には A.Alexanarov と書いてある。 
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社会主義諸国家で、文化政策は上述したように政党のイデオロギー、国家、民族の

アイデンティティの強化、国民統合の役割を果たしてきた。本論は内モンゴルにおけ

る社会主義中国の共産党政権下での文化政策を分析するため、以下は中国の少数民族

の文化政策に関する先行研究を検討する。 

 

3.4 中国少数民族の文化政策に関する研究 

 中国少数民族の文化政策として中国共産党が少数民族にとった公共文化政策、言

語・文字の政策、新聞・メディア・出版事業などに関する政策が論じられている（楊

2013）。中国共産党の少数民族にとった文化政策が国家の凝集力を促し、民族地域の

経済発展に貢献したという研究もある（劉 2013）。 

 ほかに少数民族の地域として雲南省における少数民族の文化政策の実施状況につ

いて分析した論文では、雲南省の少数民族の言語・風俗・書籍・文物・民間の無形文

化財に関する法律について少数民族は自らが十分に把握し、活躍できていないため、

政府から主導する必要があるとされている（呉 2014）。 

 延辺の朝鮮族における中国共産党の文化政策の実践について、公共の文化インフラ

の建設、伝統文化の継承と保護、広告・メディア・出版事業と民族文化の産業、民族

文化の人材育成が事例に論じられている（陳 2018）。 

 近年、少数民族には「中華民族の共同体」という概念が再び強調されている。こう

した中、中華人民共和国成立 70 年における少数民族の国家承認に関する民族政策の

研究がなされ、中国が成立して以来から現在までの共産党の少数民族にとった民族政

策が論じられている（廖 2020）。 

 新時代のチベット族大学生の中華民族文化の承認に関する研究もある（曹 2021）。

中華民族文化の承認とは、各民族が中華民族という大家庭の文化生産に関する帰属感

とそれを創造しているという自覚をいう（曹 2021：143）。 

 さらに、少数民族の音楽・舞踏芸術を対象に、少数民族の文化政策の改善すべき点

が指摘されている。この研究では、近年少数民族の音楽・舞踏芸術が破壊され、なく

なっている点が多いと指摘している。そのため、音楽・舞踏芸術の伝承と保護を促進

し、少数民族の文化政策を強化する。さらに、少数民族の音楽・舞踏芸術について詳

細に分類し、産業化する必要があるとしている（李 2016）。 

上述したように中国における少数民族の文化政策では、様々な研究がなされている。

しかし、少数民族のイデオロギー、伝統文化の創造という概念による研究はない。 

 

3.5 ウラーンムチルに関する研究 

ウラーンムチルの研究はその政治性や少数民族の文化政策、文化資源の視点から着

目したもの（シンジルト 2010；T.アルタンバガナ 2017；紅 2019）や中国の大衆路線

教育としてのウラーンムチル及び文化パフォーマンスとしての社会的な役割（T.アル

タンバガナ 2018;2019）や内モンゴル自治区の東部地域を事例に 1990 年以降の活動状
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況を論じたものがある（紅 2013）。またウラーンムチルの制度とウラーンムチルの草

創期（1957-1965 年）、文革期（1966-1976 年）、回復期（1977-1989 年）の演目につい

て筆者は研究を重ねてきた（T.アルタンバガナ 2020）。 

これまで内モンゴルにおけるウラーンムチルの役割は中国の国民統合や内モンゴ

ルを宣伝するための道具と言われてきた（シンジルト 2010）。さらに、ウラーンムチ

ルはその発展形態から内モンゴル文工団8と比較して「専門性、制度性、権威制」はな

く、「大衆性」を特徴とするとされる（シンジルト 2010）。つまり、その活動の対象は

牧畜民、農民、労働者、兵士（軍人）、教職員や学生などであった。それゆえに、ウラ

ーンムチルは特にその草創期において社会主義思想を宣伝するという役割を持つと

ともに、民族文化を普及することを役割としていたとされる（紅 2013：157）。ここで

いう民族文化とは牧畜文化である（紅 2013）。 

シンジルトは、内モンゴルが外部に与えてきた一連の影響を、「内モンゴル・イン

パクト」と呼び、このインパクトを明確に表現してきたのは、内モンゴルを発信地と

するウラーンムチル現象であるとする（シンジルト 2010: 187）。ウラーンムチルはモ

ンゴル族的なものとして展開され、内モンゴルを基準として中国モンゴル族的な共通

点の確立に寄与してきた（シンジルト 2010:209）。つまり内モンゴル自治区以外の人

にウラーンムチルは、モンゴル族のカテゴリーを巡り、中国モンゴル族のイマジネー

ションとして働きかけてきた。 

ほかに無形文化遺産とウラーンムチルの関係を中心に論じたのが阿木爾（2020）で

ある。阿は、フルンボイル市の新バルグ左旗のウラーンムチルを事例にウラーンムチ

ルは地域文化の運び手であると同時に、モンゴル族の伝統文化を継承しているという

（阿 2020：3）。 

シンジルト（2010）や紅（2013；2019）の研究は国家政策への批判的検討を主眼と

する。阿（2020）の研究は伝統文化や地域文化がアプリオリに存在するものとしてい

る。 

 

4 文化の創作に関する研究 

4.1 伝統の創作に関する研究 

国民国家の形成や多民族国家の形成において、民族が創られる一方、文化も創られ

ている。中国では、民族は民族識別工作により「上から作られ」、「発掘される」（毛里

1998）とともに、文化も大量に創作されている。こうした文化の創作に関する研究で

は、ホブズボウム（1983）やレンジャー（1983）の研究が著しい。彼らの研究によれ

ば、英国という国家の形成において、大量の伝統が創り出され、構築され、制度化さ

れている（ホブズボウム 1992）。また文化は民族的な概念に合わせて、利用され、不

断的に修正されている。「現存する慣習的、伝統的慣行－民謡、競技、射撃－は新たな

 
8 内モンゴル文工団は、1946 年 4 月 1 日に張家口で創立している。1953 年に「内モンゴ

ル歌舞劇団」に改名し、1956 年に「内モンゴル歌舞団」に改名した（シンジルト 2010：
190）。 
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民族的な目的にしたがって修正され、儀礼化され、制度化された」（ホブズボウム 1992：

16）。文化のこうした創作は、英国だけでなく、ヨーロッパを始めインドや、さらに植

民地の成立においても大量に作られた。特に「1870 年代、1880 年代そして 1890 年代

は、教会、教育、軍事、共和制、君主制など、ヨーロッパで創り出された伝統が大き

く花開いた時代であった」（レンジャー1992：323）。アフリカにおける植民地では、

「入植者たちは、ヨーロッパで作り出された伝統を利用して、自分たちの役割を明確

にし、正当化した」（レンジャー199：324）。 

以上は英国、ヨーロッパを始め、インド、アフリカの植民地で創られた文化（伝統）

の事例であるが、国家の形成において、中国でもこうした文化の創作の一端を担って

きたのが、ウラーンムチルである。本論はウラーンムチルの演目の分析から社会主義

中国におけるモンゴル人の中華民族への統合とモンゴルの伝統・地域文化の創出を克

明に描き出す試みでもある。 

 

4.2 内モンゴルの行政区画の改革に関する研究 

内モンゴル自治区の成立当時において、中国共産党は積極的にモンゴル民族の文化

的なものを継承させ、発展させていた。例えば、内モンゴル自治区について、中国の

行政制度における「自治省」（zizhi sheng）ではなく、省の代わりに区として「自治区」

（zizhi qu）と名付けた。 

さらに地方行政区においても、中国の行政制度の市・県や郷・鎮や村に代わって、

清朝から受け続けていたモンゴルの行政制度のアイマグ（aimag，盟）9やホショー

（hoshuu，旗）、ソム（sum，郷）、ガチャ（γacha，村）をそのまま使用した。しかし、

これが 1970 年代から始まる中国の行政制度の改革により変更されていく。それは、

自治市化（都市化）というプロセスである（Bulag2006）。モンゴルのアイマグとホシ

ョーの行政制度は自治市（地級市）に変更されていく。このプロセスでは、まず 1976

年までに三つの地域が歸綏市（归绥市）からフフホト市、包克図県から包頭市、烏達

市と海勃湾市が合併し烏海市に変更され、その後に 4 つの地域が都市として追加設立

された。具体的には、1983 年にジョーオダ（Jo'uda）盟が赤峰市に、1999 年にジェリ

ム（Jirim）盟が通遼市に、2001 年にイクジョー（Yekeju）盟がオルドス（Ordos）市に

変更され、2002 年にフルンボイル（Hülünbuir）盟がフルンボイル市に変更された。こ

の中で、フルンボイル盟だけが元地域の名前が維持された（Bulag2006：57）。この変

更は、行政制度上の単なる地域名の変更だけでなく、地域の文化・アイデンティティ、

そのすべての変更を意味する。 

 

4.3 内モンゴルの文芸の創作に関する研究 

文芸の分野においても、こうした文化の創作はより顕著である。内モンゴルには、

日本でよく知られる『スーホの白い馬』という民話がある。しかし、この民話ははる

 
9 本論文では、必要なモンゴル語の表記はモンゴル文字のラテン文字転写で表現する。 
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か昔からあったものではなく、中華人民共和国が成立して間もなく創られた民話であ

ることが明らかにされている（ミンガド 2016）。『スーホの白い馬』が内モンゴルで書

物によって初めて知られたのは 1956 年で、それは塞
セー

野
イエ

の書いた『馬頭琴－内蒙古民

間故事』によってである。この物語が日本に初めて紹介されたのは、1961 年 10 月に

発行された月刊絵本『こどものとも』に掲載された『スーホのしろいうま』によると

いう（ミンガド 2016：14-16）。また馬頭琴演奏者であるチ・ボラグの自伝『馬頭琴と

私』（2001：502）によれば、塞野とサンドールンという人物が 1950 年～1953 年の間

に、旧チャハル盟（現シリンゴル盟）のドロンノール地方の民間芸人の語った伝説を

記録し、1958 年からサンドールン氏が内モンゴルのメディアで取り上げたという。ま

たチ・ボラグは、自伝において、「『スーホの白い馬』は社会主義国家における階級闘

争の過程で創作された物語ではなかったのか。私の知る限り、解放前10の内モンゴル

には、このような物語はなかったはずだ」と述べている（斉 2001：504）。 

また『スーホの白い馬』における階級闘争の物語に通じる内容の文学作品には、『シ

ャグデル・アホの物語（Šhagder soliyatu）』、『バラガンサンの物語（Balγansang-un 

Üliger）』、『ガーダー・メーリン（γadamiren）』などがある。これらの作品は、中華人

民共和国成立以前からあるが、中国成立以降に発掘され、再編集され、モンゴル語の

教科書に教材として引用されている。これらの作品の内容は、貧しい農民・牧畜民が

封建官僚、地主、牧畜主の搾取や抑圧を暴いたものである。作品の物語は、社会主義

中国が強調する階級闘争を象徴するものである。物語の主人公とその悪者は、中国共

産党の強調する階級闘争であるプロレタリア対ブルジョアというイデオロギーに対

応したものである。中国共産党は内モンゴルでの政権が確定した後、多くの民歌（民

謡）を収集し、編集した。その中、いち早く編集されたものとして『モンゴル民歌の

集（蒙古民歌集）』（1949）、『東モンゴル民歌集（東蒙民歌選）』（1952）、『内モンゴル

民歌（内蒙古民歌）』（1954）、『ジョーオダ民歌集（昭烏達民歌集）』（1958）などがあ

る。これらの民歌集には、「シャグデル」、「バラガンサン」、「ガーダー・メーリン」の

ような階級闘争に関する英雄的、模範的人物を賛美した民歌が多く掲載された。こう

した階級闘争を強調した作品は中華人民共和国が成立してから文化大革命が勃発す

るまで続いている。 

兼重（2014：339-340）は、中国のこうした文芸政策について、三つの時期に分けて

検討した。 

 

 1）建国から文化大革命までの時期（1949～1966 年）である。この時期、民間文芸

は経済的な側面からではなく、政治的側面から為政者によって評価され、社会主義イ

デオロギー（階級闘争、反封建）の発揚・宣伝が強調された。 

 
10 内モンゴル自治区の成立時期は 1947 年だが、中国では一般的に中国成立の 1949 年を

区切りとし、それ以前の時期を解放前という。 
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 2）文化大革命から改革開放政策への転換までの時期（1966～1978 年）である。こ

の時期、伝統的なものが四旧（旧思想、旧文化、旧風俗、旧習慣）として破壊され、

少数民族の文化が否定された。 

 3）改革開放以降の時期（1979 年以降～現在）である。この時期、階級闘争路線か

ら市場主義経済化に向かい、少数民族の民間文芸は観光資源として民族地域の経済発

展のために積極的に利用された。 

 

 本論は中国における文化の創作に関するこれらの研究を踏まえ、内モンゴルの歌舞

団によって創られた「文化政策」における政治宣伝と民族の伝統、地域文化とその変

遷について検討する。 

 

5 主な資料の説明 

 本論で大きく依拠したのは、内モンゴルの文化史や、文化事業に関する資料や報告書で

ある。さらにウラーンムチルの歴史資料（内蒙古自治区文化庁編 1997a；鳥編 2002；

達・朱編 2007；劉・張編 2012；達・朱・洪編 2017 など）やウラーンムチル隊員に関

する回想録などが出版されている（朱・吉編 2018；王・刑編 2018 など）。これらの中

で、本論が依拠したのは主に以下の 6 つである。 

 ①内モンゴル自治区文化庁編の『ウラーンムチルの路―記念ウラーンムチル建設四十周

年（烏蘭牧騎之路-記念烏蘭牧騎建立四十周年）1957-1997』（1997a）である。この資料

は、ウラーンムチルの発展史に関する記事や新聞や公文書を掲載し、さらにウラーンムチ

ルに関する政策や計画や条例なども掲載している。 

 ②文化館や文化庁で働いていた職員 8 人が編集した内モンゴル文化事業の 50 年の報告

書『内モンゴル文化 50 年（内蒙古文化五十年）』（1997b）である。この報告書には、主

に内モンゴルにおける芸術事業、大衆文化事業、図書館、博物館、映画事業などに関する

報告が掲載されている。この報告書の劉希燕の「芸術事業」と包銀山の「大衆文化事業」

が芸術歌舞団や文化事業の変化について詳しく記録している。歌舞団創立当時のデータや

文芸方針なども記載されている。 

 ③内モンゴル文化庁文化志文物志の編纂委員会と内モンゴル文化庁革命文化史料の征

集委員会編の『内蒙古文化史料』（第一集,1989；第二集,1990）である。この史料には、

内モンゴルの歌舞団に関する政策報告と文化事業の設立経緯などが記録されている。 

 ④内蒙古自治区党委宣伝部編の『内蒙古自治区志・宣伝志』（2015）である。本誌は内

モンゴル自治区政府の所属である共産党の宣伝部が、中華人民共和国成立前後に内モンゴ

ルで実施したあらゆる政策を記載した資料である。この資料では、内モンゴル成立当時の

新聞、雑誌などの刊行物を始め、内モンゴル成立から 2010 年 12 月までの共産党の文化政

策と宣伝政策が記録されている。 

 ⑤内モンゴル大学教授であった郝维民編の『内蒙古自治区史』（1991）である。この史

料では、内モンゴル自治区成立（1947）から 1987 年までの共産党の民族政策、内モンゴ

ルの社会、経済、文化、教育、医療に関する詳細な記録が記載されている。本論では、大
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躍進と人民公社進時代、文化大革命時代、改革開放時代における内モンゴルの文化事業と

共産党の民族政策について参考にしている。 

 ⑥文化・ラジオ局や地方誌事務局の職員である劉増軍と張仲仁編集の『オンニュート旗

ウラーンムチル誌（翁牛特旗鳥蘭牧騎志）』（2012）である。本誌は本論で事例として取り

上げるオンニュート旗ウラーンムチルの創立から 2012 年までの組織の構成、上演作品、

上演活動、奉仕11、隊員について中国語でまとめたものである。 

 

6 研究方法 

 本論はウラーンムチルの中でも、ウラーンムチル創立地域の一つである赤峰市のオ

ンニュート旗ウラーンムチルを事例にする。オンニュート旗は内モンゴルの東部地域

に位置する半農半牧畜地域である。もう一つの創立地域はシリンゴル盟のスニド右旗

である。この地域はオンニュート地域と比べ、牧畜を生業にしている。中国共産党は、

ウラーンムチルの性質から牧畜地域だけでなく、農業地域にもウラーンムチルを設立

した。オンニュート旗はモンゴル地域であるが、漢人が約 9 割で、モンゴル人が約 1

割にすぎない。言い換えれば、内モンゴルにおける漢人にもウラーンムチルを通して

中国共産党の社会主義イデオロギーを宣伝する狙いであった。 

 本論は、ウラーンムチルの演目をインフォーマントの語りと文献資料から分析する。

インフォーマントについて、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員に限らず、もう一

つのウラーンムチルの創立地域のシリンゴル盟のスニド右旗ウラーンムチルの隊員

やほかのウラーンムチルの経験者、内モンゴル民族芸術劇院の団員、内モンゴル軍区

政治部の文工団の元団員などに幅広くインタビューしている。文献資料は「主な資料

の説明」で取り上げた資料などである。 

 

7 本論文の構成 

7.1 章立の構成 

章立てにおいて、まず中国共産党の国家政策を分析し、次に内モンゴルの文化政策、

文化事業の実態を検討する。さらに、オンニュート旗ウラーンムチルの活動とオンニ

ュート旗のほかの文化事業について取り上げる。その上で、オンニュート旗ウラーン

ムチルの演目を分析し、文化政策の変遷と民族・地域文化の創造過程について考察す

る。取り上げる期間は、内モンゴル自治区成立以前から現在までである。ウラーンム

チルの時期区分については、中国共産党の最高指導者の任期期間に準じて区分する。

具体的には、毛澤東、鄧小平、江澤民、胡錦涛、習近平の順にウラーンムチル創立の

1957 年から現在に至るまでの 6 区分である。この中で、毛澤東の時代は最も長く、

「反右派闘争」、大躍進と人民公社期及び文化大革命期を経ている。 

 
11 牧畜民や農民を手伝い、労働することをいう。農村、遊牧地域に入り、遊牧民、農民

に生活、生産サービスを行う。例えば、図書の代理販売、撮影、散髪などである（紅
2013：172）。 
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最後に、筆者のフィールド調査としてのインフォーマント（隊員、観客）の語りを

整理し、習近平時代に大きく変化しているウラーンムチルの活動、及びウラーンムチ

ルによる政治宣伝と民族・地域文化の創造について考察する。さらにウラーンムチル

の観客に行ったインタビューを整理する。 

 

7.2 各章の内容 

本論は、第 11 章から構成され、序章と終章を合わせて 13 章になる。第一章から第

三章までは、ウラーンムチル創立以前の内モンゴルの文化政策で、第四章から第九章

までは、中国共産党の国家政策とともに行われた内モンゴルの文化政策、オンニュー

ト旗ウラーンムチルの現状と他の文化事業、オンニュート旗ウラーンムチルの演目分

析である。第十章から第十一章までは、筆者のウラーンムチルの隊員と観客へのイン

タビューである。 

序章では、研究背景、目的、先行研究、主な資料と研究方法について述べる。 

第一章では、中華民国期の内モンゴルの文化政策について記述する。清朝崩壊後、

内モンゴルは名義上、中華民国に属していたが、実際にはモンゴルの王公制が存在し、

モンゴル人は軍隊を持っていた。こうした中、内モンゴルにおける文化政策は、モン

ゴル人民共和国と日本の満洲国の影響を受けていた。本章では、この両国の影響とと

もに行われていた文化政策について概観する。 

第二章では、内モンゴル自治区成立（1947）からウラーンムチル成立（1957）まで

の 10 年間の内モンゴルにおける文化政策を検討する。この 10 年間、内モンゴルの共

産党リーダーであったウラーンフーの指導で、文化事業が盛んであった。本章では、

この時期の内モンゴルの文化事業の詳細とその政策について記述する。 

第三章では、内モンゴル成立 10 周年を機に作られたウラーンムチルの誕生経緯、

創立地域、概念、時期区分について論じる。ウラーンムチルは 1957 年に文化館を基

に創立された芸術歌舞団である。本章では、以上の問題を詳細に述べ、さらに本論の

聞き取り調査に協力したインフォーマントについても述べる。 

第四章では、毛澤東時代前半期のウラーンムチル（1957-1965 年）について記述す

る。ウラーンムチルは 1957 年に知識人を批判した「反右派闘争」の最中に創立され

た。この闘争で、モンゴル人には「民族融合論」が提示された。そして、翌年の 1958

年から中国で大躍進と人民公社政策が行われ、内モンゴルの牧畜社会は人民公社化を

実現した。本章では、こうした時代背景と政策などを触れつつ、ウラーンムチル草創

期の演目を分析する。 

第五章では、毛澤東時代後半期のウラーンムチル（1966-1976 年）の活動を述べる。

1966 年 5 月に中国では、共産党の「極左」路線により文化大革命が発動し、政治家、

文学家、芸能人、牧畜民、労働者などさまざまな人々が批判の対象になった。こうし

た中、ウラーンムチルの活動も停止され、一時的に専ら毛澤東を宣伝する「毛澤東思

想の宣伝ステージ」（毛泽东思想宣传站）に変更された。本章では、こうした時代背景

と文化事業の被害を述べるとともに、ウラーンムチルの演目を分析する。 
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第六章では、鄧小平の改革開放時代のウラーンムチル（1977-1989 年）の回復状態

について述べる。1976 年、毛澤東の死を機に文化大革命が終結している。1978 年か

ら鄧小平が権力を握り、「社会主義近代化建設への移行」すなわち改革開放路線（政

策）を提起した。この時期、文革の被害者と文化事業の回復が話題になった。さらに、

牧畜地域や農業地域に文化政策の促進も行われていた。本章では、こうした時代背景

と文化事業の回復を記述し、この時期におけるウラーンムチルの演目を分析する。 

第七章では、江澤民の社会主義市場経済時代のウラーンムチル（1990-2001 年）の

活動について述べる。江澤民の時代において、民族文化が市場化、産業化された。内

モンゴルでは、芸術パフォーマンス団体の体制改革が行われ、公演が市場化された。

ウラーンムチルは市場のニーズに対応し、企業と連携し、活動を行った。本章では、

こうした時代背景と内モンゴルの文化事業の実態を述べ、この時期のウラーンムチル

の演目を分析する。 

第八章では、胡錦濤の科学的発展観時代のウラーンムチル（2002-2012 年）の実態

について解明する。胡錦涛は、「科学的発展観」と「社会主義調和社会（和諧社会）」

の政策を打ち出した。内モンゴルでは、「民族文化大区」に建設する方針が決められ

た。こうした中、ウラーンムチルは、サックス演奏、マジックなど新たなジャンルの

演目を披露した。本章では、こうした時代背景と内モンゴルの文化事業の実態と政策

を述べ、ウラーンムチルの演目を分析する。 

第九章では、習近平の中国夢の新時代のウラーンムチル（2013 年-現在）の活動を

記述する。胡錦濤に続いて、習近平になり、「中国の夢」、「中華民族の偉大なる復興」、

「新時代の中国の特色ある社会主義思想」などの政策を打ち出した。内モンゴルでは、

こうした影響を受け、文芸団体は、習近平の講話内容をもとに演目を創作し、公演を

行った。本章では、こうした時代背景と内モンゴルに実施された文化事業とその政策

を論じ、ウラーンムチルの演目を分析する。 

第十章では、ウラーンムチルの政治宣伝のプロセスについてインタビューを整理す

る。ウラーンムチルは 2017 年、中国国家主席の習近平の返信を受けたことにより内

モンゴル政府には、ウラーンムチル学会が組織された。本章では、習近平の返信をき

っかけに行われているウラーンムチル学会の活動及び政治宣伝のプロセスをウラー

ンムチルの「老隊員」のインタビューを通して解明する。 

第十一章では、ウラーンムチルの観客に関するインタビューを分析する。筆者のフ

ィールドワーク調査として行ったウラーンムチルの農村地域、牧畜地域、都市での公

演をそれぞれ取り上げる。その目的は、観客から見るウラーンムチルはいかなるもの

であるのかを解明することである。最後に、ウラーンムチルの内部問題についてウラ

ーンムチルの責任者にインタビューしたものを分析する。 

終章では、本論の結論として内モンゴルの時代変化、文化政策、文化事業の変化及

びオンニュート旗ウラーンムチルと他の文化事業をまとめた上で、オンニュート旗ウ

ラーンムチルの演目からみるウラーンムチル隊員の構成、演目ジャンル、テーマなど

を論じる。最後にウラーンムチルにみる民族、地域文化の創造過程を考察する。 
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第一章 清朝崩壊から 1946年までの内モンゴルの文化政策と文化事業 

 

 本章では、内モンゴル自治区成立以前の清朝崩壊から 1946 年までの文化政策の実

態を検討する。この間の内モンゴルの文化政策は、主に二つの国家からの影響を受け

ている。一つは、モンゴル人民共和国であり、もう一つは満洲国を通じた日本である。 

清朝崩壊後、内モンゴルは中華民国の名の下にあったが、自治区でもなければ、連

邦国家でもなかった。多くの王公が自軍を保有し、自領を所有していた。一方、一部

の地域では中華民国の軍隊に抑圧され、内モンゴルの王公はモンゴル人民共和国や日

本の協力を得ようとしていた。 

こうした背景をもとに内モンゴルでは、モンゴル人民共和国による文化政策と満洲

国を通じた日本による文化政策が広がっていた。 

 以下、本章では内モンゴルと二つの国家それぞれとの関わりについて歴史的背景を

踏まえつつ、文化政策と具体的な文化事業について述べる。 

 

1 モンゴル人民共和国影響下での内モンゴルの文化政策 

 清朝崩壊後、現在のモンゴル国ではボグド・ハーン政権（1911-1924 年）が樹立し

た。同じ頃、内モンゴルでは諸王公の多くが 1912 年からボグド・ハーンに帰服し、

大モンゴルを建国した。しかし、間もなくボグド・ハーン政権の後盾であるロシア帝

国が中華民国との関係悪化を懸念し、内外モンゴルの統一活動を阻止し始めた。 

こうした動きを受けて、内モンゴルでは、内モンゴル人民革命党が組織され、内外

モンゴルの統一活動が行われた。 

以下は内モンゴル人民革命党の成立とその活動経緯（清朝崩壊～1930 年代）及び彼

らの活動停止から活動再開（1930 年代-1945年）までの二つの時期に区分して論じる。 

 

1.1 内モンゴル人民革命党の成立とその活動（清朝崩壊-1930年代） 

1.1.1 歴史的背景 

1917 年のロシア革命により、ソビエト連邦が成立した。ソビエト連邦が成立以降、

ユーラシア大陸のほとんどの国家が社会主義の影響を受けるようになった。 

内モンゴルもまた、その例外ではなかった。中国の公的な歴史では、内モンゴルの

社会主義的なイデオロギーの始まりは中国共産党とされる。しかし、実際は内モンゴ

ルの社会主義的なイデオロギーの始まりは中国共産党ではなく、モンゴル人民共和国

である。 

当時、モンゴルの一部であったブリヤートがソ連邦の加盟国として、1923 年にブリ

ヤート・モンゴル・ソビエト社会主義自治共和国を建国した。さらに、「ボグド・ハー

ン政権は 1924 年にソ連の影響下にあるモンゴル人民共和国に変身する。世界で二番

目の社会主義国家である」（楊 2015a：12）。 
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この時期、中国には共産党が組織されたばかりであり、軍隊を持っておらず、当然

政権も取っていなかった。こうした事実からも、内モンゴルのモンゴル人はモンゴル

人民共和国から社会主義的なイデオロギーを取り入れていた、といえよう。 

1924 年にモンゴル人民共和国が成立されたことをきっかけに、内モンゴルでは内

モンゴル人民革命党が組織され、翌 1925 年の 10 月に正式に成立した。さらに、内モ

ンゴル人民革命党の指導下で、1927 年に内モンゴル人民革命青年同盟（青年同盟）が

作られた。 

 

1.1.2 党の機関誌と革命歌 

内モンゴル人民革命党は「党の機関誌『内モンゴル人民旬刊』および『内モンゴル

画報』なども発行し、モンゴルの大衆に向けて宣伝活動を行った」（フスレ 2005：33）。

こうした中で、1920 年代に「内モンゴルを振興させる歌」、「内モンゴル人民の歌」、

「内モンゴルの赤い旗」、「シネラマの軍隊の歌」などの革命歌が作られた。これらの

革命歌はすべてモンゴル人民共和国の「赤い旗」や、「モンゴル・インターナショナ

ル」（国際労働歌「インターナショナル」L'Internationale とは別曲）といった国歌と軍

歌の影響を受けて作られたものである。この時代、モンゴル人民共和国で革命歌以外

に、演劇もモンゴル人民革命党の宣伝活動として行われていた（木村 2013：270）。つ

まり、これらの演目から、内モンゴル人民革命党の宣伝活動はモンゴル人民革命党の

影響を受けていた。以下は、革命歌を事例に分析する。 

「内モンゴルを振興させる歌」の歌詞には以下のように書かれている（フスレ 2005：

33-34）。 

 

 赤い旗を掲げ 

 故郷を防衛し 

 モンゴルの各族を率いて 

 前進させ、栄えさせよう 

 … 

 人民の願望に基づいて 

 自治国家を樹立せよ 

 正義を実行し/ 

 幸福平和な生活をともに享受しよう」 

 

「全内モンゴルの歌」にも以下のように書かれている（フスレ 2005：36）。 

 

 人民共和の赤い旗で 

 地球を覆おう 

 内モンゴルの全てのホショー（旗）に 

 主権を与える人民党 
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さらに「シネラマの軍隊の歌」にはこのように表現されている（フスレ 2005：37）。 

 

 赤い旗を掲げ 

 国と人民を守り 

 反逆者たちを 

 打倒しょう 

 

これらの歌謡の歌詞は「自治国家」を樹立する事を主旨とする。赤い旗、自由、幸

福、主権、繁栄、人民共和、党、反逆者、打倒という表現からは、社会主義のイデオ

ロギーを広めようという意図が強く窺える。フスレによると、「モンゴル人民共和国

の「モンゴル・インターナショナル」の曲に合わせて作詞された「全内モンゴルの歌」

は、当時の内モンゴルの「国歌」に相当していたという。これに対して、モンゴル人

民軍の歌「赤い旗」のメロディーに合わせて作られた「内モンゴルを振興させる歌」

は、内モンゴル人民革命党が指導する内モンゴル人民軍の歌である」（フスレ 2005：

37）。 

内モンゴル人民革命党及び青年同盟は、1930 年代以降に入ると中国国民党、共産党

および日・ソ連の各種条約によって左右されるようになり、また党内部、青年同盟内

部の対立は激しくなり、地下に潜るようになった。 

 

1.2 内モンゴル人民革命党の活動停止から再開まで（1930年代-1945年） 

1.2.1 歴史的背景 

内モンゴル人民革命党と青年同盟の活動は 1930 年代に入ると、地下に潜るように

なった。具体的にいつからその活動が潜ったかについては、明確ではない。党内部と

外部の原因で活動が一時停止され、同党による「自治国家」の樹立や「民族自決」が

実現不可能となり、さらにはモンゴル人民共和国との関係も一時的に断絶した。内モ

ンゴル西部では 1937 年に生まれた徳王（デムチュクドンロブ）12の蒙疆政権もモンゴ

ル人の高度な自治権を目指していたものが、第 2 次世界大戦後の中国共産党の勢力の

拡大により終結した。 

「1945 年 8 月、ソ連・モンゴル人民共和国連合軍の内モンゴル、中国東北への進出

をきっかけに、東モンゴル、フルンボイルと旧蒙疆政府などにおいて、内外モンゴル

の統一を目指す民族運動が盛んに繰り広げられた」という（フスレ 2005：42）。さら

に「1945 年 8 月 14、ハーフンガー、ボヤンマダフらの満洲国の旧官吏は、内モンゴ

ル人民解放委員会を組織し、ボヤンマンダフを委員長とした。18 日に、内モンゴル人

民革命党を復活し、同党東モンゴル中央委員会の名誉で「内モンゴル人民解放宣言」

を発表し、「内モンゴル人民革命党の指導のもと、ソ連とモンゴル人民共和国の指導

 
12 徳王，189？-1968 年、内モンゴル史上、初めて、内モンゴルの近代独立国家の創立を

主張した旗王である（デレングト 2016：344）。 
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を受けて、内モンゴルをモンゴル人民共和国に加入させる」と述べ、モンゴル人民共

和国に加入する願望を強く表明した」（フスレ 2011：98）。 

 

1.2.2 拡大する革命歌 

上述したように 1930 年代から地下に潜っていた内モンゴル人民革命党や、青年同

盟が 1940 年代中旬から復活し、モンゴル人民共和国へ合併するというイデオロギー

が浮上した。こうしたイデオロギーの下にはモンゴル人民共和国のトップ・リーダー

を讃えた文芸が流行した。有名なものは「親愛なる英雄」、「我々の太陽チョイバルサ

ン」、「モンゴル人民革命党」、「スへバートル」13など詩歌である。これらの詩歌以外

に、1942 年に「スへバートルの英雄神話」構築ためのプロパガンダ映画として『スへ

バートル』が制作されていた。このように映画はモンゴル人民共和国の国家建設であ

るスターリン時代の宣伝活動の手段として成立した（木村 2013：269-270）。 

チョイバルサン（1895-1952 年）はモンゴルの政治家で、1939 年から 1952 年までモ

ンゴル人民共和国の首相兼外相を務めた。スへバートル（1893-1923 年）はモンゴル

の革命家で、1920 年にチョイバルサンらとともにモンゴル人民党を結成し、政治や軍

事指導者としてソ連の指導の元で、中華民国軍やウンゲルン軍を追放し、モンゴルの

解放と革命を成功させた人物である。 

「スへバートル」と「チョイバルサン」を賛美しているこれらの文芸作品を、フス

レは「モンゴル人民共和国と合併を切実に願っている内モンゴル人にとっては、やは

り求心力となり、モンゴル人のアイデンティティを反映していたことは間違いない」

と述べている（フスレ 2005：43）。その後、さらに内モンゴル人民革命青年同盟によ

り「内モンゴル人民革命青年同盟歌」など革命歌が作られた（フスレ 2005：44-45）。 

こうした思想の革命歌は、ほとんど内モンゴル人民革命党と青年同盟の下で作られ、

彼らの機関誌などを通じて宣伝されていった。さらに満洲国で発行されたモンゴル人

の機関誌である『青旗』（1941）などにも「モンゴルを復興させる詩」が掲載されてい

た。 

しかし、1945 年に列強によって結ばれた「ヤルタ協定」と日本の敗戦及び「中ソ友

好条約」によって、内モンゴルは中国共産党の支配下に入ることとなった。「内モン

ゴルのモンゴル人たちがモンゴル高原に住む同胞たちと統合するチャンスは、大国同

士で勝手に交わされた「ヤルタ協定」によって剝奪された。中国に組み込まれた内モ

ンゴルは中国人の植民地となった」（楊 2013：49）。だが、1945 年中旬から、1947 年

の 5 月 1 日の内モンゴル自治区が成立するまでは、様々な政党組織が作られていた。

しかし、徐々に中国共産党の勢力下に入り、それら組織は解散させられた。 

 

 
13「モンゴル人民革命党と国家のもといを築き、帝国主義と封建制に抗して、一九二一年
の人民革命を指導したモンゴル人民の真の息子、偉大な総司令官デムディニー・スヘバ
ートル」（チョイバルサン他著 1971：87）。 
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2 日本の影響下での内モンゴルの文化政策 

 内モンゴルのモンゴル人はモンゴル人民共和国の影響だけでなく、満洲国を通じた

日本の影響も受けていた。以下は、日本の影響下にあった内モンゴルの文化政策を清

朝末期～1931 年までと、満洲国時代（1932-1945 年）の二つに区分して検討する。 

 

2.1 内モンゴル王公の革新政策（清朝末期-1931年） 

 「遊牧民のモンゴル人の近代的な騎兵戦術は日本から学んだ。大勢のモンゴル青年

が日本の陸軍士官学校に留学して帰国・帰郷し、民族と独自の軍隊を統率した。日本

もまた彼らを鼓舞しようとして、多くの歌を作った」（楊 2015b：80）。 

内モンゴル人は、清朝末期に日本から革新的な政策を取り入れていた。「光緒末年

に清朝政府は国内外の抑圧を受けて新たな政策を行い、全力を挙げて危機に陥った国

を救い出す方針を取った。この方針とともに、一部の国内外と接触が多い、新たな物

事に対する開放的な思想を持っていたモンゴルの王公も法制を変えてモンゴルを甦

るべきと考え、教育を興す政策を取った」（呉 2006：241）。モンゴル王公の中で一早

く足を踏み出したのは、グンサンノルブ（貢桑諾爾布）という人である（sečinbatu2009）。

ジョスト盟ハラチン右旗出身のグンサンノルブ親王（貢王）は 1902 年から、崇正学

堂や、毓正女学堂、守正武学堂など男女子学校、軍事学校を設立していた。「光緒三十

一（1905）年に貢王は河原操子が帰国（1905 年一度帰国し、1907 年まで毓正女学堂

で働いていた）際に、毓正女学堂の何恵珍、于保貞、金淑貞の三人を東京の実践女子

学校に派遣し学ばせた。光緒三十二年に伊徳欽、金永昌
ノミンビリゲ

、呉恩和
エンヘブリン

、汪睿昌
テ ム ゲ ト

、于恒山を

振武学堂に派遣した」（sečinbatu2009：106）。 

そのほか、近代モンゴル騎兵の父とされるバボージャブと日本の関わりも重要であ

る。「バボージャブは「モンゴルの近代的な騎兵の創始者」である。息子のガンジョー

ルジャブとジュンジュールジャブ兄弟は日本の陸軍士官学校を卒業してから、モンゴ

ルの興安軍官学校の設置に尽力した。ジュンジュールジャブは興安軍官学校の創設を

提案した人で、兄のガンジュールジャブは校長を務めた。いわば、父親は近代モンゴ

ル騎兵を組織し、二人の息子は青年将校たちをシステマティックに育成して騎兵の近

代化を一層、推進したのである」（楊 2015a：19）。バボージャブの息子らが日本に渡

って留学したのは 1922 年からである。その後、間もなく満洲事変が起こる。 

 

2.2 満洲国時代の内モンゴルの文化政策（1932-1945年） 

 

2.2.1 歴史背景（1932-1945年） 

「1931 年、満洲事変がおこり、満洲国が建国されると、内モンゴル東部地域は満洲

国内にくみ込まれた」（小長谷 2013：429）。満洲事変をきっかけに、1932 年に内モン

ゴルの東部地域と中国の東三省を含む地域で満洲国が建国した。「満洲事件における

満洲国の建国、支那事変における日本の真意は蒙古民族の精神をふるひただせた。蒙

古民族の正しい方向は日本の進路と共にあることであった」（菊地 1943：26）。「一方、
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満洲国外の領域においては、1937 年に張家口を中心とする蒙古聯盟自治政府が察南

自治政府・晋北自治政府とともに設立され、さらに 1939 年にはそれら 3 行政区を統

合する蒙古聯合自治政府に発展し、1941 年以降は蒙古自治邦となる」（小長谷 2013：

429）。徳王のこの蒙古自治邦を蒙疆政府ともいう。しかし、この蒙疆は日本側から与

えられた名前であり、徳王は決して受け入れなかった。徳王はこう回顧する。「「蒙古」

の二字は民族のみならず、土地・人民をも意味しており、しかも「蒙古」と言えば、

世界中知らない者がいないからである。これは歴史上昔から確定している名称であり、

「蒙疆」と改称すれば、やはり中国の辺境であって、独立した蒙古政権ではなく、中

国に隷属する地方政権を意味することになってしまうのである」（デムチュクドンロ

ブ 1991[1994]：221）。 

日本人は徳王を抱き込むため、財団法人善隣協会を組織した。「蒙古善隣協会は、

当初東京、次いて中国の張家口に設けられた現地法人で、純蒙地区で診療・教育・牧

畜指導・踏査などに当たっていたが、日支事変後になると張家口・厚和・包頭で回族

に対する文化事業を併せ持つことになる。回民診療所の開設・回民小学校における日

本教育・善隣回民女塾の開設・興亜義塾の開校等がそれに当たる」（小滝 2008：73）。

徳王はこの善隣協会を通してモンゴル人の留学生を日本に派遣していた。派遣された

留学生の中に、モンゴルの有名な詩人になったサイチンガ（ナ・サインチョクト）も

いた。「サイチンガは 15 歳になってから学校に入り、のちにデムチュクドンロブ（徳

王）の独立を目指す人材育成プログラムの選抜試験に合格して、1937 年日本留学に派

遣される。東京善隣高等商業学校設予科を経て、東洋大学（専門部倫理学教育科）に

入学し、1941 に卒業する。1941 年 12 月に帰国するが、早速、徳王の秘書を担当し、

自治・独立・文化振興・啓蒙教育など多方面に渡って精力的に活躍する」（デレングト

2016：344-345）。 

徳王のこの蒙古自治邦は内モンゴルの中部地域に位置する。満洲国に組み込まれた

内モンゴルの東部地域も例外でなく、エリートや、知識人らが満洲国を通して日本に

派遣されていた。「1943 年春、選ばれたモンゴル青年たち約 100 人が近代国家日本へ

の留学の途についた」（楊 2009：84）。その中に内モンゴルの元副主席であるハーフン

ガーや、ウラーンチャブ盟の元副盟長で後に内モンゴル人民出版社で働いていたトブ

シンらがいた。ハーフンガーとトブシンらは帰国して、日本の主導で近代的な学校を

作った。興安学院、興安師道学校、興安軍官学校などである。同時に、興安総省の省

長だったボインマンダホらと内モンゴルの「高度自治」を目指す「東モンゴル人民自

治政府」を創設した。 

 

2.2.2 出版物とチンギス・ハーン崇拝歌 

「1932 年から 1945 年の間の内モンゴルの東部地域および東北部地域を含んだ満洲

国、内モンゴル西部地域を含んだ蒙疆政権においてモンゴル語の書籍、新聞・雑誌な

どの定期刊行物、文芸団体や学校の機関誌などの出版が次第に増えていった。満洲国

内においては蒙古会館、青旗社、蒙文編訳館などが、蒙疆政権域内では、主席府出版
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社、蒙疆新聞社、蒙古文化研究所などの機関が出版活動を主に担っていた」（内田 2008：

225）。 

日本人は、さらにモンゴル青年に民族主義を盛り上がられるためにチンギス・ハー

ン崇拝を勧め、中国人との対立を図った。「チンギス汗の進軍歌はそのまま蒙古青年

の革新運動の歌となってただ進もうとばかり、じっくり腰を入れて省みる余裕さえ与

えない場合が極めて多いのである」（菊地 1943：28）。こうした中で「チンギス讃歌」、

「父チンギス」、「聖・成吉思汗（ヂンギスカン）の歌」などが生まれた（小長谷 2013：

425-447）。小長谷は、「父チンギス」が日本の「戦友」のメロディーで作られた事を明

らかにしている。「チンギス・ハーンと無関係な日本の歌が「父チンギス」という名称

をもつ歌になって伝承されつつあったことから、チンギス・ハーン崇拝を巡る日本か

らの影響力が感得されよう」としている（小長谷 2013：439）。また「聖・成吉思汗の

歌」と「成吉思汗出征の歌」が同じ歌詞で楽譜をつけたという。さらに「成吉思汗出

征の歌」を「チンギス・ハーン軍歌」とも概念化した。「この「チンギス・ハーン軍歌」

については、いまのところ、作曲者も作詞者も不明である。メロディーは明らかにモ

ンゴル民謡と異なっている。また、その歌詞には、アジアを征服し、南北を征服し、

ヨーロッパを平定し、チベットと中国を平定しようとあり、大陸進出のムードが鮮明

に表れている。この詩の内容から、日本人の主導によってモンゴル人とともにつくっ

たのではないかと思われる」としている（小長谷 2013：440）。 

 

2.2.3 モンゴルの宣撫班と演劇活動 

 一方で、モンゴル青少年によって新しいモンゴルの建設・新しい文化運動が活発化

した。「更に日本留学生及び中央学院、興蒙学院（何れも張家口）の蒙古少年によって

新しい蒙古の建設が始まった」（菊地 1943：27）。こうした中、モンゴル青少年たちに

宣撫班が作られた。この宣撫班について菊地（1943：29）は「蒙古における宣撫はす

でに所謂宣撫ではない。日本内地において日本の戦力の増大、健全なる思想、皇道精

神の向揚を具体的な事業にうつしたとすれば、それに相当するものが蒙古の宣撫であ

る。蒙古人自身が彼らの本然の民族精神を向揚して大東亜建設に協力する民族心を喚

起する事が直接の目標である」と述べている。この蒙古の宣撫班では座談会や、年一

度の簡素な宴会が行われ、モンゴルの古来の音楽、民謡が歌われるようになった。「若

い少年、青年達の手によって草原を背景にして、蒙古音楽のうちに祖先の遺した言葉

を聞かせ、働いて見せたのである。又新しい文化の姿をみせ蒙古に今こそ再現した本

然の道義を聞かせたのである。蒙古青年同盟の民族劇の創設がそれである」（菊地

1943：29）。日本人は「モンゴル人の民族主義を鼓吹することによって、日本を利する

であろうモンゴル族の独立国家を作り出そうと試みて、ある程度の成功をおさめた」

（田中 1988：2）。 

モンゴルの青年達は 1940 年から演劇研究を始め、41 年に蒙古善隣協会の指導下に

「蒙古民族演劇研究室」を作った。演劇研究室が成立された時点からすでに演劇が始

まっていた。演劇は最初、適当な教材が手に入らず、日本の教材を参考にして創作さ
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れていた。菊地は「共同研究はルナールの「にんじん」の日本訳を更に蒙古語に翻訳

することから着手した」という（菊地 1943：31）。演劇の作品は「にんじん」、「山の

神々」、「光の門」、「雨の物語」、「チンギス汗劇」、「逃げた駱駝」などであった（菊地

1943：22-35）。日本人はさらに、新京（現在の長春市）では満映協会を作り、『チンギ

ス・ハーンの歌』の映画も作っていた（藤澤編 1938）。 

 

2.2.4 軍歌の制作 

蒙古善隣協会以外に興安軍官学校で「陸軍興安学校校歌」、「興安軍官学校校歌」、

「蒙古軍人の歌（法王進軍の曲）」が作られた。「法王進軍の曲」とも呼ばれる「蒙古

軍人の歌」の歌詞にはこのように書いてある（楊 2015b：79-91）。 

 

 ⋯あゝ繚乱の桜花 

 蘭もひとしく薫るなる 

 吾学園に朝日さし 

 英雄霊もかけるらむ 

 ⋯法王の軍健男子 

 法鼓一度とどろきて 

 論宝一度めくるとき 

 四方に仰がん 

 日に光 

 

「モンゴル人の興安軍官学校も満洲国の皇帝に忠誠を尽くすことになっていたの

で、ここでいう「法王」は溥儀を指していると理解できよう」（楊 2015b： 83）。「チ

ンギス・ハーンの進軍歌」や、「興安軍官学校校歌」などいずれにしても満洲国の背後

にある日本の影響が大きいことは否定できない。当時、日本人は中国の東三省を含む

地域を支配していたことで中国人との対立が目立っていた。こうした対立を解消する

には、モンゴル人の協力を求めていた。 

 

小結 

 本章では、清朝崩壊から 1946 年以前の内モンゴルにおける文化政策と具体的な文

化事業について記述した。この時期の内モンゴルの文化政策は、モンゴル人民共和国

と日本の影響を受けていた。 

 モンゴル人民共和国の影響下で、内モンゴル人民革命党と内モンゴル人民革命青年

同盟が結成され、「自治国家」を樹立する目的の下で活動を広げていた。人民革命党

と青年同盟の下で『内モンゴル人民旬刊』、『内モンゴル画報』など文芸に関する機関

誌が発行された。さらに内外モンゴルの統一を掲げてモンゴル人民共和国のトップ・

リーダーを崇拝した革命歌を作った。人民革命党と青年同盟のこうした活動は、モン
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ゴル人民共和国との合併や自治国家を樹立するという政治宣伝の役割を果たしてい

た。 

 満洲国を通じた日本の影響下では、蒙古会館、青旗社、蒙古文化研究所などが設け

られ、モンゴル語の書籍・新聞・雑誌などが出版されていた。またモンゴル青少年た

ちによって、宣撫班が作られ、座談会・宴会などが行われていた。宣撫班では、モン

ゴル古来の音楽、民謡が歌われるようになった。さらに、蒙古善隣協会には「蒙古民

族演劇研究室」が作られ、日本の教材の下で演劇活動が行われていた。草原を背景に

して、蒙古音楽のうちに祖先の遺した言葉を再現し、新しい文化を創作した。こうし

た中、「チンギス・ハーンの進軍歌」、「チンギス汗演劇」、「チンギス・ハーン歌」など

歌、劇、映画が作られていた。日本人はこうした政治宣伝を通し、モンゴル人に民族

主義的なイデオロギーを構築した。モンゴル人の協力の下で中国人に抵抗するためで

あると考える。 

 しかし、これらの活動は、第2次世界大戦の終結と満洲国の崩壊とともになくなり、

中国共産党の指導下で内モンゴル自治区が成立する。次の章では、内モンゴル自治区

の成立と中国共産党の指導下で内モンゴルの文化政策と文化事業について検討する。 
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第二章 内モンゴル自治区成立後 10年の文化政策と文化事業（1947-1957年） 

 

 本章では、まず内モンゴル自治区の成立及び中国共産党の指導下での内モンゴル文

工団の成立状況を詳述する。続いて、内モンゴル文工団とほかの文化事業を紹介する。

その上でウラーンムチルの成立過程と概念を述べる。こうした詳述を通じて、内モン

ゴル自治区成立から 10 年の内モンゴルの文化政策と文化事業がいかなるものであっ

たかを検討する。 

 満洲国崩壊後、内モンゴルの政権は中国共産党に移る。こうした中で、中国の革命

根拠地と言われる延安で育ったウラーンフー（雲澤）は、中国共産党の協力をうけつ

つ内モンゴルの政党をまとめる。具体的には 1945 年末期から内モンゴルでの共産党

宣伝活動を行い、その一環として 1946 年に内モンゴル文工団を創立し、1957 年にウ

ラーンムチルを創立する。 

 

1 内モンゴル自治区の成立  

1945 年中旬、満洲国崩壊後、内モンゴル東部にハーフンガーやボインマンダホがリ

ードする内モンゴル人民革命党が「東モンゴル人民自治政府」14を組織した。この組

織の下に、また内モンゴル人民革命青年団（青年同盟）の東モンゴル本部がウラーン

ホト（興安盟の盟庁所在地）に設置された。当時、この二つの組織から『人民の道（人

民的路）』、『よあけ（黎明）』などの刊行物が発行された（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：

27-28）。 

『人民の道』はモンゴル語で発行し、その内容はモンゴル族人民の革命を呼びかけ

ることを宗旨とし、内モンゴル人民革命党の指導下で、民族の独立と繁栄を目指すと

いうものである。内モンゴルの現状を時事的に紹介し、国民党の評論を掲載していた

（『内蒙古大辞典』編纂委員会 1991：830）。 

『よあけ』はモンゴル語で発行され、その内容は、モンゴル青年の団結を導き、モ

ンゴル民族の自由、解放と独立統一を宗旨とする。当時のソ連、モンゴル人民共和国、

中国共産党の革命を宣伝し、国民党の大漢族主義を批判していた。さらに、国際社会

や、マルクス・レーニン主義の理論、革命リーダーの紹介、モンゴル文学、詩歌など

を掲載していた（『内蒙古大辞典』編纂委員会 1991：830）。これら刊行物の目的はモ

ンゴル人に内モンゴル人民革命党と青年団の活動主旨を理解してもらうためであっ

た。 

内モンゴル西部において、徳王の蒙古自治邦は 1945 年 8 月 9 日のソ連の対日参戦

と日本の敗戦によって崩壊したが、その1ヵ月後に「内モンゴル人民共和国臨時政府」

15が新たに組織されている。また同じ内モンゴル西部には、ウラーンフーがリードす

 
14 1946 年 1 月に組織されたものである（楊 2009：重要歴史事項 22）。 
15 1945 年 9 月 9 日にシリンゴル盟スニド右旗で組織された。のちに中国共産党はウラー

ンフーを派遣し、改組が進められたとともに、中共軍の協力と共にウラーンフーが主
席に選ばれ、拠点を中共軍の支配するシリンゴル盟南部の張北に移転された。その後、
名前を「自治共和国」から「区域自治」に変更した（楊 2009：重要歴史事項 23）。 
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る「内モンゴル自治運動連合会」16も組織された。ウラーンフーのこの組織は、『内モ

ンゴル週報（内蒙古週報）』及び『綏蒙日報』17を刊行していた（内蒙古自治区党委宣

伝部 2015：27-28）。『内モンゴル週報』はモンゴル語と中国語で発行され、その内容

は中国共産党の民族政策、内モンゴル自治運動連合会の方針を宣伝するものである。

また地方の新聞や評論、衛生の常識、文芸作品などについても掲載していた（『内蒙

古大辞典』編纂委員会 1991：826-830）。 

しかし、間もなく 1946 年 4 月 3 日に熱河省18の承徳で開かれた「承徳」会議、もし

くは「四・三会議」とも言われる会議では、中共側の軍事力を背景するウラーンフー

と劉春19の圧力によって「東モンゴル人民自治政府」が解散させられ、内モンゴル人

民革命党の活動は停止させられた。早速、「内モンゴル自治運動連合会」は 1946 年 5

月 3 日に『よあけ』を『大衆報（群衆報）』に変更し、さらに 1947 年 1 月 1 日に『内

モンゴル自治報（内蒙自治報）』と変更した（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：28）。 

こうした中で、1947 年 5 月 1 日に内モンゴル自治政府がウラーンホト（王爺廟）に

成立し、ウラーンフーが自治区政府の主席に選ばれ、ハーフンガーが副主席に就任し

た。劉春は内モンゴル共産党工作委員会の宣伝部部長に就任した。これは、中華人民

共和国成立の 2 年半も前のことであったが、中国共産党によって主導されていた。 

 

2 内モンゴル文工団の誕生とその作品及び文化政策 

 

2.1 内モンゴル文工団の誕生 

内モンゴルでは 1946 年に初めて中国共産党がリードする文化機構として内モンゴ

ル歌舞団を創立した。歌舞団は当時、文工団と言われていた。「内モンゴル文工団は

1946 年 4 月に主席のウラーンフーの指示で成立した」（『烏蘭夫伝』編写組編 2007：

427）。「内モンゴル文工団は自治区誕生以前の 1946 年 4 月 1 日に張家口で成立した。

その基盤は、晋察翼や延安から東北へ工作活動を展開するため、張家口に滞在した共

産党の文芸幹部と、張家口にあった内モンゴル軍政学院のモンゴル族や満洲族の学生

だった」（シンジルト 2010：190）。 

 
16 1945 年 11 月に中国共産党が内モンゴル西部出身のウラーンフーを担ぎだして、張家

口で作った組織である。軍隊は漢人の劉春らを派遣し、監視されていたという。ウラ
ーンフーはのちに中国共産党の軍事力を背景に「東モンゴル人民自治政府」と中西部
の「内モンゴル人民共和国臨時政府」を乗っ取り、1947 年 5 月 1 に内モンゴル自治
政府を成立させる（楊 2009：重要歴史事項 24）。 

17 中華民国時代、内モンゴルの西部に綏遠省（1928-1949 年）があり、省庁所在地は帰
綏市（現在のフフホト市）であった。この地域では、ウラーンフーが中心に共産党の
宣伝活動を行っていた。『綏蒙日報』は中国共産党綏蒙民族委員会によって 1946 年 7
月 1 日、集寧市に創刊された。 

18 現在の内モンゴル自治区、遼寧省、河北省の交接地域から構成された省（日本の県に
当たる）である。省会所在地（日本の県庁所在地のような都市）は承徳市であった。 

19 劉春（1912-2002 年）は、江西省出身の漢族。延安民族学院民族研究室主任を経て、ウ
ラーンフーの監視係を長期間担当。大漢族主義者で、中国の少数民族政策の立案者の
一人である（楊 2009：人物紹介 19）。 
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『ウラーンフー伝（乌兰夫传）』によれば 1945 年 11 月に、内モンゴル自治運動連

合会が張家口で成立した際に、芸術家の周戈という人物がウラーンフーと会ったとい

う。周戈（1914-2000）は、漢人の劇作家で、湖北省の出身である。1940 年に延安に赴き、

共産党の革命活動に参加し、芸術創作を担当した。1945 年に延安から張家口に行き、内

モンゴル文工団の創立活動に参加した（『蒙古学百科全書』編集委員会編纂『芸術巻』編

集委員会編 2013：488）。周戈はウラーンフーとともに、中国革命根拠地の延安で教育

を受けた経験がある。ウラーンフーは延安の時からすでに彼の才能を知っていた。ウ

ラーンフーは彼に、革命の宣伝や啓蒙教育を広める目的から内モンゴル文工団を建設

することを提案し、また内モンゴル文工団の成立に備え一つの舞台劇を創ることを義

務づけた。 

 

2.2 内モンゴル文工団の作品 

内モンゴル文工団の創立に合わせて、周戈は内モンゴルの革命主題の第一オペラ

『血案』という歌舞劇をつくった。この『血案』はモンゴル人と漢人の団結を提唱し、

中国共産党の指導の下で民族解放の道を辿ろうという内容である。そこには、「被害

した同胞たちのために復仇しろ！」「共産党は私たちの恩人である！」「共産党に連れ

ていくことに断固として！」というように書かれており、見た人たちはみんな感動し

たという。ウラーンフーはこの『血案』の内容に非常に満足したという（『烏蘭夫伝』

編写組編 2007：427-428）。 

その後、1946 年 8 月にウラーンフーは漢人の文工団から呉暁邦を招いて、「モンゴ

ル踊り（蒙古舞、または希望という）」、「ダウール踊り（達斡爾舞）」及び舞劇『内モ

ンゴルの三部曲（内蒙古三部曲）』を創作させた。呉暁邦（1906-1995 年）は、漢人の

舞踊家で、江蘇省の出身である。1929 年から 1936 年まで、三回に渡って日本を訪れ、日

本の舞踊家である高田雅夫と江口隆哉に舞踊を学んだ。1932 年に上海で呉暁邦舞踊学校

を創立し、1935 年に呉暁邦舞踊研究所を設立している。1938 年から 1945 年まで、中国

を転々し舞踊活動を行った。1945 年 6 月に、延安に赴き、延安魯迅文芸学院で舞踊を教

えた。1946 年、ウラーンフーに招かれ、モンゴル的特徴を取り入れた舞踊を創作した。

中華人民共和国成立後、中国の舞踊界でリーダーとして働いた（『蒙古学百科全書』編集

委員会編纂『芸術巻』編集委員会編 2013：420）。 

「モンゴル踊り」は、1944 年に呉暁邦が青海省の塔爾寺で神踊りをするラマ（僧侶）

に祈っていたモンゴル族の女性をきっかけに制作したダンスである。女性の幸福と平

和な生活を望み、ラマに祈りを捧げる姿が呉暁邦にとって印象的だった。呉暁邦はモ

ンゴル音楽に合わせ、このダンスを制作した。内容は、モンゴル族の新たな生活を向

ける喜びと希望を描いた作品である（鵬・塔 2001：45）。 

「ダウール踊り」は、内モンゴル文工団に新しい団員として招かれた荷雲というダ

ウール女性の踊りを基に制作した。この踊りは、ダウール族の民間踊りに由来する。

内容はダウール女性の化粧する様子を描いたもので、ダウール少女を賛美した作品で
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ある。このダンスは、内モンゴルにおける民族・民間の舞踊を収集し、整理、編集す

るには模範的な役割を果たした（鵬・塔 2001：53-54）。 

『内モンゴルの三部曲』は、革命歴史劇で、第一部は、内モンゴル人の昔の自由自

在な生活を描いた作品である。第二部は、国民党、日本帝国主義、モンゴル・スパイ

らに圧迫された内モンゴル人の苦難の時代を描いている。第三部は、共産党の指導の

下で、モンゴル族と漢族が団結し、内モンゴルを解放した様子を描いている（鵬・塔

2001：50）。 

呉暁邦の作ったこれらのダンスは、主に民間舞踏に基づいて制作されている。しか

し、具体的にいかなるダンスに基づいたかは不明である。またほとんどの作品は、政

治の色彩が強い。特に『内モンゴルの三部曲』には「モンゴルと漢族の団結歌（蒙漢

団結歌）」があり、民族の団結に積極的な役割を果たした。さらに、翌年に元満洲映画

協会の舞踏俳優であった満州人の賈作光（1923-2017 年）を内モンゴル文工団に団員

として招き、「牧馬踊り（牧馬舞）」、「ハクマイ踊り（哈庫麦舞）」、「オロチョン踊り

（鄂倫春舞）」などを制作した。これらのダンスは農民の圧迫をはねのけ立ち上った

生活と精神を表現した（劉 1997：5-6）。 

「牧馬踊り」は、草原の朝露の中で、放馬する青年牧畜民を描いた作品である。朝

露の中で一人の青年が放牧し、大自然に浸っていた最中一匹の馬が突然群れから逃げ

出した。青年は急いて長い棒を持ち、馬を駆って逃げ出した馬を捕まえ、群れに戻し

た（賈 1992：360）。労働する牧畜民を描いた作品である（『内蒙古大辞典』編纂委員

会 1991：801）。 

「ハクマイ踊り」は、ダウール族の民間舞踊を基に振り付けした作品である。ダウール

女性の生活を愛する性格と労働を喜ぶ心を描いている。この作品は、ダウール族の民族特

徴と生活の雰囲気が強い（賈 1992：433）。 

「オロチョン踊り」は、賈作光がオロチョン族の居住する地域に行き、オロチョン

人民の民間舞踊を勉強し、このダンスを制作した（鵬・塔 2001：55）。オロチョン族

の狩猟生活を描いた作品である（『内蒙古大辞典』編纂委員会 1991：801）。 

 

2.3 内モンゴル文工団に関する政策 

ウラーンフーは内モンゴル文工団の建設に以下の四つの方針（目的）を提案した

（『烏蘭夫伝』編写組編 2007：429）。 

一、党の文芸路線を執行し、啓蒙教育を普及させる。 

二、民族の優れた文化と伝統を継承する。 

三、民族の新文化を発揚させ、民族の幹部らを養成する。 

四、当団の性質は公演団体であるが、学校でもある。 

「内モンゴルの文工団は、1953 年に内モンゴル歌舞劇団、1956 年に内モンゴル歌

舞団へと名称を改めた。設立当初の背景やその後の展開、あるいはこれまでに演じた

社会的役割から分かるように、文工団そしてその展開である歌舞団はエリートによる

芸術専門団体であり、純粋芸術の側面では、ウラーンムチルに対して指導的な立場に
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なる」（シンジルト 2010：190）20。「ウラーンフーは、新しく作った文工団をきっかけ

に、内モンゴルの民族新文化に主に二つの要求を求めた。この二つの要求はプログラ

ムの編集と宣伝することであった。新たに作った内モンゴル文工団では、民族幹部を

養成することを重視し、文工団は「老雌鶏」（さきがけ）であり、ほかの団体に「老雌

鶏」の役割を発揮していくことを要求した」（『烏蘭夫伝』編写組編 2007：434）。「老

雌鶏」とは、内モンゴルで芸術歌舞団の中で、内モンゴル文工団が他に先駆けて誕生

し、それを基に様々な歌舞団が作られたことを意味している。 

 

3 ほかの文化事業 

 

3.1 地域の芸術歌舞団 

内モンゴル文工団は内モンゴルの当時の政治の中心地であった張家口で成立した。

これ以外にほかの地域でも様々な劇団・歌舞団や、文芸組織や、文化機構が創立され

た。例えば、1945 年 12 月に承徳市に延安からきた文芸幹部によって「熱河軍区勝利

劇社」が創立され、1947 年に熱北（中華民国時代の行政区画名、現赤峰市の北の地域）、

林西（現赤峰市における県）に移転し、「翼察熱遼文工団第一団」と改名した。同年、

赤峰市には「魯迅文芸学院」（または魯迅芸術文学院）も作られた。この学院には、文

工団、少年芸術班、短期訓練班などを設けられていた。さらにこの学院はわずか 1 年

半に延べ約 1,000 人を卒業させている。この学院はまた 24 の文工団や宣伝隊を組織

し、隊員の訓練に携わっていた（内蒙古文化庁文化志文物志編纂委員会 1989：2）。 

 

3.2 芸術歌舞団の目的 

上述の文工団、少年芸術班、短期訓練班の中で、「翼察熱遼魯芸」という劇団では、

長期で 9 ヶ月～1 年、短期で 2 ヶ月～3 ヶ月のトレーニングを行った。トレーニング

の目的は四つある（内蒙古文化庁文化志文物志編纂委員会 1989：6-8）。 

1 つ目は、学習すること及び団体を建設することである。様々な地方からきた学生

を文工団や宣伝隊に組織する。また一部の人を軍事化する。 

2 つ目は、知識や技能を学習させる。「文芸新方向」、「政策時事」などを毎週一回学

習させるとともに、「演劇」活動に参加させる。「楽譜と歌」、「舞台活動」や「美術の

応用」や「楽器」を教える。 

3 つ目は、実践と教育を両立させる。演劇をしながら、パフォーマンス技能を勉強

し、歌を練習しながら楽譜や発音及び指揮などを勉強する。 

4 つ目は、段階に分けて教育する。教育期間は全 3 ヶ月である。第一段階は 1 ヶ月

で、教育を普及させる。第二段階は重点教育を行う。重点教育というのは、隊員を監

督、指揮、楽団長、美術工作者、作家になるように教育することである。第三段階は、

 
20 内モンゴル文工団は、2000 年に内モンゴル民族歌舞団とし、2014 年に内モンゴル民族

芸術劇院と改名し、現在この民族芸術劇院の管轄下にはウリゲル（物語）・モンゴル劇
団を始め、モンゴル青年合唱団、内モンゴル自治区直属ウラーンムチル、京劇団など
モンゴル人や漢人を中心に自治区のレベルでは 9 つの歌舞団がある。 
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公演に関する実習である。大衆を対象に公演し、また牧畜民を対象にして草原で公演

する。それでようやく卒業となる。 

隊員に関する教育の目標は以下の 5 つである（内蒙古文化庁文化志文物志編纂委員

会 1989：21）。 

1.一人が 10 の歌を勉強するとともに簡譜21を覚えること。 

2.パフォーマンスする基本知識を習得し、一人で 3 つの小劇を演じること。 

3.簡易化粧を習得すること。 

4.書道を練習すること。 

5.二胡の基本演奏法を覚えること。 

以上は内モンゴルにおける当時の歌舞団・劇団の普及過程であり、様々な文芸団体

に応用されていた。 

 

3.3 文化・教育部の設置 

1949 年に中華人民共和国が成立し、内モンゴル自治区人民政府に文化・教育部が設

けられた。この文化・教育部の下には群衆（大衆）文化事業管理機構と文化処（課）

が設けられ、中華人民共和国成立（1949 年）以前の民間劇社、民間教育館、流浪劇団

などを管理した（包 1997：32）。こうした管理もあり、1946 年に 8 つあった芸術歌舞

団が、6 年後の 1952 年に 38 の団体にまで増加し、586 人の団員（隊員）から 1,942 人

の団員（隊員）にまで増加した。同年において、劇場・映画館が 12 数から 22 数まで

に増加し、職員が 96 人から 173 人とほぼ 2 倍近く増加した（内蒙古自治区文化庁編

1997b）。 

 

3.4 ほかの民族の歌舞団 

当時、内モンゴル自治区には、内モンゴル文工団（1946）が成立したが、中国の他

の少数民族地域でも様々な歌舞団が作られていた。例えば、新疆ウイグル自治区には、

伊梨（イリ）文工団（1946）や新疆文工団（1949）、チベット自治区には、チベット軍

区政治部文工団（1950, 前身は豫皖蘇［ユワンソ］軍区文工団という）などが作られ

ていた。そして、1950 年の 10 月 1 日に中華人民共和国の建国一周年を迎え、159 名

少数民族の代表と 222 名の文工団団員が北京に招かれた（劉 2014：117）。 

 

3.5 内モンゴル文工団と民間芸能人の関係 

内モンゴル文工団の団員（隊員）に民間の芸能人（芸術家）を雇用した。民間芸能

人というのは牧畜地域や農村地域における楽器や歌に堪能な人を指す。例えば、牧畜

民の中で、馬頭琴が堪能なセーラジ（1887-1968 年）という人は 1949 年に内モンゴル

文工団に団員として雇用されている。彼は 1950 年 10 月に建国一周年に「ジュスーレ

イ」というモンゴル人の民謡を披露し、中国の主席毛澤東や共産党幹部に褒められた

 
21 略譜。中国式ドレミ：1 から 7 までの数字をドレミにあてる（愛知大学中日大辞書編纂
所 2010：829）。 
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という。また説唱に堪能なパージェ（1902-1962 年）やモーイハン（1906-1979 年）ら

が内モンゴル文工団に雇用され、共産党や毛澤東や革命英雄を讃えた多くのホルボー

を作り、社会主義民族芸術の発展に貢献したとされる（包 1997：39）。説唱とは、語

りや歌で行われる伝統芸能：「相声」や「弾詞」などである（愛知大学中日大辞書編纂所

2010：1603）。ホルボーとは、「頭韻を持つ詩。掛け合いで激しく応酬されるものもある」

（原山 1995：29）。『ウラーンムチルの路』（1997）では、「「ホルボー」はモンゴル民族の

民間的説唱形式の一種類であり、以前においては一人が楽器を持ち自ら歌う、或いは二人

が対話の形式で歌うもの。解放後、多数人の「ホルボー」や漢語の「ホルボー」も出現し

た」という（内蒙古自治区文化庁編 1997a：243）。ホルボーを漢語では「好来宝」と表記

する。 

内モンゴル文工団に雇用された民間芸能人によって多くの民間芸術作品が演じら

れた。このように民間芸術作品は共産党と政府に支持され、土地改革政策、朝鮮戦争

における抗美援朝22、三反五反23など重大な政治活動、愛国主義、国際主義教育の普及

において大きな役割を果たした（包 1997：40）。 

 

3.6 フフホト市を中心とする文化事業 

内モンゴル自治区の首府は 1947 年 5 月 1 日、内モンゴル自治区が成立する際、興

安盟のウラーンホト市（旧王爺廟）に設置された。しかし、1949 年に中華人民共和国

成立を機に張家口に移転させた。さらに 1954 年、内モンゴル西部の绥远省をフフホ

ト市に変更し、自治区の首府を張家口からフフホトに移転させた。こうした中で、1950

年 10 月 1 日、雑誌『内モンゴル文芸（内蒙文芸）』が創刊された。この雑誌は『花の

原野』と『草原』という雑誌の前身である（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：31）。 

1951 年 7 月 24 日、内モンゴル宣伝部24に中国共産党内モンゴル支局の「全党を動

員し、宣伝工作を強化する決議」が下り、中国共産党にマルクス・レーニン主義、毛

澤東思想など政治イデオロギーの教育を行い、大衆に抗美援朝や反革命を鎮圧する政

治イデオロギーの教育を宣伝し、共産党の党内外におけるリーダーシップを発揮して

いくことを決定した（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：32）。 

1953 年 7 月 25 日、内モンゴル話劇団がフフホト市に成立し、1954 年 2 月、ウラー

ン・チャトル（紅色の劇場）を創立した。ウラーン・チャトルは内モンゴル歌舞団の

 
22 1948 年に朝鮮民族の分断国家である朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）と大韓民国（韓

国）の間で戦争が発生し、朝鮮半島の主権を巡る国際紛争になった。そこで、朝鮮民
主主義人民共和国は中国やソ連に応援され、大韓民国はアメリカに援助された。 

23 「三反」は 1951 年に提唱された官僚主義、汚職、浪費の三害に反対する運動を指す。
「五反」は 1952 年に提唱された贈賄、脱税、国家資材の横領、原料のごまかし、経
済情報の漏洩の五毒に反対する運動を指す。 

24 内モンゴルで、1945 年 11 月に、ウラーンフーがリードする「内モンゴル自治運動連
合会」の下に組織部、宣伝部、青年部、女性部（婦人部）、軍事部の 5 部が設けられた
（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：171-173）。内モンゴル自治区政府が成立後、宣伝部
が継承され、教育、芸術、新聞などを監視する役割を果たしている。都市、旗・県、
さらに郷・鎮のレベルまで宣伝部の組織が設けられている。 
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公演を行う劇場である。同年 10 月に内モンゴル自治区文聯25の第一回代表大会が開か

れ、勇夫が文聯の主席に、陳清漳は副主席に選ばれた。二人は「内モンゴルの文学・

芸術事業の発展に努める」というテーマで発表した（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：

254-261）。 

こうした中、1955 年 12 月に内モンゴル自治区文聯と文化局に「内モンゴル自治区

民間職業劇団の登録管理条例」が決定され、内モンゴル自治区各地域の戯曲・曲芸パ

フォーマンス団体を登録した（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：36）。1955 年 10 月 1

日～20 日に「内モンゴル自治区第一回民族・民間の音楽・舞踏・戯劇コンクール大会」

がフフホト市で行われた。このコンクール大会にセーラジやパージェや、モーイハン

などが参加し、セーラジは 29 の民間歌曲を演奏した。パージェはホルボー「お互い

に協力するのが良い（互助合作好）」を披露し、モーイハンはホルボー「鉄の牛（鉄芒

牛）」を語り、2 人ともに優秀賞を授与された（包 1997：39）。 

 

3.7 文化館・文芸刊行物の普及 

内モンゴル自治区政府は大衆文化活動の機構（施設）として各地域には文化館、文

化ステージ（站）を建設した。そうした中、1956 年 2 月に中国文化部と共産主義青年

団の共同発言の下で「農村における合作化運動の広がりに伴い、農村文化工作を行う

指示」を発表し、各旗・県に文化館を普及することを決定した（包 1997：33）。 

1956 年 8 月から文学・芸術工作者は共産党中央の計画「双百」26の方針を習得し、

社会主義建設のため積極性と創造性を強化した（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：37）。

1957 年 1 月には、内モンゴル自治区群衆（大衆）芸術館27が創立され、中国語の『鷹』

やモンゴル語の『ホンガール』（鷹）などの雑誌を発行した（包 1997：33）。 

1957 年 4 月 19 日にフフホト市（内モンゴル自治区首府）では「内モンゴル自治区

民族実験劇団」が創立された。これは内モンゴルにおける歌舞団の中で、初めて民族

という語を使ったことになる。民族実験劇団の創立について、内モンゴル文化庁は以

下のように評価した。「これから、モンゴル民族は自民族言語を使い、戯劇芸術のパ

フォーマンスを行う。これはまた、共産党の民族政策における民族文化芸術上の勝利

であると共にモンゴル民族文化芸術史における大事な出来事である」（内蒙古文化庁

文化志文物志編纂委員会 1990：7）。民族実験劇団の創立当日、内モンゴル自治区の副

主席であったハーフンガーが出席し、次のように指摘した。劇団は「主にモンゴル語

 
25 中国共産党内モンゴル自治区委員会の指導で創られた内モンゴル自治区の文学と芸

術界の聯合会の略称である。中国語では、「内蒙古自治区文学艺术工作者联合会」とい
う。 

26 「百花斉放，百家争鳴」という双百の計画を指す。その内容は、1956 年に毛澤東が提
出した文学、芸術、学術上の政策的スローガンである。知識人に芸術、学術における
自由な発言を呼びかけた。ところが、これらの発言は「右派」分子による反党・反社
会主義の「毒草」と批判され、1957 年 6 月に「反右派闘争」のきっかけになった。 

27 内モンゴル群衆芸術館が 1956 年 1 月、内モンゴル自治区政府の許可を得て成立され
たという（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：258）。 
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で公演し、中小型の劇目に重きをおくことである。牧畜地域や農村の広大なモンゴル

族の群衆に奉仕することである」（内蒙古文化庁文化志文物志編纂委員会 1990：7）。 

1957 年 6 月に内モンゴル共産党委員会が「「党の教育」の出版に関する決定」を公

布し、「内モンゴル宣伝員」と「労働者宣伝員」を合併し、雑誌『党の教育』を刊行し

た（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：38）。また 1957 年 9 月にジェリム盟（現通遼市）

にジェリム盟文化工作隊28が創立した。ジェリム盟歌舞団は、社会主義の方針である

「双百」計画に基づき、民族の風格や地方特徴を表した様々な演目を作ったという。

演目では、「アンダイ踊り」、「シラームルン川沿い」、「馬を飼う牧畜青年」、「草原賛

歌」、「馬蹄の踊り」などが有名である（内蒙古文化庁文化志文物志編纂委員会 1990：

61）。1957 年 12 月に雑誌『内モンゴル文芸』を『花の原野』と改名し、続刊を発行し

た（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：39）。 

こうした経緯を経て、文化館を基に、1957 年 6 月に牧畜地域と農業地域に「ウラー

ンムチル」芸術歌舞団が誕生した。次の章では、ウラーンムチルについて述べる。 

 

小結 

 本章では、内モンゴル自治区成立後 10 年（1947～1957 年）の内モンゴルにおける

文化政策と文化事業を検討した。内モンゴル自治区が 1947 年に成立し、政治宣伝の

担い手として、内モンゴル文工団（歌舞団）が創立された。内モンゴル文工団をもと

に、モンゴル青年合唱団、京劇団などさまざまな歌舞団が作られた。内モンゴル文工

団は地域の芸術に優れた民間芸能人を採用し、活動を行った。 

 1949 年から内モンゴル自治区人民政府には、文化・教育部が設置され、民間劇社、

民間教育館、流浪劇団などを管理した。特に内モンゴルの自治区の首府フフホト市を

中心に文化事業が盛んになった。さらに、大衆文化活動を活性化し、政治宣伝をスム

ーズに行うため、文化館と文化ステージを普及させた。また群衆（大衆）芸術館を創

立し、文芸雑誌を刊行した。これらは内モンゴル文工団の方針である「党の文芸路線

を執行し、啓蒙教育を普及させる」ことと、内モンゴル宣伝部の「全党を動員し、宣

伝工作を強化する決議」など政策に影響されたものであった。 

このようにモンゴル人が 1945 年以前に抱いていたモンゴル人民共和国との合併や

自治国家を樹立するという政治イデオロギーが、徐々に中国共産党の指導下で、共産

党の文芸路線の執行に繋がった。 

 

 

 

 

 

 

 
28 ジェリム盟文化工作隊は、1959 年にジェリム盟文工団と改名し、1975 年にジェリム

盟歌舞団と変更した。 
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第三章 ウラーンムチル芸術歌舞団の誕生 

 

1 ウラーンムチルの誕生経緯 

当時、内モンゴルにおいて、文化館と文化ステージの機能や人員の構造が充実して

おらず、職員は辺境の牧畜地域や半農半牧畜地域の隅々までアクセスできないのは問

題だった。この問題について各地域の文化機構が研究や検討を通し、解決策を積み重

ねてきた（内蒙古自治区文化庁編1997a：80）。 

 以上の問題の解決策に悩んでいた内モンゴル自治区文化局の社会文化処（課）は

1956年の夏に牧畜地域のシリンゴル盟の正蘭旗、正鑲白旗、スニド右旗と半農半牧畜

地域29のウラーンチーブ盟の達茂旗に関係者を派遣し、文化活動について調査を行っ

た（内蒙古自治区文化庁編1997a：82）。関係者が調査した結果、「これら地域の特徴は

面積は広いが、人口が少ない。交通が不便であるゆえに、人口が散居している状態で

あった」ことが分かった（内蒙古自治区文化庁編1997a：80）。そして、これらの地域

において牧畜民と農民の文化生活をより豊かにする方法が検討された。検討策として、

「これらの地域では軽い設備で移動に適合した人員が必要であり、一人で多くの役割

を担う総合的で小規模な文化工作隊が必要である」と明言した（内蒙古自治区文化庁

編1997a：80）。これをきっかけに、「農牧民が居住するホト30や牧場に、社会主義の文

化芸術を直接的かつ継続的に届けられるにはこの方法しかない」と分析した（内蒙古

自治区文化庁編1997a：80）。社会文化処はこの調査結果に基づき、「牧畜地域や半農半

牧畜地域の特徴に合わせ、旗・県の文化館を改造し、1950年代初のシリンゴル盟宣伝

隊とチャハル盟の宣伝隊のような小型的かつ流動的総合性がある文化工作隊を創立

することを提案し、その名を「ウラーンムチル」の事業方案とした」（内蒙古自治区文

化庁編1997a：82）。このウラーンについては、1920年代～1930年代にソ連やモンゴル

人民共和国に流行していた政治宣伝と文化教育施設の紅角（赤いコーナー，красный 

уголок）とウラーンゲル（赤いゲル）を模倣して名付けた可能性が高い。 

 関係者は、この方案を1957年3月1日に内モンゴル自治区文化局の共産党組織委員会

に提出した。方案は1957年4月9日に許可され、社会文化処は慶来氏（文化局の職員）

をスニド右旗に派遣し、ウラーンムチルの「創立実験」（試点工作）31を実行するた

めにスニド右旗政府と意見交換を行った。1957年4月20日、慶来氏がフフホト市に戻

り、ウラーンムチル創立実験においてスニド右旗の共産党委員会と政府の許可を得た

ことを文化局の共産党組織委員会に報告した。 

 
29 中国語では「半農半牧区」という。農業を営みつつ、牧畜を行うことを指す。 
30 ホトはモンゴル語であり、その意味は「都市」を指す。しかし、1950 年代は家族や親

戚が公有地として暮らす範囲をホトに、一つの家庭をアイルと表現していた。モンゴ
ル社会に関する調査を行った梅棹によると、「いくつかのアイルで構成される集落の
ことは、ホトとよぶ。「町」の意味である。アイルはふたつ三つの場合もこの語でよぶ」
と言われている（梅棹 1991：60）。 

31 ウラーンムチルを立ち上げるための実験をいう。中国語で「試点工作」という。本稿
では、「創立実験」と訳する。これと別に「試点演出」があり、日本語では「実験公演」
と訳した。 
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 そして、1957年5月初頭に、内モンゴル自治区の共産党委員会の第一書記兼主席で

あったウラーンフーが内モンゴル自治区の成立10周年を機に工作報告会を催した。そ

の際、ウラーンフーは、内モンゴルの「経済と文化の建設においては集密的、システ

ム的な調査研究が欠如し、一部の仕事では民族的かつ地域的特徴を配慮せずに党と国

家の総合的な方針や政策をほかの地域の経験を基にそのまま転用しているケースが

多い」と指摘した（内蒙古自治区文化庁編1997a：80）。この発言に基づき、内モンゴ

ル自治区文化局は農牧地域にウラーンムチルを創立することとなった。 

 ウラーンフーの発言と文化局の促進により、1957年5月27日に、社会文化処の方案

としての「ウラーンムチル実験計画」と「ウラーンムチル事業条例（草案）」が内モ

ンゴルの副主席であったハーフンガーの許可を得て、公文書として配布された。 

 公文書の配布により、ウラーンムチルは1957年5月28日～1957年6月17日まで、大衆

文化事業の比較的盛んなシリンゴル盟のスニド右旗とジョーオダ盟（赤峰市）のオン

ニュート旗に創立実験を行った（内蒙古自治区文化庁編1997a：81）。その結果、オン

ニュート旗は同年6月15日に実験を終え、6月25日にウラーンムチル創立認可を下して

いる。一方、スニド右旗は実験終了日の17日に認可が下りた。そのため、スニド右旗

が内モンゴルでは最初に創立されたウラーンムチルとなった。 

 

2 ウラーンムチルの変化と隊員 

 ウラーンムチルは 1957 年 6 月に牧畜地域のシリンゴル盟のスニド右旗と半農半牧

畜地域のオンニュート旗に創立された。同年の 9 月 25 日にはシリンゴル盟の正蘭旗

にもウラーンムチルが創立されている。このようにウラーンムチルは創立当時の 1957

年の時点では 3 団体存在していたが、1960 年代には 61 の団体まで増加した（烏 2002：

411-413）。中国の文化大革命期（1966-1976 年）において、多くのウラーンムチルは専

ら毛澤東の思想を宣伝するため、「毛澤東思想宣伝隊」や文工団などに変更された。 

文化大革命終結とともに政治情勢が緩和され、名称が戻された。ウラーンムチルは

1980年初頭に80団体以上まで増加する。しかし、1984年12月に内モンゴル自治区文化

庁にて、内モンゴル全区の芸術パフォーマンス団体の体制改革についての座談会が開

かれ、「芸術パフォーマンス団体の調整と改革方案」及び「ウラーンムチル条例」に

修正する法案が下された。その法案を基に、ウラーンムチルに46団体だけを残し、約

半分を旗・県の劇団として改革した（内蒙古自治区文化庁編1997a：173）。1990年代、

ウラーンムチルは社会主義市場経済の影響を受け、体制の改革が行われ、地域内外の

大手企業に連携し、活動を維持していた。この時代のウラーンムチルの在り方につい

ては第七章で詳しく論じる。 

ウラーンムチルは2000年以降、国家の支援を受け、社会主義市場経済の影響で悪化

した状況が徐々に回復した。そして、「2007年の時点で、内モンゴルには68のウラー

ンムチルがあり、自治区の各地に分布している。各ウラーンムチルは農牧民に対して、

毎年平均100回以上の公演を行っている。同時に様々な文化活動に携わっている」（達・

朱編2007：2）。 
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さらに、2010年に「新時代ウラーンムチル事業の強化意見」（達・他編2017：129）

のもとでウラーンムチルの活動は徐々に活発化している。現在、「内モンゴル草原で

は75のウラーンムチルが活躍している」という（馮2018：323）。この75のウラーンム

チルのうち、1つは内モンゴル自治区直属ウラーンムチルである。3つは盟・市におけ

るウラーンムチルであり、それぞれシリンゴル盟ウラーンムチル、アラシャー盟ウラ

ーンムチル、興安盟ウラーンムチルを指す。そのほか、71のウラーンムチルが旗・県

におかれている。 

内モンゴル自治区芸術研究院の主任である張瑞鋒の研究32によるとウラーンムチル

隊員は3,119人であり、正式隊員は1,828人（58.6％）で、臨時雇用の隊員は1,291人（41.4％）

であるという。この研究データによると、各ウラーンムチルに平均して42人の隊員が

いる。ウラーンムチルは事実上、内モンゴルだけでなく、内モンゴルをベースに中国

の各地域で誰もが知る「普通名詞」として発展している（シンジルト2010：201）。 

 

3 ウラーンムチルの機能 

「ウラーンムチルには主に公演と宣伝、指導及び農牧民大衆の生産、生活に奉仕す

る任務がある」（劉・張編 2012：57）。こうした中、「公演隊、宣伝隊、指導隊、奉仕

隊の『四隊』はウラーンムチルの基本機能であり、存在価値でもある。この『四隊』

の重点は公演、奉仕は核心、指導は奉仕の一つの形式（方法）である」という（劉・

張編 2012：107）。 

ウラーンムチルの基本機能である公演とは、具体的に歌舞、演劇、演芸などを含む

舞台劇のことを指す。それは牧畜民大衆の文化活動を促すための舞台芸術劇である。

宣伝とは、共産党政府の政策や方針を随時的に宣伝することである。ウラーンムチル

の 4 つの機能のうち、指導と奉仕とは、大衆を教育することと、自らが大衆と一緒に

労働することを指す。教育することとは、文字を読めない人に新聞、雑誌、本を読み

聞かせることを指す。労働することは、牧畜民や農民の中に入り、牧畜業や農業を手

伝うことを指す。 

しかし、この 4 つの機能は 2018 年に変更されている。2018 年 8 月に行ったスニド

右旗ウラーンムチルの隊長である MJ 氏33（42 歳，男性）へのインタビューによると、

「ウラーンムチルは 2017 年 11 月 21 日、中国国家主席である習近平の返信（手紙）

をうけて、4 つの機能から 6 つの機能に拡大されている」という。その 6 つの機能と

は、以上の 4 つの基本機能以外に創新（新たなテーマの作品を作る）と創作（作品の

創作）34を加えたものである。さらに、2019 年 9 月 26 日に行った内モンゴル自治区

 
32 2019 年 8 月 21 日にアラシャー盟の図書館における「新時代ウラーンムチルの創新と

発展に関するシンポジウム」（新時代鳥蘭牧騎創新与発展研討会）に参加し、報告した
資料データである。 

33 MJ 氏は 1979 年生まれのモンゴル人男性である。1996 年にシリンゴル盟の鑲黄旗のウ
ラーンムチル隊員として働き、2000 年からスニド右旗のウラーンムチルで働いている。
2007 年からはスニド右旗ウラーンムチル隊長になっている。 

34 創新はもっと新たなアィデアで新たなテーマの作品を作ることを言い、創作は導入や
改変だけでなく、オリジナル作品を制作することを指す。 
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第 13 期の人民代表常務委員会の第 15 回全体会議において元々の「内モンゴル自治区

ウラーンムチル条例（草案）」が新たに改革され、中国国家主席の習近平の手紙を基

に、ウラーンムチルの基本機能は 8 つの基本機能まで拡大した。MJ 氏の言う 6 つの

基本機能に「保護と継承民族・民間の文化及び対外文化交流活動を行う」が加わった。

以上のように新たな「内モンゴル自治区ウラーンムチル事業条例（草案）」が内モン

ゴル地域では、2019 年 11 月 1 日から実行された。 

 

4 ウラーンムチル芸術歌舞団の概念 

 

4.1 ウラーンムチルの意味 

ウラーンムチルという芸術歌舞団体とは、モンゴル語で「ウラーンムチル」とは、

「赤色（紅色）の文化工作（支援・宣伝）隊」を意味する（写真1）。モンゴル人の間

では「我々のウラーンムチル（Man-no ulaγan möčir）」、あるいは「我々の子ども（Man-

no keüked）」とも呼ばれる。「我々の」や「子ども」といった表現から、ウラーンム

チルがモンゴル族に愛されていたことが分かる。愛されていた理由も、その歴史にあ

る。 

 

 ウラーンムチル草創期の1957-1965年（紅2013：157）における『人民日報』は「内

モンゴル草原を旅行して牧畜民の生活に接触していく中では、常に「ウラーンムチル」

という歌舞団体と会ったりする。「ウラーンムチル」とは、モンゴル語で紅色（赤色）

の文化工作（支援、宣伝）隊という意味である」（『人民日報』1964年11月20日）と

報じている。「紅色文化工作隊」の紅色はモンゴル語で革命を象徴し、文化工作隊は

文化の活動を行う団体を指す。ここで「文化工作」と表現されているものは毛澤東の

写真 1 スニド右旗ウラーンムチルの公演 

   （2018 年 8 月 16 日 筆者撮影） 
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講話ですでに触れられている。ウラーンムチルに関する報告には、それに関して報告

している部分がある（内蒙古自治区文化庁編1997a：80）。 

 

文芸工作について、毛澤東は 1942 年 5 月の延安における「文芸講話」において、

「文芸工作は全プロレタリア革命事業の一部」であると発言した。全革命事業が一

つの「大樹」であるとするならば、文芸工作はその一つの「小枝葉」である。牧畜

地域における小さな文化工作隊は、枝葉の「小新芽」である。モンゴル語では「ム

チル」というのは「新芽」35を意味する。「ムチル」を文化工作隊として代替する。

「ムチル」に「ウラーン」という形容詞をつけて「ウラーンムチル」という。つま

り、「紅色の文化工作隊」という意味である。 

 

 ウラーンムチルは中国語で「紅色の文化工作隊」と翻訳されるが、通常は「烏蘭牧

騎」と表記する。それは「馬に乗って社会主義を実践する牧畜民」（シンジルト2010：

185）の意味で、この存在にはロマンチックなイメージが与えられている。また内モ

ンゴル人以外の外部人に対して、モンゴル人は遊牧民というイメージを与えるためだ

ろう。 

 

4.2 ウラーンムチルの設置 

 内モンゴル自治区では、ウラーンムチルは文化館をもとに創立された。文化館は旗

の中心街にあり、固定されて場所で移動できない。一方、ウラーンムチルは、小規模

で移動性があり、かつ総合性の歌舞団として活躍した（T.アルタンバガナ2020a）。ウ

ラーンムチルの隊員は創立当時、約10人だったが、2010年から正式隊員は35人と定め

ている（達・他編 2017：80）。 

 

 
35 ムチルについて中国語訳では新芽と表記されてきた（内蒙古自治区文化庁編 1997a：

80）。しかし、これは誤訳である。ムチルは中国語で枝を指し、ナヒヤは中国語で新芽
という。 

内モンゴル自治区 

盟・市（都市） 

郷・鎮（町） 

村 

図 1 内モンゴル自治区の行政区画図 

（筆者作成） 

旗・県（区） 
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 ウラーンムチルは内モンゴル自治区の旗・県における芸術歌舞団体である。中国に

は5つの自治区があるが、内モンゴル自治区での行政区画は自治区、盟・市、旗・県、

郷・鎮、そして村といったように大きく5つに分かれている（図1）。モンゴル語では

盟をアイマク（ayimag）、旗をホショー（qoshiγu）、郷をソム（sumu）、村をガチャ

（γacaγ-a）と表記する。このモンゴル語表記は実際にも使われているが、ここでは便

宜的に漢字（中国語）表記を用いる。 

 ウラーンムチルは、政治宣伝の担い手でありながら、文化教育活動を行う役割を果

たしている。ここでいう政治宣伝とは、中国の国家政策のことを指す。内モンゴル自

治区のレベルにおいては、内モンゴル自治区直属ウラーンムチルを含むモンゴル青年

合唱団、京劇団など9つの歌舞団があるに対し、旗・県のレベルではウラーンムチル

以外のほかの国立芸術歌舞団体はほとんど存在しない36。 

 

5 ウラーンムチルの創立地域の概要 

内モンゴルにおいて、ウラーンムチルが最初に成立されたのは、まず牧畜地域のシ

リンゴル盟のスニド右旗と半農半牧畜地域の赤峰市のオンニュート旗である。このう

ち、本論はオンニュート旗ウラーンムチルに着目する。従って、この地域は比較的に

早い時期から内モンゴルの変化する社会の特徴を備えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
36 1980 年代まで、ウラーンムチルは内モンゴル自治区の首府フフホト市以外のいくつか

の都市にもおかれていたが、のちに都市の拡大や人口の増加によりウラーンムチルは
民族歌舞劇院に、或いは盟・市歌舞団に変更され、その規模が大きくなっていった。 

図 2 スニド右旗とオンニュート旗の位置 

（内モンゴル地図を元に筆者作成） 
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以下では、まずスニド右旗とオンニュート旗についてそれぞれ概述する。次にオン

ニュート旗に焦点を当てて、同地域おけるウラーンムチル成立以前の文化事業とウラ

ーンムチルについて詳述する。 

 

5.1 スニド右旗の概要 

 スニド右旗はウラーンムチルの創立において、牧畜地域の代表的な地域として、内

モンゴルの第一ウラーンムチルが創立された地域である。スニド右旗はシリンゴル盟

の西部に位置している（図 2）。面積は 2.23 万㎞²、人口は 6.9 万人で、モンゴル人、

漢人、回人、満洲人の 11 民族から構成される。1953 年における中国の第 1 回人口セ

ンサスでは全旗の人口は 10,775人である。モンゴル人が 7,105人で 65.94％を占める。

漢人が 3,663 人で 33.99％を占める。その他の民族は 7 人で 0.01％を占める。同デー

タから分かるように、1950 年代のスニド右旗ではモンゴル人が多かった。内モンゴル

政府がこの地域を選んだ理由は、当時モンゴル人が約 7 割であったことに由来する。

また、この地域の人々は牧畜を生業とし、居住は散在で、当時の状況から多くの人は

テレビやラジオなどを聞けないことが問題であった。政府のウラーンムチル成立の目

的は、こうした環境下にあった牧畜民に政府の政策・方針を宣伝するためであった。

さらに、シリンゴル盟の数々の牧畜地域からスニド右旗を選んだ理由についてスニド

右旗ウラーンムチルの隊員であった BC 氏37は、3 つの条件を取り上げて語っている。 

 

第一は、解放以前のことであるが、スニド右旗はほかの牧畜地域と比べ、教育施

設が充実していた。内モンゴルの有名な作家ナ・サインチョクト（サイチンガ，賽

春嘎）が日本で教育を受けて、帰国し、その女子学校に教師として働いていた。当

時、ナ・サインチョクトやブレンサインなど多くの知識人がいて文化と教育的な基

盤が充実していた。 

第二は、1956 年に、北京からウラーンバートル経由でモスクワにむかう鉄道がで

きたからである。その以前は、スニド地域には、鉄道がない。実験を行うためには、

必ず交通が便利なところでなければならない。当時、フフホト市からシリンホト市

までの公路（砂路）ができて、スニド右旗を通過していた。右側から東側へ行く公

路があり、南側から北側へ行く鉄道があり、利便性が図られた。 

第三は、地理学的な条件が整っているからである。シリンゴル盟は内モンゴルの

真ん中に位置している。もしフルンボイル盟に実験するならば、内モンゴルの最東

部に偏り、アラシャー盟でするならば、内モンゴルの最西部に偏るからである。ス

ニド右旗には、以上の 3 つの基本条件が整っていたので、ウラーンムチルの実験を

行い、そこで創立されたのである。 

 

 
37 1943 年生まれのモンゴル人男性で、1960 年にスニド右旗ウラーンムチルに隊員とし

て入隊した。1986 年にスニド右旗ウラーンムチルを定年退職している。 
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 BC 氏のこの語りは、筆者が 2019 年 8 月 20 日～8 月 28 日までに、アラシャー左旗

で行われた「第八回内モンゴル自治区のウラーンムチル芸術祭」（第八届内蒙古自治

区鳥蘭牧騎芸術節）でインタビューした記録を基に整理したものである。BC 氏は第

一のウラーンムチルがスニド右旗に創立した理由について、以上の 3 つの理由を取り

上げている。しかし、スニド右旗は徳王の出身地であり、中国成立以前からモンゴル

人の政治基盤が強い地域である。中国共産党は牧畜民を統治するには、この地域が最

も適切だと考えたのだろう。 

 

5.2 オンニュート旗の概要 

 内モンゴル政府は、スニド右旗と対照的に農業地域のオンニュート旗をもう一つの

ウラーンムチル創立地域として選んだ。その理由は、スニド右旗と対照的に、この地

域には漢人が多いことによる。また多くのモンゴル人は農業をしながら家畜を飼養し

ている。このような地域を半農半牧畜地域ともいう。内モンゴル政府はこの地域に敢

えてウラーンムチルを創立し、政府の政策・方針を宣伝することを試みた。 

 オンニュート旗は内モンゴルの東部地域に位置し、赤峰市の中央部にある（図 2）。

面積は 11.88 万㎞²である。オンニュート旗誌（地方誌）によると 1953 年における中

国の第 1 回人口センサスでは全旗の人口は約 19 万人で、漢人が 17.1 万人と圧倒的に

多く、約 9 割（89.88％）を占めていた。次いで多いのがモンゴル人で 1.9 万人、約 1

割（9.92％）を占めた。その他に、回人が 221 人で、朝鮮人が 125 人、満洲人が 36 人、

チベット人が 1 人いた。 

 オンニュート旗はウラーンムチル成立時から漢人が多い農業中心地である。ウラー

ンムチルが半農半牧地域にも創立された理由には、当時半農半牧畜地域においても、

政府の政策・方針を伝達する方法はなかったことが挙げられる。さらに、オンニュー

ト旗にウラーンムチルを創立することについて、内モンゴルの東部地域において圧倒

的多数を占める漢人に配慮したと考えられる。 

 オンニュート旗は 1956 年まではオンニュート左旗という名前であった。当時、オ

ンニュート左旗の隣に烏丹県が存在していた。1956 年にオンニュート左旗が烏丹県

と合併し、オンニュート旗政府が誕生した（翁牛特旗志編纂委員会編 1993：635）。二

つの地域が合併することにより、烏丹県が烏丹鎮に変更され、オンニュート旗政府所

在地になった。現在、オンニュート左旗に創立されたものと烏丹県に創立されたもの

は、全てオンニュート旗に創立されたものとみなされている。そのため、1956 年以前

に、烏丹県に作られた劇団は、烏丹という名前を使うことが多い。それ以降、烏丹と

いう名前で創立された劇団は徐々にオンニュート旗という名前に改名した。 

 

6 オンニュート旗のウラーンムチル創立以前の文化事業 

 ウラーンムチル創立以前に文化事業を担っていたのが文化館であった。文化館は共

産党の指導で、中華人民共和国成立以前からソ連の影響を受けて内モンゴル各旗・県

に 1940 年代から設置されたものである。ソ連では 1920 年代～1930 年代に農村文化
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館が創立されていた。農村文化館はソ連の広大な農村地域の政治と文化教育事業の中

心であり、倶楽部、図書館、宣伝扇動ステージ（站）という三つの機能をもっていた

（王編 2000：172）。 

 オンニュート旗には民衆教育館が 1946 年に設置され、文化館と同様の役割を担っ

ていた。この民衆教育館を 1949 年に文化館と改名した。文化館以外に 1947 年、「烏

丹児童劇団」が創立され、1952 年に解散されている。烏丹児童劇団は烏丹県立第一小

学校の 40 人の学生と 2 人の指導教員から構成されていた。この劇団は、主に政治闘

争をテーマにした歌舞を学校、或いは農業地域を巡回して公演した。 

1948 年に「烏丹街道群衆アマチュア劇団」が同年組織された烏丹県民衆教育館の下

に創立された。成員は烏丹県民で、最初は 20 人であったが、のちに 100 余人までに

増えた。主に共産党の思想を宣伝する劇を町の人に公演する。この劇団は、1961 年に

解散されている。 

同年の 1948 年、「烏丹工業アマチュア劇団」が烏丹県の土産部（地元商店）や糧食

部（糧食局の元名前）、百貨部（百貨店の元名前）の職員で組織された。この劇団は、

これらの職場の職員向けに共産党の工業政策を宣伝するオペラを公演していた（翁牛

特旗志編纂委員会編 1993：652）。 

 1951 年に文化館をもとに文化ステージ（站）が創立された。1954 年、文化館に社

会主義に関する図表や模型を集め、大型展覧会を開き、5.87 万人の観客を集めた。1956

年に、オンニュート旗では倶楽部が 60 余、図書室が 122 余、アマチュア劇団が 160

余あった。1957 年に文化館の指導で、134 回の文芸公演を行った。同年、文化と教育

の機構を文教科と改名した（翁牛特旗志編纂委員会編 1993：635-636）。 

 ウラーンムチル隊員であった定年退職者の W 氏（79）38によると、1950年代のオン

ニュート旗では、評劇隊もあった。この評劇隊39は文化館の所属で漢人向けの文芸活

動を行っていたという。資料によると、この評劇隊は、烏丹京評劇団という名前で、

1951 年に創立され、職員は 45 人であった。烏丹京評劇団は、1965 年には固定資産が

12 万元にのぼった（翁牛特旗志編纂委員会編 1993：644）。 

 

7 オンニュート旗ウラーンムチルの概要 

 こうした多数の劇団の 1つとして 1957年に成立したのが、ウラーンムチルである。

オンニュート旗ウラーンムチルの創立当時の隊員はわずか 4 名で、隊長 1 人と隊員 3

人から構成されていた。隊長は包文儒、隊員は烏国政、宝音、英格であった（内蒙古

自治区文化庁編 1997a：83）。さらに、辛吉勒図、徳力根の 2 人がいたという記録もあ

る（劉・張編 2012：55）。すべてモンゴル人であった。包文儒と烏国政は文化館出身

である（劉・張編 2012：121、125）。そのほかの隊員も文化館出身である可能性があ

 
38 W 氏は 1942 年生まれの漢人男性で、1963 年～1977 年までオンニュート旗ウラーン

ムチルの隊員であった。筆者は W 氏について 2018 年 8 月 6 日、内モンゴル自治区の
文化庁でインタビューした。 

39 評劇は社会を評論することに由来する。大鼓や京劇などの歌調やしぐさを取り入れて
発展した（愛知大学中日大辞典編纂所 2010：1321）。 
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るが、資料に掲載されておらず、不明である。オンニュート旗ウラーンムチルは人口

の 1 割にも満たないモンゴル人だけで結成されていた。 

設備は馬車 1 台、ガス灯 1 つ、幻灯機 1 つ、民族楽器 4 つ、12 着以上の民族衣装で

あった。 

 使用楽器は四胡、二胡、低音胡、バイオリン、馬頭琴であった。 

 リハーサル室は約 20m2の文化室を使用していた。 

 上演は馬車を利用し、旗内の各村を巡回する形で実施された。また、他地域のウラ

ーンムチルと連携し、中国中央宣伝部、文化部の指示に従って、中国全土を巡回する

ことである。 

 

8 ウラーンムチルの時期区分 

 ウラーンムチルに関するこれまでの研究では、ウラーンムチルについて概ね 4 つの

時期区分に分けている（紅 2019）。他方、ウラーンムチル資料に関する政府側の区分

では 3 つに分けている（郭・周編 2017）。本論では、ウラーンムチルに関する先行研

究と内モンゴル政府側の区分方法を踏まえつつ、6 つに分けて分析する。以下は、ま

ずウラーンムチルに関する時期区分について検討し、そのあとにウラーンムチルの各

時期区分における上演作品の特徴を分析する。 

 

8.1 時期区分に関する先行研究 

 紅桂蘭（2019）はウラーンムチルの発展について 4 つの時期に区分している。紅は、

1957 年～1965 年は草創期で、1966 年～1976 年は停止期（文革期）と言い、1977 年～

2001 年は回復と改革期で、2002 年～現在40まではウラーンムチルのブランド化期と指

摘した（紅 2019：50）。 

一方、政府側のウラーンムチルの資料である『ウラーンムチル-赤峰市 60 年図誌（烏

蘭牧騎-赤峰市 60 年図志）』（2017）では、1957 年～1976 年までをウラーンムチルの

草創期であるとしている。つまり、紅桂蘭の区分する草創期に、中国文化大革命期を

プラスし、草創期とした。また、『ウラーンムチル-赤峰市 60 年図誌』では、1977 年

～1996 年を発展期とし、1997 年～現在までは創新期41とみなした（郭・周編 2017：

29-57）。創新期とは、社会主義文化の強い国を作る政策により新たな作品が強調された

時期のことをいう。 

 

8.2 ウラーンムチルの草創期（1957-1965 年） 

ウラーンムチルの草創期は毛澤東の時代である。ウラーンムチルは、中国の知識人

が批判の標的になっていた反右派闘争の最中である 1957 年に創立された。その翌年

の 1958 年に、集団所有制として人民公社が設立した。また 1958 年から高生産を目指

 
40 紅桂蘭が論文を書いた時期は 2018 年のことである。 
41 創新とは、胡錦濤の実施した政策である新農村、新牧畜地域の建設及び新型城鎮化建

設と並んで文芸に時代を反映した新たな作品を求めた用語である。 
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した大躍進という政策が実施された。 

 

8.3 ウラーンムチルの停止期（1966-1976 年） 

ウラーンムチルの停止期は中国の文化大革命時期（文革）である。文革は、中国指

導層の毛澤東が権力闘争のため発動した革命である。文革中にあらゆる歌舞団が一時

的に活動を停止したものが、のちに「毛澤東思想宣伝隊」として活躍した。 

 

8.4 ウラーンムチルの回復期（1977-1989 年） 

1977 年～1989 年はウラーンムチルの回復期である。この時期、1978 年から鄧小平

が権力を握り、改革開放政策を打ち出した。改革開放政策の路線により経済が急速に

発展した。文芸はこうした政策を讃えた時期である。 

 

8.5 ウラーンムチルの改革期（1990-2001 年） 

1990 年からなる江澤民の時代は社会主義市場経済や、「三つの代表」が主題になっ

た。あらゆるものが市場化され、文化事業にも市場向けの改革が重要視された。ウラ

ーンムチルは企業と連携し、改名して活動を続けた。例えば、内モンゴル自治区直属

ウラーンムチルは水利部と連携し、「水利部ウラーンムチル芸術団」に改名した。 

 

8.6 ウラーンムチルの創新期（2002-2012 年） 

2002 年に胡錦濤は中国共産党中央委員会総書記に抜擢され、翌年から国家主席に

なった。胡錦濤は科学的発展観や和諧社会（調和社会）という政策を打ち出した。こ

の時期は、『ウラーンムチル-赤峰市 60 年図誌』（2017）に基づけば、創新期に区分さ

れ、また、紅桂蘭の区分方法では、ウラーンムチルのブランド化時期に当たる。 

 

8.7 ウラーンムチルの繁栄期（2013 年-現在） 

2012 年から第五世代の中国共産党中央委員会の総書記として習近平が抜擢され、

翌年に中華人民共和国の主席になった。この時代は習近平の提唱する偉大なる「中国

の夢」と「偉大なる中華民族の復興」を賛美する文芸が盛んだ。 

 

9 インフォーマント情報 

本論の演目の説明に当たり多くのウラーンムチル隊員に聞き取り調査を行った。演

目の内容や制作者、演者について、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員、元隊員、

ほか歌舞団の団員 11 人にインタビューや聞き取り調査を行った。さらに習近平政権

の下でのウラーンムチルの活動についてオンニュート旗ウラーンムチルとスニド右

旗ウラーンムチルの現職隊員、元隊員、ほか歌舞団の団員 8 人にインタビューした。

最後に観客の 15 人にインタビューした。合わせて 34 人のインフォーマントに情報提

供を受けた。以下は 3 つの表でそれぞれインフォーマントの情報をまとめる。個人の

プライバシーを守る配慮からすべてのインフォーマントを匿名で表示する。インタビ
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ューした内容に基づき、日本語の五十音順に並べる。観客について、名前と生年につ

いて、はっきりわからないため、五十音順に合わせ匿名を当て、年齢を年代で表記す

る。民族について、モンゴル人の場合「モンゴル」と表記し、漢人の場合「漢」と示

す。インフォーマントに確認した演目については、カッコの中で匿名と日付を入れる。 

表 1 は草創期から繁栄期までの演目に関するインフォーマントの情報である。表 2

は習近平時代におけるウラーンムチルの活動に関するインタビューを回答したイン

フォーマントの情報である。表 3 はウラーンムチルの観客としてインタビューを回答

したインフォーマントの情報である。さらにウラーンムチルの人事変動について責任

者の 2 人にインタビューできたので、合わせて情報を提示する。 

 

表 1 草創期から繁栄期までの演目に回答したインフォーマント 

名前 民族 生年 性別 元職 現職 

ア モンゴル 1964 女性 
オンニュート旗ウラーン
ムチル 

文化局（文化館） 

イ モンゴル 1963 女性 
オンニュート旗ウラーン
ムチル 

文化局（文化館） 

ウ モンゴル 1961 男性 
オンニュート旗ウラーン
ムチル 

内モンゴル民族芸術劇院所属ウ
ラーンムチル 

エ モンゴル 1969 男性 － オンニュート旗ウラーンムチル 

オ モンゴル 1977 男性 － オンニュート旗ウラーンムチル 

カ モンゴル 1990 男性 － オンニュート旗ウラーンムチル 

キ モンゴル 1987 女性 － オンニュート旗ウラーンムチル 

ク モンゴル 1982 女性 － オンニュート旗ウラーンムチル 

ケ モンゴル 1982 男性 － オンニュート旗ウラーンムチル 

コ 漢 1964 女性 
オンニュート旗ウラーン
ムチル 

文化局（文化館） 

サ モンゴル 1944 男性 内モンゴル歌舞団 内モンゴル民族芸術学院 

出典：筆者作成 

 

表 1 はインフォーマントの匿名、民族、生年、性別、元職、現職に関する情報であ

る。ウラーンムチルの草創期の演目はほとんど文献資料に依拠し、説明しているが、

文革期からはインフォーマントの聞き取り調査と文献資料も利用している。ただし、

草創期の演目にしても、文革期の演目にしても、それ以降の時期において上演するこ

とがある。そのため、文革期以降にウラーンムチルの隊員であった場合でも、草創期

と文革期の演目を知っている。 

 

表 2 習近平時代におけるウラーンムチルの活動に回答したインフォーマント 

名前 民族 生年 性別 元職 現職 

シ モンゴル 1954 男性 
オンニュート旗ウラーン
ムチル 

ウラーンムチル学会 

ツ モンゴル 1954 男性 
オンニュート旗ウラーン
ムチル 

ウラーンムチル学会 

ス 漢 1942 男性 
オンニュート旗ウラーン
ムチル 

ウラーンムチル学会 

セ 漢 1958 女性 
内モンゴル軍区政治部の
文工団 

ウラーンムチル学会 
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ソ モンゴル 
1960 

 
男性 － スニド右旗ウラーンムチル 

タ モンゴル 1962 男性 － スニド右旗ウラーンムチル 

チ モンゴル 1937 女性 
スニド右旗ウラーンムチ
ル 

スニド右旗図書館（定年退職） 

金花 モンゴル 1944 女性 
ウーシン旗ウラーンムチ
ル 

内モンゴル民族芸術学院（定年
退職） 

出典：筆者作成 

 

表 2 はインフォーマントの匿名、民族、生年、性別、元職、現職に関する情報であ

る。習近平時代のウラーンムチル活動について、オンニュート旗ウラーンムチルの元

隊員とスニド右旗ウラーンムチルの現職隊員にインタビューを行っている。さらに、

内モンゴル民族芸術学院定年退職した歌手金花についてもインタビューしている。歌

手の金花について本人に許可を取っているため、本名とした。 

 

表 3 ウラーンムチルの観客と責任者としてのインフォーマント 

名前 民族 年齢 性別 元職 現職 

テ モンゴル 40 代 男性 － 牧畜民 

ト モンゴル 60 代 女性 － 牧畜民 

ナ 漢 40 代 男性 － 農民 

ニ 漢 40 代 男性 － 農民 

ヌ 漢 50 代 男性 － 農民 

ネ 漢 40 代 男性 － 農民 

ノ モンゴル 70 代 男性 － 内モンゴル・ラジオ・テレビ放送局（定年退職） 

ハ モンゴル 40 代 女性 － 内モンゴル日報社 

ヒ モンゴル 30 代 男性 － フリーランス 

フ モンゴル 60 代 女性 － 牧畜民 

ヘ モンゴル 60 代 男性 － アラシャー政府職人（定年退職） 

ホ モンゴル 60 代 女性 － 無職 

マ モンゴル 70 代 男性 － 中学校教師（定年退職） 

ミ モンゴル 50 代 男性 － ウラーンムチル責任者 

モ モンゴル 50 代 男性 － ウラーンムチル責任者 

出典：筆者作成 

 

表 3 はインフォーマントの匿名、民族、年齢、性別、元職、現職に関する情報であ

る。観客は主に牧畜民、農民、定年退職者である。また 2 人のウラーンムチルの責任

者に現在のウラーンムチルの人事変動についてインタビューすることができた。 

 

小結 

 本章では、ウラーンムチルの誕生経緯、創立地域、概念、時期区分について論じた。

内モンゴル政府は 1950 年代初から旗・県には文化館と文化ステージを普及した。し

かし、文化館と文化ステージの機能、人員の構造は不十分であった。そのため、1957

年に小型的かつ流動的総合性がある文化工作隊としてウラーンムチルを創立した。ウ

ラーンムチルの意味は、馬に乗って社会主義を実践する牧畜民である。つまり、中国

共産党は、モンゴル地域の特徴に合わせて政治宣伝を行うことを目指したのである。 
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 また、牧畜地域のスニド右旗に最初のウラーンムチルを創立した理由は、この地域

が元々からモンゴル人の政治基盤が強い理由に由来する。さらに、半農半牧畜地域の

オンニュート旗にもウラーンムチルを創立した理由は内モンゴルの東部地域の特徴

に合わせた可能性が高い。内モンゴルの東部地域は漢人が多く、農業をしながら牧畜

する人が多いからである。 
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第四章 毛澤東時代前半期のウラーンムチル（1957-1965年） 

 

 本章では、ウラーンムチルにおける草創期（1957-1965 年）の活動を分析する。ウ

ラーンムチルの草創期は毛澤東時代の 8 年間に相当するものである。本論はこの 8 年

間をウラーンムチルの時代背景として毛澤東時代前半期とする。次の章である文化大

革命期（1966-1976 年）をウラーンムチルの時代背景として毛澤東時代後半期とする。 

以下は、まず毛澤東時代前半期に中国で行われた「反右派闘争」、大躍進政策、人民

公社の概念を紹介する。次に、この時代の内モンゴルの文化事業について詳述すると

ともに、大躍進による被害を概観する。さらに、オンニュート旗ウラーンムチルとほ

かの文化事業を説明する。その上で、オンニュート旗ウラーンムチルの上演作品を分

析する。 

 

1 反右派闘争 

 中国では、1957 年に知識人を批判した「反右派闘争」が行われている。ウラーンム

チルは反右派闘争の最中に創立された。反右派闘争は毛澤東の「百花斉放、百家争鳴」

という「双百」の方針によるものである。毛澤東は 1956 年 4 月に中国共産党中央政

治局拡大会議で行った「十大関係を論ず」という講話の中で知識人に文学、芸術、学

術上において、自由な発言を呼びかけた。こうした発言により、知識人は共産党と政

府に対し、不満や提案を多く提出した。結局、知識人は右寄りのブルジョア階級右派

分子として批判された。反右派闘争について、中国の新聞学研究者である焦国標はこ

のように述べている（焦 2004：33-34）。 

 

  反右派闘争は、中国共産党が毛澤東の主導下に、1957 年から 58 年前半に展開し

た「ブルジョア右派」に反対する闘争である。ソ連のスターリン批判と毛澤東の「百

花斉放、百家争鳴」政策に影響されて、56 年後半に、民主諸党派の指導者及び知識

人・学生たちが、中国共産党の急激な農業集団化政策と中共の独裁化に反対する意

見を提出した。毛はブルジョア右派分子が共産党の指導を奪おうとするものだとし

てこれを徹底的に弾圧、55 万人が右派と断定された。 

 

このように反右派闘争では、「地方民族主義」、「民族右派分子」が主な標的となり、

牧畜地域の民族的、地域的特徴に基づくものが、「右寄りの保守思想」と批判された。

そのため、「民族融合論」が中国共産党に提示された。民族融合論とは、各民族の間の

区別性が少なくなり、共通性が多くなることを指す（リンチン 2015：130-131）。反右

派闘争の中で、少数民族地域の県（旗と同じレベルの行政区画）以上の民族上層人士

（民族幹部）は権力を失った。少数民族地域に実施したこれらの活動（政策）が、少

数民族に経済や政治的に被害をもたらした（『当代中国』丛书编辑委员会 1993：133）。

反右派闘争の後に大躍進と人民公社の政策が実行されている。 
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2 大躍進と人民公社 

中国では、1958 年から大躍進という政策が実施された。大躍進とは、中国の第 2 次

5 ヵ年計画（1958-1962 年）の初年度に行なわれた政策で、工業・農業の飛躍的発展を

めざして行われた。具体的には、社会主義国家建設のため、15 年の間に農工業の生産

でイギリスを追い越そうという計画であった。 

大躍進は、鉄鋼の大量増産を目指すものであり、中国全人民が総動員された。工業・

農業の飛躍的生産のスローガンを叫び、社会全体が熱狂した。しかし、大量の生産を

重視した結果、製品の質が悪く、工業と農業のバランスが崩れ、農村は荒廃の極に達

した。こうした中、1959 年に中ソ対立が表面化し42、国境や領土について、意見の対

立が深刻化した。1960 年にソ連は中国で仕事していた 1390 人の専門家を引き上げさ

せ、科学技術協力項目を廃止した（毛里 1989a：46-66）。 

大躍進は、自然災害やソ連の技術者引き上げも加わって、1959 年から 1961 年の 3

年間で、数千万人の餓死者を出したとされる（黄 2013：51-57）。当時、中国では大躍

進による大量餓死事件を「自然災害」としていた（焦 2004：35）。毛澤東は大躍進の

失敗について「七割は天災、三割は人災」としたが、劉少奇は「七割は人災、三割は

天災」という言い方に変えた。このため、1959 年毛澤東は国家主席の座を劉少奇に譲

ることになる。だが、毛澤東は中国共産党中央委員会主席と中央軍事委員会主席にと

どまったのに対し、劉は党内序列が 2 位であり、事実上に毛を越える地位ではなかっ

た。 

また同年、集団所有制として人民公社が設立された。1958 年 8 月、中国共産党中央

委員会が河北省の北戴河で会議を開催し、「農村地域に人民公社を設立する決議（关

于农村建立人民公社的决议）」が決定され、「政社合一」の政策が全国の農村地域に普

及した。「政社合一」とは、政府の行政機構と人民公社の管理機構が一体である状態

を指す。また人民公社とは、生産の公有制と集団所有制を基礎とする社会主義の経済

体制である（内蒙古自治区人民政府『政府志』弁公室編 2001：601）。人民公社は、農

業、牧畜業、工業、商業等の経済活動のみならず、教育、文化事業、さらには軍事機

能も担っていた。 

 内モンゴルの人民公社化は、1958 年から始まり 1961 年に完了し、その体制は 1983

年まで続いた。しかし、牧畜地域における人民公社は、農業地域の人民公社と異なる

点があるという（リンチン 2015：112）。「農業人民公社は総じて既に組織されていた

農業生産高級協同組合のもとで進められたが、内モンゴルの牧畜業における人民公社

化の場合、牧畜業初期協同組合や互助組の次の段階にあたる牧畜業生産高級協同組合

が組織されることなく、直接、牧畜業人民公社が組織された」（リンチン 2015：112）。 

その結果、1958 年に牧畜民世帯総数の 96.29％に当たる 8 万 1,511 世帯の牧畜民が

互助組や協同組合に編入され、内モンゴルの人民公社化がほぼ完了した（リンチン

 
42 1950 年代後半から中ソ両党イデオロギー対立が始めた。きっかけは 1956 年のフルシ

チョフのスターリン批判であり、ソ連が平和共存路線をとるようになったことであっ
た。1959 年にソ連は 57 年の「国防新技術についての協定」を廃棄している（毛里 1989a：
63）。1969 年には国境河川で局地紛争さえ起っている（毛里 1989b：114）。 
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2015：115）。人民公社のこのような急速な組織化は、政治的イデオロギーの圧力によ

るものである。従って、人民公社の組合形式を備えれば、少数民族が先進民族（漢人）

の発展レベルに追いつき、民族の間の区別がなくなるとみなされたものである（リン

チン 2015：130-131）。つまり「民族融合論」の理論が導入されたのである。 

 この二つの政策は中国の社会主義の実現における新たなステップとしての社会主

義的改革である。大躍進政策は、内モンゴルにおいては、特に草原の開墾と鉄鋼業の

発展という形で影響を与えた。人民公社は、共産主義の利益・財産を共有する目的で

実施された政策で、内モンゴルにおいては、家畜の公有制、集団所有制が目立った。 

 

3 内モンゴルの文化事業 

「毛澤東は大躍進運動推進の一環として大々的な民歌・民謡の創作と収集を提案し

た」（ミンガド 2016：114）。そのため、1959 年に内モンゴルでは、「百万の民歌（民

謡）の収集と創作」の活動が始まり、詩、歌のコンクールが行われた。また地方には、

一万以上の農村俱楽部（娯楽部）43、七千以上のアマチュア劇団、文工団、数千の人

民公社文化館、文化ステージ、図書館、図書室、書店が設置された。さらに、民歌・

民謡の創作、改編など文芸創作が行われ、言わば文化のブームを招いた（包 1997：30）。

しかし、これらの文化事業は大躍進の影響で被害を受けた（郝 1991:279-280）。 

 

4 内モンゴルの文化事業における大躍進の被害 

反右派闘争は内モンゴルにおいて、自治区の共産党政府を始め、大学、民主党派、

新聞出版界、科学技術界、文芸界、衛生界、労働者、農民、商業界、小中学校の教職

員まで拡大した。その結果、多くの知識人や愛国者が右派分子とされ、全国的には 55

万余人が右派分子に認定され、内モンゴルでは 3,731 人が右派分子と認定され被害を

受けた（郝 1991:159-160）。 

1961 年 10 月に内モンゴル群衆芸術館が解散させられた（内蒙古自治区党委宣伝部

2015：258）。こうした被害について、『内モンゴル文化五十年』（1997）によれば、1957

年の統計では、内モンゴル全区の文化館の数は 100 にのぼり、文化ステージは 34 で

あった。これが大躍進を経て、1962 年の統計では、文化館は 80 余までに減少し、わ

ずか 5 年間で 20 余（20％）が減った（包 1997：33）。 

 

5 オンニュート旗ウラーンムチルと他の文化事業 

 この節で、まずこの時期におけるオンニュート旗ウラーンムチルの行った主な活動

を紹介し、そのあとにオンニュート旗のほかの文化事業を説明する。 

 

 
43 大衆向けの文化・教育の機構である。労働者の文化、娯楽のセンターとして会議、音

楽会、映画、講演会などを行う（王編 2000：117-118）。 
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5.1 オンニュート旗ウラーンムチルの活動 

1957 年 10 月～12 月、オンニュート旗ウラーンムチルのすべての隊員が内モンゴル

自治区首府フフホト市に行われたウラーンムチル訓練班に参加した（劉・張編 2012：

55）。 

1959 年に、オンニュート旗ウラーンムチルが「オンニュート旗文化隊」と改名し、

隊員が 40 人になった。同年、「オンニュート旗文化隊」の隊員が吉林省延辺歌舞団に

「農楽踊り」、「頂水踊り」、「花傘踊り」を習得し、黎（リー）族からダンス「三月三」

は、彝（イ）族自治州文工団からダンス「楽しむ羅蘇」などを習得した（劉・張編 2012：

55）。 

1960 年 10 月に、「オンニュート旗文化隊」の隊員が新疆ウイグル自治区歌舞団に

ダンス、歌舞を習得した。さらに青海省歌舞団にダンス「扇子踊り」、「草原の夕方」

を習得した。同年 12 月に、「オンニュート旗文化隊」が「オンニュート旗ウラーンム

チル」という名前を回復した。隊員は 12 人であった（劉・張編 2012：56）。 

1962 年、オンニュート旗ウラーンムチル隊員が朝鮮族のダンス「収穫踊り」を「頂碗

踊り」と改編し、オペラ「白毛女」を上演した（劉・張編 2012：57）。 

1964 年、オンニュート旗ウラーンムチルは 15 隊員を派遣し、内モンゴル各ウラー

ンムチル代表とともに、北京で行われた「全国少数民族大衆アマチュア芸術公演会」

に参加し、毛澤東、劉少奇、周恩来、朱徳など共産党国家リーダーと接近した（劉・

張編 2012：58）。 

1965 年、オンニュート旗ウラーンムチルは 10 隊員を派遣し、内モンゴル各ウラー

ンムチル代表とともに、中国全国に巡回公演を行った。同年、さらに長春映画製作会

社に招かれ、『ウラーンムチルの歌』というドキュメンタリー映画を製作した（劉・張

編 2012：59-61）。 

 

5.2 オンニュート旗の他の文化事業 

当時、オンニュート旗にはウラーンムチルと文化館以外に文化ステージもあり、

1958 年の文化ステージの数は 21 余にのぼった。オンニュート旗の 443 村には、528

の教歌ステージ（站）を設置し、576 の歌唱隊を設けた。教歌ステージとは、漢字と

歌を教えるステージで、歌唱隊とは歌を歌うアマチュア音楽のバンドを指している。

さらに、244 の文芸創作組（文芸を制作する組合）、79 の幻灯放映組、26 の皮影班が

設けられた。皮影とは、中国に伝わる伝統的な影絵である。この年、以上の文芸団体

が連合し、3,428 回の公演を行い、95 万人の観客を集めた（翁牛特旗志編纂委員会編

1993：637）。 

 1959 年、1957 年に設置された文教科を文教局と改名した（翁牛特旗志編纂委員会

編 1993：635）。 
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1964 年、オンニュート旗では、189 の倶楽部、205 のアマチュア劇団44があった。こ

れらの団体は「階級教育」、「模範人に学ぶ」、「計画出産」45に関する宣伝を行うため

16 回展覧会を開き、47,547 人の観客を集めた（翁牛特旗志編纂委員会編 1993：637）。 

 大躍進・人民公社時代は本論で取り上げるウラーンムチルにおいて草創期に当たる

時期である。以下はこの時期のウラーンムチルの上演作品を分析する。 

 

6 草創期の上演作品 

本論文でウラーンムチルの草創期（1957-1965 年）である毛澤東時代から、胡錦涛

時代の創新期（2002-2012 年）までの上演作品分析では大きく依拠したのは『オンニ

ュート旗ウラーンムチル誌（翁牛特旗鳥蘭牧騎志）』（2012 年）である。本誌はオンニ

ュート旗ウラーンムチルの創立から 2012 年までの組織の構成、上演作品、上演活動、

奉仕、隊員について中国語でまとめられたものであり、主編集者は劉増軍と張仲仁で

ある。劉増軍はオンニュート旗の文化・体育・ラジオ局・テレビ局局長で、張仲仁は

オンニュート旗地方誌事務局の元主任であり、両氏ともに漢人である。また副編集と

して、オンニュート旗の文化・体育・ラジオ局・テレビ局副局長の王立柱、倣特根、

李想、趙国新の 4 人と文化・体育・ラジオ局・テレビ局における紀律検査委員の隊長

董華、ウラーンムチルの元隊長である張成富が参加している。倣特根だけモンゴル人

で、他はすべて漢人である。また、筆者はこの資料にもとづき、ウラーンムチル隊員

や関係者に対し聞き取り調査46を行っている。 

 上演作品名は『オンニュート旗のウラーンムチル誌』に記載されている漢語名を日

本語に翻訳したものである。聞き取りによると、ほとんどの上演作品名にはモンゴル

語名があったという。 

 オンニュート政府は『オンニュート旗ウラーンムチル誌』を編集する時、何度も会

議を開催し、元隊員にも呼びかけ上演作品や上演活動に関する様々な資料を集めた。

しかし、それでも記録されてない作品もある。同誌に記録されている上演作品はその

年において、最も人気があり、上演率が高い作品であるという47。また、重複した作

品名がないことから、その年に新規に上演された作品であると思われる。従って、1961

年をのぞいて毎年新規の作品が上演されていたと言える（表 4）。 

表 4 は草創期における上演作品のリストである。 

 

 
44 1958 年からあった歌唱隊、文芸創作組などを指していると考える。 
45 1953 年の中華人民共和国の人口センサスで、人口は 1 億人を超え、予想より多かった

ことで 1954 年～1957 年の間に計画出産が行われた。しかし、1958 年から始まる大躍
進の被害を受け、政策は停止されている。その後 1962 年に、人口問題の増加が深刻に
なり、中央と地方には計画出産指導機構が設けられた。さらに 1964 年に計画出産弁公
室が設置された。当時、政府は文芸を通し、これについての宣伝を行ったものである。 

46 2018 年 9 月にフィールド調査も行った。フィールド調査後、電話や SNS を通じても
確認している。 

47 エ氏のインタビュー（2016 年 3 月中旬）により整理したものである。エ氏は、1969 年
生まれのモンゴル人で、男性である。1987 年にオンユート旗ウラーンムチルの隊員と
して入隊した。2012 年にオンニュート旗ウラーンムチルの隊長になっている。 
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表 4 草創期（1957-1965 年）の演目 

年 種類 上演作品名 由来 制作（所属：民族）/導入元 

57 ダンス 搾乳員 導入 

振付：高太（シリンゴル盟歌舞団団員：
モンゴル人） 

編舞：賈作光（内モンゴル歌舞団団員：
満洲人） 

58 ダンス 箸の踊り 改変 オルドス民間舞踊 

59 ダンス 

農楽踊り 導入 吉林省延辺歌舞団 

頂水踊り 導入 吉林省延辺歌舞団 

花傘踊り 導入 吉林省延辺歌舞団 

三月三 導入 黎族 

楽しむ羅蘇 導入 彝族自治州文工団 

60 

ダンス 

タジク族の踊り 導入 ウイグル自治区歌舞団 

打ち鳴らす踊り 導入 ウイグル自治区歌舞団 

扇子踊り 導入 朝鮮族娯楽部→青海省歌舞団 

草原の夕方 導入 壮族の踊り→青海省歌舞団 

歌舞 

葡萄の収穫 導入 ウイグル自治区歌舞団 

新疆は素晴らしい 導入 ウイグル自治区歌舞団 

花帽子を縫い取る 導入 ウイグル自治区歌舞団 

アラムハン 導入 ウイグル自治区歌舞団 

ウズベキスタン 導入 ウイグル自治区歌舞団 

61 - - - - 

62 
ダンス 

頂碗踊り 

（収穫の祝い） 
改変 

編舞：宋正玉（隊員：朝鮮人） 

作曲：祈・達林太（団員：モンゴル人） 

狼を狩る オリジナル 
振付：宝音（隊員：モンゴル人） 

作曲：？ 

オペラ 白毛女 導入 延安魯迅芸術学院 

63 ダンス 

草原の兵士 ？ 

振付：？ 

作詞：郝永生（？：？） 

作曲：藩生憲（？：？） 

手に銃を握り、階級の苦し
みを忘れない 

オリジナル 
振付：朱志会（隊員：漢人） 

作曲：？ 

苦難の歳月 ？ ？ 

我が故郷 
？ 

 

振付：？ 

原曲：モンゴル民謡 

作詞：祈・達林太48 

毛澤東が安源に行く ？ ？ 

小八路 ？ 
振付：孟慶生（隊員：モンゴル人） 

作曲：？ 

草打ち歌 オリジナル 
振付：李玉珍（隊員：漢人） 

作曲：？ 

羊毛を刈る オリジナル 

振付：李玉珍 

作詞：道爾吉永栄（？：モンゴル人） 

作曲：？ 

皿の踊り 改変 
編舞：李玉珍 

作曲：？ 

64 ダンス 

パトロールの夜 導入 
振付：祈・達林太 

作曲：安柯欽夫（？：モンゴル人） 

良い社員 ？ 
振付：保特斯（？：モンゴル人） 

作曲：杜兆植（？：？） 

祖国のために訓練 導入 振付：アラシャー左旗ウラーンムチル 

 
48 内モンゴル直属ウラーンムチルの隊員ウ氏の聞き取りによると祈・達林太はモンゴル

人で、内モンゴル文工団（歌舞団）の団員であったという（2020 年 2 月 21 にウィー
チャットで確認した）。 
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作曲：普日布（？：モンゴル人） 

モンゴル族と漢族は一つの
家庭 

オリジナル 

振付：李玉珍 

作詞：フルンボイル市阿栄旗 

作曲：？ 

幸福な青年 オリジナル 
振付：李玉珍 

作曲：？ 

祖国防衛 ？ 
振付：？ 

作詞作曲：洗星海（作曲家：漢人） 

歌 

文化軽兵隊の歌 オリジナル 
作詞：鳥国政（隊員：モンゴル人） 

作曲：甘珠爾扎布（？：モンゴル人） 

内モンゴルは素晴らしい 導入 
作詞：阿迪娅（？：モンゴル人） 

作曲：図力古爾（隊員：モンゴル人） 

賛歌 導入 
モンゴル民謡 

作詞：胡松華（歌手：漢人） 

65 歌 

草原の児女が延安を愛する 導入 
作詞：朱嘉庚（宣伝部：漢人） 

作曲：祈・達林太 

我々は文化軽兵隊 導入 内モンゴル・ウラーンムチル代表団 

共産党の教育が素晴らしい ？ 
作詞：達力瑪（？：モンゴル人） 

作曲：劉国慶（？：？） 

赤旗は世代から世代へ 導入 
原曲：オルドス民謡 

作詞：那存（？：モンゴル人） 

草原に鋼鉄城が建設された 導入 
原曲：モンゴル民謡 

作詞：唐葉封（？：？） 

各民族の人民が毛主席の周
りに団結する 

？ 
？ 

井岡山は赤色の山 ？ ？ 

アフリカ・アジア・ラテン
アメリカ人民の解放 

？ 
？ 

出典：劉・張編 2012；紀・邱編 1998；内蒙古自治区文化局編 1965；中国民族民間舞踏集成編

集部編 1994；金・張・寵編 2015；趙編 2014  

 

表 4 の演目の種類にはダンス、歌舞、オペラ、歌がある。ダンスは中国語で「舞踏」

という。音楽に合わせて舞うことを指す。歌舞は、歌いながら踊ることを指す。オペ

ラは、演劇と音楽の合わせである。歌はリズムやメロディーに合わせて声を出す行為

を指す。 

由来にはオリジナルと改変と導入の 3 つがある。オリジナルはオンニュート旗ウラ

ーンムチルが独自に創作したものである。また、すでにある歌に独自にダンスをつけ

たものについてもオリジナルとした。改変は民間で普及していたダンスを舞台用に編

舞した作品をいう。導入とは他の少数民族地域における民間作品や内モンゴルの他の

歌舞団の作品を演じたものである。 

制作者とは歌やダンスなどについての作詞家、作曲家、振付師49、編舞者50である。

導入の場合は導入元を記した。ダンスにおいては振付師と作曲家だけでなく、作詞家

が存在する場合がある。制作者が不明なもの、一部しか分からない作品が少なくない。 

由来、制作者／導入元について紀・邱編（1998）、内蒙古自治区文化局編（1965）、

中国民族民間舞踏集成編集部編（1994）、金・張・寵編（2015）、趙編（2014）を参考

 
49 振付はオリジナルで創作した場合をいう。 
50 振付の基にもっとアレンジし、舞台用に編集した人を指す。 
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にした。由来、制作者について不明の場合、「？」で表記した。以下は演目の内容を分

析する。 

  

6.1 各年の上演作品 

 

（1）1957年の演目 

 1957 年に上演された作品としてダンス「搾乳員」が記録されている（写真 2）。 

 

  

写真 2 ダンス「搾乳員」 

出典：通遼市ダルハン旗ウラーンムチルの壁写真より（2016 年 3 月，筆者撮影） 

 

「搾乳員」の内容は、牧畜における労働生活を題材に少女たちの労働に熱心な姿を

明るく描き（紀・邱編 1998：419）、民族の解放によって牧畜が安定し、繁栄した様子

を讃えたものである。民族の解放とは当時国民党や日本などほかの国家の侵略や支配

にあった少数民族が共産党の指導によってその抑圧から抜け出せたことをいう。初め

て上演された作品は牧畜生業に由来するもので、かつ共産党を賛美したものであった。

「搾乳員」は牧畜を題材にした作品であるが、政治宣伝を目的としたものであるとい

える。 

この作品は 1955 年に新たに創作された作品を導入したもので、振付は高太、編舞

が賈作光である（趙 2014：19）。当時、高太はシリンゴル盟文工団に所属、賈作光は

内モンゴル文工団の団員であった。 

高太は 1934 年生まれ、ジェリム盟（現通遼市）出身のモンゴル人である。1951 年

に内モンゴル文工団に就職し、1953 年にシリンゴル盟文工団に転職した。1962 年に

再び内モンゴル文工団に戻っている。内モンゴル文工団は、内モンゴルの首府フフ

ホト市におかれ、内モンゴルにおける歌舞団の中で最も権威の高い団体であった。

ウラーンムチルは盟・市や旗・県政府の管轄下にあり、内モンゴル文工団は当時ウ

ラーンムチルを指導教育する立場にあった。 

賈作光は、1938 年に満洲映画協会（満映協会）に職を得て、舞踊俳優として活躍し、
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満洲国が滅亡した後、1946 年から内モンゴル文工団で舞踊団員として働いた。満映協

会は国策映画会社で、満洲国の首都であった新京（現吉林省長春市）にあり、「チンギ

ス・ハーンの歌」などモンゴルの歴史をテーマにした映画を制作していた（藤澤編

1938）。賈作光は内モンゴル文工団で数多くの作品を手がけ、中国モンゴル族舞踊の

父51とも言われる（寵 2014：116）。賈作光は、現代舞踊家石井漠の門下で、現代舞踊、

バレエ、日本の民間舞踊及び朝鮮舞踊を習った（寵 2014：119）。当時、内モンゴル文

工団で作られた作品は当文工団での上演のみに限らず、ほかの文工団52やウラーンム

チルに導入されていた。 

 

（2）1958年の上演作品 

1958 年の上演作品はダンス「箸の踊り」が記録されている。「箸の踊り」はオルド

ス地域でモンゴル牧畜民が余暇な時間や祭りを機にお酒を飲みながら、テーブルにあ

る箸、酒盃、皿などを持ってたたいてリズムを作り、そのリズムに合わせて踊ってい

たものを改変したものである（中国民族民間舞踏集成編集部 1994：85）。作品化した

人物については不明である。 

 

（3）1959年の上演作品 

 1959 年に記録された上演作品はすべてダンスで 5 作品があり、他の少数民族の作

品を導入したものである。「農楽踊り」、「頂水踊り」、「花傘踊り」は吉林省延辺歌舞団

から、「三月三」は黎（リー）族から、「楽しむ羅蘇」は彝（イ）族自治州文工団から

導入した。吉林省延辺歌舞団は朝鮮人が主体である。 

 「農楽踊り」の制作年は 1952 年である。「頂水踊り」ともいう。水を入れたお碗を

頭の上において踊る（紀・邱編 1998：336）。この作品は民間の踊りにもとづいたもの

で、かつて農民軍の演習が終わった際に行われていた。祝祭的な意味があり、のちに

祭祀や祝日に踊るようになっていた（紀・邱編 1998：310-312）。労働や収穫の喜びと

ともに、国家の安定と繁栄を表現している（紀・邱編 1998：419）。 

 「花傘踊り」は哈尼（ハニ）族の祖先神の祭りで踊られていたダンスを作品にした

ものである。哈尼族とは中国の少数民族の一つで、主に雲南省西南部に暮らす。その

由来は以下のとおりである（紀・邱編 1998：244-245）。 

 

哈尼族の祖先の命がハッカン鳥53によって救われたという。哈尼族はハッカン鳥に

感謝するため、シュロの木で扇子を作り踊る。ハッカン鳥の力で安楽で繁栄する生

活を送ることを祈る。 

 

 
51 モンゴル人には元から舞踊の文化がある。賈作光はむしろそれを発展させたという意

味で、モンゴル現代舞踊の父というほうがふさわしいだろう。 
52 内モンゴルでは、内モンゴル文工団（のちに歌舞団と改名）以外にウリゲル（物語）・

モンゴル劇団、モンゴル青年合唱団、京劇団などがある。 
53 白鷴, キジ目キジ科に分類される鳥類の一種で、中国の南部及びその周辺地域の山地

の森や竹薮に暮らしている。餌は草の実や芽、昆虫などである。 
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「三月三」は黎族のダンスで、制作年は 1957 年である。黎族とは中国の南部地域

の少数民族の一つで、約 90 パーセント以上が海南島に住む。黎族の祭りに若い男女

が集まりダンスで恋愛する様子を表現している。この作品は共産党の革命による民族

の解放によって自由自在に恋愛していることを賛美している（紀・邱編 1998：421）。 

 「楽しむ羅蘇」は彝族のダンスで、1959 年に制作された。彝族とは中国南部地域の

少数民族の一つである。羅蘇は彝族の男性の名前である。彝族の民間祭りのダンス「瓦

子嘿」にもとづいて作られた作品である。彝族人民の解放の喜びを描き、解放によっ

てもたらされた幸せな生活を讃えている（紀・邱編 1998：417-418）。 

 

（4）1960年の上演作品 

 1960 年に記録された上演作品は 9 作品あり、ダンスが「タジク族の踊り」、「打ち鳴

らす踊り」、「扇子踊り」、「草原の夕方」の 4 作品、歌舞が「葡萄の収穫」、「新疆は素

晴らしい」、「花帽子を縫い取る」、「アラムハン」、「ウズベキスタン」の 5 作品である。

この年からダンスだけでなく歌舞が上演されるようになっている。すべて他の少数民

族地域の作品を導入したものである。 

 「タジク族の踊り」はタジク族のダンスの総称である。タジク族は主に新疆ウイグ

ル自治区に居住する少数民族で、主な生業は牧畜である。具体的に「チャブソマイ踊

り」や「マイリス踊り」や「馬踊り」などがある。「チャブソマイ踊り」とは、男女の

2 人組が空飛ぶ鷹の行動を模倣して踊る。鷹のスピード、速さ、力強さを表現する。

「マイリス踊り」は、特定の祝日に踊るもので、娯楽性があるとともに、祝祭の意が

含まれている。「馬踊り」は、馬の模型を使って馬の疾走、跳び方、回り方、鳴き方な

どを表現する（紀・邱編 1998：332-333）。これは 1960 年、オンニュート旗ウラーン

ムチルが新疆ウイグル自治区歌舞団に隊員を派遣し、導入したものである。 

「打ち鳴らす踊り」も新疆ウイグル自治区歌舞団から導入したものである。その内

容などについては不明である。 

「扇子踊り」は、解放と幸福生活を描いたダンスである。制作者は吉林省龍井県朝

陽川鎮の朝鮮族の娯楽部である（紀・邱編 1998：419）。収穫と労働の喜びを表現し、

共産党や政府の政策を賛美している。青海省歌舞団に学び、導入している（劉・張編

2012：56）。 

「草原の夕方」は壮（チワン）族由来であるが、「扇子踊り」と同じく青海省歌舞団

から導入したものである。壮族は、中国最大の少数民族で、広西チワン族自治区中西

部や雲南省、広東省、貴州省、湖南省などの山間部に分部している。内容などは資料

に記載がなく不明である。 

 歌舞 5 作品はすべて新疆ウイグル自治区歌舞団から導入されたものである。 

歌舞「葡萄の収穫」の制作年は 1959 年である。内容はウイグル少女の収穫の喜び

と労働を表現したものである（紀・邱編 1998：419-420）。「搾乳員」と同じく、豊か

な収穫が民族の解放によってもたらされたこと、その結果としての労働者の安定した

豊かな生活を賛美している。 
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 歌舞「新疆は素晴らしい」は、新疆ウイグル自治区の草地の広さや農業が盛んにな

ったことを賛美した作品である。この作品で描かれる豊かな生活はすべて毛澤東と共

産党のおかげであり、各民族54と人民が団結し、毛澤東を讃えるべきだ、と歌う。こ

の作品は共産党による民族解放やそれによる安定した生活は毛澤東のおかげとし、毛

澤東個人崇拝の歌である。 

歌舞「花帽子を縫い取る」、「アラムハン」、「ウズベキスタン」について詳細は不明

である。 

 

（5）1962年の上演作品 

 1962 年に記録された上演作品はダンス「頂碗踊り」、「狼を狩る」とオペラ「白毛女」

である。 

 ダンス「頂碗踊り」は別名「収穫の祝い」ともいう。1959 年からウラーンムチルの

隊員として働いていた宋正玉55が牧畜を手伝った経験をもとに制作したとされる。宋

正玉は 1944 年生まれの朝鮮人女性である。その趣旨は「我々が今日のように新鮮な

ミルクを生産しているのは、すべて毛主席のお陰であり、このミルクを毛主席に捧げ

る」といったものである（劉・張編 2012：37-38）。ただし、この作品は朝鮮族のダン

ス「収穫の祝い」をもとにしたものとされ（鳥 2002：75）、朝鮮族の宋正玉がこの作

品をもとに、牧畜地域にあわせて改変したと思われる。作曲は内モンゴル文工団団員

の祈・達林太である（劉・張編 2012：38）。祈・達林太56は内モンゴル文工団団員とあ

るが、詳しい記載はない。内モンゴル直属ウラーンムチルの隊員ウ氏（仮名前）への

聞き取りによると祈・達林太はモンゴル人という57。この作品は、モンゴル民族の牧

畜作業を題材に毛澤東崇拝と共産党を讃えたものである。 

ダンス「狼を狩る」は狼狩りをモチーフにしたものと思われるが、詳しい記載はな

い。狼はモンゴル民族の家畜にとって危険な動物であると同時に、モンゴル民族の始

祖伝説においては神聖視される（鯉渕 1992：144-145）。ウラーンムチル最初のオリジ

ナル作品である。振付は宝音で、創立時からのオンニュート旗ウラーンムチル隊員で

ある58。作曲は不明である。 

 オペラ「白毛女」は鳥丹評劇団と合同で上演した作品である（劉・張編 2012：57）。

評劇は漢人の戯劇の一種で、中国北方の地方劇名である。評劇は社会を評論すること

に由来する。大鼓や京劇などの歌調やしぐさを取り入れて発展した（愛知大学中日大

辞典編纂所 2010：1321）。評劇団は社会を評論した内容を扱う歌舞団を指す。「白毛女」

 
54 漢人（民族）を含む他少数民族を指す。 
55 1974 年にウラーンムチルを離職している。 
56 資料によって祁・達林太とも記されている。本稿では祈・達林太に統一する。 
57 2020 年 2 月 21 にウィーチャットで確認した。隊員のウ氏は 1961 年生まれのモンゴル

族である。1978 年にオンニュート旗ウラーンムチルで入職し、1987 年から内モンゴ
ル直属ウラーンムチルへ転職している。 

58 生年は不明。1961 年に離職している（劉・張編 2012：19）にもかかわらず、作品を創
作している。ウラーンムチルを離職した後、恐らく文化館で働いていたと考える。ウ
ラーンムチル創立後も文化館は活動しており、文化館とウラーンムチルはお互いに活
動の計画と作品の創作などで協力し合っていた。 
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は共産党の革命を称えたオペラである。白毛女という名の美しい女性が強制的に地主

に嫁がされたが、共産党の紅軍により救われるというものである。漢民族による革命

を讃えた歌劇「白毛女」をウラーンムチルと評劇団が合同で演じた。原作は延安魯迅

芸術学院とあるが（松浦 2000b：166）、具体的な制作者は不明である。 

 

（6）1963年の上演作品 

 1963 年に記録された上演作品は 9 作品で「草原の兵士」、「手に銃を握り、階級の苦

しみを忘れない」、「苦難の歳月」、「我が故郷」、「毛澤東が安源に行く」、「小八路」、

「草打ち歌」、「羊の毛を刈る」、「皿の踊り」である。すべてダンスである。 

 ダンス「草原の兵士」は同タイトルの歌をもとに作られたと考えられる。その内容

は国防のために国境を守る兵士を讃えた内容である。具体的には共産党の教育のもと

で国境にある兵士が様々な困難を乗り越えながら国境を警備している様子を表現し

ている。作曲は藩生憲、歌もあり、作詞は郝永生となっている（内蒙古自治区文化局

編 1965：63）。両者について詳細は不明である。振付は不明である。 

ダンス「手に銃を握り、階級の苦しみを忘れない」の詳細な内容は不明であるが、

タイトルにある階級という言葉から階級闘争を描いたものと思われる。階級闘争とは

資本家階級と労働者階級の対立をいう。つまり、反右派闘争の影響を受けていると考

えられる。振付は朱志会である。朱志会は 1945 年生まれの漢族男性である。1960 年

にオンニュート旗ウラーンムチルの隊員になり、1971 年にウラーンムチルを離職し

ている。15 歳で隊員になり、わずか 17 歳でこの作品を制作している。作曲は不明で

ある。 

ダンス「苦難の歳月」は制作者と内容は不明である。そのタイトルから解放前の封

建社会や階級闘争の苦しみを描いた作品と思われる。振付や作曲は不明である。 

ダンス「我が故郷」の内容は、草原に広がる麦畑と新たに建設された工場を讃えて、

共産党の指導で祖国や故郷が繁栄していたことを描いている（内蒙古自治区文化局編

1965：81）。草原に広がる麦畑から、草原の開墾が推奨されていることが示唆される。

「頂碗踊り」を作曲した祈・達林太がモンゴル民謡のメロディーに作詞している。振

付は不明である。 

 ダンス「毛澤東が安源に行く」は、1921 年に毛澤東が湖南の安源という地方を通過

するとき、工場で働いていた労働者と協力し革命を遂行する様子を描いた作品59であ

る。制作者は不明である。この作品も毛澤東を讃えたものである。 

ダンス「小八路」は中国の抗日戦争を背景にした内容である。タイトルの八路とは、

共産党軍、もしくは解放軍を指す。「小」は少年や児童を指している。抗日戦争中、一

人の少年の妹が負傷して死亡した。その少年は、八路軍の教育を受けたのち、敵討ち

をしたという60。共産党の革命と民族解放を賛美した作品である。振付は孟慶生とな

っている。孟慶生はモンゴル人男性で、1977 年～1990 年までオンニュート旗ウラー

 
59 2003 年には映画化されている。 
60 1973 年にはアニメ化されている。 
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ンムチルの隊員である。孟慶生はこの時点でオンニュート旗ウラーンムチルに就職し

ていないにもかかわらず、演目の制作に関わっている。作曲は不明である。 

 ダンス「草打ち歌」の内容は不明である。作品名から牧畜地域の草刈りの様子を描

いたものと思われる。振付はウラーンムチル隊員の李玉珍である。李玉珍は 1945 年

生まれの漢人女性である。創立翌年の 1958 年にウラーンムチルの隊員に加わってい

る61。 

ダンス「羊毛を刈る」も李玉珍の振付である。内容について『オンニュート旗ウラ

ーンムチル誌』に記載はないが、1960 年に中国民間文芸研究会が編集した内モンゴル

歌舞に関する資料には「羊毛を刈る歌」という歌が掲載されている。そこでは、羊毛

は牧畜民の財産であり、また、寒さを耐えるために羊毛が使用されていることが描か

れている。作詞は道爾吉永栄と書いているが、詳細は不明である（中国民間文芸研究

会編 1960：253）。この歌をもとにダンスを振付したものと思われる。 

 「皿踊り」の振付も同じく李玉珍であるが、ウイグル民族のダンスを改変したもの

である。「皿踊り」はウイグル民族の祝日と祭日を祝うダンスで、男女 5 人が喜びを

表現する。解放の喜びと解放によってもたらされた幸福な生活を讃えた作品である

（紀・邱編 1998：418）。皿はウイグル民族やモンゴル民族の中で、訪問客を迎える際

に出す果物や乳製品、肉食品の入れ物として重要視されている。作曲は詳細不明であ

る。 

 

（7）1964年の上演作品 

 1964 年に記録された上演作品はダンス 6 作品と歌 3 作品である。ダンス「パトロ

ールの夜」、「良い社員」、「祖国防衛のための訓練」、「モンゴル族と漢族は一家」、「幸

福な青年」、「祖国防衛」で、歌が「文化軽兵隊の歌」、「内モンゴルは素晴らしい」、「賛

歌」である。 

 ダンス「パトロールの夜」の内容は社会主義建設のため、国境地域を真夜中にパト

ロールする兵士を讃えたものである（内蒙古自治区文化局編 1965：98）。振付は内モ

ンゴル文工団団員の祈・達林太で、作曲は安柯欽夫である。安柯欽夫について詳細は

不明である。 

 ダンス「良い社員」は人民公社の女性が人民の財産である羊の群れを災害から守る

行動を描いた物語である。振付は保特斯、作曲は杜兆植である（内蒙古自治区文化局

編 1965：94）。この 2 人について詳細は不明である。この作品は、共産党の教育のも

とで育った人民公社の社員の献身的貢献を讃えたものである。 

 ダンス「祖国のために訓練」の内容はモンゴルのナーダム祭りのために弓矢の訓練

の様子を描いたもので、射場に人形を置き、敵の心臓と見立てて矢を放つ。これはそ

の訓練の様子を祖国防衛のための軍事訓練と位置付けた作品である（内蒙古自治区文

化局編 1965：90）。この作品は祖国防衛とそれに従事する兵士を讃えたものである。

振付はアラシャー左旗ウラーンムチル、作曲は普日布である。普日布について詳細は

 
61 1997 年にウラーンムチルを離職している。 
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不明である。 

 ダンス「モンゴル族と漢族は一つの家庭」は、歌「モンゴル族と漢族は一つの家庭」

をもとに作られたと考える。内容は一本の木に二輪の花があるようにモンゴル族と漢

族は一つの家庭であり、共産党の指導下で永遠に変わらないことを描いたものである

（中国民間文芸研究会編 1960：37）。作詞由来はフルンボイル市の阿栄旗と書いてい

るが、詳細は不明である。振付は隊員の李玉珍である（劉・張主編 2012：40）。作曲

は不明である。 

 ダンス「幸福な青年」の内容は不明である。振付は隊員の李玉珍である（劉・張主

編 2012：40）。作曲は不明である。 

 ダンス「祖国防衛」は、歌「祖国防衛」をもとに作られたと考えられる。内容は祖

国防衛のために戦っている国境にいる兵士を讃えたものである。作詞作曲は洗星海で、

広東省の漢族男性である（音楽出版社編 1965：25）。洗星海は、1905 年生まれで、1945

年に亡くなっている。彼は作曲家でピアノ演者でもあった。この作品がいつ作られた

のかは不明である。 

 次に、歌であるが、まず「文化軽兵隊の歌」はウラーンムチルの機能や活動を紹介

するものである。この歌の内容は、ウラーンムチルは共産党の宣伝隊であり、一人が

多くの技能を持ち、社会主義の新たな文化を牧畜民や農民に宣伝しているというもの

である（内蒙古自治区文化局編 1965：39）。作詞はオンニュート旗ウラーンムチル隊

員の鳥国政で、1934 年生まれのオンニュート旗出身のモンゴル人男性である。1953 年

にオンニュート旗文化館で働き、創立時からのウラーンムチル隊員である。作曲は甘

珠爾扎布である。甘珠爾扎布については不明である。この作品は共産党や社会主義思

想を賛美したものであると考えられよう。 

歌「内モンゴルは素晴らしい」の内容は、内モンゴルの自然環境及び包頭鉄鋼業62

の繁栄とそれをもたらしてくれた共産党と毛澤東を讃えたものである。作詞は阿迪娅

で、作曲は図力古爾である（内蒙古自治区文化局編 1965：68）。阿迪娅について詳細

は不明である。図力古爾は 1943 年生まれのモンゴル族の男性で、1963 年からジリェ

ム盟（現通遼市）フレー（庫倫）旗ウラーンムチルの隊員になっている。1966 年に内

モンゴル自治区直属ウラーンムチルに転属している。 

歌「賛歌」は中国の各兄弟民族が解放されたのはすべて共産党と毛澤東のお陰であ

ると讃えたものである（于・赫編 1997：197-198）。各兄弟民族とは中国の漢民族を含

む他少数民族を指す。この作品は、共産党の革命・民族解放や毛澤東崇拝や民族団結

などを讃えたものである。作詞は胡松華である。胡松華は 1931 年生まれ、北京出身

の満洲人で、歌手であった。1949 年に華北大学の第三文工団で働き、1952 年から中

央民族歌舞団団員になっている。作曲はシリンゴル盟東ウジムチン旗の民謡「サロー

ル・タル（sarul tala, 広々した草原の意）」（巴 2001：484）を改変したものである63。 

 

 
62 当時、包頭市を鉄業の重工業都市として開発が進んでいた。 
63 この歌は、2019 年 6 月に中国中央宣伝部が主催した「中華人民共和国成立 70 周年を

お祝いする優秀 100 首歌」に選抜されている。 
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（8）1965年の上演作品 

1965 年に記録された上演作品は 8 作品で、すべて歌である。 

歌「草原の児女が延安を愛する」の内容は延安における革命を讃えたものである。

作詞は朱嘉庚で、作曲は祈・達林太である。朱嘉庚は、オンニュート旗の宣伝部から

赤峰市文化局へ転職し、のちに文化局の局長まで昇進した。さらに赤峰市歌舞団へ転

職し、団長の職務を担っていた。この作品はオンニュート旗宣伝部から導入したと言

えよう。制作者の 2 人が延安に巡回上演に向かう途中で書いたとされる。延安は中国

共産党の革命聖地、或いは革命根拠地である。延安への巡回上演は革命精神を学ぶこ

とが目的であった（劉・張編 2012：42）。 

歌「我々は文化軽兵隊」の内容は、ウラーンムチルを毛澤東や共産党の指導で文化、

教育の普及を担う兵士に例え、ウラーンムチルの機能と役割を紹介するものである。

作詞作曲は内モンゴル自治区ウラーンムチル代表団となっている（内蒙古自治区文化

局 1965：36-37）。この作品も共産党や社会主義思想を賛美したものである。 

歌「共産党の教育はすばらしい」の内容は、共産党の教育を太陽の光に例えたもの

である。太陽の光で万物が育ち繁栄する。同じように、共産党の教育下で、経済、人

民公社、教育が繁栄している。作曲はウラーンムチル隊員の達力瑪、作詞は同じく隊

員の劉国慶である（内蒙古自治区文化局編 1965：41）。2 人の詳細については不明で

ある。 

 歌「赤旗は世代から世代へ」は、毛澤東の指導を賛美した作品である。世代がかわ

っても赤旗、つまり革命の精神が継承されることを歌ったものである。メロディーは

オルドス民謡64をもとにしており、那存が作詞したものである（内蒙古自治区文化局

編 1965：46）。那存について、詳細は不明である。 

歌「草原に鋼鉄城が建った」は、内モンゴル自治区の包頭に毛澤東の指導下で建築

された鋼鉄工場を讃えたものである。モンゴルと漢族が団結し、鋼鉄を生産し、社会

主義を建設していると歌う。モンゴル族の民間歌謡のメロディーに、唐葉封が作詞し

たものである（内蒙古自治区文化局編 1965：72）。民族団結や共産党や社会主義思想

などを讃えている。唐葉封について詳細は不明である。 

歌「各民族の人民が毛主席の周りで団結する」の歌詞、作詞作曲者は不明である。

タイトルから、民族の団結と毛澤東崇拝を賛美した作品と考えられる。 

歌「井岡山は赤色の山」の歌詞および作詞作曲者は不明である。井岡山は延安に並

び共産党の革命根拠地と言われる。赤色の山というのは、革命が激しくて血を流した

ことを意味する。この作品は、共産党革命を讃えたものと考えられる。 

歌「アフリカ・アジア・ラテンアメリカ人民の解放」の歌詞および作詞作曲者は不

明である。当時の中国は、北朝鮮やベトナムなど社会主義国家を援助し、帝国主義や

侵略主義と戦っていた時期であった。こうしたなか、内モンゴルの各地域のウラーン

ムチルでは「反帝国進行曲」、「ベトナムを支援し、アメリカに反対する」、「英雄ベト

ナム人が必ず勝利する」などの歌が作られていた（内蒙古自治区文化局編 1965：82、

 
64 オルドスはモンゴル地域の地名で、オルドス民謡はモンゴル民謡の一つである。 
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83、148）。当時の政治情勢に合わせて作られたのであろう。 

 

6.2 草創期における上演作品の総括 

 本節では、草創期ウラーンムチルの上演作品を以下の5つに着目して検討する。 

 

① 上演作品数とその種類 

 資料から判明した上演作品は合計で45作品である。そのうち、ダンスが28作品、歌

舞が5作品、オペラが1作品、歌が11作品である。 

 上演作品数を年毎に見ると、1957年と1958年は1作品のみであるが、1959年からは5

作品と急増する。特に多いのが1960年と1963年以降で、毎年8～9作品創作されている。 

創立当時の2年間でわずか2作品であったことはそもそも上演作品自体が少なく、

かつ、上演のノウハウがなかったためであろう。 

ウラーンムチル創立初期において、その上演作品はダンスが中心であった。歌舞

は1961年に、オペラは1962年に上演されたのみである。歌はさらに遅く、7年後の

1964年からである。しかし、1965年には歌のみとなる。歌はその内容を直接的に伝

えるため、よりメッセージ性が強いと言える。 

 

② 上演作品の由来 

上演作品の由来は導入と改変とオリジナルの 3 つである。導入が 24 作品、改変が

3 作品、オリジナルが 7 作品、制作者が不明で、由来の判断がつかない作品は 11 作

品である。初期に多いのが導入で、1962 年からオリジナルが出現する。 

導入は内モンゴルの他の機関の作品と他の少数民族地域の作品を上演したものに

分けられる。 

内モンゴルの他機関からの作品導入は 5 作品である。まず 1957 年の第一上演作品

が内モンゴル文工団（歌舞団）から導入したダンス「搾乳員」と 1964 年のダンス

「パトロールの夜」であった。他の 3 作品は 1964 年にアラシャー左旗ウラーンムチ

ルからダンス「祖国のための訓練」と 1965 年に内モンゴル・ウラーンムチル代表団

から歌「我々は文化軽兵隊」とオンニュート旗宣伝部から歌「草原の児女が延安を

愛する」であった。 

他の少数民族歌舞団から導入した作品は全14作品で、1959年のダンス5作品と1960

年のダンス4作品、歌舞5作品である。1959年と1960年の上演作品はすべて他の少数

民族歌舞団から導入した作品であった。同時に、導入先の歌舞団において制作され

ていた作品はすべてダンスであった。創立当時、他の少数民族の歌舞団と積極的に

交流していたことがうかがえる。それとともに、こうした文化事業が1950年代後半

から既に中国の少数民族地域全体で展開していたことが分かる。 

改変は 1958 年の内モンゴルのオルドス地域の民間舞踊 1 作品「箸の踊り」と他の

少数民族のダンスを編舞した作品 2 作品、1962 年の朝鮮族の「収穫の祝い」と 1963

年のウイグル族の「皿の踊り」である。それまでの導入とは違い、他の少数民族の
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作品をそのまま模倣して上演するのではなく、自分たちで編舞するようになってい

る。 

オリジナルはウラーンムチル隊員自らが制作したもので、創立から 5 年後の 1962

年以降 7 作品が上演されている。ただし、作詞作曲、振付など一部しか分かってい

ない作品がほとんどである。 

創立当初はすでに完成した作品を模倣し、導入した作品を上演していたが、徐々

に他地域の作品や民間民謡などを独自に改変するようになる。5 年後にはオリジナル

の作品を発表するようになっている。 

 

③ 上演作品の制作者 

 制作者について振付、作詞、作曲、編舞に分類する。 

 

振付 

 振付は高太、宝音、朱志会、孟慶生、李玉珍、祈・達林太、保特斯の 6 人と 1 つの

機構のアラシャー左旗ウラーンムチルである。この中で、宝音、朱志会、孟慶生、李

玉珍の 4 人はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 高太はシリンゴル盟文工団所属のモンゴル人で、1957 年のダンス「搾乳員」を振付

している。 

 宝音はモンゴル人で、1962 年のダンス「狼を狩る」を振付している。 

 朱志会は漢人で、ダンス 1963 年のダンス「手に銃を握り、階級の苦しみを忘れな

い」を振付している。 

 孟慶生はモンゴル人で、1963 年のダンス「小八路」を振付している。 

 李玉珍は漢人で、ダンス「草打ち歌」、「羊毛を刈る」など 5 作品を振付している。 

 祈・達林太は、内モンゴル文工団団員所属のモンゴル人で、1962 年「頂碗踊り」の

作曲に加え、1963 年ダンス「我が故郷」の作詞、1964 年ダンス「パトロールの夜」の

振付、1965 年歌「草原の児女が延安を愛する」の振付と、多才にオリジナル作品を発

表している。 

 保特斯は所属不明で、1964 年のダンス「良い社員」を振付している。 

  

作詞 

 作詞は、郝永生、道爾吉永栄、洗星海、鳥国政、阿迪娅、胡松華、朱嘉庚、達力瑪、

那存、唐葉封の 10 人である。また 1 つの機構としてフルンボイル市阿栄旗とあり、

フルンボイル市阿栄旗政府を指していると考える。 

 郝永生について詳細は不明である。1963 年のダンス「草原の兵士」を作詞している。 

 道爾吉永栄について詳細は不明であるが、名前からモンゴル人と考えられる。1963

年のダンス「羊毛を刈る」を作詞している。 

 洗星海は漢人の作曲家で、1964 年のダンス「祖国防衛」を作詞・作曲している。 

 鳥国政オンニュート旗ウラーンムチル所属のモンゴル人で、1964 年の歌「文化軽兵
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隊の歌」を作詞している。 

 阿迪娅について所属は不明であるが、名前からモンゴル人と考えられる。1964年の

歌「内モンゴルは素晴らしい」を作詞している。 

 胡松華は満洲人の歌手で、1964 年の「賛歌」を作詞している。 

 朱嘉庚はオンニュート旗宣伝部所属の漢人で、1965 年の歌「草原の児女が延安を愛

する」を作詞している。 

 達力瑪について所属は不明であるが、名前からモンゴル人と考えられる。1965 年の

歌「共産党の教育が素晴らしい」を作詞している。 

 那存について所属は不明であるが、名前からモンゴル人と考えられる。1965 年の歌

「赤旗は世代から世代へ」を作詞している。 

 唐葉封について所属と民族は不明である。1965 年の歌「草原に鋼鉄城が建設され

た」を作詞している。 

 フルンボイル市阿栄旗政府は、1964 年のダンス「モンゴル族と漢族は一つの家庭」

を作詞している。 

 

作曲 

 作曲は、祈・達林太、藩生憲、安柯欽夫、杜兆植、普日布、洗星海、甘珠爾扎布、

図力古爾、劉国慶の 9 人である。ほかに 1963 年のダンス「我が故郷」、1964 年の歌

「賛歌」、1965 年の歌「草原に鋼鉄城が建設された」はモンゴル民謡の曲をアレンジ

して作曲している。また 1965 年の歌「赤旗は世代から世代へ」はオルドス民謡の曲

をアレンジして作曲している。 

 祈・達林太は内モンゴル文工団所属のモンゴル人で、1962 年のダンス「頂碗踊り」、

1965 年の歌「草原の児女が延安を愛する」の 2 作品を作曲している。 

 藩生憲について所属と民族は不明である。1963 年のダンス「草原の兵士」を作曲し

ている。 

 安柯欽夫について所属は不明であるが、名前からモンゴル人と考えられる。1964 年

のダンス「パトロールの夜」を作曲している。 

 杜兆植について所属と民族は不明である。1964 年のダンス「良い社員」を作曲して

いる。 

 普日布は所属不明であるが、名前からモンゴル人と考えられる。1964 年のダンス

「祖国のために訓練」を作曲している。 

 洗星海は漢人の作曲家で、1964 年のダンス「祖国防衛」を作詞・作曲している。 

 甘珠爾扎布は所属不明であるが、名前からモンゴル人と考えられる。1964 年の歌

「文化軽兵隊の歌」を作曲している。 

 図力古爾は、内モンゴル自治区直属ウラーンムチル所属のモンゴル人で、歌「内モ

ンゴルは素晴らしい」を作曲している。 

 劉国慶について所属と民族は不明である。1965 年の歌「共産党の教育が素晴らし

い」を作曲している。 
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編舞 

 編舞は、賈作光、宋正玉、李玉珍の 3 人である。 

 賈作光は内モンゴル文工団所属の満洲人で、満映協会を経て、1957 年のダンス「搾

乳員」を編舞している。 

 宋正玉はオンニュート旗ウラーンムチル所属の朝鮮人で、1962 年のダンス「頂碗踊

り」を編舞している。この作品は、オンニユート旗ウラーンムチル隊員自身の最初の

改変した作品である。 

 李玉珍はオンニュート旗ウラーンムチル所属の漢人で、1963 年のダンス「皿の踊

り」を編舞している。 

 

④ ウラーンムチル隊員構成の変化 

 創立当時、隊員は 6 名のみ、すべてモンゴル人であった。そのうち 2 人が文化館の

出身である。創立の翌年の 1958 年から漢人の李玉珍や朝鮮人の宋正玉などモンゴル

人以外も隊員として参加していることが分かる。 

 創立当時すべてモンゴル人であったことは、モンゴル地域的かつモンゴル文化を

重要視しているように見える。しかし、後から漢人や朝鮮人を入れたことは、モン

ゴル地域において、モンゴル人だけではなく、漢人や他の民族が居住していたこと

に配慮したと考えられる。さらに、中国の社会主義建設において、多民族の協力が

求められたのであろう。 

 

⑤ 上演作品のテーマとその変遷 

上演作品の内容について、様々なテーマの作品が見られる。政治性（シンジルト2010）

や社会主義思想の宣伝（紅2013）について、その内容は多岐にわたることが明らかに

なった。 

まず、政治性がないと言い切れる作品はわずかである。内容については、文献の説

明によるものであり、とりわけダンスによるメッセージをどのように読み取るのかは

むずかしいところがある。とはいえ、参照した文献で政治的といえる内容としていな

いものは1958年ダンス「箸の踊り」、1959年ダンス「花傘踊り」、1960年ダンス「タ

ジク族の踊り」、1963年ダンス「羊の毛を刈る」のわずか4作品である。また1962年ダ

ンス「狼を狩る」と1963年ダンス「草打ち歌」は政治性がないと思われるが、内容の

詳細は不明である。それ以外は、とりわけ、創立初期の上演作品の内容の特徴は労働

と収穫を描きつつ、共産党による民族解放とそれによる安定した生活を賛美している。 

少数民族を題材にした作品の中には1957年のダンス「搾乳員」や1963年のダンス「草

打ち歌」と「羊毛を刈る」のようにモンゴルの牧畜を題材にしている作品もある。と

りわけ「草打ち歌」と「羊毛を刈る」は漢人の隊員である李玉珍が振付している。こ

れらは題材を牧畜に求めてはいるが、紅が指摘するように民族文化の普及を目指した

ものとまで言えるかどうか疑問である。草創期において、遊牧民が好む文化芸術を上
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演していた（紅2013）というよりむしろ、「社会主義思想」の宣伝のために観客であ

る牧畜民に身近な題材を取り入れた、というほうが適しているであろう。これは他の

少数民族の作品でも同様である。 

初期に見られた共産党による民族解放と安定した生活という内容が大きく変化す

るのが 1963 年からである。1963 年には上演作品数も増えるとともに、共産党による

革命と民族解放にくわえ、社会主義思想、毛澤東崇拝、国防兵士、民族団結、大躍進

政策、階級闘争がテーマになってくる。大躍進政策はその後も草原の開墾と鉄鋼業の

発展という形で影響を与え続けていた。ただし、毛澤東崇拝は 1960 年にすでに見ら

れる。上演作品に大躍進の負の側面や飢饉の克服を題材にしたものはない。 

また複数のテーマを持つ作品も少なくない。例えば、1960年の歌舞「新疆は素晴ら

しい」は毛澤東だけでなく、共産党による民族解放も讃えている。1964年の歌「賛歌」

は共産党の革命・民族解放、毛澤東崇拝、民族団結などを讃えている。また1965年の

歌「草原に鋼鉄城が建設された」は、民族団結や共産党や社会主義思想、大躍進政策

などを讃えたものである。 

さらに、上述したこうした歌舞は、モンゴル民謡のメロディーを基に振付や歌詞を

加えることが多かった。具体的には、1963年のダンス「我が故郷」と1964年の歌「賛

歌」はモンゴル民謡に、1965年の歌「赤旗は世代から世代へ」と「草原に鋼鉄城が建

設された」はオルドス民謡とモンゴル民謡に振付し、或いは歌詞を加えたものである。 

上演の種類で1964年から歌が多く上演されるようになるが、その内容を直接的に伝

えるためにとられた手段だったとも言えるのではないか。また、国防に関するものな

ど、国際的な状況を反映したものとなっている。 

最後に、オンニュート旗は半農半牧地域であるが、農業をテーマにした作品はない。

オンニュート旗に由来する作品がないのも特徴である。 

 

6.3 まとめ 

ウラーンムチル草創期（1957-1965年）の上演作品から政府の当時のあらゆる政策が

作品化されていたことが窺える。まさに社会主義思想の宣伝が重要視されていたこと

が分かる。その社会主義思想とは、いわゆる労働者階級の利益や生産手段の共有を提

唱した思想であり、さらに毛澤東思想や共産党や国防警備及び民族団結などを讃えた

ものであった。他方で、資料による限り、民族文化を扱った作品は少ない。地域をテ

ーマにした作品は皆無であった。上演作品は当時の政策を反映したもので、共産党革

命、民族解放、社会主義思想、毛澤東崇拝、国防兵士、民族団結、大躍進政策、階級

闘争など政策宣伝が重要視されていた。民族文化はむしろその目的のために利用され

たといえるかもしれない。オンニュート旗という地域性はまったく無かった。 

 

小結 

 本章では、ウラーンムチルの草創期（1957-1965 年）である毛澤東時代前半期に行

われた反右派闘争、大躍進政策、人民公社について記述した。さらに、こうした政策
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を背景とする内モンゴルの文化事業の状況、オンニュート旗ウラーンムチルの活動及

び他の文化事業についても解明した。 

 この時期、まず中国で「反右派闘争」が実施されていた。「反右派闘争」の影響を受

け、牧畜地域の民族的、地域的なものが「右寄りの保守思想」とみなされ、「民族融合

論」が提示された。その後、大躍進と人民公社政策が行われ、内モンゴルの牧畜社会

には大きな変化がもたらされた。毛澤東は大躍進運動の一環として文芸振興を推薦し

ていたが、そうした結果には至らなかった。その理由として大量の生産により工業と

農業のバランスが崩れ、さらに自然災害やソ連の技術者引き上げも加わって大量餓死

事件を招いたことによるものである。 

 毛澤東時代前半期は、ウラーンムチルの草創期であり、ウラーンムチルには社会主

義思想としての政治宣伝が重要視されていた。上演作品は当時の政策を反映したもの

で、共産党革命、民族解放、毛澤東崇拝、国防兵士、民族団結、大躍進政策、階級闘

争など社会主義思想的なものであった。民族文化を扱った作品は少ないのは、「反右

派闘争」の影響を受けた可能性が高い。上演作品に「大躍進の負の側面」や飢饉の克

服を題材にしたものはない。むしろ、大躍進政策と人民公社を讃えた作品が多い。例

えば、1964年のダンス「良い社員」や1965年の歌「草原に鋼鉄城が建設された」「各民

族の人民が毛主席の周りに団結する」などである。 
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第五章 毛澤東時代後半期のウラーンムチル（1966-1976年） 

 

 本章では、まず毛澤東時代後半期の 10 年（1966-1976 年）に行った文化大革命（以

下は、文革と記す）の発動について説明する。次に、文革の被害を受けた内モンゴル

の政治家、芸術家の状態を詳述する。その上で、内モンゴルの文化事業に与えた文革

の被害について述べる。 

 最後に、この時期のオンニュート旗ウラーンムチル及び他の文化事業における文革

の被害とオンニュート旗ウラーンムチルが上演した演目の特徴について分析する。 

 

1 文化大革命の発動 

1966 年～1976 年まで中国では、文革が起こった。この文革のことを中国では、無

産階級文化大革命ともいう。文革は中国共産党の「極左」路線によるもので（リンチ

ン 2015：270）、毛澤東が指導し、発動した（郝 1991:293）。文革は、中国指導層の権

力闘争で、実態は毛による劉・鄧ら党・政府官僚からの奪権闘争だった（焦 2004：34）。

その背景には毛澤東が推進した大躍進の失敗であった。毛澤東は大躍進の失敗後、国

家主席の座を劉少奇に譲る。当時、劉少奇や鄧小平らは毛澤東が推進した大躍進政策

を立て直そうと経済調整を行っていた。それに対抗して、毛澤東は劉少奇や鄧小平ら

を「資本主義の実権派」と非難し、文化大革命を発動させる。それは 1966 年 5 月 16

日のことだった。 

こうした中、劉少奇や鄧小平は批判され、失脚し、労働改造が行われた。劉少奇は、

労働改造中に当たる 1969 年 11 月に亡くなっている。劉少奇が失脚したのを機に、林

彪は 1969 年 4 月に中国共産党第 9 回全国大会で、党中央委員会副主席になった。林

彪は、劉少奇に代わって、毛澤東の後継者に指名されるが、政争に敗北して 1971 年

9 月にソ連に亡命する途上でモンゴル人民共和国において搭乗機が墜落し、死亡した。

1973 年、鄧小平は労働改造中、自ら毛澤東に手紙を書き、国家のために奉献していく

と意思を伝えた。鄧小平は、文革の被害が大きくなる中、毛澤東の許可を得て病身の

周恩来首相を補佐して経済の立て直しに着手した。こうしたことで鄧小平は、毛澤東

に党中央委員会副主席に抜擢された。そのあと、1975 年に鄧小平は文革の誤った政策

を指摘した。このことがきっかけとなり、林彪の一派である江青、張春橋、姚文元、

王洪文の「四人組」とともに毛澤東に走資派、修正主義者として批判され、1976 年に

職務を失った。 

一方、文革は内モンゴルから始まったという見方もある（郝 1991；楊 2009）。内モ

ンゴル自治区の最高責任者のウラーンフーは文革前の 1966 年 5 月 1 日には自由が奪

われていた。中国共産党中央政府に派遣された華北局（北京、天津、河北、山西、内

モンゴル）のリーダー李雪峰は「ウラーンフーらを排除するための情報収集の活動が

早くも 1964 年から極密に始まっていたこと、内モンゴル自治区が中国のほかのどの

地域よりも早く動乱に巻き込まれたことなどから判断すると、毛澤東と共産党は内モ

ンゴル自治区から文化大革命を開始させた」とみなしていた（楊 2009：22）。 
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文革中、内モンゴルでは、最高責任者ウラーンフーを始め、牧畜民・農民などさま

ざまな人々が被害の対象となった。ウラーンムチルもその例外ではなかった。以下は

政治家、文芸団体を中心に内モンゴルの文化事業とその被害を述べる。 

 

2 文革の被害  

 

2.1 内モンゴルの政治家に対する迫害 

内モンゴル文工団をベースに 1957 年 6 月にウラーンムチルが創立された。その発

展は、1960 年代半ばにピークを迎えた。その理由は政策宣伝の必要性が高まったこと

による。1960 年代には、ウラーンムチルは約 60 団体にまで増加した。しかし、文革

が始まるとウラーンムチルは「ウラーンフー黒線65の産物」（ウラーンフー悪党）とみ

なされた。ウラーンムチルという組織名そのものも、ウラーンフーの「ウラーン」と

同じだということで、ウラーンフーに忠誠を表すために創られたものであると批判さ

れた。この結果、ウラーンムチルの活動はほぼ停止状態となった。一部のウラーンム

チルは「毛澤東思想宣伝隊」や「文工団」に改編され、「革命様板をモデルにし、社会

主義宣伝を行う」ようになった（紅 2013：157）。 

文革中、ウラーンフーだけでなく、息子のブヘ（布赫）も「反革命修正主義の文芸

黒線」として批判された。ブヘは当時、内モンゴル文化局の副局長だった。内モンゴ

ル文化局は当時内モンゴルの文化機構の最高機構であり、その副局長は地位の高い役

職（指導者）としてみなされていた。これについて 1967 年 12 月 2 日に内モンゴルで

発行された呼三司66ニュースでは以下のように記事にしている（楊編 2015：489）。 

 

  歴史に空前のプロレタリア文化大革命の中で、内モンゴルの文芸界を 20 年に渡

って統治した活閻魔大王であるブヘを攫み出す。これは毛主席の革命路線の偉大な

勝利である。ウラーンフーの犬の皇太子であるブヘが長期に渡って毛主席の革命文

芸路線に抵抗してきた。息子のブヘはウラーンフーの民族分裂文芸者を大量に買収

し、修正主義の文芸黒貿（物）を宣揚している。内モンゴルの文芸界をウラーンフ

ーの反党、叛国、資本主義への復辟の本拠地とした。内モンゴルの文芸界を中国の

フルシチョフに変更した。 

  ブヘは様々な手段を使い、彼らの犬の党である周戈と賈作光らを「雲澤文工団（ウ

ラーンフーの文芸工作団）」67に入らせ、チンギス・ハーンの演劇プログラムを作り、

「ウラーンフー思想」を鼓吹する。歌曲や舞踊に「ウラーンフー思想」を鼓吹する

「雲澤の歌」、「内モンゴル青年進行曲」、「内モンゴル騎兵進行曲」、『血案』、「モン

 
65 資本主義・修正主義路線を指す（愛知大学中日大辞書編纂所 2010：695）。 
66 呼三司とは、内モンゴル自治区・呼和浩特市紅衛兵第三司令部のニュースの事である

（楊海英編 2015：488）。 
67 ウラーンフーの出生時の名前は慶春で、4 歳から雲澤という名前を付けた。さらに雲

時雨という名前も使っていた。1949 年に中国が成立する際、ウラーンフーという名
前で変更した。 
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ゴル舞」を次々と作った。こうしてウラーンフーの民族分裂主義の文芸路線に作品

を提供していた。 

 

文革中、内モンゴルの最高指導者だったウラーンフーと息子のブヘがこのようにし

て批判され、政治権力が降格されている。内モンゴルのナンバーツーの指導者であっ

たハーフンガーも「内モンゴル人民革命党」として批判され、1970 年に亡くなってい

る。ブヘは降格されたことで、文化局は活動が停止させられた。その後 1971 年から

活動を再開した（『内蒙古大辞典』編委会 1991：111）。 

文革によって、内モンゴルの指導者は全て漢人に代わった。文革が始まった 3 ヵ月

後の 1966 年 8 月から内モンゴル自治区の共産党書記は漢人の解学恭に、主席は 1967

年 11 月から漢人の滕海清になった。 

当時の内モンゴルの人口1,300万人のうち、モンゴル人は150万人弱を占めていた。

しかし、文革において、34 万 6,000 人のモンゴル人が「反党叛国集団」か、「民族分

裂主義者政党」の「内モンゴル人民革命党員」とみなされ、そのうち 2 万 7,900 人が

殺害された。拷問にかけられて身体的な障害が残った者は 12 万人に達するとされて

いる。ほかに 5 万人や 10 万人が殺害されたとの説がある（楊 2009：1）。 

 

2.2 内モンゴル歌舞団の芸術家に対する迫害 

文革中、歌舞団の芸術家も激しい迫害を受けた。当時、文革の被害を受けた内モン

ゴル歌舞団の芸術家チ・ボラグは自伝でこのように述べている（斉 2001：413）。 

 

「命にかけても党中央を守れ！」、「毛主席を守れ！」、「プロレタリア文化大革命を

死守せよ！」、「ウラーンフーを打倒せよ！」、「王鐸を打倒せよ！」、「王逸倫を打倒

せよ！」、「プロレタリア文化大革命万歳！万々歳！」紅衛兵はみな、毛澤東語録を

手にし、緑色の偽造の軍服を着ていた。師範学院の紅衛兵は凶暴だった。何台もの

トラックの荷台にウラーンフー時代の内モンゴル党委員、内モンゴル政府の年配の

幹部を乗せていた。彼らは 1 メートルもある紙帽子を被らせていた。それには「民

族分裂分子、反革命分子、修正主義分子」などと書かれていた。 

 

チ・ボラグは文革中の 1967 年にアマチュア労働者文芸宣伝隊に入らせられ、隊員

たちの指導を担当した。それから一年後、「文化大革命が始まって 2 年、すでに 3 人

の馬頭琴演奏の先輩方が亡くなっていた。巨匠セーラシ先生、バインノール歌舞団の

演奏家だったバラガン先生、私の師匠のサンドーロン先生である。次は私がやられる

番かもしれない。そんな気がしていた」（斉 2001：426）。チ・ボラグは 1968 年のある

日の夜に 12 時過ぎ、家で作曲していたところ、十数人の歌劇団粛清派のメンバーが

きて、作曲していた彼を捕まえたという。その罪は、「内モンゴルの革命党」、「内モン

ゴル民族革命党中央委員、秘密連絡員、民族分裂主義者」であった。 

このように政治家、芸術家以外の文化事業もまた、文革の被害を受けた。 
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3 内モンゴルの文化事業における文革の被害 

1961 年に解散させられた群衆芸術館は、1965 年に再び組織され、内モンゴル文化

館と名称を変更していた。だが、文革により、多くの職員が下放68され、労働改造が

行われた。このようにして文化館の活動が完全に停止させられた。名誉が回復され、

活動が再開するのは 1979 年である（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：258）。1958 年に

創立された内モンゴル映画制作会社（内蒙古电影制片厂）も、1966 年から活動が停止

させられ、1972 年からモンゴル語の吹き替え映画を少しずつ制作し始めた。映画を制

作できるようになるのは、1979 年 2 月からである（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：

260）。 

文化事業はこのように文革の大きな被害を受け、文革開始以前の 1965 年に芸術歌

舞団が 86 団体あったものが、文革終結 2 年後の 1978 年の統計では、70 団体しか残

っていなかった。団員（隊員）は 3,500 人から 3,006 人となり、14.1％減少した。劇

場・映画館は 43 余から 8 余となり、81.4％減少した。その職員は 335 人から 143 人と

なり、57.3％減少した。文化館は同時期に 81 余から 54 余となり、33.3％減少した。

その職員は 576 人から 506 人となり、12.2％減少した。文化ステージは同時期に 31 余

から 3 余となり、90.3％減少した。その職員は 34 人から 15 人となり、55.9％減少し

た。このように文革の被害を受け、芸術歌舞団に関する機構はほとんど減少した。こ

うした状況の中、唯一群衆芸術館だけが同時期に 1 余から 4 余まで増え、職員は 26

人から 95 人まで増えた（内蒙古自治区文化庁編 1997b）。群衆芸術館には大衆のアマ

チュア文芸活動を指導するという需要があったためと考えられる。当時、文化館、歌

舞団は「毛澤東思想宣伝隊」に変更されていたことから、大衆の文芸活動を指導する

団体が少なかった。そのため、群衆芸術館を拡大していた。 

 

4 オンニュート旗ウラーンムチルと他の文化事業の被害 

 

4.1 オンニュート旗ウラーンムチルの被害 

 オンニュート旗では 1966 年 5 月から文革が始まり、ウラーンムチルの指導者と隊

員が粛清された。また車庫が破壊され、隊員の活動は完全に停止した（劉・張編 2012：

63）。1968 年、オンニュート旗ウラーンムチルは活動を再開した。同年の 10 月から

1969 年 1 月にかけてオンニュート旗ウラーンムチルは「毛澤東思想の宣伝ステージ

（毛泽东思想宣传站）」に名称が変更されていた。メンバーの変更詳細は不明である。

活動の停止、再開の中、1976 年 9 月 9 日、毛澤東が亡くなった。オンニュート旗ウラ

ーンムチルは哀悼の意をささげるため、公演活動を一時的に停止した。2 日後の 9 月

 
68 共産党と政府機関の幹部および知識人を農民や牧畜業の生活と仕事を体験することに
よって大衆と結びつき、みずからの世界観を改造することを目的とし、長期にわたり農
村、あるいは共産党幹部学校に派遣し，農業労働に参加させることを指す。 
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11 日にオンニュート旗ウラーンムチルの隊員哈斯は、毛澤東を記念し、オペラ「悲痛

の日」を創作した（劉・張 2012：75）。 

 オンニュート旗ウラーンムチルは文革期において、上述した作品の制作や公演活動、

巡回を含む以外に映画製作活動にも参加していた。 

 1972 年、オンニュート旗ウラーンムチルは中国中央テレビ局国際番組監督、遼寧省

の画報記者、瀋陽テレビ局のカメラマンらと連携し、『草原の軽騎』69と『草原の上の

文芸軽騎兵隊』70という映画を制作している（劉・張編 2012：70）。これらの映画につ

いて、資料に名称は記載されているが、具体的な内容は記載されていない。 

 

4.2 オンニュート旗の他の文化事業の被害 

文革中にウラーンムチル以外には、1968 年に 10 年前の 1959 年に設置された文教

局が停止させられ、1973 年に回復した。1975 年に文教局を解散し、文化局を設置し

た（翁牛特旗志編纂委員会編 1993：635）。 

1968 年、文化館も停止され、「毛澤東思想宣伝隊」に変更され、「革命様板劇」を普

及した。 

1969 年、1951 年に創立された烏丹京評劇団が文革の被害を受け、解散させられた

（翁牛特旗志編纂委員会編 1993：644）。 

1975 年にオンニュート旗でアマチュア文芸大会が開かれ、26 のアマチュア団体が

参加し、800 人の隊員で 120 の演目を披露した（翁牛特旗志編纂委員会編 1993：637）。 

以下では、文革期に上演された演目を分析する。 

 

5 文革期の上演作品 

 ウラーンムチルは、上述のように文革の大きく被害を受けたため、1966 年と 1967

年には上演された作品も制作された作品もない。2 年後の 1968 年から活動が再開し、

演目を作成、上演し始めた。ただし、実際には 1966 年と 1967 年だけでなく、1969 年、

1970 年、1971 年、1973 年の演目も記録されていない。 

 表 5 は文革期における上演作品のリストである。 

 

表 5 文革期（1966-1976 年）の演目 

年 種類 上演作品名 由来 制作（所属：民族）/導入元 

68 歌 歌唱英雄李長順 オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 

69 － － － － 

70 － － － － 

71 － － － － 

72 ダンス 一回の訓練 オリジナル 

振付：姜桂環（隊員：漢人） 

  宋正玉（隊員：朝鮮人） 

  薩仁（隊員：モンゴル人） 

作曲：王正義（隊員：漢人） 

73 － － － － 

 
69 軽い設備で、移動に便利な文芸宣伝隊を軽騎兵と例えている。 
70 ウラーンムチルの特徴から付けた名前で、「移動に便利な文芸宣伝隊」を意味する。 
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74 ダンス 
一つの弾丸の袋 オリジナル 振付：宋正玉 

愉快な労働 ？ ？ 

75 ダンス 

収穫の踊り オリジナル 振付：宋正玉 

子羊の出産踊り オリジナル 

振付：宋正玉、薩仁、 

  王艶軍（隊員：漢人） 

作曲：王正義 

民族の大団結 オリジナル 
振付：宋正玉、薩仁、 

  烏国政（隊員：モンゴル人） 
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ダンス 
老夫婦にご飯を送る 導入 ？ 

長い白の雄鷹 導入 ？ 

小戯 岷山の春風 導入 ？ 

ホルボー 
楊子栄が虎を撃つ為に山に登
った 

導入 
？ 

オペラ 悲痛の日 オリジナル 振付：哈斯（隊員：モンゴル人） 

出典：『オンニュート旗ウラーンムチル誌』（2012）により（筆者作成） 

  

 表 5 の項目は種類、上演作品名、由来、制作者／導入元からなる。 

 演目の種類には歌、ダンス、小戯、ホルボー、歌舞がある。小戯は、民謡や民間舞

踊やラップなどで構成されるストーリーのある小型総合性のパフォーマンス芸術を

指す。 

由来にはオリジナルと導入の 2 つがあり、改変はない。 

 

5.1 文革期の各年の上演作品 

  

（1）1968年の上演作品 

 1968 年に記録されている上演作品は、歌「歌唱英雄李長順」のみである。文化・ラ

ジオ局や地方誌事務局の職員である劉増軍と張仲仁編の『オンニュート旗ウラーンム

チル誌』（2012）は、この歌の創作背景について詳しく説明している。 

 1968 年 4 月に馬家溝門という人民公社71で軍務に勤しんでいた兵士の李長順が、驚

き走る馬を引き留めて、踏まれそうな民衆を救った。李長順は国家の模範兵士として

政府に賛美された。この話に基づき、「歌唱英雄李長順」という歌を作った。この歌は

ウラーンムチルでの上演で、地域の兵士や大衆に多いに歓迎された（劉・張編 2012：

104）。この歌の宣伝内容は英雄的、模範的な人物に学ぶことである。また国防兵士や

革命精神を讃えている。制作者はオンニュート旗ウラーンムチルになっているが、具

体的な制作者の詳細は不明である。 

 

（2）1972年の上演作品 

 1972 年に記録された上演演目は、ダンス「一回の訓練」のみである。このダンスに

ついて振付は、姜桂環と宋正玉と薩仁の 3 人で、作曲は王正義である。振付の姜桂環

は、1949 年生まれの漢人女性で、1966 年から 1974 年までオンニュート旗ウラーンム

チルの隊員だった。宋正玉については、草創期の演目で説明したように朝鮮人で 1958

 
71 農業の集団化を中心に、従来の農業生産共同組合である「合作社」を指す。 
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年～1974 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員だった。薩仁はモンゴル人女

性で、1960 年～1964 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であった。薩仁は

この時期ウラーンムチルから離れているが、ウラーンムチルの仕事に携わっている。

王正義は漢人男性で、1963 年～1977 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員で

あった。内容は不明である。しかし、訓練という言葉から兵士の訓練を指していると

考えられる。 

 

（3）1974年の上演作品 

 1974 年に記録された上演作品は、ダンス「一つの弾丸の袋」と「愉快な労働」であ

る。この二つの作品の内容は不明である。「愉快な労働」の制作者について、不明であ

る。「労働」という言葉から労働を讃えた作品であると考えられる。ダンス「一つの弾

丸の袋」は宋正玉が振り付けている。ただ、「弾丸の袋」ということからは兵士を讃え

た作品と考えられる。 

 

（4）1975年の上演作品 

 1975 年に記録された上演作品は、ダンス「収穫の踊り」、「子羊の出産踊り」、「民族

の大団結」の 3 つである。これらの演目についても説明されていない。ウラーンムチ

ル隊員ア氏のインタビューによると「収穫の踊り」と「子羊の出産踊り」はモンゴル

の文化、生活、技術、収穫を讃えたもの、「民族の大団結」は中国の各民族の団結を呼

びかけた作品であるという（ア氏 2021.2.23）。 

 「収穫の踊り」の振付は朝鮮人の宋正玉である。収穫という言葉から社会主義思想

を讃えたものと考えられる。つまり、社会主義思想の下で収穫したという草創期から

あったものである。 

 「子羊の出産踊り」の振付は宋正玉と薩仁と王艶軍であり、作曲は王正義である。

王艶軍だけ漢人女性で、1971 年～1978 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員

だった。 

 「民族の大団結」の振付は宋正玉と薩仁と烏国政である。烏国政はモンゴル人男性

で、1957 年～1977 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員あった。このような

民族の団結を呼びかけた作品は草創期からあったものである。 

 

（5）1976年の上演作品 

 1976 年に記録された上演作品は、ダンス「老夫婦にご飯を送る」、「長い白の雄鷹」、

小戯「岷山の春風」、ホルボー「楊子栄が虎を打つ為に山に登った」、オペラ「悲痛の

日」の 5 作品である。 

 「老夫婦にご飯を送る」は延辺歌舞団から導入した演目である。ストーリーは、朝

鮮人の老夫婦が公共施設建設のために働いていた労働者にご飯を送っていた事実に

基づいて作られたものである（エ氏 2020.2.21）。制作者については不明である。 

 ダンス「長い白の雄鷹」については説明されていない。制作者についても不明であ
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る。 

 小戯「岷山の春風」の岷山は甘粛省から四川省まで伸びる山脈を指す。作品内容に

ついては、不明である。 

 ホルボー「楊子栄が虎を撃つ為に山に登った」は、山東省の楊子栄という八路軍（紅

軍）の若手戦士が国民党軍の基地にスパイとして入り、少人数で多くの敵を滅ぼした

ことに由来する。彼は、敵とのこの戦いの中に犠牲となっている。本来は漢人地方の

出来事であるが、モンゴル人がこのストーリーにある犠牲精神に基づいてホルボーを

作った。制作者は不明である。 

 オペラ「悲痛の日」は、1976 年に中国国家最高の指導者であった毛澤東が亡くなっ

たため、隊員のハス（哈斯）が彼のことを悲しく思い作った作品である（劉・張編 2012：

75）。ハスはモンゴル人男性で、1964 年～1984 年までオンニュート旗ウラーンムチル

の隊員である。 

 

5.2 文革期の上演作品の総括 

 本節では、文革期の上演作品を以下の 4 つに着目して検討する。 

 

① 上演作品数とその種類 

 資料から判明した作品数は、わずか 12 作品であった。その中、歌が 1 作品、ダン

スが 8 作品、小戯が 1 作品、ホルボーが 1 作品、歌劇が 1 作品である。文革期は、そ

れ以前と比べて作品と種類が少ないものの、小戯、ホルボーという新しいジャンルの

演目が導入されている。 

 

② 上演作品の由来 

 上演作品の由来はオリジナルと導入の 2 種類がある。文革期において、オリジナル

は 7 作品があり、導入が 4 作品と 1 つの作品が由来不明である。導入は内モンゴルの

他機関から、或いは他の少数民族歌舞団から導入したものである。しかし、この中で、

ほとんどの作品については、導入元が判明していない。 

 導入元が分からない演目は 1976 年のダンス「老夫婦にご飯を送る」と「長い白の

雄鷹」、小戯「岷山の春風」、ホルボー「楊子栄が虎を撃つ為に山に登った」の 4 作品

である。 

 オリジナルはウラーンムチルの隊員が自ら作っていた作品で 7 作品がある。具体的

には、歌「歌唱英雄李長順」、ダンス「一回の訓練」、「一つの弾丸の袋」、「愉快な労

働」、「収穫の踊り」、「子羊の出産踊り」、「民族の大団結」である。 

 

③ 上演作品の制作者 

 制作者について、振付、作曲、作詞で分類する。 
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（1）振付 

 振付は、姜桂環、宋正玉、薩仁、烏国政、哈斯の 5 である。5 人と共にオンニュー

ト旗ウラーンムチルの隊員であるが、この中、モンゴル人の隊員が薩仁と烏国政、哈

斯の 3 人である。姜桂環は漢人隊員で、朝鮮人の隊員は宋正玉である。 

 姜桂環は 1972 年のダンス「一回の訓練」を振付している。 

 宋正玉は 1972 年のダンス「一回の訓練」と 1974 年のダンス「一つの弾丸の袋」、

1975 年のダンス「収穫の踊り」、「子羊の出産踊り」、「民族の大団結」を振付している。 

 薩仁は 1972 年のダンス「一回の訓練」と 1975 年のダンス「子羊の出産踊り」を振

付している。 

 烏国政は 1975 年のダンス「民族の大団結」を振付している。 

 哈斯は 1976 年のダンス「悲痛の日」を振付している。 

ダンスの「一回の訓練」、「一つの弾丸の袋」「民族の大団結」は複数の隊員で振付し

ている。 

 

 （2）作曲 

 作曲は、王正義と王艶軍の 2 人で、2 人と共に漢人で、オンニュート旗ウラーンム

チルの隊員である。 

 王正義は 1972 年のダンス「一回の訓練」を作曲している。 

 王艶軍は 1975 年のダンス「子羊の出産踊り」を作曲している。 

 

（3）作詞 

 作詞者は、この時期においてすべて不明である。 

 

④ 上演作品のテーマとその変遷 

 文革の作品について資料ではほとんど記載されていない。そのため、内容の不明作

品が多い。上演作品の内容について、様々なテーマの作品が見られる。文献の説明に

よるものであり、とりわけダンスによるメッセージをどのように読み取るのかはむず

かしいところがある。まず、政治性がないと言い切れる作品は 1975 年のダンス「子

羊の出産踊り」のみである。インタビューからこのダンスはモンゴルの文化、生活、

技術を讃えているという。 

 上述以外、すべての演目に政治的要素がある。模範人物を讃えた作品として 1968 年

歌「歌唱英雄李長順」と 1976 年のダンス「老夫婦にご飯を送る」がある。民族の団

結を呼びかけた作品として 1975 年のダンス「民族の大団結」がある。兵士を讃えた

作品として、1976 年のホルボー「楊子栄が虎を打つ為に山に登った」がある。またタ

イトルから 1972 年のダンス「一回の訓練」と 1974 年のダンス「一つの弾丸の袋」も

兵士を讃えた作品と考えられる。社会主義思想や労働と収穫を讃えた作品は 1974 年

のダンス「愉快な労働」と 1975 年のダンス「収穫の踊り」がある。また 1976 年のオ

ペラ「悲痛の日」は毛澤東の死を悼んで作られた作品である。 
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5.3 まとめ 

文革期は、演目は少ない。ウラーンムチルは文革の被害を受け、活動が 2 年ほど停

止され、1968 年に再開した。ウラーンムチルは再開を機に「歌唱英雄李長順」という

歌を作った。この時期、演目の種類も少ない。また演目「子羊の出産踊り」以外の演

目は、政治宣伝を反映している。政治宣伝的な演目とは、社会主義思想、毛澤東崇拝、

国防兵士、革命精神、民族団結などを指す。一方で、草創期になかった小戯、ホルボ

ーなど演目のジャンルが増加している。 

ウラーンムチルの資料や、ほか資料からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員が文

革の被害を受けた記録があるが、具体的な被害について記録されていない。演目が少

ないことから、ウラーンムチルは文革の被害を相当受けたのだろうと考えられる。ま

たオンニュート旗ウラーンムチルの演目から、文革中に標的になっていた「資本主義

の実権派」や権力闘争、内モンゴル人民革命党、及びウラーンフーに関する批判など

については見てとれなかった。 

 

小結 

 本章では、毛澤東時代後半期の 10 年におけるウラーンムチルの活動について述べ

た。つまり文革期（1966-1976 年）のウラーンムチルの活動である。1966 年 5 月 16 日

に中国では、共産党の「極左」路線により文化大革命が発動された。文革は、中国指

導層の権力闘争で毛澤東による実態は劉少奇と鄧小平ら党、政府官僚からの奪権闘争

だった。だが、内モンゴルでは、内モンゴル自治区の最高責任者のウラーンフーは文

革前の 1964 年から極密に調査され、1966 年 5 月 1 日に自由を失ったことから文革は

内モンゴルから始まっていた。 

 文革により、内モンゴルでは、内モンゴル共産党のリーダーであったウラーンフー

を始め、息子のブヘ、及び内モンゴルのナンバーツーのハーフンガーが「内モンゴル

人民革命党」として政治レッテルを貼られ、迫害対象となった。さらに政治家だけで

なく、文学家、芸能人、牧畜民、労働者など多くの人々が批判の対象になった。また

多くの文化事業が停止され、職員が労働改造の対象となった。 

 文革前の 1965年の統計データと文革後の 1978年の統計データを比べると芸術歌舞

団が 16（18.6％）団体に減少し、職員が 494（14.1％）人減少した。劇場・映画館は

35（81.4％）余減少し、職員が 192（57.3％）人減少した。文化館は 27（33.3％）余減

少し、職員が 70（12.2％）人減少した。文化ステージが 28（90.3％）余減少し、職員

が 19（55.9％）人減少した。他方で群衆芸術館は 3（400％）余増え、職員が 69（365.4％）

人増加した。文革の被害を受けほとんどの文化事業が減少したにもかかわらず、唯一

群衆芸術館が増えたことは、政治宣伝をする上で、必要とされたためと考えられる。 

 文革期は、ウラーンムチルの活動も当然停止され、隊員と指導者が粛清された。オ

ンニュート旗ウラーンムチルは 1968 年に活動が再開され、一時的に専ら毛澤東を宣

伝する「毛澤東思想の宣伝ステージ」に変更となった。こうした中で、ウラーンムチ
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ルの上演作品は少なく、ほとんどの演目が、社会主義思想、毛澤東崇拝、国防兵士、

革命精神、民族団結など政治宣伝的なものであった。 

 だが、草創期にはなかった小戯、ホルボーなどが新しいジャンルとして加わってい

る。演目には文革中に標的になっていた「資本主義の実権派」や権力闘争、内モンゴ

ル人民革命党、及びウラーンフーに関する批判的なものは見てとれなかった。マイナ

スなもの、攻撃対象を批判するものは演目としてないのも 1 つの特徴である。 
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第六章 鄧小平の改革開放時代のウラーンムチル（1977-1989年） 

 

本章では、まず改革開放政策の実施経緯を説明し、その次に内モンゴルの文革の回

復状況を概観する。さらに、内モンゴルの文化事業の復活状況と新たに設けられた文

化事業を述べる。またこの時期において、文芸コンクールや文化学会が作られたこと

から、文化政策の促進についても紹介する。最後にこれらをまとめた上で、具体的な

事例としてオンニュート旗ウラーンムチルを述べ、この時期の上演作品を分析する。 

 

1 改革開放政策の実施と文革回復 

1976 年に文化大革命が終結するとともに、文革期において批判されたものが徐々

に回復した。文化活動が再組織され、破壊された文化事業も徐々に回復した。回復は

1970 年代末から始まる。しかし、大幅に回復するのは、1980 年から 1980 年代中頃ま

でである。 

 中国では、文革の終結は毛澤東の死去後、1976 年 10 月に四人組が逮捕されたこと

による。文革終結後、華国鋒は毛澤東の残した遺書及び中央政治局決議により、1977

年 10 月 7 日に党中央委員会主席および党中央軍事委員会主席に就任した。華国鋒は

1977 年 10 月には文化大革命の是々非々の立場を表明するため、「二つのすべて（两个

凡是）」72の方針を示したが、文革で実権派として失脚・迫害した鄧小平からの強い批

判を浴びた。鄧小平は、この「二つのすべて」はマルクス主義に合わない、一人のい

う言葉は絶対的に正しいとはありえない、と主張した。鄧小平のこの主張は党内にお

いて、多数派の支持を得た。鄧小平は中共中央副主席や中国人民政治協商会議の主席

などを経て 1978年 12月に行われた中国共産党第 11期中央委員会第 3回全体会議で、

「社会主義近代化建設への移行」、すなわち改革開放路線（政策）を提起した。改革開

放とは、主に人民公社の解体による農村の体制改革と対外開放を指す。また工業化、

産業化の政策ももり込まれた。 

 鄧小平は、改革開放政策を進めると同時に、文革の被害を調査し、名誉回復を行っ

た。内モンゴルにおける文革被害の調査は 1985 年まで続いた。1978 年から 8 年をか

けて内モンゴル自治区の数十万の被害者の名誉が回復された。この結果、7,000 名以

上の幹部が党の資格や職務を回復し、6,000 名以上の殺害された幹部に名誉回復した。

計 2 万件以上の文化大革命に関する歴史案件を処理した。また文革中、漢人の地域に

分割した内モンゴルの行政区画を回復した（郝 1991：369-370）。 

 文芸の分野で、鄧小平は自らが 1979 年に行われた「中国の文芸工作者・第四回代

表大会」において、文芸工作者はマルクス・レーニン主義と毛澤東の思想を勉強し、

生活に役立つように認識を高める必要があると発言した（総政治部文化部 1995：59）。

また鄧小平は、1980 年の「目の前の情勢と任務（目前的形勢和任務）」において、文

芸は、政治を離れない。いかなる進歩的、革命的文芸工作者であっても、作品を制作

 
72 一つは、毛主席の行った全ての決定を変えてはいけない。二つは、毛主席の指示は全

て従う。中国語では、「凡是毛主席做出的决定，我们都坚决维护，凡是毛主席的指示，
我们都始终不渝地遵循」という。 
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するには社会的影響を考えなければならない。それは、人民の利益、国家の利益、共

産党の利益であると発言した（中共中央宣伝部 2012：35）。このようにして、文芸は

改革開放時代においても、政治性が重要視された。 

 内モンゴルの指導者については、批判された人々の名誉が回復されたが、内モンゴ

ル自治区の共産党書記ウラーンフーの権力は完全には回復されなかった。1978 年か

らウラーンフーの妹婿の孔飛（クンペイ）が内モンゴル自治区の主席に就いたが、書

記は周恵という漢人が就任した。このようにして内モンゴル自治区における共産党書

記は文革期から現在に至るまで、すべて漢人が就任している。 

 

2 内モンゴルの文化事業の復活 

 1979 年 3 月 20 日に内モンゴル自治区共産党委員会が内モンゴル自治区の文聯や、

歌舞団及び雑誌『花の原野』、『草原』、『党の教育』、『鷹』、『ホンガール』などについ

て名誉回復を決定し、復刊を行った（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：53）。 

 こうした中、芸術歌舞団数は、1978 年に 70 団体があったものが、1980 年に 176 団

体まで増加し、団員（隊員）は 3,006 人から 6,356 に人までと 2 倍以上に増加した。 

さらに、劇場・映画館は、同年代の 1978 年に 8 余あったものが、19 余まで増加し、

職員は 143 人から 268 人まで増加した。 

文化館は、同年の 1978 年に 54 余あったが、105 余まで増加し、職員は 506 人から

1,156 人まで 2 倍以上に増加した。 

同年の 1978 年、文化ステージも 3 余あったものが、457 余まで増加し、職員は 15

人から 635 人まで増加した。公共文化プロジェクトとして文化ステージの創立は、

「村々まで繋がる」（村村通）というスローガンの下で行われた（李 2015：47）。 

群衆芸術館が同年（1978 年）に 4 余から 10 余まで増え、職員が 95 人から 282 人ま

で、3 倍に増えた（内蒙古自治区文化庁 1997b）。 

このように文化事業が復活するとともに、1979 年 10 月に「内モンゴル文学芸術研

究所（内蒙古文学芸術研究所）」がフフホト市に創立された。のちに、1984 年 2 月に

内モンゴル文化庁にあった文化処（課）が廃止され、『北国映画劇』というモンゴル人

と漢人による編集の雑誌の編集部と合併し「内モンゴル芸術研究所（内蒙古芸術研究

所）」となった。この研究所には、モンゴル人、ダウール人、朝鮮人などの少数民族幹

部が 54％を占め、大学学歴を持つ者が 22％を占め、専門学校の卒業者が 30％を占め

ていたという。さらに、この研究所から『内蒙古民族民間舞踏』や『内蒙古戯曲資料

汇编』、『二人台伝統劇目集成』、『二人台伝統劇目選』、『東路二人台音楽』、『内蒙古芸

術研究文集』などが出版された。1989 年には中国成立 40 周年をきっかけに『白樺樹

下的眼睛』という抗日戦争を題材にしたドラマを制作した。これ以外にも内モンゴル

の民族・民間芸術遺産を基に、『中国民族・民間舞踏集成・内蒙古巻』、『中国民族・民

間器楽集成・内蒙古巻』、『中国民族・民間戯曲音楽集成・内蒙古巻』、『中国民族・民

間音楽集成・内蒙古巻』などを編纂した。こうしたことにより、この研究所は内モン

ゴル文化庁に「優秀共産党支部」として二度表彰されている（馬 1990：31-32）。 
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ウラーンムチルは 1980 年初頭までに 80 団体以上に増加する。それが、1984 年 12

月に内モンゴル自治区文化庁で開催された「芸術パフォーマンス団体の調整と改革方

案」及び「ウラーンムチル条例」の法案に基づいて、ウラーンムチルは 46 団体だけ

を残し、約半分を旗・県の劇団として改編された（内蒙古自治区文化庁編 1997a：173）。

だが、1989 年に、再び 66 団体にまで増加した。この時の隊員数は 1,813 人であった

（内蒙古自治区文化庁 1997b）。 

1981 年 8 月、中国共産党中央が発布した「人民大衆の文化生活に関する指示（关于

关心人民群众文化生活的指示）」で、各地地域は集団経済を依頼し、田舎に農村文化

センターを創立する活動を承認した。中国中央文化部は、さらに数回の全国的な会議

を開き、『大衆文化の創立について国家、集団、個人が力を合わせる（群众文化社会

办，国家、集体、个人一起上）』という指示を出し、大衆文化事業の新たな発展を促し

た（包 1997：34）。 

1986 年の内モンゴルにおける文化事業の統計では、芸術歌舞団は 143 団体があり、

団員（隊員）は 6,813 人である。 

劇場・映画館は、37 余あり、職員は 810 人である。 

文化館は、104 余あり、職員は 1,831 人である。 

文化ステージは 1,635 余あり、職員は 2,278 人である。群衆芸術館は、13 余あり、

職員は 479 人である（内蒙古自治区文化庁 1997b）。 

1980 年より芸術歌舞団の数は減少したが、職員は増えた。劇場・映画館、文化館、

文化ステージ、群衆芸術館数は全て増加し、職員も大幅に増えている。特にアマチュ

アな文芸創作において、文化ステージが重要な役割を果たした。こうした中で、移動

文化ステージ（流动文化站）も作られた。移動文化ステージは牧畜地域を回り雑誌、

写真、映画、ビデオディスク、宣伝材料などを配付し、ビデオの放映などを行う組織

である（包 1997：35-36）。 

 

3 文化政策の促進 

文化政策促進の一環として、農業や牧畜地域においては文芸コンクール73活動が大

きな役割を果たした。1986 年に内モンゴル自治区は各盟・市の農業・牧畜地域では初

めてアマチュア歌舞・小劇のコンクールを開催した。その結果、137 の歌舞演目と 15

の小劇が披露された。この中から 11 の演目が全国の民間音楽・舞踊コンクールに推

薦され、その全国大会で優秀賞 1 つ、準優秀賞 2 つ、二等賞 5 つ、三等賞 9 つを受賞

したという（包 1997：40）。 

1980 年代、群衆芸術館には、内モンゴル群衆撮影学会、内モンゴル群衆文化学会、

内モンゴル社会舞踏学会、内モンゴル漫画研究会、内モンゴル社会書道（書画）学会、

内モンゴル民間美術学会などが創立された（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：258）。 

 
73 農業・牧畜地域における民間的な芸能人を激励するために行った文学・芸術のコンク
ールである。 
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1980 年代以降の芸術歌舞団に対する文化政策について、中国共産党の少数民族文

化政策研究に取り組んだ劉（2014）は以下ように述べている（劉 2014：178）。 

 

 改革開放後、わが国の少数民族文化建設（政策）ははっきりと異なった時代環境を

迎えた。経済社会が急速に発展し、少数民族の文化に対する要求が強まった。また

一方では、民族の往来により、外来文化と接触する機会が多くなり、各少数民族の

文化が衝撃を受けた。これにより、中国共産党と政府は、各民族の共同繁栄を前提

に、少数民族の文化建設や変化する客観的環境と合わせ、民族地域の経済社会の発

展及び生活による少数民族文化政策を作成する。 

 

これが内モンゴルを含む、各民族地域の文化事業の発展に関する一要因になった。

これ以外に共産党が文芸を通し、各民族に党の主導性を訴えるのがより大きな要因に

なったと考えられる。共産党のこうした主導性について、劉はさらに以下のように論

じている（劉 2014：181）。 

 

 1990 年代は、わが国の社会主義現代化における決定的な時期である。さらに各民族

の共同発展を促す時期でもある。この時期、民族工作における共産党の主導性を必

ず発揮し、民族地域の自治制度を完成させる。また少数民族と民族地域の経済社会

事業を発展させる。 

 

劉の指摘通り民族地域の自治制度は共産党に主導され、文芸も当然共産党の政治宣

伝の担い手だった。 

 

4 オンニュート旗ウラーンムチルと他の文化事業 

 

4.1 オンニュート旗ウラーンムチルの活動 

1976 年 10 月に文革が終息すると、オンニュート旗ウラーンムチルは四人組（江青・

張春橋・姚文元・王洪文）を批判する演目を創作した（劉・張 2012：75）。 

1977 年 2 月に遼寧省の瀋陽市テレビ局に要請され、春節晩会に参加し、1976 年に

創作したホルボー「楊子栄が虎を打つ為に山に登った」と 1965 年の歌「草原の児女

が延安を愛する」を披露した。 

1978 年、オンニュート旗ウラーンムチルは、赤峰市歌舞団で話劇「声の届かない処

がない」を学習した。この作品をオンニュート旗俱楽部（大衆向けの文化・教育の機

構）から料金を徴収して 8 回の公演を行い、すべて観客を満席にしたという（劉・張

2012：76）。 

1979 年オンニュート旗宣伝部はウラーンムチルに 2 万元支給し、「甘たるい事業」

を公演させた。1979 年、オンニュート旗ウラーンムチルは農民を手伝い 32 日間労働
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を行った。また新華書店の代理として 736 の冊の本をオンニュート旗で販売した（劉・

張 2012：76-77）。 

1981 年、オンニュート旗財政部はオンニュート旗ウラーンムチルに 3 万元の支援

行った（劉・張 2012：78）。 

1984 年に中国人民政治協商会の副主席の費孝通がオンニュート旗ウラーンムチル

を訪れ、「ウラーンムチルは我が国の民族芸術の花」という揮毫を贈った（劉・張 2012：

80）。この揮毫は内モンゴルの全てのウラーンムチルを激励する言葉として引用され

ている。 

 

4.2 オンニュート旗の他の文化事業 

ウラーンムチル以外、1978 年に文化館の機能が拡張された。文化館には、図書閲覧

室、貸出し室、文物陳列室、美術展覧室が新たに設けられた。また館長責任制が導入

され、図書の制作、文芸指導、美術撮影、文芸創作、文物、後方勤務（支援）部を設

けた。1980 年にオンニュート旗には、文化ステージが 31 余に増加し、各村には 217

の文化室を設置した。文化室の普及率は66％に達した（翁牛特旗志編纂委員会編1993：

635）。 

さらに 1981 年にオンニュート旗文化局の下で、農村文化工作隊が組織された。こ

の組織は文化局の活動方針を農民・牧畜民に伝えるため農村地域で活動を行い、評劇

を主とする演目を公演する。農村文化工作隊は、最初 8 人であったが、1985 年に 18

人にまで増えている。 

1985 年、オンニュート旗の農村における「農村アマチュア劇団」は 49 余あった。

これらの農村アマチュア劇団は、農民自らが組織した団体で、農民の収穫や祝日に合

わせて、主に評劇を演じる。これ以外に、牧畜地域には、「牧畜地域アマチュア文芸宣

伝隊」が 24 余あった。牧畜地域アマチュア文芸宣伝隊は、牧畜民自らが組織した団

体で、牧畜民の休みの時や、祝日などに合わせて歌舞を披露する（翁牛特旗志編纂委

員会編 1993：651-652）。 

改革開放時代はウラーンムチルの回復期に当たる時期である。以下はこの時期にお

けるウラーンムチルの上演作品を分析する。 

 

5 回復期の上演作品 

回復期は文革期において批判されたものが徐々に回復した時期である。資料では

1982 年と 1987 年の演目が記録されていない。 

表 6 は回復期における上演作品のリストである。 

  

表 6 回復期（1977-1989 年）の演目 

年 種類 上演作品名 由来 制作（所属：民族）/導入元 

77 

ホルボー 
楊子栄が虎を打つ為に
山に登った 

導入 
？ 

歌 
草原の児女が延安を愛
する 

オリジナル 
作詞：朱嘉庚（宣伝部：漢人） 

作曲：祈・達林太（団員：モンゴル人） 
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78 ダンス 草原の楽しみ オリジナル 振付：孟慶生（隊員：モンゴル人） 

 話劇 声の届かない処がない 導入 ？ 

79 
大型評劇 甘たるい事業 導入 赤峰県ウラーンムチル 

大型話劇 あの人を助けて 導入 ？ 

80 

ダンス 赤い旗を縫う 導入 振付：宋正玉（隊員：朝鮮人） 

話劇 英雄の牧畜工人双喜 オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 

オペラ 嫁を奪い取る 改変 モンゴル民歌 

オペラ 嫁を争い娶る王氏の虎 導入 ？ 

大型評劇 

愛情の審判 導入 ？ 

二人の伯母の病気を治
す 

導入 
？ 

81 評劇 近隣 導入 ？ 

82 － － － － 

83 ダンス オルドス踊り 導入 振付：賈作光（団員：満洲人） 

84 

群舞 
絨毯を織る女性労働者
の喜び 

オリジナル 
振付：李玉珍（隊員：漢人） 

作曲：李信（隊員：漢人） 

歌 シラムロン母なる河 ？ ？ 

ダンス 

ホジャの狩猟曲 オリジナル 振付：李玉珍 

悔恨 オリジナル 
振付：張勇（団員：？） 

作曲：哈斯 

モンゴル馬 オリジナル 振付：張勇 

幸せな青年 ？ ？ 

ホリハ支隊 オリジナル 振付：張勇 

各族の人民の心と心が
つながる 

オリジナル 
振付：李玉珍 

愉快な祝日 オリジナル 振付：孟慶生 

延安を愛する オリジナル 振付：哈斯図雅（隊員：モンゴル人） 
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戯劇 銀海の赤い花 翻訳 

翻訳者：烏日娜（隊員：モンゴル人）、 

 道・巴雅爾（？）、 

 査干・巴特爾（隊員：モンゴル人） 

ダンス 

ナルカジドマ 改変 チベット民間舞踊 

豊かな生活へ歩む オリジナル 振付：孟慶生 

緑葉の情け オリジナル 
振付：李玉珍、哈斯図雅 

作曲：宋滙霖（隊員：漢人） 

柳木の愛 オリジナル 振付：李玉珍 

愛が深い オリジナル 振付：李玉珍 

86 戯劇 ノルグロマ 改変 モンゴル民歌 

87 － － － － 

88 オペラ ハンシュウイン 改変 モンゴル民歌 

89 ダンス 

ブレイクダンス 導入 振付：特木其楽（隊員：モンゴル人） 

蝋燭 ？ ？ 

運命 オリジナル 振付：李玉珍、哈斯図雅 

出征 オリジナル 振付：李玉珍、哈斯図雅 

出典：『オンニュート旗ウラーンムチル誌』（2012）により筆者作成 

 

 表 6 の項目は種類、上演作品名、由来、制作者／導入元からなる。 

 演目の種類にはホルボー、歌、ダンス、話劇、大型評劇、大型話劇、歌舞、オペラ、

群舞、モンゴル・オペラ、モンゴル戯劇がある。 

 話劇とは、新劇・現代劇、歌を主とする旧戯に対していう（愛知大学中日大辞典編

纂所 2010：737）。会話や身体動作の表現を基礎とする。 

 大型評劇とは、評劇を大型で修辞することは、より多くの演者が参加することを意
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味する。評劇と大型評劇の違いは人数である。評劇は数人の参加者がいることに対し、

大型評劇の場合は、数十人から数百人の参加者がいる。 

 大型話劇は話劇より多くの演者が参加することをいう。話劇は 2 人以上の対話者や

演者が参加することに対し、大型話劇はより多くの対話者や演者が参加する。場合に

よって数十人の演技者がいる。話劇と大型話劇の違いも人数である。 

 群舞は、多くのダンサーにより踊ることを指す。 

 モンゴル・オペラは、モンゴル生活・文化をテーマに制作したオペラを指す。 

 戯劇は会話、身体動作、舞踊、音楽に加えて人形を使って表現する演劇である。モ

ンゴル戯劇は、モンゴル生活・文化をテーマに制作したオペラである。 

由来にはオリジナル、導入、改変、翻訳、由来不明の 5 つがある。翻訳は新しい由

来として登場した。漢人にモンゴル語で制作した演目を見せるため、モンゴル語の演

目を中国語に翻訳し、モンゴル人に中国語の演目をモンゴル語に翻訳し演じることを

指す。 

 

5.1 回復期の各年の上演作品 

（1）1977 年の上演作品 

 1977 年に記録された上演作品は 1 作品のみで歌「草原児女延安を愛する」である。 

 歌「草原の児女が延安を愛する」は、新しいものではなく、ウラーンムチル草創期

の 1965 年に制作されている（第四章を参照）。作詞は朱嘉庚で、作曲は祈・達林太で

ある。前述したように朱嘉庚は、オンニュート旗の宣伝部から赤峰市文化局へ転職し、

のちに文化局の局長まで昇進した。さらに赤峰市歌舞団へ転職し、団長の職務を担っ

ていた。祈・達林太 は内モンゴル文工団団員とあるが、詳細はない。この年、演目が

わずか 1 作品なのは、文革期が終わったばかりの時期であったからであろう。或いは

ほかにもあったが、記録されていない可能性もある。 

 

（2）1978 年の上演作品 

 1978 年に記録されている作品は 2 作品で、ダンス「草原の楽しみ」と話劇「声の届

かない処がない」である。 

 ダンス「草原の楽しみ」は改革開放政策により、牧畜民が豊かで楽しい生活を送っ

ている状況を描いた作品である（イ氏 2020.2.8）。振付は孟慶生である。孟慶生はモン

ゴル人男性で、1977 年～1990 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。

作曲は不明である。 

 話劇「声の届かない処がない」は、1976 年に鄧小平が文革中、第三回に渡って被害

を受けた事実を基に作られた作品である（ウ氏 2020.2.8）。この作品の内容は、共産党

中央委員会の政治思想に最も協力したもので（劉・張編 2012：102）、毛澤東批判を行

い、文革の被害を是正するために作ったとウ氏はいう。制作者は不明である。 
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（3）1979 年の上演作品 

 1979 年に記録された作品は 2 作品で、大型評劇「甘たるい事業」（甜蜜的事业）と

大型話劇「あの人を助けて」がある。 

 大型評劇「甘たるい事業」の内容は改革開放政策で、生活が良くなり、より多くの

人に経済的な恩恵を与えたことを賛美したものである（イ氏 2020.2.8）。この作品は、

他方で、牧畜民に共産党の一人っ子政策（計画生育政策）を宣伝した作品でもある（劉・

張編 2012：102）。文革中、周恩来が主導する共産党リーダーは大躍進時代の食糧危機

をきっかけに、出生抑制を主張し、「計画出産指導小組」を設立していた。しかし、こ

の計画は、文革中は政策として進められず、鄧小平時代の改革開放政策に入ってから、

現代化（改革開放路線による現代的な改革、当時のスローガン）を早期に進めていく

ための人口管理の必要性から導入された。一人っ子政策に関する当時のスローガンと

して、「一人っ子政策を実施すれば、国家が強くなり、家庭が幸福になる」がある。つ

まり、経済発展や現代化には、一人っ子政策そのものが甘い事業であるとする。この

作品の制作者は赤峰県ウラーンムチルであるが、詳細な説明はなく、不明である。 

 大型話劇「あの人を助けて」は、青少年の犯罪を防ぐために作られた教育目的の演

目である（劉・張編 2012：77）。オンニュート旗ウラーンムチルは北京でこの話劇を

見て学習し、導入したという。内容の詳細や制作者は不明である。 

 

（4）1980 年の上演作品 

 1980 年に記録された作品は 6 作品で、ダンス「赤い旗を縫う」、話劇「英雄の牧畜

工人双喜」、オペラ「ダナバラ」、オペラ「嫁を争い娶る王氏の虎」、大型評劇「愛情の

審判」と「二人の伯母の病気を治す」である。 

 ダンス「赤い旗を縫う」の赤い旗は、中国の国旗を指す。このダンスは、1961 年の

罗广斌と杨益言の小説『紅岩』を中国の空軍政治部歌劇団がオペラ「江姉」として改

編し、その劇中歌「赤い旗を縫う」に振り付けしたダンスである。『紅岩』は、中国の

内戦時代、地下に組織された共産党が国民党に弾圧された物語である。物語では、共

産党が国民党に弾圧されても屈しない、英雄的に戦って犠牲になったことが描かれて

いる。「赤い旗を縫う」の内容は、国民党に政治犯として刑務所に入れられていた共

産党員が中華人民共和国成立の際、五つ星の赤い旗を国旗にした事を聞き、刑務所の

中で国旗を縫ったという物語である。振付はウラーンムチル隊員の宋正玉である。宋

正玉は朝鮮人で 1962 年にダンス「頂碗踊り」を振付している（第四章を参考）。 

 話劇「英雄の牧畜工人双喜」は、公社の牧畜出身の労働者の双喜という人物が羊の

群れを守るために、嵐と戦って犠牲となった物語である（劉・張 2012：104）。制作者

はオンニュート旗ウラーンムチルと記載されているが、詳細はない。 

 オペラ「嫁を奪い取る」は、モンゴル民歌（民謡）「ダナバラ」をオペラに改変した

作品である。ダナバラは女性の名前である。このオペラについて注目される点は、資

料では特にモンゴルという語を強調し、「モンゴル・オペラ」の「嫁を奪い取る」と記

録していることである。ダナバラの歌詞は、若者の恋愛で、恋人である男性が強制的
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にジリェム盟地域で徴兵され、女性が両親の意志で別の男性と強制的に結婚させられ

たことを描いたものである（Ünen2007:2）。オペラの内容は、民歌の内容と同じもので

ある。ウラーンムチル隊員のウ氏によれば、この作品は内モンゴルのウラーンムチル

演目の中で、初めて作られたモンゴル・オペラであるという（ウ氏 2020.2.8）。 

 オペラ「嫁を争い娶る王氏の虎」は、宋朝時代を背景とする物語である。虎（官僚）

が廟に行き、友達とゲームを行っていた女のなりをした男性を捕まえ、強制的に結婚

しようとした。結果的に、その男性は虎の妹と恋愛する。共産党の下で変わりゆく新

たな社会と自由恋愛を賛美したものとみられる（ウ氏 2020.2.8）。このオペラは、元々

漢人の制作した作品で、オンニュート旗ウラーンムチルが導入した。原作に関する詳

細は不明である。 

 大型評劇「愛情の審判」は、恋に落ちた少女が様々な人に騙されて苦労し、その後

一人の青年に救われ正しい道を歩むというストーリーである（ア氏 2020.2.23）。制作

者に関する詳細は不明である。 

 同じく、大型評劇「二人の伯母の病気を治す」は、封建社会を舞台にした物語であ

る。内容は、二人の伯母が姪の自由恋愛を阻止していたが、親戚に説得され姪の恋愛

を理解してあげたというものである（エ氏 2020.2.21）。制作者について詳細は不明で

ある。 

 

（5）1981年の上演作品 

 1981 年に記録された作品は 1 作品で、評劇「近隣」である。内容は不明である。制

作者についても詳細は不明である。 

 

（6）1983年の上演作品 

 1983 年に記録された上演作品は 1 作品で、ダンス「オルドス踊り」である。 

 ダンス「オルドス踊り」の振付は、1954 年に内モンゴル文工団の団員賈作光である。

このダンスは、オルドス地域における伝統婚姻儀礼を基に新たな中国成立以降の内モ

ンゴル人民の幸福な生活を描いたものである。このダンスについて、『中国少数民族

舞踏史』では、労働・収穫の題材として分類している（紀・邱編 1998：418）。つまり、

共産党の指導下で、牧畜民が安定な生活を送り、労働で収穫し、婚姻が順調に行われ

ていることを賛美したものと考えられる。 

 

（7）1984年の上演作品 

 1984 年に記録された上演作品は 10 作品で、群舞「絨毯を織る女性労働者の喜び」、

歌「シラムロン母なる河」、ダンス「ホジャの狩り曲」、「悔恨」、「モンゴル馬」、「幸せ

な青年」、「ホリハ支隊」、「各族の人民の心と心がつながる」、「愉快な祝日」、「延安を

愛する」である。 

 群舞「絨毯を織る女性労働者の喜び」は、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員が

オンニュート地域の絨毯工場を見学し、その絨毯の制作過程を基に作った作品である。
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振付は李玉珍で、作曲は李信である。李信は漢人男性で、1980 年～2002 年までオン

ニュート旗ウラーンムチルの隊員である。李玉珍は草創期にダンス「草打ち歌」、「羊

毛を刈る」などを振付している（第四章を参考）。この工場の絨毯は品質的に優れて

おり、日本、アメリカを始め様々な国に輸出されていたという（劉・張編 2012：38）。

この演目は国家政策の下で労働者の生活が豊かになっていることを讃えたものであ

る。 

 歌「シラムロン母なる河」は、通遼市における遼河を指す。遼河が農業や家畜の水

源として多くの命を育んでいることを讃えた作品である。この歌は、モンゴルの山河

の賛歌であり、政治的要素はない。制作者に関する詳細は不明である。 

 ダンス「ホジャの狩猟曲」は、ウラーンムチルの隊員李玉珍が牧畜民の前で公演し

た時、牧畜民から「古代のモンゴル人は狩猟する際、竹で作った笛の特殊な音声を使

い、野生動物を身近なところに誘導していた」ことを聞いて作った作品である（劉・

張編 2012：38）。ホジャは息を横笛のような木管楽器を指す。モンゴル語でモドン・

チョールと言い、中国語で胡笳と表記する。ホジャは胡笳の中国語の読み方である。

このダンスはモンゴルの生業技術を讃えた作品である。 

 ダンス「悔恨」は、一人の女性が無頼漢の青年と恋に落ち、暴力や詐欺的手法を駆

使し青年を騙した罪で、刑務所に入られ、教育を受けて反省し甦生する物語である。

教育目的から制作された（ア氏 2020.2.23）。振付は張勇であり、作曲は哈斯である。

張勇は内モンゴル歌舞団（元の内モンゴル文工団）の隊員である（劉・張 2012：80）。

ほか詳細は不明である。哈斯はモンゴル人男性で、1964 年～1984 年までオンニュー

ト旗ウラーンムチルの隊員である。 

 ダンス「モンゴル馬」はモンゴル馬の忍耐力とスピードを讃えたダンスである（イ

氏 2020.2.8）。振付は前作同様、張勇である。 

 ダンス「各族の人民の心と心がつながる」の原作は 1965 年の歌で、その内容は各

族の人民が共産党と毛澤東の下で団結するエピソードを描いたものである（内蒙古自

治区文化局編 1965：42）。振付はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員李玉珍である。

李玉珍は、草創期においてダンス「草打ちの歌」や「羊毛を刈る」などを振付してい

る。 

 ダンス「愉快な祝日」は、改革開放政策の下で、生活が安定し、牧畜民の生活が豊

かになったことを祝ったものである（イ氏 2020.2.8）。振付はオンニュート旗ウラーン

ムチルの隊員孟慶生である。孟慶生は草創期において、ダンス「小八路」を振付して

いる。 

 ダンス「延安を愛する」は、共産党の革命根拠地である延安を愛し賛美した作品で

ある（ア氏 2020.2.23）。振付はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員哈斯図雅である。 

 ダンス「幸せな青年」と「ホリハ支隊」については不明である。だが、「愉快な祝日」

の説明から「幸せな青年」は国家政策の下で、幸せで豊かな生活を送っている青年の

ことを讃えたのであろうと考えられる。「ホリハ支隊」地域における軍隊を賛美した

もので、ホリハは興安盟や通遼市、赤峰市を通るシラムロン河（遼河）とチャガン河
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の接近したところを指す地域名である。「ホリハ支隊」の振付は、ダンス「悔恨」と

「モンゴル馬」を振付した張勇である。 

 

（8）1985 年の上演作品 

 1985 年に記録された上演作品は 6 作品で、戯劇「銀海の赤い花」、ダンス「ナルカ

ジドマ」、「豊かな生活へ歩む」、「緑葉の情け」、「柳木の愛」、「愛が深い」である。 

 戯劇「銀海の赤い花」は改革開放政策で個体戸74が多くなり、個体戸の中で裕福に

なった模範的な人物を讃えた作品である（劉・張編 2012：51）。中国共産党の第 12 期

中央委員会第 3 回全体会議（共産党第 12 期 3 中全会）後、商品の生産が促され、牧

畜民が共産党の指導下で豊かになったことを描いている（劉・張編 2012：102）。この

演目については、資料にモンゴルを強調し、モンゴル・オペラ「銀海の赤い花」と記

録され、さらに漢語（中国語）に翻訳し、オンニュート旗の様々な地域で演じられた

という。翻訳者は烏日娜と査干・巴特爾と道・巴雅爾である。烏日娜はモンゴル人女

性で、1974 年～1982 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であった。査干・

巴特爾は、モンゴル人男性で、1959 年～1966 年までオンニュート旗ウラーンムチル

の隊員であった。道・巴雅爾に関する詳細はない。 

 ダンス「ナルカジドマ」はチベット仏教における密宗（チベット密教）の祭神の舞

踊がもとになっている。赤峰市のハラチン旗王府の所在地で流行していた舞踊で、200

年の歴史を持っている。ナルカジドマ（Rnal mkha’ gro ma）は人の名前であり、また

女神と言う。中国語で娜若・卡吉徳瑪と記す。その意味は、宇宙の邪悪を追い払い、

人間の幸福や善を保護する機能を持っているという。このダンスは仏教の経典『ナル

カジドマ』の法会（読会）で踊られていた宗教的な内容に基づく演目である（中国民

族民間舞踏集成編 1994：160）。これは、つまり文革中に迷信として禁じられていた宗

教活動が少しずつ復活したことを示す。改変者について、不明である。 

 ダンス「豊かな生活へ歩む」は改革開放政策や市場経済主義政策により人民の生活

が豊かになったというエピソードを描いている（イ氏 2020.2.8）。振付は孟慶生であ

る。 

 ダンス「緑葉の情け」は砂漠化の深刻な問題を反映し、環境保護の呼びかけを目的

とした作品である（劉・張編 2012：39）。振付は李玉珍と哈斯図雅で、作曲は宋滙霖

である。宋滙霖は漢人で赤峰市バーリン右旗ウラーンムチルの隊員である。ほか詳細

は不明である。 

 ダンス「柳木の愛」は契丹（キタイ帝国）民族文化に基づいて制作された。契丹の

文物である銅鏡がオンニュート地域で発見された。その銅鏡に青年男女の舞者（ダン

サー）が踊る様子が描かれていた。ウラーンムチル隊員は銅鏡に描かれていた青年男

女の弓矢を持ち、柳木を振り回す様子を模倣したダンスを制作した（劉・張 2012：38）。

キタイ帝国は、満洲から中央アジアの地域に存在した半農半牧の民族である。10 世紀

初頭に遼という国を建設し、1125 年に女真人に滅ぼされた。資料では、発見された地

 
74 生産隊と対比している。毛澤東時代、生産隊があったものが、徐々に分散した。 
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域の詳細やウラーンムチル隊員について不明である。振付は李玉珍である。 

 ダンス「愛が深い」の内容は不明である。タイトルから青年男女の自由恋愛を賛美

したものであると考えられる。振付は李玉珍である。 

 

（9）1986 年の上演作品 

 1986 年に記録された上演作品は、戯劇「ノルグロマ」である。 

 モンゴル戯劇「ノルグロマ」はモンゴル民歌をもとに作られた演目である。民歌の

ノルグロマはモンゴル人女性の名前である。ノルグロマは興安盟のトシイェト旗の牧

畜民の娘で、旗の裕福な牧畜民の息子と結婚した。しかし、当時に若者たちは強制的

に軍隊に徴兵させられたため、結婚したばかりの夫が軍隊に徴兵された。ノルグロマ

は夫がいない間、姑にいじめられ、毎日つらい生活を送っていたという物語である

（Rinčin 他編 1979：135-136）。家庭内暴力や虐待への批判と貧富の格差を是正する視

点から、教育の目的で制作した作品と考えられる。民歌と戯劇の内容は同じものであ

る。改変者は不明である。 

 

（10）1988 年の上演作品 

 1988 年に記録された上演作品は、モンゴル・オペラ「ハンシュウイン」である。 

 モンゴル・オペラ「ハンシュウイン」もモンゴルの民歌をもとに作られた演目であ

る。民歌の「ハンシュウイン」はモンゴル人女性の名である。ハンシュウインは恋人

がいるにもかかわらず、封建婚姻制度の下で強制的に別の男性と結婚させられた悲劇

的な物語である（Ünen2007：52）。民歌とオペラと共に同じ内容で、封建社会の搾取

や迫害を訴え、自由・民主的な社会制度導入の呼びかけである。民間で流行していた

ものを共産党や政府の政策と合わせて新たに改変している。改変者は不明である。 

 

（11）1989 年の上演作品 

 1989 年に記録された上演作品は 4 作品で、ダンス「ブレイクダンス」、「蝋燭」、「運

命」、「出征」である。 

 ダンス「ブレイクダンス」は、西洋で流行していたものを、オンニュート旗ウラー

ンムチルに導入し、アレンジした作品である。つまり中国では、この時代に改革開放

政策により国際的な交流が頻繁になっていたことを意味する。ブレイクダンスはスト

リートダンスの一つで、主にトップロック（エントリー）、ダウンロック（フットワー

ク）、パワームーブ、フリーズの四つの要素から成る。ダンサーに即興性が求められ

る。一度に全ての要素を盛り込む必要はなく、どの動きに重点を置くかはそれぞれの

ダンサーにより異なる。振付は特木其楽である。特木其楽はモンゴル人男性で、1983

年～2012 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であった。 

 ダンス「蝋燭」は、医者を蝋燭と例え、彼らの犠牲精神を賛美した作品である。教

育目的から制作した作品である（ア氏 2020.8.11）。この演目は由来不明である。 

 ウラーンムチルは外国から輸入された DJ 音楽に合わせてダンス「運命」と「出征」



94 

を作った（ア氏 2020.8.11）。これら演目の具体的な内容については聞き取りでもわか

らなかった。「運命」と「出征」の振付は李玉珍と哈斯図雅である。 

 

5.2 回復期の上演作品の総括 

 本節では、回復期ウラーンムチルの上演作品を以下の 4 つに着目して検討する。 

 

① 上演作品数とその種類 

 資料から判明した作品数は、36 作品である。その中で、歌が 2 作品、ダンスが 20

作品、話劇が 2 作品、ホルボーが 1 作品、大型話劇が 1 作品、評劇が 1 作品、大型評

劇が 3 作品、群舞が 1 作品、オペラが 4 作品、戯劇が 1 作品である。 

 回復期でも、ダンスが圧倒的に多い。他方で、演目のジャンルが増えている。話劇

や評劇については、大型話劇や大型評劇というような形でより多くの演者を参加させ

ている。民歌、オペラ、戯劇にモンゴルという修辞語を使い演目のジャンルを増加さ

せている。 

 

② 上演作品の由来 

 上演作品の由来はオリジナルと導入と改変と翻訳と由来不明の五種類がある。この

中で、オリジナルは 17 作品があり、導入が 11 作品で、改変が 4 作品と翻訳 1 作品で

ある。オリジナルはウラーンムチルの隊員が自ら作った作品である。 

導入は 11 作品で、内モンゴルの他機関から、或いは他の少数民族歌舞団から導入

したものである。大型評劇「甘たるい事業」は赤峰県ウラーンムチルから、ダンス「オ

ルドス踊り」は内モンゴル文工団から、「ブレイクダンス」は西洋から導入している。

ほか 8 作品について導入元は不明である。 

 改変は 4 作品で、チベット舞踊とモンゴル民歌の改変に由来する。ダンス「ナルカ

ジドマ」はチベット舞踊に由来し、赤峰市で流行していた。残りの 3 作品は、オペラ

「嫁を奪い取る」と「ハンシュウイン」、及び戯劇「ノルグロマ」はモンゴル民歌を改

変している。この 3 作品とともに、封建社会を舞台にした物語で、封建社会・封建制

度を批判し、自由・民主社会を讃えた作品である。 

 翻訳は 1 作品で、戯劇の「銀海の赤い花」である。この作品は、モンゴル語のオペ

ラを中国語に翻訳し、演じたものである。この演目の翻訳から、ウラーンムチルはオ

ンニュート旗では漢人人口が多いことに配慮したものであろう。 

 由来不明は 1984 年の歌「シラムロン母なる河」とダンス「幸せな青年」、1989 年の

ダンス「蝋燭」の 3 作品である。 

 ダンスについて振付と作曲があり、時には作詞もある。ただし、資料から、作詞が

判明した作品は歌「草原児女延安を愛する」の一つのみである。 

 

③ 上演作品の制作者 

 制作者について、振付、作詞、作曲、翻訳者で分類する。 
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（1）振付 

 振付は、孟慶生、宋正玉、賈作光、李玉珍、哈斯図雅、特木其楽、張勇の 7 人であ

る。この中、孟慶生、宋正玉、李玉珍、哈斯図雅、特木其楽の 5 人はオンニュート旗

ウラーンムチルの隊員である。さらに孟慶生、宋正玉、李玉珍は草創期からいる隊員

である。哈斯図雅、特木其楽は 1980 年代からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員

になっている。賈作光は、内モンゴル文工団に所属する。賈作光の作品は、ウラーン

ムチルに草創期から導入されている。張勇に内モンゴル歌舞団の所属で、ほか詳細は

不明である。 

 孟慶生はモンゴル人で、1978 年のダンス「草原の楽しみ」と 1984 年のダンス「愉

快な祝日」と 1985 年のダンス「豊かな生活へ歩む」を振付している。 

 宋正玉は朝鮮人で、1980 年のダンス「赤い旗を縫う」を振付している。 

 李玉珍は漢人で、1984 年の群舞「絨毯を織る女性労働者の喜び」、ダンス「ホジャ

の狩猟曲」、「各族の人民の心と心がつながる」、1985 年のダンス「緑葉の情け」、「柳

木の愛」、「愛が深い」、1989 年のダンス「運命」、「出征」を振付している。 

 哈斯図雅はモンゴル人で、1984 年のダンス「延安を愛する」と 1985 年のダンス「緑

葉の情け」と 1989 年のダンス「運命」、「出征」を振付している。 

 特木其楽はモンゴル人で、1989 年のダンス「ブレイクダンス」を振付している。 

 賈作光は満洲人で、内モンゴル文工団の団員である。彼の創作した「オルドス踊り」

は 1954 年にオルドス地域における伝統婚姻儀礼を基に制作した。ウラーンムチルは

彼の作品を導入し、演じている。 

 張勇は 1984 年のダンス「悔恨」、「モンゴル馬」、「ホリハ支隊」を振付している。 

 

（2）作詞 

 作詞は朱嘉庚の 1 人で、1977 年の歌「草原児女延安を愛する」を作詞した。この歌

を内モンゴル文工団の祈・達林太とともに 1965 年に制作した。朱嘉庚はオンニュー

ト旗の宣伝部の人でありながらも、オンニュート旗ウラーンムチルの草創期から作品

制作に携わっている。 

 

（3）作曲 

 作曲は、祈・達林太、李信、哈斯、宋滙霖の 4 人である。この中で、李信と哈斯は

オンニュート旗ウラーンムチルの隊員で、李信は 1980 年代からオンニュート旗ウラ

ーンムチルの隊員である。哈斯は草創期からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員に

なり、文革期の 1976 年にオペラ「悲痛の日」を振付している。祈・達林太は内モン

ゴル文工団の所属である。オンニュート旗ウラーンムチルは彼の作品を創造期から導

入している。 

 祈・達林太はモンゴル人で、1977 年の歌「草原の児女が延安を愛する」を作曲して

いる。この歌をオンニュート旗の宣伝部の朱嘉庚とともに 1965 年に制作した。 

 李信は漢人で、1984 年の群舞「絨毯を織る女性労働者の喜び」を作曲している。 
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 哈斯はモンゴル人で、1984 年のダンス「悔恨」を作曲している。 

 宋滙林は漢人で、赤峰市バーリン右旗ウラーンムチルの隊員である。1985 年のダン

ス「緑葉の情け」を作曲している。 

 

（4）翻訳 

 翻訳者は、烏日娜、道・巴雅爾、査干・巴特爾である。この中、烏日娜と査干・巴

特爾はモンゴル人で、烏日娜は文革期からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員で、

査干・巴特爾は回復期からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。道・巴雅爾

の所属は不明である。3 人と共に 1985 年の戯劇「銀海の赤い花」を翻訳している。 

 

（5）まとめ 

 上演作品の制作者から、一人の隊員が複数の上演作品の制作に携わっていることが

分かる。また、一つの作品の制作にモンゴル人や漢人の隊員が参加していることがあ

る。 

 

④ 上演作品のテーマとその変遷 

 上演作品の内容について、様々なテーマの作品が見られる。これまでと同じく政治

性がないと言い切れる作品はわずかである。1984 年の歌「シラムロン母なる河」、及

びダンス「ホジャの狩猟曲」、「モンゴル馬」は牧畜技術や自然を主題にしたものがあ

る。また 1985 年のラマ法会のダンス「ナルカジドマ」は民族文化、宗教信仰に基づ

いて作られている。 

 上述以外の演目には政治的要素がある。なかでも明らかなのが 1984 年のダンス「ホ

リハ支隊」で、社会主義や兵士を讃えたものである。1984 年のダンス「各族の人民の

心と心がつながる」は民族の団結を呼びかけている。1978 年の話劇「声の届かない処

がない」と 1979 年の大型評劇「甘たるい事業」と 1985 年のダンス「豊かな生活へ歩

む」は鄧小平の行った文革の被害を是正する政策及び改革開放政策を讃えたものであ

る。1980 年の話劇「英雄の牧畜工人双喜」は模範的人物を英雄として讃えたものであ

る。 

 新しいテーマもある。1979 年の大型話劇「あの人を助けて」及び 1980 年の大型評

劇「愛情の審判」は青少年の教育目的で作られた作品である。 

 さらに環境保護をテーマにした 1985 年のダンス「緑葉の情け」もある。 

 愛情や歴史をテーマとして 1985 年のダンス「柳木の愛」がある。 

 医者の事業をテーマにした 1989 年のダンス「蝋燭」がある。 

 国際化やグローバル化の影響を受けて、1989 年から「ブレイクダンス」も導入され

ている。 

 

5.3 まとめ 

回復期においては演目の種類が多様化している。新たに評劇、話劇、戯劇のジャンル
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が加わった。 

演目のテーマも多様で、社会主義や兵士、民族の団結、改革開放政策、模範人物、

教育、環境問題、愛情や歴史、医者、国際化と幅広い。この中で、話劇「声の届かな

い処がない」と大型評劇「甘たるい事業」とダンス「豊かな生活へ歩む」は鄧小平の

改革開放政策を明確に讃えている。政治性が継続されている中で、多様性が注目され

ている。 

さらに、モンゴル民歌、オペラ、戯劇という演目の種類にモンゴルという修辞語を

使い、モンゴル固有、民族固有の演目として特徴付けている。それらは、モンゴル民

歌をもとにオペラや戯劇を制作したものである。こうしてモンゴル民歌を改変するこ

とは草創期からあった。その目的は、モンゴル人に馴染み、身近なものを取り入れ、

より多くの観客を集めるためである。一方で、国際的な頻繁交流により、他国の演目が

登場している。オンニュート旗という地域性はまったく無かった。 

 

小結 

 本章では、鄧小平の改革開放時代のウラーンムチル（1977-1989 年）の状況を明ら

かにした。1976 年、毛澤東の死を機に文化大革命が終結した。1978 年から鄧小平が

権力を握り、中国共産党第 11 期中央委員会第 3 回全体会議で、「社会主義近代化建設

への移行」、すなわち改革開放政策を提起した。鄧小平は、改革開放政策を進める同

時に、文革の被害を調査し、名誉回復を行った。つまり、この時期はウラーンムチル

の回復期に当たる。 

 こうした政策を受け、内モンゴルでは、文革中に批判された指導者の名誉は回復さ

れるが、自治区のモンゴル人による共産党書記の権力は完全には回復しなかった。文

化事業はほとんど復活した。 

 1978 年から 1980 年の短い 2 年で、芸術歌舞団が 106（251.4％）団体増え、職員は

3,350（211.4％）人増加した。 

 劇場・映画館は 11（237.5％）余増え、職員は 125（228.4％）人増加した。 

 文化館は 51（194.4％）余増え、職員も 650（187.4％）人増加した。 

 文化ステージは 3 余あったものが、457（15233.3％の約 152 倍）余に増え、職員は

15 人から 635（4233.3％の約 42 倍）人まで増加した。 

 群衆芸術館が 6（250％）余増え、187（296.8％）人増加した。文化ステージが大幅

に増加したことは、文化ステージは「村々まで繋がる」（村村通）という政策によるも

のである。こうして文化事業が復活した背景には、文化政策の促進も行われていたこ

とに由来する。文化政策の促進として、農業や牧畜地域における文芸コンクールを行

い、群衆芸術館には文芸に関するさまざまな学会が設けられた。大衆の文化生活を活

性化するため、農村文化センターが創立され、移動文化ステージも作られた。 

 改革開放時代はウラーンムチルの回復期で、オンニュート旗ウラーンムチルは文革

が終息後、林彪の派である四人組（江青・張春橋・姚文元・王洪文）を批判する演目

を創作したという（劉・張 2012：75）。しかし、資料には具体的な演目は記録されて



98 

いない。この時期、ウラーンムチルはまた新華書店を手伝い、本を販売していた。さ

らに中国人民政治協商会の副主席の費孝通は「ウラーンムチルは我が国の民族芸術の

花」という揮毫を贈った。 

 オンニュート旗ウラーンムチルの上演作品からウラーンムチルは改革開放政策の

もとで、演目の種類が多様化した。草創期と文革期になかった評劇、話劇、戯劇のジ

ャンルが加わった。だが、鄧小平の「文芸は政治を離れない」という思想により社会

主義や兵士、民族の団結、改革開放政策、模範人物を讃えた作品は、草創期と文革期

と変わらず、見られた。一方で、教育、環境問題、愛情や歴史、医者、国際化と演目

のテーマが多様化した。さらに、モンゴル民歌、オペラ、戯劇という演目の種類にモ

ンゴルという修辞語を使い、モンゴル固有、民族固有の演目として特徴付けるように

なった。モンゴル人に馴染み、身近なものを取り入れ、より多くの観客を集めるため

であると考えられる。 
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第七章 江澤民の社会主義市場経済時代のウラーンムチル（1990-2001年） 

 

本章では、まず江澤民が打ち出した社会主義市場経済政策の実施経緯について解説

する。次に、この政策下での内モンゴルの文化政策と文化事業を概観する。続いて、

この時期におけるオンニュート旗ウラーンムチルの活動状況と他の文化事業を概観

する。その上で、オンニュート旗ウラーンムチルの上演作品を分析する。 

 

1 社会主義市場経済の実施 

鄧小平に続いて、江澤民は 1990 年 3 月に行われた第 7 期全国人民代表大会第 3 回

会議で、中国中央軍委員会主席になり、さらに 1992 年 10 の中国共産党第 14 期中央

委員会第 1 回全体会議（第 14 期第 1 中全会）において中央委員会書記になった。 

翌年の第 8 期全国人民代表大会第 1 回会議では、中華人民共和国の主席になり、党

中央軍事委員会主席・総書記・国家主席を兼任し、権力を一元化した。 

江澤民は 1992 年の第 14 期第 1 中全会で、鄧小平の「特徴ある社会主義理論」を推

進することを強調し、社会主義市場経済体制を改革する目標を掲げた。この社会主義

市場経済とは、鄧小平の 1992 年春の華南視察後の「南巡講和」によるものである。

1993 年に鄧小平のこの社会主義市場経済に関する講話が、江澤民によって中華人民

共和国憲法を改憲した際に盛り込まれた。江澤民は、つまり資本主義の体制と対照的

に社会主義の体制下でも市場経済を導入し、経済発展を進めることを可能とする鄧小

平の理論を新たな憲法に取り入れた。 

社会主義市場経済では、生産計画、流通などを市場メカニズムに委ねる「市場化」

が核となっている。さらに中央に集中していた決定権の多くを地方政府、個別農家な

どに移す「分権化」が行われた。 

江澤民は、また第 14 期第 1 中全会で、民族政策について三つのことを強調した。 

一つには、社会主義における民族関係を安定し、発展させる。 

二つには、民族地域の自治制度を維持し、完成させる。 

三つには、民族地域の経済と社会の発展を強化する。 

具体的に言えば、民族の特徴と差異はあるものが、意図的に拡大する必要はない。

民族団結と民族の共同発展のため、社会主義初期階段における民族事業の綱領を作る。

中華民族の振興は、つまり 56 民族の振興である（劉 2014：183）。 

江澤民は、また「三つの代表」という思想を打ち出した。「三つの代表」とは、一つ

目は、中国の先進的な社会生産力の発展の要求を代表する。二つ目は、中国の先進的

文化の前進の方向を代表する。三つ目は、中国の最も広範な人民の根本的利益を代表

する。のちにこの「三つの代表」が江澤民の政治キャッチフレーズとして定着した。 

江澤民は、1994 年の「中国全国の思想工作の宣伝会議」では、文芸工作者向けにこ

のように述べている（総政治部文化部編 1995：94）。 
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 文化事業における改革を重要し、積極的に推進するべきである。文化事業の改革を

社会主義市場経済に合わせて行うべきである。 

 

江澤民は、また 2000 年から西部大開発という大規模開発プロジェクトを実施し、

このプロジェクトの会議において、民族地域の文化資源の優勢を発揮し、民族文化を

宣伝し、積極的に民族の文化産業を発展していこうと述べている（中共中央宣伝部

2012：41）。つまり、この時期は市場向けの文化事業の改革が重要視された。 

 

2 内モンゴルの文化政策 

内モンゴルでは、こうした政策を受け、早速 1992 年 10 月から「虹の計画（彩虹计

划）」という文化インフラ設備プロジェクトが始まった（内蒙古自治区党委宣伝部

2015：71）。このプロジェクトの目的は、農村・牧畜地域における文化のネットワーク

を建設し、そうしたネットワークを四級レベル75まで持ちあげる計画である。具体的

には、農村・牧畜地域での文化ステージの建設を強化し、さらに内モンゴル自治区の

辺境地域における市と旗を開放し、隣接国家と交流を促す。そのため、1994 年 11 月

に内モンゴルの国境の長さから、「万里フロンティアの長い文化建設の企画（万里边

疆文化长廊建设规划）」を実施した（包 1997：48）。 

農村・牧畜地域には、この「虹の計画」と「万里フロンティアの長い文化建設の企

画」により文化ステージ以外に加えて文化室が作られた。文化室には、党幹部、民兵、

女性、青年、或いは文化、科学技術に関わる人達が参加し、図書、娯楽、映画、ビデ

オの閲覧や放送などを設けることとした（包 1997：37）。 

1995 年 1 月に自治区共産党政府に「全区的に社会主義市場経済に関する理論を勉

強し、討論する通知（关于在全区开展社会主义市场经济理论大学习、大讨论的通知）」

が実施され、内モンゴル自治区共産党の宣伝部がこの通知を宣伝し、実行していくこ

とを決定した（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：74）。 

ほかに、1998 年に「2131 プロジェクト」も実施された。「2131 プロジェクト」とは、

21 世紀初の農村において、一つの村に一ヵ月に一回映画を上映する三つの一を意味

するプロジェクトである。このプロジェクトが実施されてから内モンゴルでは年間 16

万回以上の映画が上映され、全国の中で真先に「2131 プロジェクト」を完成した（内

蒙古自治区党委宣伝部 2015：290-291）。 

さらに、内モンゴル自治区の宣伝部と文化庁は 2000 年 11 月に「「百県の文化セン

ターの宣伝」に関する文化事業の実施意見（关于“百县宣伝文化中心”建设工作的实

施意见）」を発布し、自治区の文化センターの建設に明確な指導を行った（内蒙古自

治区党委宣伝部 2015：83）。 

しかし、市場経済化導入以降、国家による積極的措置が必要であるマイノリティー

権利保証の分野に市場経済の競争原理を持ちこもうとする論調が現れた（岡本 2001：

 
75 レベルについて、中国では、数字が上がるほど、低くなる印象があるが、この場合は

逆で、よりよくなっていることを示している。ネットワークのレベルが上がるという
ことは、それだけ、農村・牧畜地域で文化インフラが普及することを意味している。 
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110）。結果的に、効率や利益を重視せず、商売の競争、民族地域と沿海地域の格差な

ど民族間の経済文化上の格差をもたらした。これについて岡本はこのように述べてい

る（岡本 2001：111）。 

 

 実際中国では、1990 年代、急激な物価上昇と市場経済を名目とした「自力」路線の

中で、政府の資金で出されてきた各種の民族関係・民族文字による出版物が発行困

難になり、廃刊になった定期刊行物もある。マイノリティー言語による出版物が市

場競争の中に放りこまれれば、漢語による出版物に太刀打ちできるわけはなく、た

ちまち淘汰されてしまうのは目に見えている。 

 

 岡本によれば、こうした市場経済化の競争に伴い、民族地域では民族教育の費用が

減少し、民族文字による教材の供給が困難に陥り、「辺境」牧畜地域の民族学校の学

生が就学経費負担により退学者が多くなったとしている（岡本 2001：111）。 

市場経済が進行する中、江澤民は 1993 年の「政治協商会の文学芸術界委員の座談

会議」で、社会主義の文芸事業を発展させるには、千百万人を動員し、この事業に取

り入れる必要があると発言した（総政治部文化部 1995：185）。 

一方で、内モンゴルでは、市場経済化の影響を受け、1994 年 6 月に文化庁は、「芸

術パフォーマンス団体の体制改革に関する強化意見」を実施した。これにより、文化

芸術団体に独立法人制を導入し、法人代表の責任制を決定し、芸術パフォーマンス団

体の公演が市場化された（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：73）。ここでいう「意見」

とは、実際に政策として実施されたものである。中国で実際の政策を実施する前に、

政策の受け入れについて「意見」や「通知」のような形で試すことが多い。「芸術パフ

ォーマンス団体の体制改革に関する強化意見」を実施したことによって、芸術パフォ

ーマンス団体は政府からの予算措置が少なくなり、上演費用、人件費の一部を自力で

賄わなければ、ならなくなったのである。つまり、芸術パフォーマンス団体は市場経

済に向け、体制改革を行ったということである。 

 

3 内モンゴルの文化事業 

こうした政策により、鄧小平時代の 1986 年から 10 年後の 1996 年の内モンゴルに

おける文化事業の統計をみると、芸術歌舞団は 117 団体で、10 年前より 26 団体も減

少した。団員（隊員）は 5,613 人で、10 年前より 1,200 人減少している。 

劇場・映画館は、29 余で、10 年前より 8 余減少した。職員は 713 人で、10 年前よ

り 97 人減少している。 

文化館は 102 余あり、10 年前より 2 余減少した。職員は 1,682 人で、10 年前より

149 人減少している。 

文化ステージは 1,500 余で、10 年前より 135 余減少した。職員は 2,371 人で、10 年

前より 93 人増加している。 
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群衆芸術館は 13 余で、10 年前と比べ変わっていない。ただし、職員は 428 人で、

10 年前より 51 人減少している（内蒙古自治区文化庁 1997b）。 

以上データから 1990 年代を 1980 年代と比べると芸術歌舞団を始め劇場・映画館な

どは全て減少していることが分かる。文化ステージも 135 余減少している。ただし、

職員はやや増えた。 

これらのデータからは、1990 年代の文化事業は江澤民が推進した社会主義市場経

済化の影響を強く受けていることがわかる。つまり、文化事業に関わる予算が減少し

た影響が窺える。1986 年の内モンゴルの文化事業の総収入は 604 万元に国家から予

算支援が 4,546 万元で、総支出が 4,251 万元で、899 万元は文化事業の資金として残

る。これと対照的に 1996 年の文化事業における総収入は 2,189 万元で、国家から予算

支援が 10,297 万元、総支出が 12,464 万元で、20 万元は文化事業の資金として残る（内

蒙古自治区文化庁 1997b）。この数字から、1996 年の国家からの予算支援は増えてい

るものの、総支出が 1986 年より大きく、実際の文化事業の資金は 1986 年より低い。

こうした様子からも、1990 年代の内モンゴルの文化事業は、社会主義市場経済化の影

響を強く受けていたといえる。 

 

4 オンニュート旗のウラーンムチルと他の文化事業 

 ウラーンムチルの改革期は社会主義市場経済の時代である。「計画経済時代、オラ

ーンムチル隊員の給料や機材などに関わる経費は全て地方自治体の財政から賄われ

ていた。しかし、市場経済の時代に入ってからは、多くの地方自治体が財政難の問題

を抱え、オラーンムチルはむしろ重荷となり、解散するところも出た」（シンジルト

2010：205）。財政難という問題を解決するために、「民族の文化ブランド」（シンジル

ト 2010）という文化商品を提唱し、市場のニーズに対応するようになった。また地域

内外の大手企業と連携し、その活動を維持するように努力していた。ウラーンムチル

に「管理運営」（紅 2019）が求められた。例えば、オンニュート旗ウラーンムチル隊

員の中から数人の隊員を 1997 年から中国の深圳市、広州市、北京などに派遣し、他

地域の企業と連携し、最も短いのは 2 ヶ月、最も長いのは 3 年間の契約で働かせたと

いう。 

 オンニュート旗ウラーンムチルはこの時期、国家の政策やオンニュート旗政府の指

示とともにさまざまな活動を行っている。以下は文献資料からまとめたものである。 

 オンニュート旗ウラーンムチルは 1990 年に赤峰市歌舞団から話劇「頼寧」を導入

し、リハーサルを行い、オンニュート旗の小中学校で公演した。またモンゴル文学作

品に基づき戯劇「シャグデル」を創作し、国家の文化部の審査を得てバーリン右旗ウ

ラーンムチルとともにオンニュート旗をはじめ、さまざまな地域で公演した。 

 1991 年、オンニュート旗ウラーンムチルは政府から「旗レベルの精神文明機構」と

表彰され、赤峰市文化局からは「先進ウラーンムチル」として表彰された。オンニュ
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ート旗ウラーンムチルの党支部が赤峰市共産党委員会に「全市の雷鋒を学ぶモデル団

体」76と表彰された（劉・張 2012：85-86）。 

 1992 年、ウラーンムチル成立 35 周年を機に、オンニュート旗ウラーンムチルの 10

名の臨時隊員を正式隊員に編入した（劉・張 2012：89）。 

 1993 年、オンニュート旗ウラーンムチルが赤峰市の北方薬屋（工場）で公演を行っ

た（劉・張 2012：90）。資料には、資金の提供について記録されてないが、この時期

は、企業と連携し、公演を行うのはよくあることであった。 

 1997 年、香港がイギリスから中国に帰還したことと、内モンゴル自治区成立 50 周

年を機に、ウラーンムチルは「香港の帰還」、「香港を祝福する」など多くの作品を制

作し、旗の農業地域や牧畜地域で巡回公演を行った。この年、オンニュート旗財政部

がオンニュート旗ウラーンムチルに 12 万元の施設・設備更新費の支援を行った。 

 また 1998 年、内モンゴル自治区の文化庁とオンニュート旗財政部が 6 万元を提供

し、オンニュート旗ウラーンムチルに 28 人乗りのバスを購入した。同年、オンニュ

ート旗ウラーンムチルは舞踏訓練班を設け、36 人の学生を訓練し、この中から 6 人を

ウラーンムチルの隊員として採用した。さらに 1999 年、澳門（マカオ）返還を機に、

オンニュート旗ウラーンムチルが旗におけるアマチュア歌手を集め、歌唱コンクール

を行った（劉・張 2012：95-97）。 

 2001 年、内モンゴル自治区文化庁の副庁長達・阿垃坦巴干がオンニュート旗ウラー

ンムチルを訪問し、オンニュート旗ウラーンムチルを内モンゴル自治区の「一級ウラ

ーンムチル」と評価した。また同年、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員 10 人が

赤峰市の草原興発グループ会社に招かれ、甘粛省の蘭州市で 10 日間に渡り、20 回の

公演を行った。同年、オンニュート旗ウラーンムチルは、山東省の済南市の大明湖公

園に招かれ、37 日間、136 回の商業公演を行った（劉・張 2012：99）。 

 上述のようにウラーンムチルはこの時期、社会主義市場経済政策の影響を受けて企

業と連携し、商業的に公演を行っていた。 

 この時期のオンニュート旗における他の文化事業についての資料は見つかってい

ない。社会主義市場経済時代はウラーンムチルの改革期に当たる時期である。 

 

5 改革期の上演作品 

 以下はオンニュート旗ウラーンムチルのオンニュート旗に残された隊員たちが地

元で公演した演目である。 

表 7 は改革期における上演作品のリストである。 

 

表 7 改革期（1990-2001 年）の演目 

年 種類 上演作品名 由来 制作（所属：民族）/導入元 

90 話劇 頼寧 導入 
創作：朱嘉庚（団員：漢人） 

翻訳：孟合（？） 

 
76 中国語では「全市学习雷锋标兵集体」という。雷鋒は中国共産党兵士で、模範人物で

ある。 
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監督：孫普（隊員：漢人） 

戯劇 シャグデル 改変 モンゴル民間文学作品 

ダンス 响水の中の愛 オリジナル 振付：李玉珍（隊員：漢人） 

91 ダンス 

祝福 オリジナル 
振付：呼和格日楽（？）、 

哈斯図雅（隊員：モンゴル人） 

雲騎 オリジナル 
振付：呼和格日楽、 

道爾基（隊員：モンゴル人） 

92 歌 
辺境兵士を見る オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 

服を洗う オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 

93 戯劇 
妻を交換する老人と若
者 

導入 漢人の戯劇 

94 － － － － 

95 － － － － 

96 

ホルボー 英雄王建哲 オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 

オペラ 虹 翻訳 

創作：朱嘉庚、 

蒙和巴特爾（？） 

翻訳：査干巴特爾（隊員：モンゴル人） 

振付：李玉珍 

作曲：道爾基 

監督：白栄延（？） 

ダンス 

千歌万曲を党に捧げる オリジナル 振付：李玉珍 

先生に捧げる歌 オリジナル 振付：李玉珍 

シンシン学生の情け オリジナル 振付：李玉珍 

明日の太陽を迎える オリジナル 振付：李玉珍 

97 

ダンス 

香港の帰還 オリジナル 振付：哈斯図雅 

香港を祝福する オリジナル ？ 

喜び祝う オリジナル ？ 

愛する我が中華 オリジナル 
作詞：喬羽（北京大学：漢人） 

作曲：徐沛東（芸術界連合会：漢人） 

綺麗な故郷のオンニュ
ート 

オリジナル 

振付：哈斯図雅（隊員：モンゴル人） 

作詞：範郁森（？） 

作曲：李信（？） 

草原人民の希望 ？ ？ 

放牧場の喜びの歌 ？ ？ 

歌 

祖国を歌う オリジナル ？ 

あの日とこの日 ？ ？ 

草原の夜 導入 
作詞：張加毅（映画監督：漢人） 

作曲：田歌（音楽協会理事：漢人） 

回帰の喜びで祖国を讃
えよう 

オリジナル ？ 

ホルボー 早く走る馬 ？ ？ 

98 ダンス 吉祥の草原 ？ 
振付：扎那（内モンゴルの歌舞団：モ
ンゴル人） 

99 － － － － 

00 
舞劇 生命の歌 導入 振付：内モンゴル直属ウラーンムチル 

ダンス 天使の情け オリジナル ？ 

01 ダンス 
太陽を追う オリジナル 振付：烏日嘎（隊員：モンゴル人） 

相撲の踊り オリジナル 振付：哈斯図雅 

出典：『オンニュート旗ウラーンムチル誌』（2012）により筆者作成 

 

 表 7 の項目は種類、上演作品名、由来、制作者／導入元からなる。 

 演目の種類には話劇、戯劇、ダンス、歌、ホルボー、舞劇がある。新しく加わった
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のは舞劇である。舞劇は舞踊を主とする舞台劇のことを指し、舞踊、戯劇、音楽を合

わせて表現する演劇の種類である。 

由来にはオリジナルや導入、改変、翻訳、由来不明の 5 つがある。 

1994 年、1995 年、1999 年の演目は記録されていない。 

 

5.1 改革期の各年の上演作品 

（1）1990 年の上演作品 

 1990 年に記録された上演作品は 3 作品で、話劇「頼寧」、戯劇「シャグダル」、ダン

ス「响水中の愛」である。 

 話劇「頼寧」は漢人の漢語の教科書に掲載されていた実話に由来する。タイトルの

頼寧とは、四川省雅安市の石綿県生まれの男の子の名前を指す。頼寧は 15 歳の時、

地元の石綿山岳地域に火災が起こり、消火活動に参加し犠牲者となった。この実話は

赤峰市歌舞団に導入され、さらに改変を経て話劇として誕生した。改変した人物は赤

峰市歌舞団の団員朱嘉庚である。オンニュート旗ウラーンムチルは赤峰市歌舞団から

この話劇を導入し、中国語からモンゴル語に翻訳している。最初の翻訳者は孟合であ

る。孟合の詳細は不明である。振付は、オンニュート旗ウラーンムチル隊員孫普であ

る（劉・張編 2012：85、103）。孫普は漢人男性で 1968 年～1984 年までオンニュート

旗ウラーンムチルの隊員である。 

 戯劇「シャグデル」はシャグデル（Šhagder）という人物名に由来する。モンゴル戯

劇ともいう。シャグデルは1869年にバーリン右旗の貧乏な牧畜民の家庭で生まれた。

7 歳でギリバル・ジョ（γilbar ǰaγuu）廟のラマになった。20 歳までチベット語の本を

読み、モンゴル民間の口承ホルボー、詩歌、英雄叙事詩、諺に優れた人物として有名

になった。30 代から封建官僚、地主の搾取を暴き、生涯官僚と戦った人である（T.Ürgen

編 2017：3）。シャグデルの物語は実話に基づいて作られたものである。シャグデルの

物語は社会主義中国の提唱する無産階級的な人物としてのプロレタリア対ブルジョ

アという階級闘争の典型的モデルである。オンニュート旗ウラーンムチルはシャグデ

ルについての物語をアレンジし、創作した。改変者に関する詳細は不明である。 

 ダンス「响水の中の愛」は、オンニュート旗の响水という地域にある滝を賛美した

作品である。この滝の水が長年に渡って地域の農業を支えてきたことから滝は村民に

深く愛されている。さらに、地域の人は滝に遊びにいくことがある。こうした中で、

青年男女の恋愛ストーリーが生まれた。ウラーンムチルはこの恋愛ストーリーに基づ

き、ダンス「响水の中の愛」を作った（ア氏 2020.2.11）。振付はオンニュート旗ウラ

ーンムチルの隊員李玉珍である。 

  

（2）1991 年の上演作品 

 1991 年に記録された上演作品は 2 作品で、ダンス「祝福」と「雲騎」である。 

 ダンス「祝福」は新年の喜びを祝う意味を込めた演目である（ア氏 2020.2.11）。振

付は呼和格日楽と哈斯図雅である。呼和格日楽について不明である。名前からモンゴ
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ル人と考える。哈斯図雅はオンニュート旗ウラーンムチル隊員である。哈斯図雅は

1983 年から 2012 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であった。 

 ダンス「雲騎」は牧畜民の青年たちが馬に乗り自由自在に走り競う光景を表現した

作品である（ア氏 2020.2.11）。モンゴルの馬と文化を讃えたものである。振付は呼和

格日楽と道爾基である。呼和格日楽は哈斯図雅とともに「祝福」を振付しているが、

詳細は不明である。道爾基はモンゴル人男性で 1983 年～1996 年までオンニュート旗

ウラーンムチルの隊員である。 

 

（3）1992 年の上演作品 

 1992 年に記録された上演作品は 2 作品で、歌「辺境兵士を見る」と「服を洗う」で

ある。 

 歌「辺境兵士を見る」の内容は不明である。タイトルから辺境にいる兵士の奉仕精

神を讃えた作品であると考えられる。 

歌「服を洗う」は、人民解放軍の功労を讃えた作品である。人民解放軍が人民にと

って救いの星であるとし、人民は感謝の気持ちを表すために兵士の服を洗ってあげた。

この作品は「辺境兵士を見る」とともにウラーンムチルに元々からあった演目である

という（劉・張編 2012：88）。制作者はオンニュート旗ウラーンムチルであるが、詳

細は不明である。 

 

（4）1993 年の上演作品 

 1993 年に記録された上演作品は 1 作品のみで、戯劇「妻を交換する老人と若者」で

ある。 

 戯劇「妻を交換する老人と若者」は封建社会を背景とする物語である。一人の王公

の地主が、ある年に干ばつで貧しくなって、奴隷たちを売却した。奴隷売買では、若

い女性が売買されるが、年寄の女性は対象にならないため、地主は女性たちの頭を布

で隠し、売買方法を変更した。結果的に売買された若い女性が老人に与えられ、年寄

の女性は若者に与えられた。老人と若者はそれぞれの妻を交換した。封建社会の旧風

俗を批判した作品である。この演目は元々漢人の戯劇からモンゴル語に翻訳したもの

である（エ氏 2020.2.17）。制作者は不明である。 

 

（5）1996 年の上演作品 

 1996 年の記録された上演作品は 6 作品で、ホルボー「英雄王建哲」、オペラ「虹」、

ダンス「千歌万曲を党に捧げる」、「先生に捧げる歌」、「シンシン学生の情け」、「明日

の太陽を迎える」である。 

 ホルボー「英雄王建哲」は、町を歩いていた学生の中に暴走車が突っ込んできたと

き、王建哲が身を犠牲にし、学生を救った事実に基づいて作られた作品である（劉・

張編 2012：104）。この作品は、英雄的人物、模範的人物を讃え、教育を目的としてい

る。制作者はオンニュート旗ウラーンムチルであるが、詳細は不明である。 
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オペラ「虹」は牧畜地域の小学校で働く女性教員の物語である。女性教員は病気が

あるにもかかわらず、長い時間をかけて遠いところまで通勤していた。しかし、ある

日、勤務中に体調不良で倒れた。共産党の教育事業に献身した彼女の事例をもとにオ

ンニュート旗ウラーンムチルが赤峰市歌舞団の団員とともにこの演目を作った（劉・

張編 2012：51-52）。物語の創作者は朱嘉庚と蒙和巴特爾である。蒙和巴特爾について

は、名前からモンゴル人であると考えられるが、詳細は不明である。1990 年の話劇

「頼寧」を中国語からモンゴル語に翻訳している孟合（モンへ）は、蒙和巴特爾であ

ると考えられる。モンゴル人は知り合いの名前を省略して呼ぶ習慣がある。蒙和巴特

爾の「蒙和」と「孟合」は、漢字は異なるが、中国語（漢語）の発音は同じである。

1990 年の話劇「頼寧」は朱嘉庚が改変したものであり、孟合は 1990 年から朱嘉庚と

協力し、歌舞団の演目を制作している。朱嘉庚は赤峰市歌舞団の団員である。このオ

ペラは当初は中国語で作られて、その後にモンゴル語で翻訳されている。翻訳者は査

干巴特爾である。振付は李玉珍で、作曲は道爾基である。査干巴特爾はモンゴル人男

性で 1959 年～1966 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であった。査干巴特

爾は 1960 年代にウラーンムチルを離れているが、1990 年代においてもウラーンムチ

ルの活動に関わっている。李玉珍と道爾基はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員で

ある。監督は白栄延である。白栄延について詳細は不明である。 

ダンス「先生に捧げる歌」と「シンシン学生の情け」は小学生向けの演目であり、

大変な人気を博したという（劉・張編 2012：39）。内容の詳細は不明である。この二

つの演目の振付は李玉珍である。 

ダンス「千歌万曲を党に捧げる」と「明日の太陽を迎える」は共産党と政府の事業

を讃えた作品である（ア氏 2020.2.11）。この二つの演目の振付は李玉珍である。 

 

（6）1997年の上演作品 

1997 年に記録された上演作品は 12 作品と多く、ダンス「香港の帰還」、「香港を祝

福する」、「喜び祝う」、「愛する我が中華」、「綺麗な故郷のオンニュート」、「草原人民

の希望」「放牧場の喜びの歌」、歌「祖国を歌う」、「あの日とこの日」、「草原の夜」、

「回帰の喜びで祖国を讃えよう」、ホルボー「早く走る馬」である。 

1997 年に香港がイギリスから中国へ返還された。この年は、また内モンゴル自治区

の成立 50 周年でもある。ウラーンムチルはこれを記念して、ダンス「香港の帰還」、

「香港を祝福する」、「喜び祝う」、歌「祖国を歌う」、「あの日とこの日」、「回帰の喜び

で祖国を讃えよう」を創作した（劉・張編 2012：65、103）。ダンス「香港の帰還」は

オンニュート旗ウラーンムチル隊員哈斯図雅が振付した。それ以外のダンス「香港を

祝福する」、「喜び祝う」、歌「祖国を歌う」、「回帰の喜びで祖国を讃えよう」の制作者

に関する詳細はない。 

ダンス「愛する我が中華」は、歌「愛する我が中華」を基に作ったダンスと考えら

れる。歌「愛する我が中華」は、1991 年に北京大学の歌劇研究院の喬羽の作詞で、中

国文学・芸術界連合会所属の徐沛東が作曲したものである。歌の内容は、中国に 56 民
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族が暮らし、兄弟姉妹のように祖国を建設している、つまり「民族共栄」を讃えた作

品である。ダンスの振付について不明である。 

ダンス「綺麗な故郷のオンニュート」は、オンニュート地域の山水を讃えた作品で

ある（ア氏 2020.2.11）。振付はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員哈斯図雅である。

作詞は範郁森、作曲は李信である。範郁森の詳細は不明である。李信は漢人で、1980

年～2002 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

ダンス「草原人民の希望」と「放牧場の喜びの歌」は、牧畜民の労働で家畜を増や

した喜びを表現した作品である（ア氏 2020.2.11）。制作者は不明である。 

歌「草原の夜」は、1959 年に映画監督の張加毅が書いた詞に中国音楽協会の理事の

田歌が作曲したものである。内容は、若い兵士が恋人を思い、静かな草原で琴を弾い

ている様子が表現されている。ある意味でラブソングに近い作品である。張加毅

（1925—2004）は漢人男性で、ドキュメンタリー映画監督と作詞家である。田歌（1933—

2019）は漢人男性で、作曲家である。新疆軍区文工団の団員を経て中国音楽協会の第

3 回、第 4 回理事である。 

ホルボー「早く走る馬」は、馬の走りを讃えた作品である（ア氏 2020.2.11）。制作

者は不明である。 

 

（7）1998年の上演作品 

1998 年に記録された上演作品は 1 作品のみで、ダンス「吉祥の草原」である。 

 ダンス「吉祥の草原」は、草原の安楽と平和な生活、及び自由自在な生活を描いた

作品である（ア氏 2020.2.11）。制作者は不明である。 

 

（8）2000年の上演作品 

2000 年の記録されていた作品は舞劇「生命の歌」とダンス「天使の情け」の 2 作品

である。 

舞劇「生命の歌」は草原の鷹を描いた作品である。この舞劇では、卵から生まれた

小鷹が成鷹まで成長する過程を表現している。草原では鷹が多かったが、近年は環境

の原因で少なくなっており、環境保護意識を高めるために作られたという（ア氏

2020.2.11）。制作者は内モンゴル直属ウラーンムチルであるが、詳細は不明である。 

ダンス「天使の情け」は医者を讃えた作品である。蝋燭のように身を犠牲にし、人々

に光を与える精神を讃えたものである（ア氏 2020.2.17）。制作者は不明である。 

 

（9）2001年の上演作品 

2001 年に記録された作品はダンス「太陽を追う」と「相撲の踊り」の 2 作品であ

る。 

 ダンス「太陽を追う」は、草原に暮らす牧畜民の太陽が昇る時から太陽が沈むまで

忙しく生活している様子を描いた作品である（ウ氏 2020.2.11）。モンゴル文化・牧畜
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生業の賛歌である。振付は内モンゴル直属ウラーンムチル隊員の烏日嘎である。烏日

嘎は、オンニュート旗ウラーンムチル隊員を指導し、振り付けしたという。 

ダンス「相撲の踊り」は、モンゴル相撲を讃えた作品である（ア氏 2020.2.17）。振

付はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員哈斯図雅である。 

 

5.2 改革期の上演作品の総括 

 改革期におけるウラーンムチルの上演作品を以下の 4 つに着目して検討する。 

 

① 上演作品数とその種類 

 資料から判明した作品は 31 作品である。その中では、ダンスが 18 作品、歌が 6 作

品、戯劇は 2 作品、ホルボーが 2 作品、話劇が 1 作品、オペラが 1 作品、舞劇 1 作品

である。 

 上述の作品数と種類から改革期の作品は、回復期と同じように演目のジャンルが多

様であることが分かる。さらに「响水の中の愛」や、「綺麗な故郷のオンニュート」の

ようなオンニュート地域を讃えた作品が制作されている。 

 

② 上演作品の由来 

 上演作品の由来はオリジナルと導入と改変と翻訳と由来不明の 5 種類がある。オリ

ジナルには 20 作品があり、導入が 4 作品である。改変 1 作品と翻訳 1 作品で由来不

明は 5 作品がある。 

 オリジナルはウラーンムチルの隊員が自ら積極的に作った作品であり、草創期から

あったものである。ただし、作詞作曲、振付など一部しか判明されていない作品が多

い。制作者が不明な作品もある。 

 導入は内モンゴルの他機関から、或いは他の民族や歌舞団から導入したものである。

具体的に、漢人の地域からは 1990 年の話劇「頼寧」と 1993 年の戯劇「妻を交換する

老人と若者」が導入された。1997 年の歌「草原の夜」は漢人が作詞・作曲したもので

ある。また 2000 年の舞劇「生命の歌」は内モンゴル直属ウラーンムチルから導入し

ている。 

 改変された作品には、1999 年の戯劇「シャグデル」があり、これはモンゴル文学作

品に由来する。 

 翻訳は 1 作品であり、中国語の 1996 年オペラ「虹」をモンゴル語に翻訳したもの

である。 

 

③ 上演作品の制作者 

 制作者について、振付、作詞、作曲、創作、監督、翻訳者で分類する。 

 

（1）振付 

 振付は、李玉珍、呼和格日楽、哈斯図雅、道爾基、扎那、烏日嘎の 6 人である。こ
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の中で、所属分かっているのは、李玉珍、哈斯図雅、道爾基、烏日嘎の 4 人で、4 人

と共にオンニュート旗ウラーンムチルの所属であった。 

李玉珍は漢人で、1990 年のダンス「响水の中の愛」、1996 年のオペラ「虹」、ダン

ス「千歌万曲を党に捧げる」など 6 作品を振付している。草創期からダンス「羊毛を

刈る」と「皿の踊り」などを振付している。 

呼和格日楽は、1992 年のダンス「雲騎」を振付している。呼和格日楽について所属

不明であるが、名前からモンゴル人であると、考えられる。 

哈斯図雅はモンゴル人で、1991 年のダンス「祝福」、1997 年のダンス「香港の帰還」、

2001 年のダンス「相撲の踊り」を振付している。回復期からダンス「延安を愛する」、

「緑葉の情け」、「運命」、「出征」などを振付している。 

道爾基はモンゴル人で、1991 年のダンス「雲騎」を呼和格日楽と共に振付している。 

扎那は内モンゴル歌舞団の団員で、2000 年のダンス「吉祥の草原」を振付している。

名前からモンゴル人であると考える。 

烏日嘎はモンゴル人で、2001 年にダンス「太陽を追う」を振付している。烏日嘎は

1978 年～1987 年までオンニュート旗ウラーンムチルで勤務していた。1987 年に内モ

ンゴル自治区直属ウラーンムチルに転勤している。烏日嘎は 2001 年のこの時点で臨

時的にオンニュート旗ウラーンムチルに派遣され、新たな作品を制作したと考えられ

る。 

 2000 年の舞劇「生命の歌」の振付は内モンゴル直属ウラーンムチルである。具体的

な振付師は不明である。 

 

（2）作詞 

作詞は、喬羽、範郁森、張加毅の 3 人である。 

喬羽は漢人で北京大学の歌劇研究院の所属で、1997 年にオンユート旗ウラーンム

チルが作ったダンス「愛する我が中華」の歌の作詞者である。 

範郁森は、1997 のダンス「綺麗な故郷のオンニュート」に作詞している。所属と民

族は不明である。 

張加毅は漢人の映画監督で、1997 年にオンユート旗ウラーンムチルに導入された

歌「草原の夜」の作詞者である。 

 

（3）作曲 

 作曲は、道爾基、徐沛東、李信、田歌の 4 人である。4 人の中で、道爾基と李信は

オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

道爾基は、1996 年のオペラ「虹」に作曲している。ダンス「雲騎」を振付もしてい

る。 

徐沛東は漢人で中国文学・芸術界連合会所属で、1997 年にオンユート旗ウラーンム

チルが作ったダンス「愛する我が中華」の歌の作曲者である。 

 李信は漢人でオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。1997 年のダンス「綺麗
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な故郷のオンニュート」に作曲している。 

田歌は漢人で中国音楽協会の理事で、1997 年にオンユート旗ウラーンムチルに導

入された歌「草原の夜」の作曲者である。 

 

（4）創作 

 創作は、朱嘉庚と蒙和巴特爾の 2 人である。 

 朱嘉庚は漢人で、オンニュート旗歌舞団の所属で、1990 年の話劇「頼寧」と 1996

年のオペラ「虹」を創作している。 

 蒙和巴特爾は所属不明で、朱嘉庚とともに 1996 年のオペラ「虹」を創作している。

名前からモンゴル人と考えられる。 

 

（5）監督 

 監督は、孫普と白栄延の 2 人である。 

 孫普は漢人で、1968年～1984までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であった。

1990 年に話劇「頼寧」を監督している。 

 1996 年のオペラ「虹」を監督している白栄延の所属と民族は不明である。 

 

（6）翻訳 

 翻訳者は孟和と査干巴特爾の 2 人である。 

孟合は蒙和巴特爾で、所属不明である。1990 年の話劇「頼寧」を中国語からモンゴ

ル語に翻訳している。この作品は朱嘉庚が改変したものであり、孟合が翻訳している。

さらに 1996 年のオペラ「虹」は朱嘉庚と蒙和巴特爾の 2 人が創作し、蒙和巴特爾が

翻訳している。 

 査干巴特爾はモンゴル人で、1959 年～1966 年までオンニュート旗ウラーンムチル

の隊員で、1996 年にオペラ「虹」を翻訳している。 

以上の分析から喬羽、徐沛東、張加毅、田歌はウラーンムチルと関係ない人物であ

る。ウラーンムチルは彼らの作品を導入している。 

 上演作品の制作者からウラーンムチルは漢人の制作した歌や話劇、戯劇などの作品

をもとに新たな作品を改変し、或いは導入していることが分かる。 

 また民族の割合から草創期においては、朝鮮人もいたものが、草創期以降はモンゴ

ル人、漢人以外の他民族はいない。制作者の作品の割合から、主にモンゴル人が中心

に上演作品を制作していることが分かる。 

  

④ 上演作品のテーマとその変遷 

 上演作品の内容について、様々なテーマの作品が見られる。まず、これまでと同様、

政治性がないと言い切れる作品はわずかである。1991 年のダンス「雲騎」、1997 年の

歌「草原の夜」、2000 年の舞劇「生命の歌」、2001 年のダンス「太陽を追う」、「相撲の

踊り」である。 
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 社会主義や国防兵士や労働者の革命精神を讃えた作品は、1990 年の戯劇「シャグデ

ル」、1992 年の歌「辺境兵士を見る」と「服を洗う」、1993 年の戯劇「妻を交換する老

人と若者」、1996 年のダンス「明日の太陽を迎える」、1998 年のダンス「吉祥の草原」

などである。 

 共産党の事業や民族団結を呼びかけた作品として 1996 年のダンス「千歌万曲を党

に捧げる」、1997 年のダンス「香港の帰還」、「香港を祝福する」、歌「愛する我が中華」

と「祖国を歌う」、「あの日とこの日」、「回帰の喜びで祖国を讃えよう」である。 

 模範的な人物を讃え、教育の目的を謳った演目は、1990 年の話劇「頼寧」、1996 年

の「英雄王建哲」である。 

 教師を讃えた作品は、1996 年のホルボー「虹」、ダンス「先生に捧げる歌」である。 

 恋愛をテーマにしたラブソングとして 1997 年の歌「草原の夜」である。 

 医者を讃えた作品として 2000 年のダンス「天使の情け」である。 

 環境をテーマに環境保護の目的で作った演目は、2000 年の舞劇「生命の歌」である。 

 新しく、地域を讃えた作品が登場した。1990 年のダンス「响水の中の愛」、1997 年

のダンス「綺麗な故郷のオンニュート」である。 

ウラーンムチルの上演作品のテーマとその変遷から、改革期における演目の特徴は、

草創期・文革期・回復期の継続であるとともに、地域の特徴、環境問題などを表現し

た作品が制作されるようになったことが分かる。 

 

5.3 まとめ 

 改革期では、回復期を続いて、演目のジャンルが多い。共産党の事業や民族団結の

演目、社会主義や国防兵士や労働者の革命精神を讃えた演目、模範的な人物及び教育

事業を讃えた演目、ラブソング、医者の精神、環境問題、地域の特徴を表現した演目

がメインになっている。 

 改革期は、先行研究の指摘通り主にウラーンムチルの「管理運営」（紅 2019）に改

革がみられるが、演目から明確な改革は見られない。「管理運営」の改革というのは、

主にウラーンムチルは財政難問題を巡り、地域内外の大手企業と連携し、活動を維持

したことを指摘していると考える。隊員たちを他地域に行かせ、他団体や企業と連携

し公演を行っていた。つまり、ウラーンムチルの組織・制度における改革である。 

 

小結 

 本章は、江澤民の社会主義市場経済時代のウラーンムチル（1990-2001 年）の活動

である。鄧小平に続いて、江澤民は国家の権力を握り、鄧小平の「特徴ある社会主義

理論」を推進し、社会主義市場経済の政策を実施した。文化事業に対して市場向けの

改革が行われた。つまり、この時期はウラーンムチルの改革期に当たる。 

 こうした政策を受け、内モンゴルでは、芸術パフォーマンス団体の体制改革が行わ

れ、公演が市場化された。「虹の計画」が実施され、農村・牧畜地域における文化のネ

ットワークが強化された。また「万里フロンティアの長い文化建設の企画」のプロジ
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ェクトが行われ、辺境地域の市と旗を開放し、隣接国家との交流を促した。「2131 プ

ロジェクト」が実施され、一つの村に一ヵ月に一回の映画を上映された。内モンゴル

では、中国の中で真っ先に「2131 プロジェクト」が実現された。一方で、市場経済化

の影響を受け、芸術パフォーマンス団体の体制改革が行われ、文化芸術団体の独立法

人制を導入し、芸術パフォーマンス団体の公演が市場化された。 

 1986 年の統計データと 1996 年の 10 年間の統計データを比べると、芸術歌舞団、

劇場・映画館、文化館は減少し、職員も減少した。また群衆芸術館は 10 年前と比べ

変更してないが、職員は減少した。文化ステージは減少したが、職員は少々増加した。

さらに 1986 年の文化事業の資金が 899 万元であることに対し、1996 年の文化事業の

資金が 20 万元である。こうした状況からこの時期、文化事業は市場経済政策の影響

を強く受けたことが分かる。 

 江澤民の社会主義市場経済時代はウラーンムチルの改革期で、オンニュート旗ウラ

ーンムチルは市場のニーズに対応し、企業と連携し、活動を行った。財政難を解決す

るためにウラーンムチルは体制改革を行ったのである。オンニュート旗ウラーンムチ

ルは具体的に 1997 年から隊員を派遣し、中国の深圳市、広州市、北京市などに行か

せ、他地域の企業と連携し公演を行った。 

 この時期におけるオンニュート旗ウラーンムチルの上演作品から、回復期を続いて、

演目のジャンルに舞劇が加わり、種類は増加した。草創期と文革期にあったテーマと

して共産党の事業や民族団結、社会主義や国防兵士や労働者の革命精神を讃えた演目、

模範的な人物及び教育事業を讃えた演目が続けられた。さらに回復期にあった演目と

してラブソング、医者の精神、環境問題などもある。新たに地域の特徴を表現した演

目が増えた。一方で、草創期にあった毛澤東の個人崇拝のような演目はなかったが、

江澤民の時代を表現した「香港の帰還」、「香港を祝福する」「喜び祝う」、「回帰の喜び

で祖国を讃えよう」など作品が多かった。 
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第八章 胡錦濤の科学的発展観時代のウラーンムチル（2002-2012年） 

 

本章では、まず胡錦涛が打ち出した科学的発展観政策の実施内容について記述する。

続いて、この政策の下での内モンゴルの文化政策と文化事業を概観する。さらに、こ

の時期におけるオンニュート旗ウラーンムチルの活動状況と他の文化事業を述べた

上で、オンニュート旗ウラーンムチルの上演作品を分析する。 

 

1 科学的発展観の実施 

 2002 年に胡錦濤は中国共産党中央委員会総書記に抜擢され、翌年の 2003 年から国

家主席になる。いわゆる胡錦濤と温家宝（第 6 代国務院総理、2003-2013 年）の時代

である。また「胡温時代」ともいう。 

 2002 年の中国共産党第 16 期中央委員会では、江澤民が自ら「三つの代表」に加え

て「小康社会（ややゆとりのある生活ができる社会）」など政治、経済、文化、国際、

国防において報告を行った。江澤民の報告である「三つの代表」における「中国共産

党が中国の先進的文化の前進の方向を代表する」という発言と「小康社会を実現する

には、社会主義文化を発展し、社会主義の精神文明を建設する必要がある」という発

言が、中国の文化事業の発展に大きな影響をもたらした。 

 胡錦涛は江澤民のこの理論を宣伝し、2003 年の中国共産党第 16 期中央委員会第 3

回全体会議（第 16 期 3 中全会）で「科学的発展観」を提起し、翌年の 2004 年の中国

共産党第 16 期中央委員会第 4 回全体会議（第 16 期 4 中全会）で「社会主義調和社会

（和諧社会）」を提起した。 

 「科学的発展観」と「社会主義調和社会」というのは、「人を基本」とし、社会の各

分野の「全面的な発展」で、さらに社会の各分野が協調した「持続可能な発展」観で

ある。その目的は、政治、経済、文化、生態環境及び官僚の腐敗と民族の対立などの

社会の各分野における格差を是正することを目指すものである。その後、2006 年の第

16 期 6 中全会では、社会主義調和社会建設に関する討議がなされた。 

胡錦濤の「科学的発展観」の時代は、社会主義現代化を新たな段階に移すため、新

農村、新牧畜地域の建設及び新型城鎮化建設77を実現する政策が打ち出された（郭・

周編 2017：46）。「科学的発展観」は、のちに胡錦涛の政治キャッチフレーズとして定

着した。 

 胡錦涛は、文化事業では、文化を国家の凝集力として強調してきた。胡錦涛は 2008

年の「全国宣伝思想における会議」でこのように発言した（中共中央宣伝部 2012：12-

13）。 

 

 国家のソフト・パワーを強調し、国内においては民族の凝集力を向上させ、対外的

には国家の親和力と影響力を向上することである。これは、国家の総合力を向上す

 
77 農民・労働者（工業雇用者）に都市戸籍を与え、都市戸籍保有者と同等の教育や社会

保障などの基本的な公的サービスを提供する政策を指す。 
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る条件であり、我が国の平和的な発展の戦略である。また経済社会の発展における

重要な柱でもある。 

 

 胡錦涛の述べる国家のソフト・パワーとは文化を指し、文化をもって民族の凝集力

と総合力を向上させることを狙いとする。 

 

2 内モンゴルの文化政策 

 中国共産党第 16 期中央委員会の影響を受け、内モンゴルでは、まず 2002 年 10 月

14 日に内モンゴル自治区共産党宣伝部が「民族文化大区」建設に関する座談会を開催

した。この座談会では、当時の内モンゴル自治区共産党委員会の副書記であった陳光

林が報告を行った。陳光林は報告において、江澤民の「三つの代表」の思想を基に内

モンゴル自治区の文化事業を発展させ、先進的文化を宣伝し、内モンゴルを「民族文

化大区」として建設する目標を掲げた（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：85）。先進的

文化とは、つまり江澤民の「三つの代表」の思想の一つである「中国の先進的文化の

前進の方向を代表する」ことに由来する。 

同年の 11 月 22 日に内モンゴル自治区共産党宣伝部にまた、「中国共産党第 16 期中

央委員会の精神宣伝報道に関する意見（关于党的十六大精神宣传报道意见）」がなさ

れた（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：85）。この意見に関する具体的な内容が資料に

掲載されていないが、タイトルから胡錦涛が進める江澤民の「三つの代表」と「小康

社会」について宣伝したと考えられる。 

2003 年 6 月、内モンゴル自治区共産党委員会が「三つの代表の重要思想を勉強する

綱領の通知（「三个代表」重要思想学习纲要的通知）」を発布し、内モンゴルの各地域

が中国共産党第 16 期中央委員会の会議内容を勉強することを要求した（内蒙古自治

区党委宣伝部 2015：85）。 

 さらに 2003 年 8 月 26 日に内モンゴル自治区政府に「文化事業と文化産業の発展に

関する若干政策の通知（关于支持文化事业和文化产业发展若干政策的通知）」が発布

された。この通知には、文化事業に対する財政支援の強化、文化インフラ建設のレベ

ルアップ、文化産業化の支援、文化事業に関する税の優遇政策、文化事業の料金徴収

の標準化、文化資金に関する制度の制定、文化事業への寄付活動の支援など 7 つの方

面から文化事業に関する政策が決定されたという（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：

85-86）。 

 同年 11 月 11 日～12 日に、内モンゴル自治区共産党委員会及び政府は「文化発展の

加速化に関する決定（关于进一步加快文化发展的决定）」を発布し、文化発展におけ

る思想、基本原則、事業方針、総目標を規定した。さらに、同年の 11 月 21 日に、内

モンゴル自治区共産党委員会と政府は自治区の文化事業に関する会議を開き、内モン

ゴルに「民族文化大区」を建設する方針を決めた。この会議は内モンゴルの文化史に

おける一番規模の大きな会議であったという。また、同年の 12 月 18 日に内モンゴル

自治区人民政府は「内モンゴル自治区の民族文化大区建設の綱領（内蒙古自治区民族
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文化大区建设纲要［试行］）」を発布し、自治区を「民族文化大区」に建設する目標や

任務などを定めた（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：86）。 

 「民族文化大区」の目標は、「小康社会」の建設と経済社会の調和的な発展に合わ

せ、民族的特徴の強い文化や地域文化を強調し、人材、施設、文化体制及び文化市場、

文化遺産、文化産業などを新たなレベルに逹成させることである。具体的には 2010 年

までに行う。その任務は、「九大文化プロジェクト（九大文化工程）」で、以下の 9 つ

のプロジェクトの実施である（内蒙古自治区党委宣伝部 2004：28-42）。 

 1、人材育成プロジェクト 

 2、文化創作プロジェクト 

 3、基層の大衆文化プロジェクト 

 4、チームを組織するプロジェクト 

 5、草原文化の芸術ブランドのプロジェクト 

 6、文物の保護と開発と利用のプロジェクト 

 7、文化産業開発の重点プロジェクト 

 8、基礎施設の建設プロジェクト 

 9、文化交流プロジェクト 

 これらの政策下で、2004 年 12 月に内モンゴル自治区文聯の第 6 回代表大会が開か

れた。大会では、「文芸事業の創作を新たなレベルに達成し、民族文化大区の建設に

貢献する」というテーマで報告が行われた（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：87）。 

 また調和社会について、2005 年 4 月、内モンゴル自治区共産党委員会の宣伝部に

「社会主義調和社会の建設に関する宣伝と報道の意見（关于构建社会主义和谐社会的

宣伝报道意见）」が発布され、各地域の宣伝部やメディア部に調和社会に関する宣伝

の義務が決定された。 

 さらに、同年の 12 月に自治区政府は「ソム・郷鎮の文化ステージの建設プロジェ

クト（苏木乡镇文化站建设工程）」を実施し、2011 年末まで自治区のソム・郷鎮に 910

の文化ステージが創立された（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：88-90）。 

 また 2006 年 7 月に内モンゴル自治区共産党委員会の宣伝部らはシリンホト市に共

産党中央、国務院決定の「社会主義の新農村の建設に関する若干意見（关于推进社会

主义新农村的若干意见）」について座談会を開き、全自治区に新農村・新牧畜地域を

建設する意見交換を行った。同年の 9 月に自治区政府には「中国共産党中央、国務院

の文化体制の改革に関する若干意見（中共中央、国务院关于深化文化制度改革的若干

意见）」についての会議が行われ、「小康社会」の建設や科学的発展観に基づき、自治

区の文化事業や文化産業の体制の改革を決定した（内蒙古自治区党委宣伝部 2015：

91）。 

 こうした中、「草原文化の祭り」、「草原文化のシンポジウム」、「公共文化サービス

の建設」、「文明村の表彰」、「イメージの草原」、「草原の書房」など様々な文化事業や

プロジェクトが盛んになった。 
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3 内モンゴルの文化事業 

 内モンゴルにおける 2012 年の統計データでは、芸術歌舞団は 137 団体で、隊員（隊

員）は 6,330 人である（賀 2019：372）。16 年前、江澤民時代であった 1996 年と比較

すると、117 団体から 20 団体増え、5,613 人から 717 人増加した。この時期、ほかの

文化事業についての統計データは見つかっていないため、中国少数民族自治区78の文

化事業全体のデータをみてみたい。2006 年に中国少数民族自治区における文化事業

は 7,423 余あり、これが 1979 年から 27 年で 3.75 倍増加したという。文化館が 631 余、

文化ステージが 6,710 余、1979 年よりはそれぞれ 113 余と 4,686 余の増加という（張・

他編 2009：8）。 

 2010 年に中国少数民族自治区における文化館は 576 余、文化ステージは 7,842 余で

ある（恵・張編 2013：3）。このデータから 2000 年代に入り中国少数民族自治区では、

文化館は減少し、代わりに文化ステージが普及していることが分かる。 

 

4 オンニュート旗のウラーンムチルと他の文化事業 

 オンニュート旗ウラーンムチルはこの時期、国家政策やオンニュート旗政府の指示

のもとに行ったさまざまな活動について文献資料から検討する。 

 2002 年、内モンゴル自治区の元主席で、中国全国人民代表大会の常務委員会の副委

員長ブヘ（ウラーンフーの息子）は北京でオンニュート旗ウラーンムチルの隊長メデ

ィグと会い、ウラーンムチルに「民族芸術を発展し、先進文化を宣伝する」という揮

毫を贈った。同年、7 月 19 日、オンニュート旗政府はオンニュート旗ウラーンムチル

成立の 45 周年を祝うイベントを開催し、中国共産党中央宣伝部や国家文化部などさ

まざまな機構から多数の共産党幹部らが参加した（劉・張 2012：100）。 

 2003 年、春に中国でサーズウイルス（SARS）が流行し、オンニュート旗ウラーン

ムチルは 4 月 23 日～6 月 5 日まですべての活動を停止している。活動再開後、医者

を讃えた「忘れない貴方の微笑み」や「一番可愛い人」、「天使賛」など作品を制作し

た。 

 2004 年 5 月、毛澤東の 1942 年 5 月の延安における「文芸講話」の記念と赤峰市で

内モンゴル・ウラーンムチル学会の分会成立を祝うために革命を讃えた草創期の演目

を中心に公演を行った（劉・張 2012：101-103）。 

 2005 年 1 月末、オンニュート旗ウラーンムチルはオンニュート旗人民政府の要請

を受け、はじめて旗で「春祭り連携公演会（春節聯歓晩会）」を主催した。同年 6 月、

赤峰市財政局はオンニュート旗ウラーンムチルに設備更新費として20万元援助した。

オンニュート旗ウラーンムチルは、9 月に 12 名隊員が深圳市に派遣し公演を行った。

11 月に、オンニュート旗ウラーンムチルは社会人向けに芸術訓練班を設けた（劉・張

2012：104）。 

 
78 中国少数民族自治区とは、内モンゴル自治区（内蒙古自治区）、広西チワン族自治区

（広西壮族自治区）、チベット自治区（西蔵自治区）、新疆ウイグル自治区（新疆維吾
爾自治区）、寧夏回族自治区を指す。 
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 2007 年、内モンゴル自治区成立 60 周年とウラーンムチル成立 50 周年を祝う「内

モンゴル自治区第4回ウラーンムチル芸術祭」がシリンゴル盟のスニド右旗に行われ、

オンニュート旗ウラーンムチルが準優秀賞で表彰された（劉・張 2012：109）。 

 2009 年、赤峰市宣伝部、赤峰市文化局の主催した中国成立 60 周年を祝うコンクー

ル公演会に参加し優秀賞で表彰された（劉・張 2012：113）。 

 2010 年 4 月、青海省玉樹チベット自治州に地震が発生し、オンニュート旗ウラーン

ムチルは、歌「兄弟姉妹と一緒に暮らす」、「大愛と大善の大中国」、「満足だから楽し

い」など作品を制作し、オンニュート旗の広場で公演し、募金活動を行った（劉・張

2012：113-114）。 

 2011 年、中国共産党の成立 90 周年を機に、オンニュート旗ウラーンムチルはオン

ニュート旗の政務局、交通運輸局、病院、小学校などさまざまな機構に文芸演目を指

導した。同年、『オンニュート旗ウラーンムチル誌』を編集するため、オンニュート旗

の文化・体育・広報・テレビ局79の副会長はオンニュート旗ウラーンムチルの定年退

職の隊員を集めて、何度も座談会を開いた（劉・張 2012：116-117）。 

 2012 年、内モンゴル自治区ウラーンムチル協会、内モンゴル自治区文化庁、中国共

産党中央事務室、江蘇テレビ局、赤峰市ウラーンムチル協会、赤峰市文化局が協力し、

「小康中国（ゆとりのある社会の中国）」というタイトルのドラマ制作プロジェクト

にオンニュート旗ウラーンムチルが参加した。 

 この時期、オンニュート旗における他文化事業に関する資料は見つかっておらず、

詳細は不明である。ただし、フィールド調査からこの時期は、オンニュート旗の定年

退職者により組織された「老幹部老年芸術団」、「梅林組合（バンド）」など非政府組織

の団体も組織されていたことが明らかとなっている。 

 この時代はウラーンムチルにおいて、創新期に当たる。以下はこの時期のオンニュ

ート旗ウラーンムチルに制作された上演作品を分析する。 

 

5 創新期の上演作品 

 赤峰市文化新聞出版広電局編の『ウラーンムチル-赤峰市 60 年図誌』では、1997

年～現在までは創新期80と時期区分した（郭・周編 2017：29-57）。本論では、2012

年以降、さらに詳細に分析するため、2002 年～2012 年を区切りに創新期とした。 

 表 8 は創新期における上演作品のリストである。 

 

表 8 創新期（2002-2012 年）の演目 

年 種類 上演作品名 由来 制作（所属：民族）/導入元 

 

02 
ダンス 

ジャスミン オリジナル 振付：哈斯図雅（隊員：モンゴル人） 

天国 オリジナル 振付：哈斯図雅 

緑の春 オリジナル 振付：哈斯図雅 

03 歌 忘れない貴方の微笑み オリジナル 作詞：王玉民（？） 

 
79 本来はそれぞれの異なる部門であるが、中国では、近い部門をまとめて一つの局として

管理し、新たな部門として設ける。 
80 社会主義文化の強い国を作る政策により新たな作品が強調されたことをいう。 
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作曲：張成富 

一番可愛い人 オリジナル 作詞・作曲：張成富 

サックス
演奏 

ゴーイング・ホーム 導入 
作曲：ケニー・G 

ウォルター・アファナシェフ 

ダンス 

モンゴル族の結婚式 オリジナル 振付：哈斯図雅 

天使賛 オリジナル 振付：哈斯図雅 

草原の春 オリジナル 振付：哈斯図雅 

04 
歌 

辺境兵士を見る オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 

服を洗う オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 

ダンス 吉祥の草原 ？ ？ 

05 

歌 
お祝い ？ ？ 

チンギス・ハーン ？ ？ 

馬頭琴曲 
草原は北京と連なる 導入 作曲：チ・ボラグ（団員：モンゴル人） 

初めて昇った太陽 導入 作曲：チ・ボラグ 

ダンス 

草原を祝福する オリジナル 
振付：哈斯図雅 

   ボラグ（隊員：モンゴル人） 

キタイの狩人 オリジナル 

振付：李玉珍（隊員：漢人） 

  哈斯図雅 

作曲：宋滙林（隊員：漢人） 

鳳凰の踊りと龍の声 オリジナル 
振付：哈斯図雅 

作曲：宋滙林 

赤い刺繍の踊り オリジナル 振付：斯琴巴特爾（隊員：モンゴル人） 

草原人民の挨拶 オリジナル 
振付：李玉珍 

  哈斯図雅 

扇子踊り オリジナル 
振付：李玉珍 

  哈斯図雅 

06 ダンス 

少女のカバン オリジナル 

振付：陳玉華（文化館職員：漢人） 

  哈斯図雅 

作曲：宋滙林 

母乳を飲める歌 オリジナル 
振付：哈斯図雅 

作曲：宋滙林 

横立ちの兄嫁 改変 
振付：哈斯図雅 

作曲：宋滙林 

吉祥の三つの宝 改変 

振付：哈斯図雅 

作詞：ブリン・バヤル（歌手：モンゴ
ル人） 

作曲：ブリン・バヤル 

喜び祝う オリジナル 振付：哈斯図雅 

帰る オリジナル 
振付：哈斯図雅 

作曲：宋滙林 

07 ダンス マランホワー オリジナル 振付：哈斯図雅 

08 

ダンス 八匹馬の賛 オリジナル 

振付：鮑青海（隊員：モンゴル人） 

  巴特爾（隊員：モンゴル人） 

作曲：多建平（？） 

歌 

四渡の赤水に強い兵士が
いる 

導入 
作詞：賀緑汀（音楽家：漢人） 

作曲：賀緑汀 

内モンゴルを喝采する 導入 
作詞：孫義勇（会社員：漢人） 

作曲：張宏光（院長：朝鮮人） 

09 ダンス 刺繍 オリジナル 

振付：扎那（内モンゴル歌舞団：モン
ゴル人） 

作曲：宋滙林 

 

10 
歌 

兄弟姉妹と一緒に暮らす オリジナル 
作詞：秦錦屏（作家：漢人） 

作曲：烏恩（隊員：モンゴル人） 

大愛と大善の大中国 オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 

満足だから楽しい オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 



120 

美しい オリジナル 

作詞：色・烏日吉巴音（教師：モンゴ
ル人） 

作曲：烏恩（隊員：モンゴル人） 

私の根は草原にある 導入 

作詞：催富（広東省作家協会：モンゴ
ル人） 

作曲：趙金宝（団員：モンゴル人） 

マジック 
変身する人間 導入 

パフォーマンス：徐国梁（赤峰市群衆
芸術館：漢人） 

  張燕（赤峰市群衆芸術館：漢人） 

刀剣が通る身体 導入 パフォーマンス：同上 

ダンス 

心の声 オリジナル 
振付：巴特爾 

作曲：岱欽（？：モンゴル人） 

祈願 オリジナル 

振付：哈斯図雅 

  巴特爾 

作曲：岱欽 

11 

歌 復興に向かう 導入 
歌詞：李維福（教育部：漢人） 

作曲：印青（中共政治部歌舞団：漢人） 

快板 
タバコ製造者の心は共産
党に向かう 

導入 

作詞；タバコ製造会社 

指導：盧艶萍（隊員：漢人） 

  卒武華（隊員：漢人） 

ダンス 

鷹（生命の歌） 改変 
振付：哈斯図雅、 

  巴特爾 

草原の娘 オリジナル オンニュート旗ウラーンムチル 

太陽の頌 オリジナル 振付：哈斯図雅 

12 

歌 

オンニュートは私の可愛
い故郷 

オリジナル 

作詞：張涛（退職者：漢人） 

郭秀英（退職者：漢人） 

作曲：張成富（隊員：漢人） 

草原は我が美しい故郷 オリジナル 
作詞：宝星（？） 

作曲：張成富 

私の馬頭琴 オリジナル 
作詞：白立平（団員：満洲人） 

作曲：烏恩 

遠方の親戚 ？ ？ 

歌おう我が祖国 オリジナル 
作詞：孫岫嶺（？：漢人） 

作曲：張成富 

龍の故郷の歌 オリジナル 

作詞：高明朱（？） 

    張涛 

作曲：張成富 

合奏曲 
白塔 導入 作曲：岱欽 

黒い駿馬 導入 作曲：岱欽 

ダンス お母さん、私が行くよ 改変 ？ 

馬頭琴曲 遠征 ？ ？ 

出典：『オンニュート旗ウラーンムチル誌』（2012）により筆者作成 

 

 表 8 の項目は種類、上演作品名、由来、制作者／導入元からなる。演目の種類には

ダンス、歌、サックス演奏、馬頭琴曲、マジック、快板、合奏曲などである。新たに

増えたのは、サックス演奏、馬頭琴曲、マジック、快板と合奏曲である。サックス演

奏はサックス楽器を演奏することを指す。馬頭琴曲は馬頭琴による演奏を指す。マジ

ックはマジックをするパフォーマンス術を指す。 

 快板は、竹板を鳴らしながら語り謡う漢人の民間芸能である（愛知大学中日大辞典

編纂所 2010：981）。合奏曲は、さまざまな楽器の演奏である。 

 由来にはオリジナル、導入、改変、由来不明の 4 つがある。 
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5.1 創新期の各年の上演作品 

 

（1）2002年の上演作品 

 2002 年に記録された上演作品は 3 作品で、ダンス「ジャスミン」、「天国」、「緑の

春」である。 

 ダンス「ジャスミン」は、江蘇省の民歌（民謡）「ジャスミン」をもとに作ったダン

スである。人生と花を連想し、花咲く人生を描いたものである。民歌の制作者は不明

である。ダンス「ジャスミン」の振付はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員哈斯図

雅である。哈斯図雅は 1983 年から 2012 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員

である。哈斯図雅は回復期の 1984 年にダンス「延安を愛する」を振付している。 

 ダンス「天国」は、歌「天国（天堂）」に振付したダンスである。歌の作詞・作曲は

モンゴル人の歌手テンゲル（騰格爾）である。歌は草原の美しさと静かな生活、羊の

群れ、山水を賛美し、放牧する少女を描いた。同時に故郷への思いを描いた作品であ

る。テンゲルは 1960 年生まれのモンゴル人男性で、音楽家であるとともに俳優であ

る。1997 年に歌「天国」を発表し、中国で有名になった。ダンスの振付は「ジャスミ

ン」と同じ隊員哈斯図雅である。 

 ダンス「緑の春」は草原の春の様子を讃えた作品である。春の緑と川の音が詩的で、

人々に希望を与える目的で制作した作品であるという（ア氏 2020.2.17）。振付は「ジ

ャスミン」、「天国」と同じ隊員哈斯図雅である。作曲は不明である。 

 

（2）2003年の上演作品 

 2003 年に記録された作品 6 作品で、歌「忘れない貴方の微笑み」、「一番可愛い人」

とサックス演奏「ゴーイング・ホーム」、ダンス「モンゴル族の結婚式」、「天使賛」、

「草原の春」である。 

 歌「忘れない貴方の微笑み」は、医者や看護師を讃えた作品である。当時、中国で

はサーズ（SARS）が流行していた。サーズの中、最前線で働いていた医療従事者を忘

れないという歌である（イ氏 2020.2.8）。作詞は王玉民で、作曲は張成富である。王玉

民について所属と民族は不明である。張成富は漢人男性で、1971 年～2012 年までオ

ンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 歌「一番可愛い人」もサーズで戦っていた医者と看護師を讃えた作品である（イ氏

2020.2.8）。作詞と作曲は「忘れない貴方の微笑み」と同じく隊員張成富である。 

 サックス「ゴーイング・ホーム」は、1989 年にアメリカのサックスミュージシャン

のケニー・G とウォルター・アファナシェフが作曲した。ウラーンムチルは 1980 年

の後半からこうした歌舞演目を積極的に取り入れている。この曲は中国全土に広まっ

た曲で、特に長距離バスや鉄道など交通機関で流されていた。演奏者はウラーンムチ

ルの隊員であるが、誰かは不明である。 

 ダンス「モンゴル族の結婚式」は、モンゴルの伝統結婚儀礼を基に制作された作品
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である（ア氏 2020.2.17）。振付は「ジャスミン」、「天国」、「緑の春」と同じく隊員哈

斯図雅である。 

 ダンス「天使賛」は 2003 年のサーズで戦っていた医師のことを天使として讃えた

踊りである（ア氏 2020.2.17）。振付は「ジャスミン」、「天国」、「緑の春」、「モンゴル

族の結婚式」と同じく隊員の哈斯図雅である。 

 ダンス「草原の春」は、草原に春が来て、雪が解け植物が繁茂し、花が咲き、動物

や人間に喜びを与えたという内容である（ア氏 2020.2.17）。振付は、「ジャスミン」、

「天国」、「緑の春」、「モンゴル族の結婚式」、「天使賛」と同じく隊員哈斯図雅である。 

 

（3）2004年の上演作品 

 2004 年に記録された演目は 3 作品で、歌「辺境兵士を見る」と「服を洗う」、ダン

ス「吉祥の草原」である。 

 歌「辺境兵士を見る」は、内容は不明である。タイトルから辺境地域にいる国防兵

士の奉仕精神を讃えた作品であると考えられる。制作はオンニュート旗ウラーンムチ

ルであるが、詳細は不明である。 

 歌「服を洗う」は、共産党の解放軍の功労を讃えた作品である。解放軍が人民にと

って救い星であるとし、人民は感謝の気持ちを表すために兵士の服を洗っている。こ

の歌は、「辺境兵士を見る」と共にウラーンムチルの元々からあった演目である（劉・

張編 2012：88）。作詞と作曲は不明である。この二つの演目は 1992 年にも上演されて

いる。 

 ダンス「吉祥の草原」は内容不明である。この作品はオンニュート旗が初めて「龍

鳳の文化旅行祭」を行ったことを祝うために制作されたという（劉・張 2012：103）。

制作者は不明である。 

  

（4）2005年の上演作品 

 2005 年に記録された演目は 10 作品で、歌「お祝い」、「チンギス・ハーン」、馬頭琴

曲「草原は北京と連なる」、「初めて昇った太陽」、ダンス「草原を祝福する」、「キタイ

の狩人」、「鳳凰の踊りと龍の声」、「赤い紬の踊り」、「草原人民の挨拶」、「扇子踊り」

である。 

 歌「お祝い」は、オンニュート地域の鉱山の開鉱を祝いして制作された作品である

（イ氏 2020.2.8）。制作者は不明である。 

 歌「チンギス・ハーン」は、内容不明である。タイトルからモンゴル帝国を築き上

げた偉人チンギス・ハーンの実業を讃えた作品であると考えられる。制作者は不明で

ある。 

 馬頭琴曲「草原は北京と連なる」は、モンゴル人は元朝時代に北京を大都とし、首

都をおいていたことを讃えた作品である。この曲の作曲はチ・ボラグである。チ・ボ

ラグは 1944 年生まれのモンゴル人男性で、1958 年に内モンゴル実験劇団（のちに内

モンゴル歌舞団に改名）に入り、現在は内モンゴル民族芸術劇院の副院長である。文
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革中の 1968 年に内モンゴル人民革命党や民族分裂主義者として刑務所に入られてい

た。この曲の由来は「私が文革中牢獄の中で制作した作品である。モンゴル人は元朝

時代から北京を大都とし、北京と距離を感じはしない。なぜ私を内モンゴル人民革命

党とし、私が北京を裏切ったというのか」とサ氏は語っている（サ氏 2020.2.15）。チ・

ボラグのこの曲をオンニュート旗ウラーンムチルが上演作品として導入した。演奏者

は不明である。 

 馬頭琴曲「初めて昇った太陽」は、草原で朝一番に昇る太陽の静かで美しい動きを

描いた作品である。この馬頭琴曲の作曲はチ・ボラグである。チ・ボラグが 1970 年

代、文化大革命が終わる時、フルンボイル盟で制作した作品である。チ・ボラグがフ

ルンボイル盟にいた時、ある日朝起きると、イミンという川に昇る太陽の赤い光に魅

了されて嬉しく感動して即興で作曲した。サ氏は「こうして昇る美しい太陽をこれま

でどこでも見てない。私がこの曲を即興で作った。メロディーはブリヤートのある民

謡の基にアレンジして制作した」という（サ氏 2020.2.15）。この曲をオンニュート旗

ウラーンムチルが導入した。演奏者は不明である。 

 ダンス「草原を祝福する」は、草原の安楽で穏やかな生活が永遠に続くことを祝福

する内容であるという（ア氏 2020.2.17）。振付はオンニュート旗ウラーンムチルの隊

員哈斯図雅とボラグである。ボラグはモンゴル人女性で 1983 年から 2012 年までオン

ニュート旗ウラーンムチルの隊員であった。 

 ダンス「キタイの狩人」は、1984 年に制作したダンス「ホジャの狩猟曲」を改名し

たものである。ダンスの名を改名した理由は、当時このダンスを制作する際、古代の

モンゴル人を対象にモンゴル人の狩猟技術を讃えるためであった。しかし、その後「ホ

ジャの狩猟曲」の由来である狩猟技術はモンゴル帝国時代のものではなく、キタイ人

の遼朝（916～1125 年）時代のものであったことが分かり、「ホジャの狩猟曲」を「キ

タイの狩人」と改名した（ア氏 2020.7.13）。振付はオンニュート旗ウラーンムチルの

隊員李玉珍と哈斯図雅で、作曲は宋滙林である。李玉珍は草創期でダンス「草打ち歌」

「羊毛を刈る」を振付している。李玉珍と哈斯図雅は回復期からダンス「緑葉の情け」、

「運命」、「出征」を協力し振り付けている。宋滙林は漢人で赤峰市バーリン右旗ウラ

ーンムチルの隊員である。 

 ダンス「鳳凰の踊りと龍の声」は、オンニュート旗のシンボルの龍を讃えた作品で

ある。オンニュート旗で紅山文化期にある龍の形の玉が発見された。そのため、オン

ニュート旗は龍をシンボルにしている（ア氏 2020.2.17）。振付はオンニュート旗ウラ

ーンムチルの隊員哈斯図雅で、作曲はダンス「キタイの狩人」を作曲した宋滙林であ

る。 

 ダンス「赤い刺繍の踊り」は、新年を迎える人々の喜びを讃えた作品である。「オン

ニュート旗は刺繍が有名で、刺繍に関する文化が根強い。私はこの演目以外に最近、

もう一つの刺繍に関する踊りを振付している」とオ氏は語った（オ氏 2018.8）。振付

は斯琴巴特爾である。斯琴巴特爾は、モンゴル人男性で、1995 年からオンニュート旗

ウラーンムチルで隊員として働いている。 
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 ダンス「草原人民の挨拶」は、オンニュート旗を宣伝するため、観光客向けに制作

した作品である。このダンスは大型広場舞踏として 600 人の学生が踊った（劉・張

2012：104）。大型広場舞踏の「広場舞踏」とは、中国で定年退職者を中心に広場で集

まり、ダンスをすることをいう。大型広場舞踏は、少なくとも数百人の参加者がある。

このダンスの詳細内容は不明である。振付はオンニュート旗ウラーンムチルであるが、

詳細は不明である。 

 ダンス「扇子踊り」は、踊り子は扇子を使い、雉や孔雀の姿を模倣し、自由自在な

生活や収穫を象徴したものである（ア氏 2020.7.13）。このダンスも大型広場舞踏とし

て 600 人の学生が踊った（劉・張 2012：104）。振付はオンニュート旗ウラーンムチル

であるが、詳細は不明である。 

 

（5）2006年の上演作品 

 2006 年に記録された演目は 6 作品で、ダンス「少女のカバン」、「母乳を飲める歌」、

「横立ちの兄嫁」、「吉祥の三つの宝」、「喜び祝う」、「帰る」である。 

 ダンス「少女のカバン」は、モンゴルの少女が作ったカバン（Qabtaγai）が大変立

派で数多くの青年男性を魅力したことを表現している。このカバンは誰でも欲しいと

考え、争いを始めたところ、少女自らが自分の好きな青年に渡すという物語である（ア

氏 2020.2.17）。振付は陳玉華と哈斯図雅で、作曲はダンス「キタイの狩人」を作曲し

た宋滙林である。哈斯図雅は 1997 年のダンス「香港の帰還」と「綺麗な故郷のオン

ニュート」及び「ジャスミン」、「天国」、「緑の春」、「モンゴル族の結婚式」を振付し

ている。陳玉華は漢人でオンニュート旗文化館職員である。 

 ダンス「母乳を飲める歌」は、仔羊に乳をのませる歌を基に制作した作品で、モン

ゴル人の家畜を養う技術を讃えたものである（ア氏 2020.2.10）。振付は前作品と同じ

く哈斯図雅で、作曲も前作品と同じく宋滙林である。 

 ダンス「横立ちの兄嫁」は、青年男女の恋愛物語である。具体的には、青年男性が

恋愛相手の両親に結婚が反対され、結婚できなかった。女性は両親に強制的にお金持

ちの男性と結婚させられた。女性と結婚できなかった青年が 2 人の結婚式に参加し、

女性を両親の家から出られないように阻止したことが村人を感動させたという物語

である。モンゴル結婚式における伝統文化に基づいて作ったものである（ア氏

2020.2.10）。振付と作曲は、前作品と同じく哈斯図雅と宋滙林である。  

 ダンス「吉祥の三つの宝」は、歌「吉祥の三つの宝（吉祥三宝）」をもとに制作され

たダンスである。歌の内容は自然を大切にすることと家族を大事にすることを表現し

たものである。歌の作詞と作曲はモンゴル人の歌手ブリン・バヤルである。ブリン・

バヤル（1960-2018 年）は 2005 年に「吉祥三宝」を制作し、有名になった。ダンスの

振付は哈斯図雅である。 

 ダンス「喜び祝う」は、1997 年に制作された作品である。当時、香港がイギリスか

ら中国へ返還された。この年は、また内モンゴル自治区の成立 50 周年でもある。ウ

ラーンムチルはこれを記念して「喜び祝う」を制作した（イ氏 2020.2.8）。振付は哈斯
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図雅である。作曲は不明である。 

 ダンス「帰る」は、一人の牧畜民青年が都会で労働収入を稼ぎ、実家に戻ったスト

ーリーに基づいて制作した作品である（ア氏 2020.2.17）。振付は哈斯図雅で、作曲は

宋滙林である。 

 

（6）2007年の上演作品 

 2007 年に記録された演目は 1 作品のみで、ダンス「マランホワー」である。 

 「マランホワー」は、アヤメ科・アヤメ属のアイリスである。ア氏によると、この

花は「私が小さいころ放牧していた時、草原の当たるところまで広がっていたものが

現在はあまり見当たらない。環境問題と深く関わっているだろう。当時はこの花をみ

て力と喜びをもらっていた。この花は根が強い。水がないところでも咲いたりする。

この花の性質から学ぶことが多い」と作品を制作した意図について語った（ア氏

2020.2.17）。ダンスの振付は哈斯図雅である。作曲は不明である。 

 

（7）2008年の上演作品 

 2008 年に記録された演目は 3 作品で、ダンス「八匹馬の賛」と歌「四渡の赤水に強

い兵士がいる」と「内モンゴルを喝采する」である。 

 ダンス「八匹馬の賛」は、漢人に人気な八匹馬の図案を基に制作された作品である。

その内容は馬を讃えたものである（ア氏 2020.2.17）。振付は鮑青海と巴特爾である。

鮑青海はモンゴル人男性で、1995 年から 1998 年まで、オンニュート旗ウラーンムチ

ルの隊員である。鮑青海は、この時点でウラーンムチルを離れながら、ウラーンムチ

ルの活動に携わっていた。巴特爾の全名称は斯琴巴特爾と言い、モンゴル人男性で、

1995 年からオンニュート旗ウラーンムチルで隊員として働いている。作曲は多建平

である。多建平について詳細は不明である。 

 歌「四渡の赤水に強い兵士がいる」は、紅軍（中国人民解放軍の前身）賛歌である。

その内容は、紅軍がさまざまな苦難を乗り越え長征することができたが、それは毛澤

東の正しい指導によるものであると讃える作品である。長征とは 1934 年から 1936 年

にかけて、中華ソビエト共和国の「首都」江西省瑞金から陝西省北部まで、紅軍が国

民党軍と戦闘を交えながら 1 万 2500 キロメートル（2 万 5 千華里という）を歩いて

移動した遠征のことを指す。作詞と作曲は賀緑汀である。賀緑汀（1903-1999 年）は

音楽家で教育家である。上海音楽学院の院長や中国音楽協会の副主席などを歴任して

いる。 

 歌「内モンゴルを喝采する」は、内モンゴルの発展を讃えた歌である。この歌では、

新世紀における内モンゴルの発展は素晴らしいと讃え、各民族が団結し、内モンゴル

を祝福するという共産党政策を讃えた歌である。この歌は、2002 年に制作され、2003

年の内モンゴル・テレビ局の新年会（春節晩会）にて披露されている。作詞は孫義勇

で作曲は張宏光である。孫義勇は漢人男性で作詞・作曲家として中国人民解放軍の総

政治部文工団を経て、現在は北京の勇者善歌文化メディア会社で働いている。張宏光
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は朝鮮人の男性で、作曲家である。現在は北京电影学院の中国电影音楽研究院院長で

ある。2 人の生年は不明である。 

 

（8）2009年の上演作品 

 2009 年に記録された演目は 1 作品のみで、ダンス「刺繍」である。 

 ダンス「刺繍」は、オンニュート旗は、刺繍が有名なため、刺繍の技術を讃えたダ

ンスである。複数の舞者が長いスカーフを持ち表現する（ア氏 2020.2.17）。振付は扎

那で、作曲はダンス「キタイの狩人」を作曲した宋滙林である。扎那は内モンゴル歌

舞団の団員で、名前からモンゴル人と考えられるが、ほか詳細は不明である。 

 

（9）2010年の上演作品 

 2010 年に記録された演目は 9 作品で、歌「兄弟姉妹と一緒に暮らす」、「大愛と大善

の大中国」、「満足だから楽しい」、「美しい」、「私の根は草原にある」、マジック「変身

する人間」、「刀剣が通る身体」、ダンス「心の声」、「祈願」である。 

 歌「兄弟姉妹と一緒に暮らす」は災害支援の歌である。2010 年 4 月に青海省玉樹チ

ベット自治州で地震が起こり、大きな災害をもたらした。歌の内容は被災者に対する

文芸界からの慰めを描いたものである。その主旨は歌を通し、被災者を応援する気持

ちである（劉・張 2012：43）。作詞は秦錦屏で、作曲は烏恩（呉恩・ウエン）である。

秦錦屏は漢人の作家で、中国詩歌学会の理事である。烏恩は 1969 年生まれのモンゴ

ル人男性で、1987 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員として参加し、2012 年

にウラーンムチルの隊長になっている。 

 歌「大愛と大善の大中国」と「満足だから楽しい」は、モンゴルと漢民族の団結、

中国の発展、人民の豊かな生活を讃えた作品である（劉・張 2012：114）。この 2 つの

歌の制作者はオンニュート旗ウラーンムチルであるが、詳細は不明である。 

 歌「美しい」は、モンゴル少女の素朴な性格を描いた作品である。作詞は色・烏日

吉巴音である。彼はモンゴル人男性で、オンニュート旗中学校のモンゴル語教師であ

る。作詞者の色・烏日吉巴音がシリンゴル盟で詩のコンクールに参加する際、駅でモ

ンゴル少女に迎えられ、その美しさと素朴な性格に魅了されて作詞した（劉・張 2012：

43）。作曲は歌「兄弟姉妹と一緒に暮らす」を作曲した烏恩である。 

 歌「私の根は草原にある」は、モンゴル人が故郷を懐かしく思い制作した作品であ

る。歌詞はモンゴル人の根は草原にあり、どこに行っても草原が一番美しくて忘れら

れないことを描いている。作詞は催富で、作曲は趙金宝である。催富は 1952 年生ま

れのモンゴル人男性で、出身は吉林省松原市（元郭爾羅斯モンゴル族自治県）である。

モンゴル名はテムルバガナという。現在は広東省作家協会の会員である。趙金宝は

1962 年生まれのモンゴル人男性で、郭爾羅斯歌舞団の副団長を務めている。 

 マジック「変身する人間」は、人間を木箱に入れて変身させるマジックである。こ

のマジックは赤峰市群衆（大衆）芸術館の徐国梁と張燕の制作である。オンニュート

旗ウラーンムチルは 2 人からこのマジックを導入し演じた（劉・張 2012：114）。徐国
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梁と張燕に関するほか詳細は不明である。演技者について不明である。 

 マジック「刀剣が通る身体」は、箱の中の人間を刀で切り離す演技である。このマ

ジックは同様赤峰市群衆（大衆）芸術館の徐国梁と張燕の制作である。演技者につい

て不明である。 

 ダンス「心の声」は、親子の感情を描いた作品で、生活が貧しく息子が出稼ぎに出

かけることになり、親と会えなくて悲しく思う心を描写した作品である（ア氏

2020.2.17）。振付は 2008 年のダンス「八匹馬の賛」を振付した巴特爾で、作曲は岱欽

（ダイチン）である。岱欽はモンゴル人でシリンゴル盟出身の音楽制作者である（劉・

張 2012：116）が、所属は不明である。 

 ダンス「祈願」は、牧畜民の生活や生業が順調であることをお祈り、将来的に健康

で豊かになることを願って制作された作品である（ア氏 2020.2.17）。振付は哈斯図雅

と巴特爾で、作曲はダンス「心の声」を作曲した岱欽である。 

 

（10）2011年の上演作品 

 2011 年に記録された演目 5 作品で、歌「復興に向かう」、快板「タバコ製造者の心

は共産党に向かう」、ダンス「鷹」、「草原の娘」、「太陽の頌」である。 

 歌「復興に向かう」は、中国の経済的かつ文化的な繁栄を讃えた作品である。この

歌は中華人民共和国が成立 60 周年を祝って 2009 年に制作された。作詞は李維福で、

作曲は印青である。李維福は漢人男性で深圳市出身である。現在は教育部の管理の下

である『中国情報技術教育』雑誌社の社長を務めている。生年は不明である。印青は

1954 年生まれの漢人男性で北京市の出身である。現在は中国共産党中央軍事委員会

の政治工作部歌舞団の団長を務めている。 

 快板「タバコ製造者の心は共産党に向かう」は、煙草会社の社員が共産党に謝意を

表すために制作された作品である。つまり、煙草会社が共産党のお陰で順調に経営さ

れているという主旨の作品である（ア氏 2020.2.17）。作詞はタバコ製造会社で、指導

は盧艶萍と卒武華で、演者は不明である。タバコ製造会社とはオンニュート旗のタバ

コ製造会社を指す。盧艶萍と卒武華の 2 人は漢人女性で、2007 年からオンニュート旗

ウラーンムチルの隊員として働いている。 

 ダンス「鷹」は、2000 年の舞劇「生命の歌」の別名である。舞劇「生命の歌」をダ

ンスに改変した作品である（ア氏 2020.2.17）。内容は草原の鷹を描いた作品で、この

ダンスでは、卵から生まれた小鷹が成鷹まで成長した過程を表現している。草原では

鷹が多かったが、近年は環境が悪化し、鷹は少なくなっている。ひとえに環境の保護

意識を高めるために作ったという。制作者は内モンゴル直属ウラーンムチルであるが、

詳細は不明である。振付はダンス「祈願」を振付した哈斯図雅と巴特爾である。 

 ダンス「草原の娘」は、オンニュート旗ウラーンムチルが制作した（劉・張 2012：

118）が、内容は不明である。タイトルから草原の少女の勤勉さや優しさを讃えた作品

であろう。具体的な制作者の詳細は不明である。 

 ダンス「太陽の頌」は、中国共産党を太陽と例えて讃えた作品である。この作品は
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中国共産党が建党 90 周年を祝うために制作された（ア氏 2020.2.17）。中国共産党は

1921 年 7 月に組織された。2011 年は中国共産党の建党 90 周年である。振付は哈斯図

雅である。 

 

（11）2012年の上演作品 

 2012 年に記録された演目は 10 作品で、歌「オンニュートは私の可愛い故郷」、「草

原は我が美しい故郷」、「私の馬頭琴」、「遠方の親戚」、「歌おう我が祖国」、「龍の故郷

の歌」、合奏曲「白塔」、「黒い駿馬」、ダンス「お母さん、私が行くよ」、馬頭琴曲「遠

征」である。 

 歌「オンニュートは私の可愛い故郷」は、オンニュート地域を賛美した作品である。

歌詞は、オンニュートは中華文明が発見された地域で、紅山文化が栄えた地域である

ことと、山川が豊富で、响水の滝が有名であるという内容である。紅山文化とは、赤

峰市オンニュート旗で、1935 年に紅山遺跡が発見され、考古学者により 1954 年に紅

山文化と命名されたことに由来する。さらに 1971 年に大量の C 型の龍の形に似た玉

が発見され、中国の玉に関する彫刻文化発祥の地と認められた。歌の作詞は張涛と郭

秀英で、作曲は張成富である。張涛と郭秀英は夫婦で、張涛はオンニュート旗文化館

を定年退職し、郭秀英はオンニュート旗図書館を定年退職した。2 人は漢人である。

張成富は漢人男性で、1971 年～2012 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員で

ある。 

 歌「草原は我が美しい故郷」は、草原にある羊、モンゴル・ゲル、花、湖など自然

環境に溢れた豊富さを讃えた作品である（ア氏 2020.2.17）。この歌の作詞は宝星で、

作曲は歌「オンニュートは私の可愛い故郷」を作曲した張成富である。宝星について

詳細は不明である。 

 歌「私の馬頭琴」は、馬頭琴はモンゴル人にとって本や道のように大切な存在であ

ると褒め讃えた作品である。作詞は白立平で、作曲は烏恩である。白立平は 1958 年

生まれの満洲人男性で、赤峰市民族歌舞団の副団長を務めている。 

 歌「遠方の親戚」は、遠いところに出かけた息子と娘が長い歳月を経て、親のこと

を懐かしく思い歌った歌である（ア氏 2020.2.17）。この歌の制作者の詳細は不明であ

る。 

 ダンス「お母さん、私が行くよ」は、歌「遠方の親戚」を改変して制作された作品

である（ア氏 2020.2.17）。ダンスの内容は、歌「遠方の親戚」と同じものである。制

作者は不明である。 

 馬頭琴曲「遠征」の内容と制作者は不明である。 

歌「歌おう我が祖国」の内容は不明である。タイトルから祖国の中国の繁栄を讃えた

作品であると考えられる。作詞は孫岫嶺で、作曲は歌「オンニュートは私の可愛い故

郷」と歌「草原は我が美しい故郷」を作曲した張成富である。孫岫嶺について詳細は

不明である。 

 歌「龍の故郷の歌」は、オンニュート地域のシンボルである龍をもとに制作された
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作品である。オンニュート旗は龍の故郷である（エ氏 2020.2.17）。作詞は高明朱と歌

「オンニュートは私の可愛い故郷」を作詞した張涛である。作曲は張成富である。高

明朱ついて詳細不明である。 

 合奏曲「白塔」の内容は不明である。制作者はダンス「心の声」を作曲した岱欽で

ある。 

 合奏曲「黒い駿馬」の内容は不明である。タイトルから馬を讃えた作品と考えられ

る。制作者は同じく岱欽である。 

 

5.2 創新期の上演作品の総括 

創新期におけるウラーンムチルの上演作品を以下の 4 つに着目して検討する。 

 

① 上演作品数とその種類 

 資料から判明した作品は 57 作品である。その中では、ダンスが 28 作品、歌は 20

作品、馬頭琴曲が 3 作品、マジックが 2 作品、合奏曲が 2 作品、サックス演奏が 1 作

品、快板が 1 作品である。 

 上述の作品数と種類から創新期の作品は、回復期・改革期と同じように演目のジャ

ンルが多様であることが分かる。この時期は、前期と比べ戯劇、ホルボー、話劇、評

劇、オペラ、舞劇がなくなり、新たに馬頭琴曲、マジック、合奏曲、サックス演奏が

加わった。 

 

② 上演作品の由来 

 上演作品の由来はオリジナルと導入と改変、及び由来不明の 4 種類がある。オリジ

ナルには 36 作品があり、導入が 12 作品である。改変が 4 作品と由来不明は 5 作品で

ある。 

 オリジナルはウラーンムチルの隊員が自ら積極的に作った作品である。草創期から

あったものであるが、より活発に創作されている。オリジナル作品が 60％を超えてい

る。 

 導入では具体的に、2003 年にサックス演奏「ゴーイング・ホーム」を他国のアメリ

カから、2005 年に内モンゴル歌舞劇団から馬頭琴曲「草原は北京と連なる」、「初めて

上った太陽」を導入している。2008 年の歌「四渡の赤水に強い兵士がいる」と「内モ

ンゴルに喝采する」は漢人が制作した作品を導入したものである。2010 年の歌「私の

根は草原にある」はモンゴル人創作の歌で、ほかの歌舞団から導入している。2010 年

のマジック「変身する人間」、「刀剣が通る身体」は赤峰市群衆芸術館から導入してい

る。2011 年の歌「復興に向かう」は中国共産党中央軍事委員会の政治工作部歌舞団か

ら導入し、快板「タバコ製造者の心は共産党に向かう」をオンニュート旗タバコ製造

会社から導入した。2012 年の合奏曲は「白塔」と「黒い駿馬」はシリンゴル盟音楽制

作者から導入した。 

 改変した作品は元々あった作品のジャンルを変える、或いは内容を変えるものであ
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る。2006 年のダンス「横立ちの兄嫁」はモンゴル民歌をダンスとしてアレンジした作

品である。2006 年のダンス「吉祥の三つの宝」は歌「吉祥の三つの宝」をダンスに改

編した。2011 年の「鷹」は 2000 年の舞劇「生命の歌」をダンスとして改編した。2012

年のダンス「お母さん、私が行くよ」は歌「遠方の親戚」にダンスを付けたものであ

る。 

 由来不明は制作者や導入元が不明の作品である。2004 年のダンス「吉祥の草原」、

2005 年の歌「お祝い」と「チンギス・ハーン」及び 2012 年の歌「遠方の親戚」と馬

頭琴曲「遠征する」である。 

 演目の導入や改変から、馬頭琴曲が多く導入されたことが分かった。またアメリカ

からサックス演奏「ゴーイング・ホーム」が導入されたことはオンニュート旗ウラー

ンムチルにグローバル化の影響が広がったことが見て取れる。 

 

③ 上演作品の制作者 

 制作者については、振付、作詞、作曲、指導、パフォーマンスに分類する。 

 

（1）振付 

 振付は哈斯図雅、ボラグ、李玉珍、斯琴巴特爾、陳玉華、鮑青海、扎那の 7 人であ

る。この中で、哈斯図雅、ボラグ、李玉珍、斯琴巴特爾、鮑青海の 5 人はオンニュー

ト旗ウラーンムチルの隊員である。 

 哈斯図雅はモンゴル人で、ダンス「ジャスミン」、「天国」など 17 の作品に振付を

している。 

 ボラグはモンゴル人で、ダンス「草原を祝福する」を哈斯図雅と共に振付している。 

 李玉珍は漢人で、2005 年のダンス「キタイの狩人」と「草原人民の挨拶」、「扇子踊

り」の 3 作品を哈斯図雅とともに振付している。 

 斯琴巴特爾はモンゴル人で、2005 年のダンス「赤い紬の踊り」を振付している。

2008 年のダンス「八匹馬の賛」、2010 年のダンス「心の声」、「祈願」の 4 作品を鮑青

海と哈斯図雅とともに振付している。 

 鮑青海はモンゴル人で、ダンスの「八匹馬の賛」を巴特爾と共に振付している。 

 陳玉華は文化館退職者の漢人で、2006 年ダンス「少女のカバン」を哈斯図雅と共に

振付している。 

 扎那は内モンゴル歌舞団の所属で、2009 年のダンス「刺繍」を振付している。 

 

（2）作詞 

 作詞は王玉民、張成富、ブリン・バヤル、賀緑汀、孫義勇、秦錦屏、色・烏日吉巴

音、催富、李維福、張涛、郭秀英、宝星、白立平、孫岫嶺、高明朱の 15 人と 1 つの機

構としてタバコ製造会社がある。この中で、張成富だけがオンニュート旗ウラーンム

チルの所属である。 

 王玉民は所属不明で、2003 年の歌「忘れない貴方の微笑み」を作詞している。 
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 張成富は漢人で、2003 年の歌「一番可愛人」を作詞・作曲している。 

 ブリン・バヤルはモンゴル人の歌手で、2006 年のダンスの歌である「吉祥の三つの

宝」を作詞・作曲している。 

賀緑汀は漢人の音楽家で、2008 年の歌「四渡の赤水に強い兵士がいる」を作詞・作

曲している。 

孫義勇は漢人の会社員で、2008 年の歌「内モンゴルに喝采する」を作詞している。 

秦錦屏は漢人作家で、歌 2010 年の歌「兄弟姉妹と一緒に暮らす」を作詞している。 

色・烏日吉巴音はオンニュート旗中学校の所属のモンゴル人で、2010 年の歌「美し

い」を作詞している。 

 催富はモンゴル人の作家で、2010 年の歌「私の根は草原にある」を作詞している。 

李維福は教育部の『中国情報技術教育』雑誌社所属の漢人で、2011 年の歌「復興に

向かう」を作詞している。 

張涛はオンニュート旗文化館の定年退職者の漢人で、2012 年の歌「オンニュートは

私の可愛故郷」を郭秀英とともに作詞している。 

郭秀英はオンニュート旗図書館の定年退職者の漢人で、2012 年の歌「オンニュート

は私の可愛故郷」を張涛とともに作詞している。 

 宝星は所属と民族は不明で、2012 年の歌「草原は我が美しい故郷」を作詞している。 

白立平は赤峰市民族歌舞団所属の満洲人で、2012 の歌「私の馬頭琴」を作詞してい

る。 

 孫岫嶺は所属と民族は不明で、2012 年の歌「歌う我が祖国」を作詞している。 

 高明朱は所属と民族は不明で、2012 年の歌「龍の故郷の歌」を作詞している。 

 タバコ製造会社は、2011 年の快板「タバコ製造者の心は共産党に向かう」を作詞し

ている。 

 

（3）作曲 

 作曲は張成富、ケニー・G、ウォルター・アファナシェフ、チ・ボラグ、宋滙林、

ブリン・バヤル、多建平、賀緑汀、張宏光、烏恩、趙金宝、岱欽、印青の 13 人であ

る。張成富と烏恩のみオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 張成富は漢人で、歌「忘れない貴方の微笑み」、「一番可愛い人」など 5 つの作品を

作曲している。 

 烏恩はモンゴル人で、2010 年の歌「兄弟姉妹と一緒に暮らす」と「美しい」の 2 作

品を作曲している。 

 ケニー・G とウォルター・アファナシェフはアメリカ人で、2003 年のサックス演奏

「ゴーイング・ホーム」（1989）を作曲している。 

 チ・ボラグはモンゴル人で、2005 年の馬頭琴曲の「草原は北京と連なる」と「初め

て上った太陽」を作曲している。 

宋滙林はバーリン右旗ウラーンムチルのモンゴル人隊員で、ダンス「キタイの狩人」

や「鳳凰の踊りと龍の声」など 6 作品に作曲している。 
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ブリン・バヤルはモンゴル人の歌手で、2006 年のダンスの歌である「吉祥の三つの

宝」を作詞・作曲している。 

多建平は所属と民族は不明で、2008 年のダンス「八匹馬の賛」を作曲している。 

 賀緑汀は漢人の音楽家で、2008 年の歌「四渡の赤水に強い兵士がいる」を作詞・作

曲している。 

張宏光は中国电影音乐研究院の所属の朝鮮人で、2008年の歌「内モンゴルに喝采す

る」を作曲している。 

趙金宝は旧郭爾羅斯歌舞団所属のモンゴル人で、2010 年の歌「私の根は草原にあ

る」を作曲している。 

 岱欽はモンゴル人の音楽制作者で、2010 年のダンス「心の声」と「祈願」、及び 2012

年の合奏曲「白塔」と「黒い駿馬」の 4 作品を作曲している。 

印青は中国共産党中央軍事委員会の政治工作部歌舞団所属の漢人で、2011 の歌「復

興に向かう」を作曲している。 

 

（4）指導  

 指導は盧艶萍と卒武華の 2 人の漢人で、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員であ

る。2 人はタバコ製造会社の作った快板「タバコ製造者の心は共産党に向かう」を指

導している。 

 

（5）パフォーマンス 

 パフォーマンスは徐国梁と張燕の漢人の 2 人で、赤峰市群衆芸術館の職員である。

2010 年のマジック「変身する活人」、「刀剣が通る身体」を創作し、パフォーマンスし

ている。 

 

まとめ 

 創新期における上演作品の制作者と作品から、ウラーンムチルはオリジナル作品だ

けでなく、多くの人気作品を導入し、演じていたことが分かる。 

  

④ 上演作品のテーマとその変遷 

 上演作品の内容について、様々なテーマの作品が見られる。この時期は、政治性が

ない作品はほとんどである。例えば、2002 年のダンス「ジャスミン」、「天国」、「緑の

春」、2003 年のサックス演奏「ゴーイング・ホーム」、ダンス「モンゴル族の結婚式」、

「草原の春」、2005 年の「チンギス・ハーン」、馬頭琴曲「初めて上った太陽」、ダン

ス「草原を祝福する」、「キタイの狩人」、「鳳凰の踊りと龍の声」、2006 年のダンス「少

女のカバン」、「母乳を飲み進める歌」、「吉祥の三つの宝」、2007 年のダンス「マラン

ホワー」、2008 年のダンス「八匹馬の賛」、2009 年のダンス「刺繍」、2010 年の歌「美

しい」、「私の根は草原にある」、マジック「変身する人間」、「刀剣が通る身体」、2012

年の「草原は我が綺麗な故郷」、「私の馬頭琴」、合奏曲「白塔」、「黒い駿馬」、ダンス
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「お母さん、私が行くよ」である。以下はテーマごとに分類する。 

 共産党や兵士を讃えた作品として、2004 年の歌「辺境兵士を見る」、「服を洗う」、

2008 年の歌「四渡の赤水に強い兵士がいる」、「内モンゴルに喝采する」、2011 年の快

板「タバコ製造者の心は共産党に向かう」と歌「太陽の頌」などがある。 

 社会主義社会とその政策、民族の団結を讃えた作品として、2010 年の歌「兄弟姉妹

と一緒に暮らす」、「大愛と大善の大中国」、2011 年の歌「愛する中華」、「復興に向か

う」、2012 年の歌「歌おう我が祖国」などである。 

 続いて、政治性のない作品は以下である。 

 地域・故郷・草原を賛美した作品は、2002 年のダンス「天国」、2004 年のダンス「吉

祥の草原」、2005 年のダンス「草原を祝福する」、ダンス「鳳凰の踊りと龍の声」、2009

年の歌「私の根は草原にある」、2011 年のダンス「草原の娘」、2012 年の歌「オンニュ

ートは私の可愛い故郷」、「龍の故郷の歌」である。 

 医者の事業を讃えた作品は、2003 年の歌「一番可愛い人」、ダンス「天使賛」であ

る。 

 季節・植物・動物・大地・自然を讃えた作品は、2002 年のダンス「緑の春」、2003

年のダンス「草原の春」、2007 年のダンス「マランホワー」、2010 年の歌「美しい」、

ダンス「鷹（生命の歌）」、2012 年の歌「草原は我が綺麗な故郷」である。 

 家庭・親戚・生活を讃えた作品として、2003 年のダンス「モンゴル族の結婚式」、

2006 年のダンス「吉祥の三つの宝」、2010 年のダンス「心の声」、2012 年の歌「遠方

の親戚」、ダンス「お母さん、私が帰るよ」である。 

 モンゴル歴史や伝統・文化・技術・民俗を賛美した作品として 2005 年の歌「チン

ギス・ハーン」、馬頭琴曲「初めて上った太陽」、2006 年のダンス「少女のカバン」、 

「母乳を飲み進める歌」、2009 年ダンス「刺繍」、2012 年の歌「私の馬頭琴」である。 

 家畜を讃えた作品は 2008 年のダンス「八匹馬の賛」と 2012 年の合奏曲「黒い駿馬」

である。 

グローバル化の影響を受け、2003 年にサックス演奏「ゴーイング・ホーム」が導入

されている。 

 全く新たな演目ジャンルとして 2010 年にマジック「変身する人間」、「刀剣が通る

身体」が導入された。 

ウラーンムチルの上演作品のテーマとその変遷から、創新期における演目の特徴は、

草創期・文革期・回復期・改革期の継続であるとともに、地域の特徴プラスモンゴル

人の伝統・文化・技術・家庭・生活を表現した作品を多く制作するようになったこと

が分かる。 

 

5.3 まとめ 

 上演作品については、演目の種類は増えている。馬頭琴演奏やサックス演奏のよう

な楽器及びマジックなどの新たなプログラムが取り入れた。さらに、「チンギス・ハ

ーン」や「キタイの狩人」など歴史人物や伝統文化の要素を積極的に取り入れている。
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まさしく、胡錦涛の提唱する社会の各分野の「全面的」で、かつ「持続可能な発展」

観によるものと考えられる。ウラーンムチルは胡錦涛の行ってきた政策を確実に実行

している。また、サックス演奏「ゴーイング・ホーム」はアメリカのサックスミュー

ジシャンのケニー・G の作った曲であり、ウラーンムチルは 1980 年の後半からこう

した作品を積極的に取り入れている。さらに、「綺麗な故郷のオンニュート」、「オン

ニュートは私の可愛故郷」というようにオンニュート旗の地域性を表現し、作品化し

ている。モンゴル人の伝統・文化・歴史・民俗・技術を讃えた作品が注目される。 

 

小結 

 本章は、胡錦濤の科学的発展観時代のウラーンムチル（2002 年～2012 年）の実態

である。江澤民に続いて、胡錦涛時代に代わり、「科学的発展観」と「社会主義調和社

会」の政策を打ち出した。つまり社会の各分野の「全面的」で、協調した「持続可能

な発展」観による政策である。胡錦涛は社会主義現代化の発展を新たな段階に加速化

するため、新農村、新牧畜地域の建設及び新型城鎮化建設という政策を行っている。

一方で、文化を国家のソフト・パワーとして強調し、民族の凝集力をアップさせ、経

済成長を図った。つまり、この時期はウラーンムチルの創新期である。 

 こうした政策を受け、内モンゴルでは、2002 年から「民族文化大区」建設に関する

目標が決められた。さらに 2003 年に文化事業における財政支援が強化され、文化イ

ンフラの建設をレベルアップし、文化事業に関する税の優遇政策などが実施された。 

 2005 年に内モンゴル自治区政府には「ソム・郷鎮の文化ステージの建設プロジェク

ト」が実施された。こうした政策を受け、2011 年末まで自治区のソム・郷鎮に 910 の

文化ステージが創立された。しかし、この時期の文化ステージの数は、江澤民時代の

1996 年の 1,500 余の文化ステージと比べ 590 余少ない。このことは、内モンゴルの文

化事業が江澤民の社会主義市場経済政策に強く影響をうけ、長い時間をかけて回復し

ていたことを示す。 

 2006 年から胡錦涛の新農村、新牧畜地域の建設及び新型城鎮化建設の政策を受け、

内モンゴルでは、社会主義の新農村の建設に関する会議やシンポジウムなどが行われ

た。 

この時期の内モンゴルにおける文化事業の統計データについて 2012 年の芸術歌舞

団の数が 16 年前の 1996 年より 20 団体増え、職員は 717 人増加した。データから、

胡錦涛時代の芸術歌舞団は江澤民時代より増加したことが分かった。また中国少数民

族自治区における 2006 年と 2010 年のデータから文化館が 55 余（8.7％）減少し、文

化ステージが 3,156 余（167.3％）増加したことが分かった。このことから、中国少数

民族自治区において、文化館より文化ステージが重要視されていたことが窺える。 

 胡錦濤の科学的発展観時代はウラーンムチルの創新期で、オンニュート旗ウラーン

ムチルは胡錦涛の掲げていた「小康中国（ゆとりのある社会の中国）」というテーマ

でドラマを制作した。また、オンニュート旗ウラーンムチルには、内モンゴル自治区

の元主席のブヘは「民族芸術を発展し、先進文化を宣伝する」と揮毫を贈った。2003
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年、春に中国でサーズウイルスが流行し、ウラーンムチルは医者を讃えた作品を中心

に制作した。さらに、2010 年に青海省玉樹チベット自治州に地震が発生し、ウラーン

ムチルは募金を行ったとともに被災者に向け、励ます演目を制作した。 

 この時期におけるオンニュート旗ウラーンムチルの上演作品から、改革期を続けて、

演目の種類は馬頭琴演奏とサックス演奏とマジックが増えた。演目のテーマとしては、

草創期・文革期・回復期・改革期を続いて、共産党や兵士、社会主義社会思想、民族

の団結などを讃えている。一方で、地域・故郷・生活などテーマの作品が増えた。さ

らに、これらにプラス、モンゴル歴史・伝統・文化・技術・民俗などテーマの作品も

増えた。この時期は、ウラーンムチルの「創新期」（郭・周編 2017：29-57）と言われ

ているが、演目の内容には創新的なものは見つかっていない。演目のジャンル的には

マジック、サックス演奏が新しい演目ジャンルとして加わっている。 
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第九章 習近平の中国夢の新時代のウラーンムチル（2013年-現在） 

 

本章では、まず習近平が打ち出した「中国夢」と「新時代の中国の特色ある社会主

義」政策の実施経緯について記述する。次に、この政策下での内モンゴルの文化政策

と文化事業を概観する。続いて、この時期におけるオンニュート旗ウラーンムチルの

活動状況を述べる。その上で、オンニュート旗ウラーンムチルの上演作品を分析する。 

 

1 「新時代の中国の特色ある社会主義」政策の実施 

 2012 年、習近平は中国共産党第 18 期中央委員会第 1 回全体会議（第 18 期 1 中全

会）において第五世代の中国共産党中央委員会の総書記に抜擢され、翌年の第 12 期

全国人民代表大会第1回会議において国家主席・国家中央軍事委員会の主席になった。

習近平は 2012 年「復興の道」という展覧会を見学した時の講話で以下のように述べ

ている（中共中央文献研究室編 2013：123）。 

 

今は、皆が中国の夢を討論している。中華民族の復興を実現することは、中華民族の

近代以来最大の夢である。 

 

つまり「中華民族の偉大なる復興」である。第 12 期全国人民代表大会第 1 回会議

でさらに中国の夢を以下のように強調した（中共中央文献研究室編 2013：138-139）。 

 

中国の夢を実現するには、中国の力を凝集する必要がある。それは、中国の各民族人

民の大団結による力である。中国の夢は民族の夢であり、すべての中国人の夢である⋯。

中国の夢は結局のところ人民の夢であり、人民の依頼によって実現するものであり、人

民に絶えず福を作るべきだ。 

 

習近平は 2014 年 11 月に中国北京市で開催されたアジア太平洋経済協力（APEC）

首脳会議で「一帯一路」を提唱した。中国からユーラシア大陸を経由してヨーロッパ

につながる陸路を「一帯」とし、中国沿岸部から東南アジア、南アジア、アラビア半

島、アフリカ東岸を結ぶ海路を「一路」とする二つの路線に沿った地域で、インフラ

整備、貿易、資金の往来を促進する計画である。 

 習近平は、さらに 2017 年の 10 月 18 日の中国共産党第十九次全国代表大会（以下

は党の十九大）では、「中国の特色のある社会主義が新時代に進入した」と発言した。

習近平の発言した「中国の特色のある社会主義が新時代に進入した」では、「立ち上

がる（站起来）」、「豊かになる（富起来）」、「強くなる（強起来）」という三つの政治思

想が強調された。以下は遠藤誉のまとめを参考に習近平の三つの政治思想について説

明する81。 

 
81 習近平「新時代の中国の特色ある社会主義」思想とは？―ヤフーニュースを参考（2021

年 9 月 6 日閲覧）https://news.yahoo.co.jp/byline/endohomare/20171022-00077240 
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 「立ち上がる」とは中華民族が長い屈辱の歴史（アヘン戦争以来の）から遂に立ち

上がったことを意味し、それが 1949 年 10 月 1 日に新中国（中華人民共和国）が

誕生した日を指す。この時代は毛澤東時代で、文化大革命（1966-1976 年）が終息

までである。 

 「豊かになる」とは、1978 年 12 月に鄧小平が「改革開放」を唱えてから中国が豊

かになり始めた時期を指す。つまり鄧小平時代である。 

 「強くなる」とは毛澤東時代と鄧小平時代も終わり、新たに中国が経済強国、軍事

強国として「強国化」した時代である。 

 

 習近平の報告である「中国の特色のある社会主義が新時代に進入した」とは、つま

り中国が強くなる「強国化」した時代である。この報告の中で、「豊かになる」鄧小平

時代を江澤民時代、胡錦涛時代まで続け、「強くなる」のは、自らの時代であることを

主張した。習近平のこの発言は中国共産党トップの政治キャッチフレーズとして普及

した。このキャッチフレーズは、毛澤東思想、鄧小平理論、江澤民の「三つの代表」

思想、胡錦涛の「科学的発展観」と同じように「習近平新時代の中国の特色ある社会

主義思想（習近平新時代中国特色社会主義思想）」と言われている。 

 文化事業において、習近平は 2014 年 10 月 15 日の文芸工作者の座談会に参加し、

講話を行った。習近平の講話内容は以下のようなものである（中共中央文献研究室編

2016：198-202）。 

 

「中華民族の偉大なる復興」を実現するためには、中華文化を繁栄させる必要が

ある。文芸工作者には社会主義の核心的な価値観を広める独特の機能がある。社会

主義の核心的な価値観の根本的で永遠に守るべきものは愛国主義である。さらに共

産党の指導は社会主義文芸発展の基本的な保証である。 

 

習近平のこの講話を 2015 年に中国中央政府は「中共中央の社会主義文芸の繁栄発

展に関する意見」という形で公文書として全国に配り学ばせた。 

 

2 内モンゴルの文化政策 

 習近平の文芸に関する講話を受け、内モンゴル自治区政府の宣伝部は 2016 年に内

モンゴルの文芸工作者に習近平の文芸講話を実施する通知（公文書）を下した。通知

の内容はこのようなものである。 

 

各旗県・市のウラーンムチルや、専門的な芸術団体は習近平総書記の文芸工作講

談である「中共中央の社会主義文芸の繁栄発展に関する意見」を実施する。文芸団

体は、習近平の講話内容をもとに演目を創作し、公演や奉士を行う。また自治区共
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産党委員会及び政府の中心工作である「十ヵ全覆蓋」プロジェクト82や「内モンゴ

ル自治区文化庁の 2016 年の事業計画」に沿って文化活動を行う。そのため、「草原

文芸の毎日の公演－民衆向けの公演プロジェクト」を主旨に、具体的に「民衆向け

公演を村の隅々にまで（惠民演出全覆盖）」、「百の芸術団が千回に渡って公演する

（百团千场下基层）」、「草原の音楽週末（草原音乐周末）」、「草原芝居公演の月（草

原戏剧演出月）」、「内モンゴルの舞踊の四季祭り（四季内蒙古舞蹈季）」、「一帯一路

のウラーンムチル公演旅（一带一路—乌兰牧骑行）」という 6 つの公演プロジェクト

を設ける。こうした活動を通じて、地域と都市と農村を協力させ、文化の発展を促

す。習近平総書記の重要講話内容の精神を堅持し、「中国の夢」と「社会主義の核心

的な価値観」を巡り活動を広めるべきである。 

 

通知には、さらに民族文化の強い区域を建設することを促し、祖国の北疆では文化

の繁栄した地域をつくるべきであると書かれている。この祖国の北疆とは、内モンゴ

ル自治区を指している。 

6 つの公演プロジェクトである「民衆向け公演を村の隅々にまで」とは、「十ヵ全覆

蓋」プロジェクトを宣伝し、内モンゴルのすべての芸術団体が農村、牧畜地域を主と

し、1 年に合わせて 7,000 回以上の公演を行い、1 つの芸術団体が平均 100 回以上の

公演を行うプロジェクトである。 

「百の芸術団が千回に渡って公演する」とは、内モンゴルのすべての芸術団体が元

旦から春祭り83まで、農村・牧畜地域の基層地域で合わせて 1,000 回以上の公演を行

い、1 つの芸術団体が平均 10 回以上の公演を行うプロジェクトである。 

「草原の音楽週末」は、都市に直属する歌舞団が内モンゴル民族芸術劇院と各盟・

市における文化局の指示とともに週末の時間を利用し、決められた場所に公演を行う

ことで、「草原の音楽週末」というブランドを立ち上げるプロジェクトである。 

「草原芝居公演の月」とは、自治区政府が全区の歌舞団から優秀な演目を選び、内

モンゴルの演芸連盟を組織し、1 ヵ月間に巡回公演を行うプロジェクトである。 

「内モンゴルの舞踊の四季祭り」とは、各盟・市の歌舞団がその地域の文化局の指

導下で毎年、季節ごとに、一回優秀舞踊の公演を行うプロジェクトである。 

「一帯一路のウラーンムチル公演旅」とは、ウラーンムチルは国家の芸術基金の基

で、「一帯一路」の戦略とともに内モンゴルを宣伝し、「一帯一路」地域に巡回公演を

行うプロジェクトである。 

 
82 2014 年から内モンゴルに実施した郷村建設プロジェクトである。主に十ヵ項目を建

設する事を指す。1.危険家屋を修繕する。2.飲み水を安全に使用する設備の設置であ
る。3.郷村と町のインフラ整備の建設である。4.村に給電所を設置する。5.村に広報テ
レビ通信設備の設置である。6.寄宿舎の建設と安全改造である。7.郷村に標準化した
衛生室の設置である。8.郷村に文化活動室の設置である。9.村民に利便なスーパーマ
ーケットの設置である。10.農村、牧畜地域に長期的に住む人々の医療保険と社会保障
を実現する。―中国人民のネットを参照（2016 年 12 月 9 日閲覧）。 
http://tv.people.com.cn/GB/28140/399095/ 

83 中国で旧正月になると芸術歌舞団が連携し共演することを「春祭り連携公演会（春節
連歓晩会）」という。歌舞団が旧正月の夜に行う公演のことをいう。 
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 上述以外、鄧小平時代からあった公共文化プロジェクトとして文化ステージの創立

は、「村々まで繋がる」（村村通）というスローガンとして再び強調され、内モンゴル

の各地域に「中国民間文化芸術の村」の一環として「村の文化大院」が設置された。 

 以上の政策に続いて、さらに 2017 年 8 月、ウラーンムチル創立 60 周年を機にス

ニド右旗ウラーンムチルは習近平にウラーンムチルの活動に関する報告を行ってい

る。ウラーンムチルが習近平の手紙の返信を受け取ったのは 2017 年 11 月 21 日とい

う。以下は、その内容を中国語から翻訳したものである。 

 

 スニド右旗ウラーンムチルの隊員たちへ：あなた達の手紙からウラーンムチルの発

展と党と人民に対する愛や事業に対する並々ならぬ熱心さが伝わってきて、たいへ

んうれしく思う。ウラーンムチルは全国文芸戦線の旗印である。第一ウラーンムチ

ルがあなた達の故郷に誕生して、60 年以来、ウラーンムチル隊員は、風雪をものと

もせず、寒暑をいとわず、長くゴビや草原を転々跋渉して、天をテントと為し、地

を舞台と為し、広大なる農牧民たちに歓楽と文明をもたらし、党の声と配慮を伝え

てきた。ウラーンムチルが絶えず明らかにしてきたことは、人民は芸術を必要とし、

芸術もまた人民を必要とすることである。新たな時代、あなたたちに希望すること

は、党の十九大精神を手本に、ウラーンムチルの優秀な伝統を継承し、生活の土壌

に根差し、牧畜民大衆に奉仕する。新たな文芸を創作し、地域に根差した文芸創作

にさらに努め、継承に値する優秀な作品を作り、永遠に草原の「紅色文芸軽騎兵」

たらんことである。 習近平（自署）2017 年 11 月 21 日 

 

 習近平のウラーンムチルに送ったこの返信がウラーンムチルのブームを招いた。そ

の例として、内モンゴル全区でウラーンムチルから学ぶ活動を行い、内モンゴル政府

が各ウラーンムチルに、大型バスを一台送った。また、ウラーンムチルの活動が例年

より多くなった。ウラーンムチルは、繁栄期を迎えた。 

 習近平の手紙の返信を受け、中国中央宣伝部は 2017 年 12 月 17 日に「習近平書記

の重要指示精神である新時代の「紅色文芸軽騎兵」を勉強し、実施する通知」を全中

国の文芸界の人々に下した84。この通知を受け、さらに各領域がウラーンムチルから

学ぶことになった。 

 

3 内モンゴルの文化事業 

 内モンゴルにおける 2018 年の統計データでは、芸術歌舞団は 226 団体で、団員（隊

員）は 7,993 である（賀 2019：372）。これは胡錦涛時代の 2012 年の統計データより、

89 団体が増加し、1,663 人の団員（隊員）が増加している。また文化館は 120 余で、

1,918 人の職員である。文化ステージは 1,093 で、3,066 人の職員である（内蒙古統計

局 2019：353）。胡錦涛時代は、内モンゴルの文化館について統計データが見つかって

 
84 中国中央宣伝部の通知―中国人民共和国中央政府ネット（2021 年 9 月 19 日閲覧） 
  http://www.gov.cn/xinwen/2017-12/17/content_5247892.htm  

http://www.gov.cn/xinwen/2017-12/17/content_5247892.htm
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いないため、比較できない。ただし、文化ステージは 2011 年の 910 余より、183 余増

加している。このように芸術歌舞団と文化ステージの統計データから習近平時代にお

ける内モンゴルの文化事業が繁栄している傾向が窺える。 

 

4 オンニュート旗ウラーンムチルと他の文化事業 

 オンニュート旗ウラーンムチルは習近平の時代、国家の政策やオンニュート旗政府

の指示とともにさまざまな活動を行っている。大きなイベントとして 2017 年の内モ

ンゴル自治区成立 70 周年、烏蘭牧旗成立 60 周年を記念する活動が注目される。内モ

ンゴル自治区は 1947 年 5 月に成立し、2017 年 5 月に 70 周年を迎えた。ウラーンム

チルは 1957 年 6 月に成立し、2017 年 6 月に 60 周年を迎えている。オンニュート旗

ウラーンムチルはこの 2 つを記念するため、2017 年 6 月 25 日と 26 日の 2 日間オン

ニュート旗演芸センターとオンニュート旗の海垃蘇鎮において、ウラーンムチル活動

に関する報告公演を行った。この公演では、ウラーンムチルの定年退職の隊員も参加

し、オンニュート旗ウラーンムチルの草創期から現在までの演目である「頂碗踊り」、

「パトロールの夜」、「楊子栄が虎を打つ為に山に登った」、「緑葉の情け」、「刺繍」な

ど演目を披露した85。 

 また同年の 2017 年 11 月 21 日、スニド旗ウラーンムチルは中国国家主席習近平の

返信を受けたことで、2017 年 11 月 25 日、元内モンゴル自治区主席（2016 年 6 月～

2021 年 8 月）の布小林（ブヘの娘）がオンニュート旗ウラーンムチルを訪問し、習近

平がスニド右旗ウラーンムチルに返信した指示を実施するように強調した。布小林は、

以下のように述べた86。 

 

  総書記がウラーンムチルを配慮していることは、ウラーンムチルは全国の文芸界

の旗印であることを肯定しているのと等しいものだ。これは、総書記によるウラー

ンムチルに対する激励と希望である。今は新時代に入り、我々の国が力強くなって

いる。そのため、文芸事業も必ず強化しなければならない。みなには、文化に自信

をもって、ウラーンムチルという旗印を新時代の新目標にして、もっと輝かしい成

果を出してほしい。 

 

 布小林のいう「新時代の新目標」とは、習近平時代において新たな実績を出すこと

を意味する。オンニュート旗ウラーンムチルは布小林の指示を受け、早速ウラーンム

チルのリハーサル室において、これまでの写真や楽器や服装などを展示し、約 1 ヵ月

間の展覧会を行った。ウラーンムチルの公演活動が例年より2倍ぐらい増えたという。

さらにウラーンムチルの活動に関するシンポジウムや座談会も開かれている。 

 
85 オンニュート旗ニュース（2021 年 9 月 19 日閲覧）―ウラーンムチル 60 周年を祝う活
動 https://mp.weixin.qq.com/s/hB0jMr4oRqNQFUsu3k4okw 

86 オンニュート旗ニュース（2021 年 9 月 19 日閲覧）―布小林のウラーンムチルに対す
る講話内容 https://mp.weixin.qq.com/s/1D_OVB4Z7-pLw_QkIEZoGg 



141 

 2019 年 10 月、中華人民共和国が成立 70 周年を迎えるため、オンニュート旗ウラ

ーンムチルは同年 8 月に、オンニュート旗の街及び農業、牧畜地域を巡回し、「中華

人民共和国 70 周年の祝う文芸公演」を行った。その中で、特徴的な公演は、8 月 7 日

に中国人民銀行のオンニュート旗支店、オンニュート旗金融と投資促進局の主催の下、

「オンニュート旗金融ウラーンムチル」という名称で行われたオンニュート旗の演芸

センターに中国成立 70 周年を祝う公演である87。 

 2019 年の 8 月中旬から 9 月末まで、オンニュート旗ウラーンムチルは習近平が約

30 年前から掲げていた「脱貧困」プロジェクトとして農業や牧畜地域を巡回し、公演

を行った。習近平は 1992 年に『脱貧困』という本を書いている。習近平は 2013 年か

ら中国国家主席になり、彼のこれまでのあらゆる思想的実業が宣伝された。 

 2020 年 1 月末から 3 月末まで、オンニュート旗は中国で拡散したコロナ・ウイル

スの影響で封鎖された。こうした中、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員は、オン

ニュート旗の街である団地の封鎖に従事した。隊員は街の様々な団地に行き、1 人毎

日少なくとも 8 時間の警備を担当したという。 

 ウラーンムチル以外の他の文化事業に関してはデータや資料がないため、省略する。

以下はこの時期のウラーンムチルの上演作品を分析する。 

 

5 繁栄期の上演作品 

 繁栄期は 2013 年から現在（2021 年）までの時期を指す。この時期の上演作品につ

いて、演目パンフレットを参考にした。その理由は、『オンニュート旗ウラーンムチ

ル誌』には、2012 年以降の記載がないからである。そのため、筆者がフィールド調査

で収集した演目パンフレットを分析する。ウラーンムチルは毎年多くの演目パンフレ

ットを制作している。ここで取り上げる演目パンフレットは以下の 4 つで、3～4 年の

間隔で制作されたものであり、この時期の演目の変化を見る上で必要とされる。 

 ①は、2013 年のオンニュート旗春祭り（旧正月・春節晩会）の演目パンフレット。 

 ②は、2013 年の赤峰市誕生 30 周年を祝うイベントの演目パンフレット。 

 ③は、2016 年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレット。 

 ④は、2020 年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレット（電子版）。 

以下では、まずオンニュート旗ウラーンムチルの 2013 年春祭り演目を分析する。 

 

5.1 オンニュート旗ウラーンムチルの 2013年春祭り演目 

5.1.1 ウラーンムチルの公演形態 

 ウラーンムチルは、通常は牧畜地域や農業地域を巡回し、公演する。それとは別に

旗における春祭りや祝日など大きなイベントでは単独、もしくはほかの歌舞団と連携

し、別途会場や劇場を設けて公演を行う。ほかの歌舞団とは、私立の民営歌舞団のこ

 
87 オンニュート旗ニュース（2021 年 9 月 19 日閲覧）―オンニュート旗ウラーンムチル
の金融機関と連携した公演 

 https://mp.weixin.qq.com/s/VD6OCaimQuyjrkmGc5p2aQ  

https://mp.weixin.qq.com/s/VD6OCaimQuyjrkmGc5p2aQ
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とである。こうした民営歌舞団には、小学生を始め大人まで参加できる。例えば、オ

ンニュート旗には、小学生向けのダンス訓練班として「芸娃娃舞踏訓練班」と「小天

䳘芸術団」が存在し、定年退職した老年を中心とした「老幹部局龍郷芸術団」が存在

する。また音楽が好きな人がバンドを組織することもある。 

 赤峰市88のような大都市におけるイベントでは、ほかの旗の歌舞団や大都市の歌舞

団と連携し共演することが多い。こうした際、公演パンフレットはウラーンムチルが

自ら制作することもあれば、ほかの歌舞団が制作する場合もある。 

 赤峰市には、赤峰市民族歌舞劇院がある。赤峰市民族歌舞劇院は、京劇団、話劇団、

モンゴル民族楽団を含みウラーンムチル（約 40 人の隊員）より人数的に約 100 人を

超え、規模が大きい歌舞団である。赤峰市民族歌舞劇院は主に赤峰市の市庁所在地で

活動を行う。赤峰市の市庁所在地は 3 つの区に分類されている。赤峰市には、1 つの

民族歌舞劇院（赤峰市民族歌舞劇院）とオンニュート旗ウラーンムチルを含む 11 の

ウラーンムチルが存在する。これらの歌舞団が赤峰市の市庁所在地で行う大きなイベ

ントであれば、すべてが集まることになる。具体的には、2013 年の赤峰市成立 30 周

年を記念するイベントでは、これらの歌舞団が集まり 3 日をかけて公演を行った。 

 以下はオンニュート旗ウラーンムチルの連携公演をみることによって、ウラーンム

チルの大きなイベントでの活動状況と立ち位置を分析する。さらに地域政府と文化局

が芸術団体と芸能人に行った方針とコントロールについて考察する。 

 

5.1.2 2013年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレット 

 2013年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレットは一枚のA3サイズの紙で両面

印刷されている。パンフレットの表面の真ん中には、「演目表」という文字がモンゴ

ル語と中国語の縦文字で書かれている。その上に横書きのデザインでモンゴル語と中

国語で「オンニュート旗 2013 年の春祭り連携公演会（翁牛特旗 2013 年春節連歓晩

会）」と公演のタイトルとして書かれている。中国で旧正月になると芸術歌舞団が連

携し共演することを「春祭り連携公演会（春節連歓晩会）」と言い、あるいは「春祭り

（春晩）」という。その意味は新年を迎え、新年の喜びを祝うためである。 

さらに春祭りでは、主にその年に一番人気だった作品を披露する。パンフレットの

「2013」という数字は龍で表現されている。パンフレットの裏面の頂上には、表面に

書かれていた公演のタイトルが中国語で書かれている。その下には、演目の順番、演

目名、振付、演者などの情報が中国語で書かれている。最後の演目の下には、公演日

として「2013.02.01」と書かれている。パンフレットの裏面のデザインではモンゴル

模様とオンニュート旗のシンボルとしての玉が使われている。 

オンニュート旗春祭りのパンフレットの作成過程として、まずオンニュート旗の文

化局がウラーンムチルの隊員とともに演出に関する参加者を決める。参加者を決めた

ら、演出の順番を決め、オンニュート旗政府にパンフレット作成に関する許可を取る。

 
88 内モンゴル自治区の東南部に位置する。面積は約 9 万 k ㎡で、人口は約 400 万人であ

る。内モンゴルの第一人口の多い大都市である。赤峰市の行政区画は、3 つの区、2 つ
の県、7 つの旗で構成する。 
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オンニュート旗政府が許可を出したら、オンニュート旗ウラーンムチルが印刷会社を

探し、パンフレットをデザインして印刷する流れである。 

 

5.1.3 2013年のオンニュート旗春祭りの主催と観客 

 イベントの主催や場所についてはパンフレットには書かれていない。オンニュート

旗ウラーンムチルの隊員によると、オンニュート旗春祭りはオンニュート旗演芸セン

ター（演艺中心）で行われたという。この演芸センターの観客席は、一階と二階に分

かれ、約 500 人の観客が入る。さらに、春祭りはテレビで放送された。主催はオンニ

ュート旗ウラーンムチル及び旗政府で、オンニュート旗広報・テレビ局の協力で行わ

れたという。 

 図 3 と図 4 は 2013 年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレットである。このパ

ンフレットの演目に関する制作者や演者について、オンニュート旗ウラーンムチルの

隊員カ氏（モンゴル人男性）に 2021 年 8 月 10 日にウィーチャットで確認している。

その演目を表にしたものが表 9 である。 

 

表 9 2013 年のオンニュート旗春祭りパンフレットの演目 

2013 年のオンニュート旗春祭りの演目 

順番 種類 演目名 制作者/演者 

1 ダンス 玉龍が春を叩く 

振付：巴特爾、照格蘇垃 

作曲：烏恩 

編曲：宋滙林 

演者：ウラーンムチル、 

小天䳘芸術団 

2 歌 喜祥の草原 演唱：メディグ 

3 ダンス 紅い灯を高く揚げる 演者：芸娃娃舞踏訓練班 

4 歌 出会うのは一番美しい 

作詞：秦錦屏 

作曲：烏恩 

演唱：轍迹組合（バンド） 

図 3 左 表               図 4 右 裏 

図 3 と図 4 2013 年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレット 

 出典：2019 年 4 月 筆者収蔵 
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5 戯劇 皮影の伝説 演者：趙江、陳子栄、盧燕萍 

6 歌 紅い歌の連唱 演唱：満宝紅、王勝、薄宇樹など 

7 ダンス ミルクティーの香 
振付：哈斯図雅 

演者：陳海燕など 

8 歌舞 
愛する草原とあなたのこ

と 

演唱：陳婷婷 

演者：芸娃娃舞踏訓練班 

9 歌 私の馬頭琴 

作詞：白立平 

作曲：烏恩 

演唱：李双双 

10 ダンス ストリートダンス 演者：舞托郭 

11 歌舞 伝説 

演唱：徳力格爾 

振付：巴特爾 

演者：ウラーンムチル 

12 歌 私の両親 

作詞：杭蓋 

作曲：烏恩 

演唱：烏英嘎 

13 馬頭琴曲 黒駿馬 
編曲：烏恩 

演者：照格蘇垃 

14 ダンス 八匹馬の賛 
振付：巴特爾 

演者：巴特爾、興安など 

15 歌 龍の故郷 

作詞：阿古垃泰 

作曲：斯琴朝格図 

演唱：梅林組合 

16 戯劇 顔の変化 演者：丁思達 

17 歌舞 夏の出会い 

作詞：敖・朝洛蒙 

作曲：烏恩  

演唱：陶古斯 

振付：巴特爾 

演者：烏日古木垃、 

 朝格図 

18 歌舞 龍の歌 

作詞：朱嘉庚 

作曲：烏恩 

演者：小天䳘芸術団、 

演唱：馬天天、馬紅妍 

19 歌舞 紫城の新たな面貌 

作詞：孫普 

作曲：烏恩 

演者：巴特爾、 

 格日勒図雅 

20 歌 
モンゴルと漢人の心は繋

がる 

作曲：張成富 

演唱：メディグ、満宝紅、王桂平 

21 歌舞 私の故郷オンニュート 

作詞：白立平 

作曲：烏恩 

演唱：藍哈達組合 

振付：巴特爾、照格蘇垃 

演者：ウラーンムチル、 

小天䳘芸術団 

出典：オンニュート旗ウラーンムチル演目パンフレットにより筆者作成 
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 表 9 は演目の順番、種類、演目名、制作者/演者から構成している。 

 演目の順番はパンフレットにある演目の順番を指す。 

 種類は、ダンス、歌、戯劇、歌舞、馬頭琴曲で構成する。 

 演目名は、パンフレットにある演目名を指す。 

 制作者は演目の制作に関わった振付師、作詞者、作曲者を指し、演者は歌や、ダ

ンスや、戯劇や、曲のパフォーマンスに関わった演唱者、演奏者などを指す。歌を

歌う場合は演唱者とし、ダンスや戯劇、オペラに参加した人を演者とした。曲を演

奏する人を演奏者とした。 

 

5.1.4 各演目の内容 

表 9 順番 1 ダンス「玉龍が春を叩く」 

 ダンス「玉龍が春を叩く」は、玉や龍をメインに新春を迎えるオンニュート旗の人々

を表現したものである。振付は巴特爾と照格蘇垃である。巴特爾の全名称は斯琴巴特

爾と言い、1978 年生まれのモンゴル人男性である。同氏は 1995 年からオンニュート

旗ウラーンムチルで隊員として働いている。照格蘇垃は、50 代のモンゴル人女性で、

1983 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。作曲は烏恩であり。烏恩

は 1969 年生まれのモンゴル人男性で、1987 年からオンニュート旗ウラーンムチル

で隊員として入り、2012 年からこのウラーンムチルで隊長を務めている。音楽制作

は宋滙林である。宋滙林はバーリン右旗ウラーンムチルの隊員である。編曲とは、中

国では作曲を基に、様々な電子曲を合成する技術を指す。演者はオンニュート旗ウラ

ーンムチルと小天䳘芸術団である。 

 

表 9 順番 2 歌「喜祥の草原」 

 歌「喜祥の草原」の内容は不明である。タイトルから草原の安楽な生活を讃えたも

のと考えられる。演唱はメディグである。メディグは 1977 年からウラーンムチルの

隊員になった。現在はオンニュート旗の文化局で働いている。作詞、作曲は記載がな

く、不明である。 

 

表 9 順番 3 ダンス「紅い灯を高く揚げる」 

 ダンス「紅い灯を高く揚げる」の内容は不明である。タイトルから新年の喜びを讃

えたものと考えられる。さらに、紅いという文言から共産党の政策を讃えたものとも

言えよう。演者は芸娃娃舞踏訓練班である。芸娃娃舞踏訓練班はオンニュート旗の子

ども向けの舞踏訓練班である。振付、作曲は不明である。 

 

表 9 順番 4 歌「出会うのは一番美しい」 

 歌「出会うのは一番美しい」の内容は不明である。タイトルからラブソングである

と考えられる。作詞は秦錦屏で、作曲は烏恩である。秦錦屏は創新期（2002-2012 年）

に歌「兄弟姉妹と一緒に暮らす」を作詞し、創新期からオンニュート旗ウラーンムチ
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ルの演目の制作に携わっている。秦錦屏は漢人の作家で、中国詩歌学会の理事である。

烏恩はダンス「玉龍が春を叩く」と同じくオンニュート旗ウラーンムチルの隊長であ

る。演唱は轍迹組合（バンド）である。轍迹組合（バンド）はオンニュート旗地元の

若手歌手二人により組織されたバンドで、2012 年に中国中央テレビ局 CCTV3 の「星

光大道」という番組の歌コンクールに参加しデビューした。二人は、オンニュート旗

ウラーンムチルに隊員として参加した経歴があるという89。 

 

表 9 順番 5  戯劇「皮影の伝説」 

 戯劇「皮影の伝説」は、白い布を照明で照らして、影絵人形を芸人達がシルエット

を操りながら音楽・リズムに合わせて歌い物語を語る芝居である。中国語で皮影戯（ピ

ーインシ）と言い、中国に伝わる伝統的な影絵である。影絵人形は、ロバや牛･馬など

の動物の皮をなめし彫刻を施し､繊細に彩色したものに桐油を塗って乾かした色彩豊

かに表現する人形である。「皮影の伝説」は 2008 年の中国中央テレビ局 CCTV1 の春

祭り「春節連歓晩会」で披露されている。内容は影絵人形が、実際の人間になったと

いう伝説の物語である。ただし、この物語は文化大革命で批判されていたものが、改

革開放政策を経て社会的に大活躍した。物語は、元々は漢人の民間における伝統的な

影絵の技術が、共産党政策を讃える素材として利用された。オンニュート旗ウラーン

ムチルはこの演目を他の歌舞団から導入した。パンフレットに制作者は書かれていな

い。演者は趙江、陳于栄、盧燕萍である。趙江は漢人男性で、2007 年からオンニュー

ト旗ウラーンムチルの隊員である。陳子栄は漢人の女性で、2007 年から 2011 年ま

で、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。盧燕萍（または盧艶萍）は漢人女

性で、2007 年からオンユート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 9 順番 6 歌「紅い歌の連唱」 

 歌「紅い歌の連唱」の内容は不明である。中国では、「紅い歌」は、一般的に革命や

労働や軍人を讃えた歌である。つまり、共産党や社会主義を讃えた紅い歌数曲を連唱

したものと考えられる。演唱は満宝紅、王勝、薄宇樹などである。満宝紅は漢人の女

性で、1990 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。王勝、薄宇樹につ

いて、詳細不明である。 

 

表 9 順番 7 ダンス「ミルクティーの香」 

 ダンス「ミルクティーの香」の内容は不明である。タイトルからモンゴル人が通常

飲むミルクティーを讃えた作品と考えられる。振付は哈斯図雅で、演者は陳海燕など

である。哈斯図雅はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。陳海燕は、40 代の

モンゴル人女性で、1995 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

 
89 オンニュート旗ウラームチルの隊員チョクトによるインタビューである。チョクトは
モンゴル人男性で、2006 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。インタ
ビューは 2021 年 8 月 10 日にウェイチャットで行ったものである。 
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表 9 順番 8 歌舞「愛する草原とあなたのこと」 

 歌舞「愛する草原とあなたのこと」の内容は不明である。タイトルから草原や自然

を讃えた作品であると考えられる。演唱は陳婷婷で、演者は芸娃娃舞踏訓練班である。

陳婷婷について、詳細不明である。 

 

表 9 順番 9 歌「私の馬頭琴」 

 歌「私の馬頭琴」は、創新期に作られた作品である。作詞は白立平で、作曲は烏恩

である。演唱は李双双である。白立平は 1958 年生まれの満洲人男性で、赤峰市民族

歌舞劇院の副団長を務めている。烏恩はオンニュート旗ウラーンムチルの隊長である。

李双双は、1986 年生まれの漢人男性で、2012 年からオンニュート旗ウラーンムチル

の隊員である。 

 

表 9 順番 10 ダンス「ストリートダンス」 

 ダンス「ストリートダンス」は、街中の路上で踊られるダンスである。中国の若者

に人気がある。振付は不明である。演者は舞托郭であるが、詳細は不明である。 

 

表 9 順番 11 歌舞「伝説」 

 歌舞「伝説」は、歌「伝説」をもとに制作した作品であると考えられる。歌「伝説」

は、2005 年に制作された。チンギス・ハーンを讃えた作品で、中国中央テレビ CCTV1

のドラマ『チンギス・ハーン』の主題歌である。作曲は张千一で、作曲はテンゲルで

ある。张千一は、1959 年生まれの朝鮮人男性で、中国音楽家協会の副主席である。テ

ンゲルはモンゴル人の音楽家である。歌舞「伝説」の演唱は徳力格爾で、振付は巴特

爾である。徳力格爾は 50 代のモンゴル人男性で、牧畜民歌手である。巴特爾は斯琴

巴特爾でオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。演者はウラーンムチルである。

このウラーンムチルというのは、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員を指す。 

 

表 9 順番 12 歌「私の両親」 

 歌「私の両親」の詳細は不明であるが、両親への恩返しをテーマに制作した作品と

考えられる。作詞は杭蓋で、作曲は烏恩である。演唱は烏英嘎である。杭蓋は 2006

年から 2007 年までにオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。烏英嘎は 30 代

のモンゴル人女性で、2012 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。烏

恩はオンニュート旗ウラーンムチルの隊長である。 

 

表 9 順番 13 馬頭琴曲「黒駿馬」 

 馬頭琴曲「黒駿馬」は、馬を讃えた作品で、創新期の「黒い駿馬」と別の曲である。

編曲は烏恩で、演者は照格蘇垃である。烏恩はオンニュート旗ウラーンムチルの隊長

である。照格蘇垃はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 
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表 9 順番 14 ダンス「八匹馬の賛」 

 ダンス「八匹馬の賛」は、馬を讃えた作品である。振付は巴特爾で、演者は巴特爾、

興安などである。巴特爾は斯琴巴特爾で、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員であ

る。興安は、モンゴル人男性で、2006 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員

である。 

 

表 9 順番 15 歌「龍の故郷」 

 歌「龍の故郷」は、オンニュート旗の山水を讃えた作品である。作詞は阿古垃泰で、

作曲は斯琴朝格図である。演唱は梅林組合（バンド）である。阿古垃泰はモンゴル人

男性である。同氏は内モンゴル人民出版社の職務を経て、現在は内モンゴル作家協会

の所属で、兼中国作家協会会員である。斯琴朝格図は、モンゴル人男性で、中央民族

大学音楽学院教授である。梅林組合（バンド）は、2007 年に 3 人のモンゴル人男性

に組織されたバンドである。2009 年に江西テレビの『中国の紅歌会』という番組に

参加した際に、優秀賞を受賞し、デビューした。 

 

表 9 順番 16 戯劇「顔の変化」 

 戯劇「顔の変化」は漢人の京劇の中に表現される技である。面頬（面具）を使い、

顔を何度も変化させる技であるが、具体的な内容の詳細は不明である。制作者は不明

である。演者は丁思達である。丁思達は、40 代の漢人男性で、1999 年からオンニュ

ート旗ウラーンムチルの隊員である。現在はオンニュート旗図書館の館員である。 

 

表 9 順番 17 歌舞「夏の出会い」 

 歌舞「夏の出会い」はラブソングである。作詞は敖・朝洛蒙で、作曲は烏恩である。

演唱は陶古斯で、振付は巴特爾で、演者は烏日古木垃と朝格図である。敖・朝洛蒙に

ついて名前からモンゴル人と考えられるが、詳細は不明である。烏恩はオンニュート

旗ウラーンムチルの隊長である。陶古斯はモンゴル人女性で、オンニュート旗ウラー

ンムチルの隊員である。巴特爾は斯琴巴特爾で、オンニュート旗ウラーンムチルの隊

員である。烏日古木垃は、1989 年生まれのモンゴル人女性で、2006 年から、オンニ

ュート旗ウラーンムチルの隊員である。朝格図は、1990 年生まれのモンゴル人男性

で、2006 年から、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 9 順番 18 歌舞「龍の歌」 

 歌舞「龍の歌」の内容は不明である。タイトルからオンニュート旗のシンボルであ

る「龍」を讃えた作品と考えられる。作詞は朱嘉庚で、作曲は烏恩である。演者は小

天䳘芸術団で、演唱は馬天天と馬紅妍である。朱嘉庚は赤峰市歌舞団の団員で、オン

ニュート旗ウラーンムチルの演目の制作に草創期（1957-1965 年）から携わっている。

烏恩はオンニュート旗ウラーンムチルの隊長である。小天䳘芸術団はオンニュート旗

の小学生向けの歌舞訓練班である。馬天天と馬紅妍について詳細は不明である。 
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表 9 順番 19 歌舞「紫城の新たな面貌」 

 歌舞「紫城の新たな面貌」の内容は不明である。ただ、紫城はモンゴル語でボルホ

ーター（boruqota）と言い、オンニュート旗の別の名称である。紫城を鳥丹ともいう。

鳥丹という名称は清朝嘉慶年間（1796～1820）のもので、モンゴル語では「宝日浩特」

と言い、中国語で「紫城」と訳する。皇帝の「紫禁城」と区別する為に「紫城」とし

た。ある人が紫色を「鳥丹」と解釈した。「鳥」は黒色で、「丹」は赤色で、合わせる

と紫色になる。そして、「鳥丹」ができ上った（翁牛特旗志編纂委員会編 1993：75）。

だが、別の説では、鳥丹は東胡の子孫である鳥桓族に由来するという。鳥桓族の鳥桓

は元々鳥蘭（ウラーン）色であり、中国語の発言を基に鳥蘭、鳥桓、鳥丹、鳥延、鳥

丸、鳥迈というように記してきたという。この作品はタイトルから地域を讃えたもの

と考えられる。作詞は孫普で、作曲は烏恩である。演者は巴特爾と格日勒図雅である。

演唱者について、記録されていない。孫普は、1948 年生まれの漢人男性で、1968 年

から 1998 年までオンニュート旗ウラーンムチルで隊員、隊長として働いていた。烏

恩はオンニュート旗ウラーンムチルの隊長である。巴特爾は斯琴巴特爾で、オンニュ

ート旗ウラーンムチルの隊員である。格日勒図雅は、1987 年生まれのモンゴル人女性

で、2003 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 9 順番 20 歌「モンゴルと漢人の心は繋がる」 

 歌「モンゴルと漢人の心は繋る」の内容は不明である。だが、タイトルから草創期

のダンス「モンゴル族と漢族は一つの家庭」と似た内容であると考えられる。作曲は

張成富で、演唱はメディグ、満宝紅、王桂平である。張成富は、1953 年生まれの漢人

男性で、1971 年～2012 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。メディ

グは、オンニュート旗ウラーンムチル隊員から、オンニュート旗文化館に転職した人

である。王桂平（王桂萍）は、1964 年生まれの漢人女性で、1983 年～2012 年までオ

ンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。2013 年からオンニュート旗文化局の職

員である。満宝紅は漢人女性で、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 9 順番 21 歌舞「私の故郷オンニュート」 

 歌舞「私の故郷オンニュート」は、オンニュートは玉龍があった伝説的な地域であ

ると讃えた作品である。作詞は白立平で、作曲は烏恩である。白立平は赤峰市民族歌

舞劇院の副団長を務めている。烏恩はオンニュート旗ウラーンムチルの隊長である。

演唱は藍哈達組合（バンド）で、振付はバートルと照格蘇垃である。藍哈達組合は赤

峰市の一人のモンゴル人男性と二人のモンゴル人女性で組織されたバンドである。演

者はウラーンムチルと小天䳘芸術団である。ウラーンムチルはオンニュート旗ウラー

ンムチルである。 

 

5.1.5演目の総括 

①上演作品数とその種類 
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 2013 年のオンニュート旗の春祭りには、21 の演目が披露された。演目の種類は、

ダンス、歌、戯劇、歌舞、馬頭琴曲の 5 種類ある。この中、ダンスが 5 作品、歌が 7

作品、戯劇 2 作品、歌舞 6 作品、馬頭琴曲 1 作品である。 

 

②春祭りの上演作品とウラーンムチルの関係 

 春祭りは「連携公演会」として行い、オンニュート旗ウラーンムチル以外にオンニ

ュート旗の芸娃娃舞踏訓練班、轍迹組合（バンド）、藍哈達組合、小天䳘芸術団など地

元の民営歌舞団やバンド、芸能人が参加している。 

その結果、21 作品の中、16 作品はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員が制作し、

公演に携わっている。ほかの 5 作品であるダンス「紅い灯を高く揚げる」、歌「紅い

歌の連唱」、歌舞「愛する草原とあなたのこと」、ダンス「ストリートダンス」、歌「龍

の故郷」はオンニュート旗のほかの民営歌舞団やバンドが披露している。公演比例か

ら、オンニュート旗の芸術団体の中で、ウラーンムチルが主としていることがわかる。 

 

③上演作品の制作者 

 制作者について、振付、作詞、作曲、編曲の順番で分類する。 

 

（1）振付 

 振付は、巴特爾、照格蘇垃、哈斯図雅の 3 人である。3 人はオンニュート旗ウラー

ンムチルの隊員である。巴特爾は、ダンス「玉龍が春を叩く」を始め 6 作品に振付を

している。照格蘇垃は、巴特爾とともにダンス「玉龍が春を叩く」を始め 3 作品に振

付をしている。哈斯図雅はダンス「ミルクティーの香」の 1 作品に振付している。 

 

（2）作詞 

 作詞は、秦錦屏、白立平、杭蓋、阿古垃泰、敖・朝洛蒙、朱嘉庚、孫普の 7 人いる。

杭蓋と孫普はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であった。秦錦屏と阿古垃泰は作

家で、白立平と朱嘉庚は赤峰市民族歌舞劇院の所属である。敖・朝洛蒙につい所属不

明である。秦錦屏は歌「出会うのは一番美しい」を作詞し、白立平は歌「私の馬頭琴」

と歌舞「私の故郷オンニュート」の 2 作品を作詞している。杭蓋は、歌「私の両親」

を作詞し、阿古垃泰は歌「龍の故郷」を作詞している。敖・朝洛蒙は歌舞「夏の出会

い」を作詞し、朱嘉庚は歌舞「龍の歌」を作詞している。孫普は歌舞「紫城の新たな

面貌」を作詞している。 

 

（3）作曲 

 作曲は、烏恩、斯琴朝格図、張成富である。烏恩はオンニュート旗ウラーンムチル

の現職隊長で、ダンス「玉龍が春を叩く」を始め 9 作品を作曲している。斯琴朝格図

は、中国中央民族大学の音楽学院教授で、歌「龍の故郷」の 1 作品を作曲している。
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張成富はオンニュート旗ウラーンムチルの定年退職者で、歌「モンゴルと漢人の心は

繋る」の 1 作品を作曲している。 

 

（4）編曲 

 編曲は、宋滙林の 1 人である。宋滙林はバーリン右旗ウラーンムチルの隊員で、ダ

ンス「玉龍が春を叩く」の音楽を編曲している。 

 

④上演作品のテーマ 

 パンフレットに載せてある演目をインターネットや演目名（タイトル）から推測し、

テーマが似ているものを同じカテゴリーに分類した。 

 オンニュート旗の 2013 年の春祭りでは、まず共産党や社会主義思想を讃えた演目

として、ダンス「紅い歌の連唱」がある。また民族の団結を強調した演目として、歌

「モンゴルと漢人の心は繋がる」がある。戯劇「皮影の伝説」は、漢人の伝統的な影

絵文化に基づいているが、共産党の改革開放政策を讃えたものである。歌「喜祥の草

原」は演目名から、モンゴル生活・草原の良さを讃えた作品だと考えられる。内容の

詳細は不明であるため、共産党の政策を讃えた内容も含まれている可能性がある。さ

らに、ダンス「紅い灯を高く揚げる」も共産党の政策を讃えた可能性の演目であろう。 

 注目したいことは、21 演目の内 5 演目名が地域のシンボルを題材にしていること

である。具体的にダンス「玉龍が春を叩く」、歌「龍の故郷」、歌「龍の歌」、歌舞「紫

城の新たな面貌」、歌舞「私の故郷オンニュート」である。 

またモンゴル文化的に根差したものとしてダンス「ミルクティー」、歌「私の馬頭

琴」、馬頭琴曲「黒駿馬」とダンス「八匹馬の賛」がある。歌舞「伝説」はチンギス・

ハーンを讃えた作品であり、モンゴル歴史を基に制作した。 

ほかの内容として、家族に捧げる演目として歌「私の両親」及びラブソングとして

歌「出会うのは一番美しい」と歌舞「夏の出会い」がある。若者に人気なダンス「ス

トリートダンス」も披露された。戯劇「顔の変化」は漢人の京劇の中で表現される技

である。面頬（面具）を使い、顔を何度も変化させる技であるが、具体的な内容の詳

細は不明である。歌舞「愛する草原とあなたのこと」についても演目名から内容の詳

細は判明できない。ただ、このパンフレットから分かるのは、オンニュート旗ウラー

ンムチルでは、地域のシンボルである龍とモンゴル文化的な要素が圧倒的に表現され

ていることである。 

 

5.2 オンニュート旗ウラーンムチルの 2013年のほか演目 

 次に、オンニュート旗ウラーンムチルが同年に行った別のイベントを取り上げる。

それは 2013 年 8 月 10 日から 12 日までの 3 日間行われた赤峰市誕生の 30 周年を祝う

イベントである。赤峰市は 1983 年にジョーオダ盟から赤峰市に変更された。このイ

ベントにはオンニュート旗ウラーンムチルを含む赤峰市における様々な歌舞団が参

加している。以下の図 5 と図 6 は、このイベントに参加したオンニュート旗ウラーン
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ムチルの演目パンフレットである。 

 

 

5.2.1 オンニュート旗ウラーンムチルの演目パンフレット 

 ウラーンムチルの演目パンフレットは一枚の A3 サイズの紙で表面と裏面で構成さ

れている。表面はイベントのテーマで、モンゴル語と中国語で書かれている。それが、

また左側と右側に分けられ、右上には、イベントのタイトルで「赤峰市誕生の 30 周

年を祝う 2013 年の全市のウラーンムチルの集会公演」と書かれている。真ん中には、

モンゴル服を着て馬頭琴や四胡を背負い、騎馬し歌を歌うウラーンムチルの隊員の写

真がデザインされている。その下には、主催と共催、及び公演機関が書かれている。

さらに一番下には、日付は 2013 年 8 月 10 日であると書かれている。左側には、この

イベントに関わった企画者や監督、及びオンニュート旗ウラーンムチルの隊員の名前

が書かれている。 

 演目パンフレットの裏面には、公演のタイトル、振付、作曲、作詞、演奏、演唱、

演者についての名前が書かれている。しかし、それぞれの所属や民族などの詳細はな

い。 

公演のタイトルは、「故郷の賛」である。演目は三つの部に分けられている。第一部

のタイトルは「草原の美しいリズム」で、3 つの演目がある。第二部のタイトルは「龍

の故郷」で、6 つの演目がある。第三部のタイトルは「調和の故郷」で、5 つの演目が

ある。演目のタイトルのみで、内容は不明である作品が多い。 

 

5.2.2 赤峰市誕生 30周年を祝うイベントの主催と観客 

 演目パンフレットには、イベントの主催や共催、演出機構の記載がある。しかし、

公演の場所は書かれていない。主催は「紅山文化祭組織委員会・赤峰市文化局」で、

共催は「オンニュート旗文化局」である。演出機関は「オンニュート旗ウラーンムチ

ル」である。 

公演場所についてはパンフレットに記載はないものの、赤峰市の国際展示会センタ

図 5 演目の表面            図 6 演目の裏面 

図 5 と図 6 赤峰市 30 周年を祝うイベントのオンニュート旗ウラーンムチルの演目 

出典：2016 年 3 月 筆者収蔵 
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ー大劇院である90。観客については一日の観客数が約 1 万人に達していたという記事

がある91。このイベントは 3 日間続き、オンニュート旗ウラーンムチルは一日で公演

が終わっている。 

 図 5 と図 6 は赤峰市 30 周年を祝うイベントにおけるオンニュート旗ウラーンムチ

ルの演目パンフレットである。このパンフレットの演目に関する制作者や演者につい

て、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員キ氏（モンゴル人女性）に 2021 年 8 月 12

日にウィーチャットで確認している。その演目を表にしたものが表 10 である。 

 

表 10 赤峰市 30 周年を祝うオンニュート旗ウラーンムチルの演目 

赤峰市 30 周年を祝うオンニュート旗ウラーンムチルの演目 

順番 種類 演目名 制作者/演者 

第一部  草原の美しいリズム 

1 合奏曲 黒駿馬 
編曲：烏恩 

演者：照格蘇垃 

2 歌 小黄馬（内モンゴル民謡）  演唱：烏英嘎 

3 ダンス 雅韻 

振付：斯琴巴特爾 

作曲：劉彤 

演者：哈斯図雅、陳海燕など 

第二部  龍の故郷 

4 ホーミー 私のモンゴル 演唱：薩楚垃 

5 歌 夏の出会い 

作詞：敖・朝洛蒙 

作曲：烏恩  

演唱：陶古斯 

6 ダンス 生命の歌 
振付：斯琴巴特爾 

演者：烏日古玛垃、興安など 

7 歌 龍の故郷 

作詞：阿古垃泰 

作曲：斯琴朝格図 

作曲：演唱：満宝紅 

8 歌 思念 

作詞：陶古斯 

作曲：烏恩 

演唱：図布新、陶古斯 

9 ダンス 緑葉の根の情け 

振付：牧其爾、陳海燕 

作曲：鮑海鸿 

演者：朝格図、其力格爾など 

第三部  調和の故郷 

10 原生態 聖山 

作詞：色・烏力吉巴雅爾 

作曲：烏恩 

演者：哈斯高娃、烏英嘎 

 孟和、吉仁太など 

11 歌 草原、私の母親 

作詞：張涛 

作曲：烏恩 

演唱：李双双 

 
90 赤峰市庆祝建市 30 周年乌兰牧骑汇演（2021 年 8 月 10 日閲覧） 

http://roll.sohu.com/20130812/n383966539.shtml  
91 红山文化节开幕式晚会联排现场吸引万余名市民（2021 年 8 月 10 日に閲覧） 

  http://www.anhuinews.com/zhuyeguanli/system/2013/08/16/005996953.shtml  

http://roll.sohu.com/20130812/n383966539.shtml
http://www.anhuinews.com/zhuyeguanli/system/2013/08/16/005996953.shtml
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12 ダンス 私の馬の鞍 

振付：斯琴巴特爾 

作曲：那日森 

演者：斯琴巴特爾、海日罕 

 斯琴毕力格など 

13 歌 セロリの花 演唱：メディグ 

14 歌 私の故郷オンニュート 

作詞：白立平 

作曲：烏恩 

演唱：満宝紅、胡達古垃、 

李双双、烏英嘎 

出典：オンニュート旗ウラーンムチル演目パンフレットにより筆者作成 

 

表 10 は演目の順番、種類、演目名、制作者/演者から構成している。 

 演目の順番はパンフレットにある演目の順番を指す。 

 種類は合奏曲、歌、ダンス、ホーミー、原生態、歌舞がある。ここで新しく加わっ

た種類には、合奏曲とホーミーと原生態である。 

合奏曲はさまざま楽器の組み合わせで表現する曲である。 

ホーミーはモンゴルの伝統的な歌唱法である。低い声と甲高い声の 2 つの音を同時

に発声する歌唱法である。喉を詰めた声による喉頭音源の生成、舌や口唇の形状を調

音運動によって調節し声道の共鳴周波数を制御することによって実現される。 

原生態はウラーンムチル隊員によると、古代からあった楽器や歌唱法を組み合わせ

るものであるという。例えばモンゴルの伝統楽器である馬頭琴を伴奏にホーミーやオ

ルティン・ドー（長い歌）を歌うというものである。 

 

5.2.3 各演目の内容 

表 10 順番 1 合唱曲「黒駿馬」 

 合唱曲「黒駿馬」の原曲は馬頭琴曲「黒駿馬」で、馬を讃えた作品である。この曲

は 2013 年オンニュート旗春祭りにも演奏されている演目である。内モンゴルでは、

このタイトルで数多くの音楽作品がある。元の作曲は不明である。編曲は烏恩で、演

者は照格蘇垃である。照格蘇垃はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 10 順番 2 歌「小黄馬」 

 歌「小黄馬」は、仔馬を讃えたオルティン・ドーである。「小黄馬」についてパンフ

レットでは内モンゴル民謡と記しているが、正確的にはシリンゴル盟の民謡である。

演唱は烏英嘎である。烏英嘎は 30 代のモンゴル人女性で、2012 年からオンニュート

旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 10 順番 3 ダンス「雅韻」 

 ダンス「雅韻」の詳細は不明である。タイトルを直訳すると「美しいメロディー」

である。振付は斯琴巴特爾で、作曲は劉彤である。斯琴巴特爾は、40 代のモンゴル人

男性で、1995 年からオンニュート旗ウラーンムチルで隊員として働いている。劉彤に
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ついて、詳細不明である。演者は哈斯図雅、陳海燕などである。哈斯図雅はオンニュ

ート旗ウラーンムチルの隊員である。陳海燕は 40 代のモンゴル人女性で、1995 年か

らオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 10 順番 4 ホーミー「私のモンゴル」 

 ホーミー「私のモンゴル」の詳細は不明である。タイトルからモンゴル生活・文化

を讃えた作品であると考えられる。制作者について不明である。演唱は薩楚垃である。

薩楚垃は 1989 年生まれのモンゴル人男性で、2013 年からオンニュート旗ウラーンム

チルの隊員である。 

 

表 10 順番 5 歌「夏の出会い」 

 歌「夏の出会い」はラブソングである。この歌は、2013 年の春祭りでも披露されて

いる。作詞は敖・朝洛蒙で、作曲は烏恩である。演唱は陶古斯である。敖・朝洛蒙に

ついて名前からモンゴル人と考えられるが、詳細は不明である。烏恩はオンニュート

旗ウラーンムチルの隊長である。陶古斯は 1985 年生まれのモンゴル人女性で、2012

年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 10 順番 6 ダンス「生命の歌」 

 ダンス「生命の歌」の詳細は不明である。オンニュート旗ウラーンムチルでは、こ

のタイトルで 2000 年に舞劇「生命の歌」が作られている。また舞劇「生命の歌」は、

2011 年にダンス「鷹」として改名されている。この改名からダンス「鷹」をダンス

「生命の歌」とし、元の演目名である「生命の歌」を復元した可能性が高い。元の制

作者は内モンゴル直属ウラーンムチルであるが、詳細は不明である。編舞はスチン・

バートルである。スチン・バートルは、40 代のモンゴル人男性で、1995 年からオン

ニュート旗ウラーンムチルで隊員である。 

 

表 10 順番 7 歌「龍の故郷」 

 歌「龍の故郷」はオンニュート旗の山水を讃えた作品である。作詞は阿古垃泰で、

作曲は斯琴朝格図である。阿古垃泰はモンゴル人男性である。同氏は内モンゴル人民

出版社の職務を経て、現在は内モンゴル作家協会の所属で、中国作家協会の会員であ

る。斯琴朝格図はモンゴル人男性で、中央民族大学音楽学院教授である。演唱は満宝

紅である。満宝紅は漢人の女性で、1990 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊

員である。 

 

表 10 順番 8 歌「思念」 

 歌「思念」は青年男女のラブソングである。作詞は陶古斯で、作曲は烏恩である。

陶古斯はモンゴル人女性で、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。演唱は図
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布新と陶古斯である。図布新は布和図布新という。30 代のモンゴル人男性で、2009

年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 10 順番 9 ダンス「緑葉の根の情け」 

 ダンス「緑葉の根の情け」の詳細は不明である。タイトルから、1985 年のダンス

「緑葉の情け」（第六章の回復期）と同じく環境保護問題を内容にした演目と考えら

れる。振付は牧其爾と陳海燕で、作曲は鮑海鸿である。牧其爾はモンゴル人女性で、

1995 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。陳海燕はモンゴル人女性

で、1995 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。鮑海鸿について詳細

不明である。演者は朝格図と其力格爾などである。朝格図はモンゴル人男性で 2006

年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。其力格爾はモンゴル人女性で、

2003 年からオンユート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 10 順番 10 原生態「聖山」 

 原生態「聖山」の詳細は不明である。タイトルからオンニュート旗の山水を讃えた

作品であると考えられる。作詞は色・烏力吉巴雅爾で、作曲は烏恩である。色・烏力

吉巴雅爾（色・烏日吉巴音）はモンゴル人男性で、オンニュート旗中学校のモンゴル

語教師である。演者は哈斯高娃と烏英嘎と孟和、吉仁太などである。哈斯高娃はモン

ゴル人女性で、1999 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。烏英嘎は

オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。孟和は額爾敦孟和で、1976 年生まれ

のモンゴル人男性で、1997 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。吉

仁太は、モンゴル人男性で、2003 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であ

る。 

 

表 10 順番 11 歌「草原、私の母親」 

 歌「草原、私の母親」の詳細は不明である。タイトルから草原やモンゴルの大自然

を讃えたものと考えられる。作詞は張涛で、作曲は烏恩である。張涛は漢人で、オン

ニュート旗文化館の定年退職者である。演唱は李双双である。李双双は、オンニュー

ト旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 10 順番 12 ダンス「私の馬の鞍」 

 ダンス「私の馬の鞍」の詳細は不明である。タイトルから馬具である鞍を讃えたも

のと考えられる。牧畜民の生活で、馬やラクダが乗り物として使われることから、鞍

は大事なものとみなされている。振付は斯琴巴特爾で、作曲は那日森である。斯琴巴

特爾はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。那日森（那日蘇）は、モンゴル

人 1998 年 7 月～1998 年 12 までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。演者

は斯琴巴特爾、海日罕、斯琴毕力格などである。斯琴巴特爾はオンニュート旗ウラー

ンムチルの隊員である。海日罕は、モンゴル人男性で、2004 年からオンニュート旗
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ウラーンムチルの隊員である。斯琴毕力格はモンゴル人男性で、2004 年からオンニ

ュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 10 順番 13 歌「セロリの花」 

 歌「セロリの花」は、オンニュート旗の民歌（民謡）である。セロリは少女の名前

で、故郷を懐かしく思い歌った歌である。演唱はメディグである。メディグは、オン

ニュート旗ウラーンムチル隊員から、オンニュート旗文化館に転職した人である。 

 

表 10 順番 14 歌「私の故郷オンニュート」 

 歌「私の故郷オンニュート」は、2013 年のオンニュート旗春祭りで歌舞の演目と

して披露されている。赤峰市誕生の 30 周年を祝うイベントでは、歌に改変されてい

る。その内容は、同じく伝説的な地域であるとオンニュート旗を讃えた作品である。

作詞は白立平で、作曲は烏恩である。演唱は満宝紅、胡達古垃、李双双、烏英嘎であ

る。満宝紅、李双双、烏英嘎はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。胡達古

垃は、1983 年生まれのモンゴル人女性で、2012 年から 2016 年までオンニュート旗

ウラーンムチルの隊員である。 

 

5.2.4 演目の総括 

①上演作品数とその種類 

 2013 年の赤峰市誕生 30 周年を祝うイベントにおけるオンニュート旗ウラーンムチ

ルの演目パンフレットでは、14 の演目が披露された。演目の種類は、合奏曲、歌、ダ

ンス、ホーミー、原生態の 5 種類がある。この中、合奏曲が 1 作品、歌が 7 作品、ダ

ンスが 4 作品、ホーミーが 1 作品、原生態が 1 作品である。 

 

②祝祭の上演作品とウラーンムチルの関係 

 「赤峰市誕生 30 周年を祝う 2013 年の全市のウラーンムチルの集会公演」はそもそ

も赤峰市直属の歌舞団や赤峰市におけるすべてウラーンムチルが参加したイベント

である。このイベントは「2013 年のオンニュート旗春祭り」の公演と異なって、オン

ニュート旗ウラーンムチルの公演演目が独自で編集したもので、すべての演目の上演

にオンニュート旗ウラーンムチルの隊員が参加している。 

だが、上演演目の編集では、歌「小黄馬」はシリンゴル盟民謡で、歌「セロリの花」

はオンニュート旗の民謡で、歌「龍の故郷」以外、ほかは全てオンニュート旗ウラー

ンムチルが制作している。作詞・作曲以外、振付・演唱・演者は全てオンニュート旗

ウラーンムチルの隊員である。 

 

③上演作品の制作者 

 制作者について、振付、作詞、作曲、編曲の順番で分類する。 
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（1）振付 

 振付は、斯琴巴特爾、牧其爾、陳海燕の 3 人である。3 人は、オンニュート旗ウラ

ーンムチルの隊員である。斯琴巴特爾は、ダンス「雅韻」を始め 3 作品に振付をして

いる。牧其爾と陳海燕はとともにダンス「緑葉の根の情け」の 1 作品に振付している。 

  

（2）作詞 

 作詞は、敖・朝洛蒙、阿古垃泰、陶古斯、色・烏力吉巴雅爾、張涛、白立平の 6 人

いる。敖・朝洛蒙と張涛について詳細不明である。阿古垃泰は作家である。陶古斯は

オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。色・烏力吉巴雅爾はオンニュート旗中

学校の教師である。白立平は赤峰市民族歌舞劇院の所属である。敖・朝洛蒙は歌「夏

の出会い」を作詞し、阿古垃泰は歌「龍の故郷」を作詞している。陶古斯は歌「思念」

を作詞し、色・烏力吉巴雅爾は原生態「聖山」を作詞している。張涛は、歌「草原、

私の母親」を作詞し、白立平は「私の故郷オンニュート」を作詞している。 

 

（3）作曲 

 作曲は烏恩、劉彤、斯琴朝格図、鮑海鸿、那日森の 5 人である。烏恩はオンニュー

ト旗ウラーンムチルの隊長で、歌「夏の出会い」を始め 5 作品に作曲している。劉彤

は、ダンス「雅韻」に作曲しているが、所属は不明である。斯琴朝格図は、中央民族

大学の所属で、歌「龍の故郷」に作曲している。鮑海鸿は、ダンス「緑葉の根の情け」

に作曲しているが、所属は不明である。那日森は、オンニュート旗ウラーンムチルの

経験者で「私の馬の鞍」に作曲している。 

 

（4）編曲 

 編曲は、烏恩で合奏曲「黒駿馬」である。「黒駿馬」というタイトルで数多くの歌

があるため、元々の作曲は不明である。 

 

④上演作品のテーマ 

 表 9 と表 10 から赤峰市誕生 30 周年を祝うイベントの演目と 2013 年のオンニュー

ト旗春祭りの演目は4作品が重複している。それぞれ、歌舞「私の故郷オンニュート」、

歌「龍の故郷」、合奏曲「黒駿馬」、歌「夏の出会い」である。またオンニュート旗と

地域のシンボルである龍について、創新期（2002-2012 年）で歌「オンニュートは私

の可愛い故郷」、「龍の故郷の歌」があった。 

 演目の内容についてパンフレットからしか情報がなく、多くの作品の詳細は不明であ

るものの、まず共産党と社会主義を讃えた作品は見当たらない。その要因として、この

イベントでは、さまざま歌舞団が参加しているから、ほか歌舞団がそうした演目を披

露した可能性がある。 

 地域性とモンゴル文化をテーマにした作品は、歌「龍の故郷」、歌舞「私の故郷オンニ

ュート」、ホーミー「私のモンゴル」、原生態「聖山」、歌「草原、私の母親」がある。
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歌「セロリの花」はオンニュート旗の民謡である。セロリは少女の名前で、故郷を懐

かしく思い歌った歌である。牧畜民向けの家畜を讃えた演目は合奏曲「黒駿馬」と歌

「小黄馬」がある。またダンス「私の馬の鞍」は牧畜民の家畜道具を讃えた演目であ

る。 

 ラブソングとして歌「夏の出会い」と「思念」がある。ダンス「緑葉の根の情け」

は、1985 年のダンス「緑葉の情け」と同じく環境保護問題を内容にした演目と考えら

れる。ダンス「生命の歌」は環境保護問題を背景に制作した 2000 年の舞劇「生命の

歌」に由来する可能性が高い。ダンス「雅韻」については演目名から、どのような内

容を表現したかは判明できない。 

 このパンフレットから、これまでの演目と異なってジャンル的にホーミーや原生態

などを取り入れたことが特徴である。これは、つまりウラーンムチルは徐々に地域的

な特徴やモンゴル文化的な特徴を大胆に取り入れるようになったことを意味する。さ

らに、このパンフレットと「2013 年のオンニュート旗春祭り」の演目から、オンニュ

ート旗ウラーンムチルの演目は多くの公演において、重複していることが分かった。 

  

5.3 オンニュート旗ウラーンムチルの 2016年春祭り演目 

 次に取り上げるのは、オンニュート旗ウラーンムチルの 2016 年の春祭りの演目で

ある。以下は、まずオンニュート旗春祭りの演目パンフレットを紹介し、その後に主

催と観客について記述する。 

図 7 と図 8 は 2016 年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレットである。 

 

 

5.3.1 2016年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレット 

 2016年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレットは一枚のA3サイズの紙で表面

と裏面で印刷されている。表面はイベントのタイトルで、モンゴル語と中国語で書か

れている。それが、また左側と右側に分かられ、右上には、イベントのタイトルで「オ

ンニュート旗 2016 年の春祭り文芸演出会」と書かれている。真ん中には、縦書きモ

図 7 演目の表面            図 8 演目の裏面 

図 7 と図 8 2016 年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレット 

出典：2016 年 3 月 筆者収蔵 
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ンゴル語と中国語で「演目単（プログラム）」と書いている。その右下には、中国語で

「祝福する 2016 新年」と書かれている。表面の左側には、このイベントに関わった

企画者、監督及びオンニュート旗ウラーンムチルの隊員の名前が書かれている。また

主催機関と共催機関が書かれている。左下には、2016 年 1 月 27 日と公演日が書かれ

ている。 

 演目パンフレットの裏面には、公演のタイトル、振付、作曲、作詞、演奏、演唱、

演者について名前は書かれているが、所属や民族などほか詳細はない。公演のタイト

ルは、「オンニュート旗 2016 年春祭り文芸演出会」である。パンフレットには、18 の

演目名がある。しかし、演目の内容について一切説明していない。パンフレットの表

面と裏面は赤色と黄色で、モンゴル模様でデザインされている。 

 

5.3.2 2016年のオンニュート旗春祭りの主催と観客 

 演目パンフレットには、公演の場所は書かれていない。オンニュート旗ウラーンム

チルの隊員によると、2016 年のオンニュート旗春祭りは 2013 年の春祭りと同じくオ

ンニュート旗演芸センター（演艺中心）で行われたという。さらに、2016 年のオンニ

ュート旗春祭りも 2013 年と同じくテレビ放送が行われた。主催機関はオンニュート

旗共産党委員会とオンニュート旗人民政府である。共催はオンニュート旗文化・広報・

テレビ・体育局とオンニュート旗広報・テレビセンターである。 

 図 7 と図 8 のパンフレットの演目に関する制作者や演者について、オンニュート旗

ウラーンムチルの隊員ク氏（モンゴル人女性）に 2021 年 8 月 17 日にウィーチャット

で確認している。その演目を表にしたものが表 11 である。 

 

表 11 2016 年のオンニュート旗春祭りパンフレットの演目 

2016 年のオンニュート旗春祭りの演目 

順番 種類 演目名 制作者/演者 

1 ダンス 吉祥の草原 

振付：斯琴巴特爾 

編曲：烏恩 

演者：ウラーンムチル、 

 小天䳘芸術団 

2 歌 龍の故郷 

作詞：阿古垃泰 

作曲：斯琴朝格図 

演唱：梅林組合（バンド） 

3 

ファッシ

ョンショ

ー 

オンニュート賛 

演唱：宝力格 

振付：斯琴巴特爾 

作曲：烏恩 

演者：新蘇莫蘇木満都海斯琴服飾

パフォーマンス隊 

4 歌 
共に中国の夢を築きあげ

よう 

作詞：芷父、劉恒 

作曲：印青 

演唱：李双双 

5 歌舞 愛の旋律 
作詞：孟宝力格 

作曲：烏恩 
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演唱：図布新、陶古斯 

振付：斯琴巴特爾、 

演者：陶格陶、金吉瑪 

6 歌 母親 

作詞：孟根 

作曲：孟根 

演唱：孟根 

7 合奏曲 春の喜び 
作曲：宋滙林 

演奏：照格蘇垃、雪梅、白依垃 

8 歌 気随気侭 演唱：蒙 D バンド・金光 

9 ダンス のびのびと振る舞う 演者：小天䳘芸術団 

10 歌 天辺 

作詞：吉日格愣 

作曲：烏蘭図嘎 

演唱：博締バンド 

11 ダンス 刺繍 

振付：哈斯図雅 

作曲：帯欽 

演者：老幹部局龍郷芸術団 

12 歌 私は信じる 

演唱：李驥、羅佳、王東偉 

振付：斯琴巴特爾 

演者：烏日古木垃、 

 朝格図など 

13 馬頭琴曲 スペイン闘牛士の行進曲 

演奏：烏芸罕、 

巴音青和楽、 

烏雲畢力格など 

14 歌 賛歌（モンゴル民謡） 演唱：メディグ 

15 ダンス 我々の幸福と喜び 

振付：斯琴巴特爾 

作曲：烏恩 

演者：牧其爾、 

陶格陶、烏日古木垃、 

畢力格など 

16 歌 心から愛する故郷 

作詞：色・烏力吉巴雅爾 

作曲：烏恩 

演者：轍迹組合（バンド） 

17 合唱 復興に向かう 

指揮：張成富 

アコーディオン演奏：烏恩 

演唱：老幹部局龍郷芸術団 

18 歌舞 平和と繁栄 

作詞：徐立軍 

作曲：烏恩 

演唱：司大利、李双双、 

宝力格、金光 

振付：斯琴巴特爾 

演者：興安、其力格爾、 

同垃嘎など 

出典：オンニュート旗ウラーンムチル演目パンフレットにより筆者作成 

 

 表 11 は演目の順番、種類、演目名、制作者/演者から構成している。 

 演目の順番はパンフレットにある演目の順番を指す。 

 種類はダンス、歌、ファッションショー、歌舞、合奏曲、馬頭琴曲、合唱である。
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ここで新しく加わった種類は、ファッションショーと合唱である。ファッションショ

ーは地域の服飾を宣伝するため、地域のコミュニティや服飾店の店員に服を着せて観

客に見せるショーである。合唱は、複数の声部をそれぞれ複数の歌い手がリズムやメ

ロディーに合わせて歌うことを指す。 

 

5.3.3 各演目の内容 

表 11 順番 1 ダンス「吉祥の草原」 

 ダンス「吉祥の草原」の詳細は不明である。タイトルから草原の自由自在で安楽な

生活を讃えた作品と考えられる。振付は斯琴巴特爾で、編曲は烏恩である。斯琴巴特

爾はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員で、烏恩はオンニュート旗ウラーンムチル

の隊長で、2013 年同様多くの作曲を担当している。演者はウラーンムチルと小天䳘芸

術団である。ウラーンムチルとは、オンニュート旗ウラーンムチルをいう。小天䳘芸

術団はオンニュート旗における民営の小学生向けのダンス訓練班である。 

 

表 11 順番 2 歌「龍の故郷」   

 歌「龍の故郷」は、オンニュート旗の山水を讃えた作品である。作詞は阿古垃泰で、

作曲は斯琴朝格図である。演唱は梅林組合（バンド）である。この演目は 2013 年の

オンニュート旗春祭りで取り上げられている。 

 

表 11 順番 3 ファッションショー「オンニュート賛」 

 ファッションショー「オンニュート賛」は、オンニュート旗のモンゴル人に伝承さ

れた服飾を展示するために行われたショーである。内モンゴルでは、モンゴルの伝統

的服飾は地域によって異なることが多い。例えば、オルドス服飾、ウジムチン旗服飾

（シリンゴル盟の旗）、シンバラホ旗服飾（フルンボイル市の旗）などである。演唱は

宝力格で、振付は斯琴巴特である。宝力格は 30 代のモンゴル人男性で、2015 年から

2016 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。ほか詳細は不明である。斯

琴巴特はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。作曲は烏恩で、演者は新蘇莫

蘇木満都海斯琴服飾パフォーマンス隊である。新蘇莫ソム・満都海斯琴服飾パフォー

マンス隊はオンニュート旗の新蘇莫ソム（鎮・郷）におけるモンゴル服飾店の従業員

である。 

 

表 11 順番 4 「共に中国の夢を築きあげよう」 

 歌「共に中国の夢を築きあげよう」は、中国国家主席習近平の「偉大なる中華民族

を復興する中国の夢」を讃えた作品である。この歌は、2014 年に制作され、中国で大

ヒットした歌である。2015 年の中国中央テレビ局「春祭り」に取り上げられた。その

内容は、幸福は人民の夢で、隆盛は中国の夢であるという主旨である。作詞は芷父と

劉恒である。芷父について詳細は不明である。劉恒は漢人女性で、歌手である。2011

年に『四季空城』というアルバムを発行している。作曲は印青で、演唱は李双双であ
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る。印青は 1954 年生まれの漢人男性で北京市在住である。現在は中国共産党中央軍

事委員会の政治工作部歌舞団の団長を務めている。李双双はオンニュート旗ウラーン

ムチルの隊員である。 

  

表 11 順番 5 歌舞「愛の旋律」 

 歌舞「愛の旋律」の詳細は不明である。タイトルからラブソングであると考えられ

る。作詞は孟宝力格で、作曲は烏恩である。孟宝力格は 30 代のモンゴル人男性で、

2015 年から 2016 年までオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。ほか詳細は不

明である。演唱は図布新と陶古斯である。二人はオンニュート旗ウラーンムチルの隊

員である。振付は斯琴巴特爾で、演者は陶格陶と金吉瑪である。斯琴巴特爾はオンニ

ュート旗ウラーンムチルの隊員である。陶格陶は小天䳘芸術団のダンス教師である。

ほか詳細は不明である。金吉瑪は 1992 年生まれのモンゴル人女性で、2010 年からオ

ンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 11 順番 6 歌「母親」 

 歌「母親」の詳細は不明である。タイトルから母親への恩返しを表現した作品であ

ると考えられる。作詞、作曲、演唱は孟根である。孟根はオンニュート旗のモンゴル

人歌手で、馬頭琴演奏者である。 

 

表 11 順番 7 合奏曲「春の喜び」 

 合奏曲「春の喜び」の詳細は不明である。タイトルから春節がきた喜びを表現して

制作した作品であると考えられる。作曲は宋滙林で、演奏は照格蘇垃と雪梅と白依垃

である。宋滙林はバーリン右旗ウラーンムチルの隊員である。照格蘇垃は、モンゴル

人女性で、1983 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。雪梅は、1979 年

生まれのモンゴル人女性で、1997 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であ

る。白依垃は、モンゴル人男性で、2009 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員

である。 

 

表 11 順番 8  歌「気随気侭」 

 歌「気随気侭」は、若者に対する応援ソングである。若者には、社会や生活でさま

ざまな悩みがあるものが、自由に生きていけば、なんとか道が広げられるという内容

である。この歌は漢人のバントである指南針バンドが 1996 年に制作した歌である。

指南針バンドは 1994 年に北京、重慶など内モンゴル以外地域の 6 人の漢人男性に組

織された。演唱は蒙 D バンドの金光である。蒙 D バンドは、2014 年にオンニュート

旗地元の 6 人のモンゴル人が組織した。2017 年に名前を「無疆バント」に変更した。

金光はモンゴル人女性で、蒙 D バンドのメンバーとともにオンニュート旗ウラーン

ムチルの隊員である。 
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表 11 順番 9 ダンス「のびのびと振る舞う」 

 ダンス「のびのびと振る舞う」は、子どもが跳ねまわるダンスである。演者は、小

天䳘芸術団である。 

 

表 11 順番 10 歌「天辺」 

 歌「天辺」は、草原、緑の草、馬、星などを表現したものである。この歌は、2005

年にモンゴル人歌手ブリン・バヤルのアルバム収録として誕生し、中国で人気を博し

た歌である。オンニュート旗ウラーンムチルは、この歌を導入している。作詞は吉日

格愣で、作曲は烏蘭図嘎である。吉日格愣はモンゴル人男性で、画家である。烏蘭図

嘎はモンゴル人男性で、作曲家である。演唱は博締バンドである。博締バンドは 2003

年にオンニュート旗の 2 人のモンゴル人男女で組織されたバンドである。 

 

表 11 順番 11 ダンス「刺繍」 

 ダンス「刺繍」は、2009 年にオンニュート旗ウラーンムチルで制作された演目であ

る。振付は哈斯図雅で、作曲は帯欽である。演者は老幹部局龍郷芸術団である。この

芸術団は、オンニュート旗の定年退職した老年幹部たちに組織されたアマチュア芸術

団体である。 

 

表 11 順番 12 歌「私は信じる」 

 歌「私は信じる」は、青年への応援ソングである。夢を持って努力すれば、夢は必

ず実現できるという内容の作品である。この歌は 2006 年に台湾で制作され、中国で

大ヒットした歌である。作詞は刘虞瑞で、作曲は陈国华である。刘虞瑞は台湾の作詞

家である。陈国华は台湾の作曲家である。振付は斯琴巴特爾で、演唱は李驥、羅佳、

王東偉である。斯琴巴特爾はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。李驥は、

30 代の漢人男性で、オンニュート旗政府職員である。ほか詳細は不明である。羅佳は、

漢人女性で、2016 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。王東偉は 30

代の漢人男性で、オンニュート旗熱力会社（電力会社）の職員である。ほか詳細は不

明である。演者は烏日古木垃と朝格図である。烏日古木垃と朝格図はオンニュート旗

ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 11 順番 13 馬頭琴曲「スペイン闘牛士の行進曲」 

 馬頭琴曲「スペイン闘牛士の行進曲」は、スペインの国技である闘牛祭りで演奏さ

れる名曲である。この曲は 1921 年にスペインの有名な作曲家パスカル・マルキーナ・

ナロ（Pascual Marquina Narro 1873-1948 年）の作曲である。演奏は烏芸罕、巴音青和

楽、烏雲畢力格などである。烏芸罕はモンゴル人女性で、赤峰市の藍哈達組合（バン

ド）のメンバーである。ほか二人について詳細は不明である。 
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表 11 順番 14 歌「賛歌」 

 歌「賛歌」は、中国の各兄弟民族が解放されたのはすべて共産党と毛澤東のお陰で

あると讃えたものである（于・赫編 1997：197-198）。この歌はオンニュート旗ウラー

ンムチルで草創期（1957-1965 年）に導入された歌である。作詞は胡松華である。胡

松華は 1931 年生まれ、北京出身の満洲人で、歌手である。演唱はメディグである。

メディグは、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

表 11 順番 15 ダンス「我々の幸福と喜び」 

 ダンス「我々の幸福と喜び」の詳細は不明である。タイトルからモンゴル人の幸福

で安楽な生活を讃えた作品であると考えられる。振付は斯琴巴特爾で、作曲は烏恩で

ある。斯琴巴特爾はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員で、烏恩はオンニュート旗

ウラーンムチルの隊長である。演者は牧其爾、陶格陶、烏日古木垃、畢力格などであ

る。牧其爾と烏日古木垃は、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。陶格陶は

小天䳘芸術団のダンス教師である。畢力格は、1987 年生まれのモンゴル人男性で 2004

年からオンニュート旗ウラーンムチル隊員である。 

  

表 11 順番 16 歌「心から愛する故郷」 

 歌「心から愛する故郷」の詳細は不明である。タイトルから故郷オンニュート旗を

賛美した作品であると考えられる。作詞は色・烏力吉巴雅爾で、作曲は烏恩である。

色・烏力吉巴雅爾は、オンニュート旗中学校のモンゴル語の教師である。演者は轍迹

組合（バンド）である。轍迹組合は、オンニュート旗地元の若手歌手 2 人により組織

されたバンドである。2 人について、オンニュート旗 2013 年の春祭り演目で紹介して

いる（5.1.4 を参考）。 

 

表 11 順番 17 合唱「復興に向かう」 

 合唱「復興に向かう」は、中国の経済的かつ文化的な繁栄を讃えた作品である。こ

の歌は中華人民共和国が成立 60 周年を祝いに 2009 年に制作された。オンニュート旗

ウラーンムチルは、2011 年の演目でこの歌を導入した。指揮は張成富で、アコーディ

オン演奏は烏恩である。張成富は漢人で、オンニュート旗ウラーンムチルの元隊長で

ある。演唱は老幹部局龍郷芸術団である。 

 

表 11 順番 18 歌舞「平和と繁栄」 

 歌舞「平和と繁栄」は、歌「平和と繁栄」を基にし、国家が安定で、平和であるこ

とから、文明が栄え、民族が復興し、国家繁栄を讃えた作品である。このタイトルで

多くの歌が制作されている。作詞は徐立軍で、作曲は烏恩である。徐立軍について詳

細は不明である。演唱は司大利、李双双、宝力格、金光である。李双双、金光はオン

ニュート旗ウラーンムチルの隊員である。司大利は、オンニュート旗の都市管理執行

局の職員である。宝力格は 30 代のモンゴル人男性で、2015 年から 2016 年までオン
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ニュート旗ウラーンムチルの隊員である。ほか詳細は不明である。振付は斯琴巴特爾

で、演者は興安、其力格爾、同垃嘎などである。興安は、モンゴル人男性で、2006 年

からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。斯琴巴特爾と其力格爾はオンニュ

ート旗隊員である。同垃嘎は、額爾敦同垃嘎と言い、モンゴル人男性で、2003 年から

オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。 

 

5.3.4 演目の総括 

①上演作品数とその種類 

 2016年のオンニュート旗の春祭り演目パンフレットでは、18の演目が披露された。

演目の種類は、ダンス、歌、ファッションショー、歌舞、合奏曲、馬頭琴曲、合唱の

7 種類がある。この中、歌が 8 作品、ダンスが 4 作品、歌舞が 2 作品、ファッション

ショーが 1 作品、合奏曲が 1 作品、馬頭琴曲が 1 作品、合唱が 1 作品である。 

 

②春祭りの上演作品とウラーンムチルの関係 

 2016 年のオンニュート旗の春祭りは「連携公演会」として行い、オンニュート旗

ウラーンムチル以外にオンニュート小天䳘芸術団、新蘇莫蘇木満都海斯琴服飾パフォ

ーマンス隊、老幹部局龍郷芸術団、轍迹組合（バンド）など地元の民営歌舞団やバン

ド、芸能人が参加している。 

その結果、18 作品の中で、13 作品はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員が制作

し、公演に携わっている。ほかの 5 作品である歌「龍の故郷」、歌「母親」、ダンス「の

びのびと振る舞う」、歌「天辺」、馬頭琴曲「スペイン闘牛士の行進曲」ほかの民営歌

舞団やバンドが披露している。公演比例から、オンニュート旗の歌舞団の中で、ウラ

ーンムチルが主としているものの、他の民営歌舞団も加わっていることが分かった。 

 

③上演作品の制作者 

 制作者について、振付、作詞、作曲、編曲の順番で分類する。 

 

（1）振付 

 振付は、斯琴巴特爾と哈斯図雅の 2 人で、2 人ともオンニュート旗ウラーンムチル

の隊員である。斯琴巴特爾は、ダンス「吉祥の草原」を始め、ファッションショー「オ

ンニュート賛」など 6 作品に振付をしている。哈斯図雅はウラーンムチルの創新期

（2002-2012 年）に多くの作品に振り付けしていたが、ダンス「刺繍」の 1 作品のみ

振付している。 

 

（2）作詞 

 作詞は、阿古垃泰、芷父、劉恒、孟宝力格、孟根、吉日格愣、色・烏力吉巴雅爾、

徐立軍の 8 人いる。阿古垃泰は作家で、歌「龍の故郷」に作詞している。芷父につい

て詳細不明である。劉恒は漢人歌手である。2 人は歌「共に中国の夢を築きあげよう」



167 

を作詞している。孟宝力格は歌舞「愛の旋律」を作詞しているが、ほか詳細不明であ

る。孟根はオンニュート旗の歌手で、歌「母親」を作詞している。吉日格愣は画家で、

歌「天辺」を作詞している。色・烏力吉巴雅爾は、オンニュート旗中学校の教師で、

歌「心から愛する故郷」を作詞している。徐立軍は歌舞「平和と繁栄」を作詞してい

るが、ほか詳細は不明である。 

 

（3）作曲 

 作曲は、斯琴朝格図、烏恩、印青、孟根、宋滙林、烏蘭図嘎、帯欽の 7 人である。

この中、烏恩は、オンニュート旗ウラーンムチル所属で、ファッションショー「オン

ニュート賛」を始め 5 作品を作曲している。斯琴朝格図は中央民族大学所属で、「龍

の故郷」を作曲している。印青は中国共産党中央軍事委員会の政治工作部歌舞団の所

属で、歌「共に中国の夢を築きあげよう」を作曲している。孟根はオンニュート旗の

歌手で、歌「母親」を作曲している。宋滙林は赤峰市バーリン右旗ウラーンムチル所

属で、合奏曲「春の喜び」を作曲している。烏蘭図嘎は作曲家で、歌「天辺」を作曲

している。帯欽はシリンゴル盟の音楽制作者で、ダンス「刺繍」を作曲している。 

 

④上演作品のテーマ 

 パンフレットから判断したもので、多くの作品の詳細は不明である。だが、インタ

ーネットや演目名（タイトル）から推測すると、まず共産党と社会主義を讃えた作品

は歌「共に中国の夢を築きあげよう」と「復興に向かう」、「平和と繁栄」、歌「賛歌」

がある。歌「共に中国の夢を築きあげよう」は、習近平の掲げる「偉大なる中華民族

を復興する中国の夢」を基に制作した作品である。歌「復興に向かう」は、2009 年に

漢人に制作された歌で、オンニュート旗ウラーンムチルが2011年から導入している。

歌「平和と繁栄」は国家が安定で、平和であることから、文明が栄え、民族が復興し、

国家繁栄を讃えた作品である。さらに、このタイトルで漢人に多くの歌が制作されて

いる。民族の団結や毛澤東を讃えた作品には、歌「賛歌」がある。これはオンニュー

ト旗ウラーンムチルに草創期（1957-1965 年）から導入された演目である。 

 またダンス「吉祥の草原」は 2013 年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレット

にもあった。このダンスの演目名から草原を賛美した作品であると考えるが、共産党

の政策を賛美した可能性も高い。歌「心から愛する故郷」は演目名からオンニュート

故郷、地域を表現した演目と考えられるが、共産党の指導や政策を讃えた可能性も高

い。さらに合奏曲「春の喜び」とダンス「我々の幸福と喜び」も共産党の指導や政策

を讃えた可能性の高い演目と考えられる。 

 地域を主とする演目は歌「龍の故郷」とファッションショー「オンニュート賛」で、

ダンス「刺繍」である。 

 モンゴル文化の演目は、歌「天辺」である。「天辺」は、2005 年にモンゴル人歌手

ブリン・バヤルのアルバムの収録曲として誕生し、モンゴル人に人気を博した歌であ

る。ほかモンゴル文化を表現した演目は見当たらない。モンゴル楽器の馬頭琴でアレ
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ンジした演奏曲は「スペイン闘牛士の行進曲」である。 

 ほかテーマの演目では、応援ソングとして歌「気随気侭」と「信じる」がある。 

子ども向けの演目は、「のびのびと振る舞う」である。男女の恋愛を讃えたラブソン

グは歌舞「愛の旋律」である。母親に捧げた演目は歌「母親」である。 

 さらに、モンゴル服をアレンジしてファッションショーの演目を作っている。こう

したことからウラーンムチルは積極的に外部的な要素を導入している動きが窺える。 

 

⑤2013年のオンニュート旗春祭りの演目との比較 

まず 2013 年のオンニュート旗春祭りの演目は 21 作品があるに対し、2016 年のオ

ンニュート旗春祭りの演目は 18 作品がある。2016 年は、演目数が 3 作品少なくなっ

たが、演目の種類が 2 種類多くなった。この中で、ダンス、歌、歌舞、馬頭琴曲の 4

種類は重複している。2013 年は、重複の 4 種類にプラス戯劇という種類がある。2016

年は、重複の 4 種類にプラスにファッションショー、合奏曲、合唱の種類がある。 

次に、2013 年は、21 演目の中で、ダンス「紅い歌の合唱」をはじめ 5 作品が共産

党や民族の団結など社会主義思想を讃えた可能性が高い。地域を主とする演目が 5 作

品である。ほかは、モンゴル文化、歴史、応援ソングなどである。2016 年は、18 演目

の中で、歌「共に中国の夢を築きあげよう」をはじめ 8 作品が共産党や民族の団結な

ど社会主義思想を讃えた可能性が高い。地域を主とする演目は3作品である。ほかは、

モンゴル文化、歴史、応援ソングなどである。 

 

5.4 オンニュート旗ウラーンムチルの 2020年春祭り演目 

 次に、オンニュート旗ウラーンムチルの 2020 年の春祭りの演目を分析する。その

ため、まずオンニュート旗春祭りの演目パンフレットの紹介し、その後に公演につい

て記述する。 

図 9 と図 10 は 2020 年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレットである。 

 

 

図 9 演目の表面            図 10 演目の裏面 

図 9 と図 10 2020 年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレット 

出典：2020 年 1 月 オンニュート旗文化局の王桂平に提供 
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5.4.1 2020年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレット 

 2020年のオンニュート旗春祭りの演目パンフレットは一枚のA3サイズの紙で表面

と裏面で印刷されている。表面はイベントのタイトルで、モンゴル語と中国語で書か

れている。それが、また左側と右側に分かられ、右上には、福という字が円に囲まれ

て書かれて、その下にはイベントのタイトルが書かれている。イベントのタイトルは

「幸福のオンニュート旗、感情が溢れる玉龍の郷－2020 オンニュート旗の春祭り連

合演出会」と書かれている。さらにその下には、演目単と中国語で書かれている。表

面の左側には、「2020 鼠年の吉祥で、万事が順調である」と中国語とモンゴル語で書

かれている。この年、2013 年と 2016 年と異なって、中国語がメインに大きくデザイ

ンされているのが特徴である。パンフレットのデザインには、北京の天安門広場にあ

る「華表」という中国の伝統建築様式に用いられる標柱と石ライオンが素材として使

われている。2013 年にあった龍と 2016 年にあったモンゴル模様のデザインはない。 

 演目パンフレットの裏面には、イベントのタイトル、振付、作曲、作詞、演奏、演

唱、演者について名前は書かれている。所属や民族などほか詳細はない。公演のタイ

トルは、「幸福のオンニュート旗、感情が溢れる玉龍の郷－2020 オンニュート旗の春

祭り連合演出会」である。パンフレットには、25 の演目が書かれている。演目の内容

について一切説明していない。だが、この年の演目録画が、インターネットで公開さ

れている。パンフレットの表面は赤色に金色の文字で裏面は白生地に赤色の文字で、

デザインされている。演目はオープニングと 4 部に分かれている。4 部には、それぞ

れ小タイトルがある。1 部のタイトルは「歓楽・吉祥」で、2 部のタイトルは「ゆとり

のある社会へ」、3 部のタイトルは「龍の郷の夢を実現」、4 部のタイトルは「出帆し

て遠くへ航海する」である。 

 

5.4.2 2020年オンニュート旗春祭りの主催と観客 

 演目パンフレットには、イベントの主催や共催が書かれていない。公演の場所も書

かれていない。オンニュート旗ウラーンムチルの隊員によると、オンニュート旗春祭

りはオンニュート旗演芸センター（演艺中心）で行われたという。この演芸センター

は、満席で 500 人の観客が入り、さらに春祭りはテレビ放送が行われた。主催機関は、

オンニュート旗共産党委員会とオンニュート旗人民政府である。共催は、オンニュー

ト旗文化・広報・テレビ・体育局とオンニュート旗広報・テレビセンターである。 

図 9 と図 10 のパンフレットの演目に関する制作者や演者について、オンニュート

旗ウラーンムチルの隊員ケ氏（モンゴル人男性）とオンニュート旗文化局（文化館）

の職員コ氏（漢人女性）に 2021 年 8 月 18 日にウィーチャットで確認している。その

演目を表にしたものが表 12 である。 

 

表 12 2020 年のオンニュート旗春祭りパンフレットの演目 

2020 年のオンニュート旗春祭りの演目 

順番 種類 演目名 制作者/演者 

オープニング 
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1 歌舞 紅紅で新年を向かう 

演唱：司大利、李双双、何丹丹、

王艶娟 

演者：紅舞舞踏芸術団、 

姉妹舞踏隊、女人花舞踏隊 

振付：孟根陶婭、牧其爾  

第一部  歓楽・吉祥 

2 ダンス 新年を賀する 
演者：ウラーンムチル 

振付：牧其爾 

3 歌 祖国のため乾杯 

演者：劉静怡 

作詞：劉麟 

作曲：関峡 

4 

ファッシ

ョンショ

ー 

オンニュート部落 

演者：徳日蘇ガチャ牧畜民 

振付：劉臻、孟根陶婭 

5 歌 夢の中のオアシス 

作詞：哈斯巴根 

作曲：鉄木爾 

演唱：鉄木爾 

6 歌 お茶の歌 
作詞・作曲：鉄木爾 

演唱：鉄木爾 

第二部  ゆとりのある社会へ 

7 ダンス モンゴル馬 演者：小天䳘芸術団 

8 歌 村に住む幹部 

作詞：龍瀑、李旭東 

作曲：張成富 

演者：呉艶波、楊暁彤 

9 ダンス 箸の踊り 
振付：巴達瑪 

演者：格日楽図雅 

10 戯劇 脱貧困の良い時期 

制作：旗の朗読協会 

演者：趙海霞、李旭峰、繆文龍、

王婷 

11 歌 綺麗なオンニュート 作詞・作曲・演唱：哈桑 

12 歌 奇妙な縁 作詞・作曲・演唱：哈桑 

第三部  龍の郷の夢を実現 

13 ダンス 
母親の作ったミルクティ

ー 

演者：オンニュート旗の共産党委

員会組織部の老幹部の龍郷芸術団 

14 評劇 
『花為媒』の一部 

「喜びの一刻」 

演者：陳子栄、史学峰 

15 歌 新春 
作詞・作曲：鉄木爾 

演唱：娜布其 

16 歌 恋しがる 

作詞：倉央嘉措 

作曲：娜布其 

演唱：娜布其 

17 原生態 吉祥の祝詞 
演者：オンニュート旗ウラーンム

チル 

18 歌 私は草原の子ども 

作詞：崔富 

作曲：斯琴朝克図 

演者：梅林組合（バンド） 

19 歌 龍の故郷 

作詞：阿古垃泰 

作曲：斯琴朝格図 

演者：梅林組合（バンド） 



171 

第四部  出帆して遠くへ航海する 

20 ダンス 頂碗踊り 

振付：牧其爾 

演者：文化システム職員、 

オンニュート旗ウラーンムチル、 

紅舞舞踏芸術団 

21 歌 私は信じる 演唱：無疆楽隊（バンド）の金光 

22 原生態 馬 
演者：オンニュート旗のモンゴル

族に幼稚園 

23 歌 母親 
作詞・作曲：扎木査干 

演者：青格勒 

24 歌 祝福 

作詞：鋼胡日勒 

作曲：敖特根巴雅爾 

演者：青格勒、薩仁高娃 

25 合唱 壮大な旅 

演者：オンニュート旗の共産党委

員会組織部の老幹部の龍郷芸術

団、高紅梅、孫秀峰 

出典：オンニュート旗ウラーンムチル演目パンフレットにより筆者作成 

 

 表 12 は演目の順番、種類、演目名、制作者/演者から構成されている。 

 演目の順番はパンフレットにある演目の順番を指す。 

 種類は歌舞、ダンス、ファッションショー、戯劇、評劇、原生態、合唱で構成され

ている。新しく加わった種類はなかった。 

 この年の演目はインターネットで公開されている。インターネットでの検索タイト

ルは『幸福翁牛特情满玊龙乡—翁牛特旗 2020 年春节联欢晚会』92である。筆者はこの

年の演目をインターネットで見ているため、以下はそれに基づき演目内容を紹介する。 

  

5.4.3 各演目の内容 

表 12 順番 1 オープニング 歌舞「紅紅で新年を向かう」 

 歌舞「紅紅で新年を向かう」は、ワクワクした気持ちで新年を向かうという内容で、

新年の喜びを讃えた作品である。振付は孟根陶婭と牧其爾で、演唱は司大利、李双双、

何丹丹、王艶娟である。孟根陶婭はモンゴル人女性で、1987 年からオンニュート旗ウ

ラーンムチルの隊員である。牧其爾は、モンゴル人女性で、1995 年からオンニュート

旗ウラーンムチルの隊員である。演唱の司大利、何丹丹、王艶娟について詳細は不明

である。李双双は漢人男性で、2013 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員であ

る。演者は紅舞舞踏芸術団、姉妹舞踏隊、女人花舞踏隊である。紅舞舞踏芸術団はオ

ンニュート旗地元の子供向けのダンス訓練班である。姉妹舞踏隊と女人花舞踏隊はオ

ンニュート旗地元の大人向けの娯楽と健康のためのダンス訓練班である。 

 

表 12 順番 2 第一部「歓楽・吉祥」 ダンス「新年を賀する」 

 ダンス「新年を賀する」は、新年の喜びを讃えた作品である。振付は牧其爾で、演

 
92 オンニュート旗ウラーンムチルの 2020 年春祭り（2021年 7月 23日閲覧） 

https://v.qq.com/x/page/f3057p808he.html  

https://v.qq.com/x/page/f3057p808he.html
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者はオンニュート旗ウラーンムチルである。牧其爾はモンゴル人女性で、1995 年から

オンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。オンニュート旗ウラーンムチルとは、

オンニュート旗ウラーンムチルの隊員ことを指す。 

 

表 12 順番 3 歌「祖国のため乾杯」 

 歌「祖国のため乾杯」は、祖国の中国は壮大で輝かしいことにみんなで乾杯しよう

という共産党の愛国主義を宣伝した歌である。習近平の掲げる「偉大なる中華民族の

復興の夢」に合わせて制作された作品である。この歌は、2019 年に中国で大ヒットに

なった。作詞は劉麟で、作曲は関峡である。劉麟は漢人男性で、中国の有名なギター

演奏者とともに流行音楽のヒットメーカーである。関峡は満洲人男性で、中国の東方

歌舞団などを経て、現在は中国の国家オーケストラの団長である。演者は劉静怡であ

る。劉静怡は 1993 年生まれの漢人女性で、オンニュート旗信用連社職員である。 

 

表 12 順番 4 ファッションショー「オンニュート部落」 

 ファッションショー「オンニュート部落」は、オンニュート旗の伝統服飾と服飾に

関する飾りを表現したショーである。振付は劉臻と孟根陶婭で、演者は徳日蘇ガチャ

の牧畜民である。劉臻は漢人男性で、1998 年から 2004 までオンニュート旗ウラーン

ムチルの隊員である。ほか詳細は不明である。孟根陶婭はモンゴル人女性で、1987 年

からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。演者の徳日蘇ガチャの牧畜民とは、

オンニュート旗に紫城町管区という行政区画があり、そこの村にいる牧畜民を指す。 

 

表 12 順番 5 歌「夢の中のオアシス」 

 歌「夢の中のオアシス」は、モンゴルの大地、草原、緑を讃えた作品である。環境

を保護する視点から作成した作品であると考えられる。作詞は哈斯巴根で、作曲と演

唱は鉄木爾である。哈斯巴根について詳細は不明であるが、名前からモンゴル人と考

えられる。鉄木爾はモンゴル人男性で、鉄締バンドのメンバーである。鉄締バンドは、

内モンゴルで 1993 年に 4 人のモンゴル人男性に組織されたバンドである。 

 

表 12 順番 6 歌「お茶の歌」 

 歌「お茶の歌」は、幼馴染の友情が長く続いたことに感謝するという内容の作品で

ある。お茶を飲みながら、こうした友情を讃えようという主旨である。作詞・作曲・

演唱は上述と同じく鉄木爾である。 

 

表 12 順番 7 第二部「ゆとりのある社会へ」 ダンス「モンゴル馬」 

 ダンス「モンゴル馬」は、モンゴルの草原に自由自在に走る馬を表現するダンスで

ある。馬の草を食べる様子や遊ぶ様子、走る様子が表現されている。演者は小天䳘芸

術団である。振付と作曲など詳細は不明である。 

 



173 

表 12 順番 8 歌「村に住む幹部」 

 歌「村に住む幹部」は、ゆとりある社会を実現するため、農民と一緒に働く、共産

党の勤勉な幹部を讃えた作品である。作詞は龍瀑と李旭東で、作曲は張成富である。

龍瀑について詳細は不明である。李旭東は、40 代の漢人男性で、オンニュート旗のフ

リー司会者である。張成富は漢人男性で、1971 年から 2012 年までオンニュート旗ウ

ラーンムチルの隊員であった。演者は呉艶波と楊暁彤である。呉艶波は 30 代の漢人

男性で、オンニュート旗の中学校教師である。楊暁彤は 40 代の漢人女性で、オンニ

ュート旗の中学校教師である。 

 

表 12 順番 9 ダンス「箸の踊り」 

 ダンス「箸の踊り」は、箸を持ち、モンゴル女性の牧畜生活を表現するダンスであ

る。「箸の踊り」はウラーンムチルの草創期（1957-1965 年）の 1958 年にオルドス地

域からオンニュート旗ウラーンムチルの演目として導入されている。元々は、オルド

ス地域の民間踊りである。2020 年オンニュート旗春祭りの「箸の踊り」の振付は巴達

瑪で、演者は格日楽図雅である。巴達瑪は 1954 年生まれのモンゴル人女性で、1970

年からオルドス市の烏審旗ウラーンムチルの隊員である。巴達瑪は「箸の踊り」を 1982

年に再び振り付けている（内蒙古人民出版社 1997：398）。格日楽図雅はモンゴル人女

性で、2003 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。格日楽図雅は巴達瑪

が振り付けた「箸の踊り」を踊った。 

 

表 12 順番 10 戯劇「脱貧困の良い時期」 

 戯劇「脱貧困の良い時期」は、一人の農民が村に移住した共産党の派遣幹部に励ま

され貧困から脱した物語である。歌「村に住む幹部」と内容が重複している。習近平

が 1992 年に掲げた「脱貧困」という思想を讃えた作品である。歌「村に住む幹部」、

戯劇「脱貧困の良い時期」も、習近平が掲げた「脱貧困」の影響を受けて制作された

ものである。制作は旗の朗読協会で、演者は趙海霞、李旭峰、繆文龍、王婷である。

趙海霞、李旭峰、繆文龍、王婷はオンニュート旗の朗読協会のメンバーで、ほか詳細

は不明である。 

 

表 12 順番 11 歌「綺麗なオンニュート」 

歌「綺麗なオンニュート」は、オンニュート旗の山水の風景を讃えた作品である。

作詞・作曲・演唱は哈桑である。哈桑は 1974 年生まれの漢人男性、赤峰市の歌手で

ある。 

 

表 12 順番 12 歌「奇妙な縁」 

 歌「奇妙な縁」は、モンゴルの自然や家畜などを描写し、モンゴル人として草原に

生まれたのは、奇妙な縁があるからだとする作品である。作詞・作曲・演唱は上述し

た哈桑である。 
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表 12 順番 13 第三部「龍の郷の夢を実現」 ダンス「母親の作ったミルクティー」 

 ダンス「母親の作ったミルクティー」は、子どもたちが碗を持ち母親が作ってくれ

たミルクティーを幸せな感じで受け取り、母親に感謝の気持ちを表現した作品である。

演者はオンニュート旗の共産党委員会組織部の老幹部の龍郷芸術団である。振付は不

明である。 

 

表 12 順番 14 評劇「喜びの一刻」 

 評劇「喜びの一刻」は、1963 年に漢人に制作された『花為媒』という評劇の一部で

ある。その内容は、封建社会の習俗である親の意思で結婚する制度を批判したもので、

共産党の指導で自由恋愛ができることになったことを讃えたものである。この評劇は、

当初は河北省の漢人成兆才（1874-1929 年）が中国の古典小説『聊齋志異』を舞台劇

として改変したものである。その後に、呉祖光（1917-2003）が、1963 年に成兆才の

改変した舞台劇を評劇として改変したものである。演者は陳子栄と史学峰である。陳

子栄は、1972 年生まれの漢人男性で、オンニュート旗図書館の館員である。史学峰は

40 代の漢人の男性で、フリーランスである。 

 

表 12 順番 15 歌「新春」 

 歌「新春」は、新年の喜びを讃えた作品である。新年がきて、人々は希望と自信が

満々で新しい生活を迎えているという内容である。作詞・作曲は鉄木爾で、演唱は娜

布其である。鉄木爾はモンゴル人男性で、鉄締バンドのメンバーである。娜布其は、

モンゴル人女性で、オンニュート旗出身の歌手である。 

 

表 12 順番 16 歌「恋しがる」 

 歌「恋しがる」は、若者がはるか遠くにいる恋人に会えないことは我慢しても、そ

れでもなお思いは止まらぬという内容である。この歌は詩人としても名高かった第六

世ダライ・ラマ倉央嘉措（Tshangs-dbyangs-rgya-mtsho 1683-1706 年）の詞に曲をつけ

たもので、作曲・演唱は娜布其である。娜布其は上述と同じくモンゴル人歌手である。 

 

表 12 順番 17 原生態「吉祥の祝詞」 

 原生態「吉祥の祝詞」は、馬頭琴と三線と太鼓の合奏曲である。時に馬の疾走、時

に自然の様々な音を表現する曲である。演者はオンニュート旗ウラーンムチルである。

作曲は不明である。 

 

表 12 順番 18 歌「私は草原の子ども」 

 歌「私は草原の子ども」は、草原のモンゴル人女性が漢人の孤児を育ってあげたこ

とで、孤児は自分は草原の子どもであり、どこ行ってもモンゴルを忘れないという内

容の作品である。1960 年代初に中国は飢餓の危機に陥り、上海から 3,000 名孤児を内

モンゴルに送った。こうした中、シリンゴル盟のドグイマという女性が 28 名の孤児
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を育てあげた。このことをきっかけに、2019 年 9 月に中国国家主席習近平がドグイマ

に「人民の模範」という栄誉を与えた。この歌は、漢人孤児がモンゴル人のお母さん

に恩返しのために制作したものである。その主旨は、共産党が指名した模範人を讃え

ることである。作詞は催富で、作曲は斯琴朝格図である。演唱は梅林組合である。 

 

表 12 順番 19 歌「龍の故郷」 

 歌「龍の故郷」は、オンニュート旗の山水を讃えた作品である。この歌は 2013 年

のオンニュート旗春祭りや 2016 年のオンニュート旗祭りで披露されている。作詞は

阿古垃泰で、作曲は斯琴朝格図である。演唱は梅林組合（バンド）である。 

 

表 12 順番 20 第四部「出帆して遠くへ航海する」 ダンス「頂碗踊り」 

 ダンス「頂碗踊り」は、牧畜作業を基に共産党を讃えた作品としてウラーンムチル

の草創期（1957-1965 年）の 1962 年に制作されている。振付は牧其爾で、演者は文化

システム職員、オンニュート旗ウラーンムチル、紅舞舞踏芸術団である。牧其爾はモ

ンゴル人女性で、1995 年からオンニュート旗ウラーンムチルの隊員である。文化シス

テム職員は、オンニュート旗の文化館や文化局の職員をいうが、具体的な詳細は不明

である。 

 

表 12 順番 21 歌「私は信じる」 

 歌「私は信じる」は、2016 年のオンニュート旗ウラーンムチル春祭りで歌っている。

作詞は刘虞瑞で、作曲は陈国华である。振付は斯琴巴特爾で、演唱は無疆楽隊（バン

ド）の金光である。 

 

表 12 順番 22 原生態「馬」 

 原生態「馬」は、馬の鳴き声や走りを表現した作品である。原生態「吉祥の祝詞」

と同じく馬頭琴、三線、太鼓とともに馬を讃えた詩を読んで表現した作品である。演

者はオンニュート旗のモンゴル幼稚園である。 

 

表 12 順番 23 歌「母親」 

 歌「母親」は、育ててくれた母に感謝するという内容の作品である。この歌は、元々

はブリヤートのモンゴル人の母親に捧げる歌である。作詞・作曲は扎木査干で、演唱

は青格勒である。扎木査干は、ブリヤート共和国のモンゴル人歌手である。青格勒は

オンニュート旗の出身で、内モンゴル大学芸術学院准教授である。 

 

表 12 順番 24 歌「祝福」 

 歌「祝福」は、新年の喜びを讃えた作品である。新年がきて、親戚と会い、集まっ

て挨拶することはモンゴル人の伝統礼儀であるという内容の作品である。作詞は鋼胡

日勒で、作曲は敖特根巴雅爾である。鋼胡日勒と敖特根巴雅爾はモンゴル国の HURD
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バンドのメンバーである。この歌はモンゴル国から導入した歌である。演唱は青格勒

と薩仁高娃である。青格勒は上述と同じく内モンゴル大学芸術学院准教授である。薩

仁高娃は赤峰市の伊澤舞踏芸術訓練学校の校長である。 

 

表 12 順番 25合唱「壮大な旅」 

 合唱「壮大な旅」は、共産党の指導で国家が強くなり、人民の生活は豊かで、幸福

であるという主旨の作品である。中国国家主席習近平の「偉大なる中華民族復興の夢」

を讃えて制作した作品である。2017 年に制作され、中国で大ヒットした歌である。作

詞は朱海で、作曲は印青である。朱海は 1958 年生まれの漢人男性で、詩、詞、劇作

者である。印青は歌「復興に向かう」と「共に中国の夢を築きあげよう」を同じく作

曲した人物である。演唱は、オンニュート旗の共産党委員会組織部の老幹部の龍郷芸

術団、高紅梅、孫秀峰である。オンニュート旗の共産党委員会組織部の老幹部の龍郷

芸術団は、オンニュート旗の定年退職した老年幹部たちに組織された芸術団体である。

高紅梅、孫秀峰は龍郷芸術団のメンバーであるが、詳細は不明である。 

 

5.4.4 演目の総括 

①上演作品数とその種類 

 2020 年のオンニュート旗の春祭りでは、25 の演目が披露された。演目の種類は、

歌舞、ダンス、歌、ファッションショー、戯劇、評劇、原生態、合唱の 8 種類がある。

歌が 13 作品、ダンスが 5 作品、原生態が 2 作品、歌舞が 1 作品、ファッションショ

ーが 1 作品、戯劇が 1 作品、評劇が 1 作品、合唱 1 である。 

 

②春祭りの上演作品とウラーンムチルの関係 

 2020 年のオンニュート旗の春祭りは「連携公演会」として行い、オンニュート旗ウ

ラーンムチル以外に紅舞舞踏芸術団、姉妹舞踏隊、女人花舞踏隊、徳日蘇ガチャ牧畜

民、小天䳘芸術団、老幹部の龍郷芸術団、文化システム職員、オンニュート旗のモン

ゴル族に幼稚園など地元の民営歌舞団やバンドが参加している。さらに鉄木爾、娜布

其、青格勒、薩仁高娃など地元出身の歌手（芸能人）も参加している。 

その結果、25 作品の中で、7 作品だけがオンニュート旗ウラーンムチルの隊員が制

作し、公演に携わっている。16 作品である歌「祖国のため乾杯」、歌「夢の中のオア

シス」、歌「お茶の歌」、ダンス「モンゴル馬」、歌「村に住む幹部」、戯劇「脱貧困の

良い時期」、歌「綺麗なオンニュート」、歌「奇妙な縁」、歌「新春」、評劇「喜びの一

刻」、歌「恋しがる」、歌「私は草原の子ども」、歌「龍の故郷」、歌「母親」、歌「祝福」、

合唱「壮大な旅」については、オンニュート旗地元の民営歌舞団、バンド、歌手が携

わっている。またダンス「母親の作ったミルクティー」、原生態「馬」について振付と

作曲は不明であることからオンニュート旗ウラーンムチルとの関係が不明である。 

公演演目の比例から、ウラーンムチルが 7 作品披露し、地元の民営歌舞団や芸能人

より多いことがわかる。つまり、オンニュート旗の歌舞団の中で、オンニュート旗ウ
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ラーンムチルが主としている。しかし、2013 年のオンニュート旗春祭りと 2016 年の

オンニュート旗春祭りでの公演演目と比べると、2020 年のオンニュート旗春祭りで

のオンニュート旗ウラーンムチルの公演演目は少なくなっていることがわかる。 

 

③上演作品の制作者 

 制作者について、振付、作詞、作曲の順番で分類する。 

 

（1）振付 

 振付は、孟根陶婭、牧其爾、劉臻、巴達瑪の 4 人である。孟根陶婭と牧其爾はオン

ニュート旗ウラーンムチルの隊員である。劉臻はオンニュート旗ウラーンムチルの隊

員経験者である。巴達瑪は 1970 からオルドス市の烏審旗ウラーンムチルの隊員であ

ったが、ほか詳細は不明である。 

孟根陶婭は牧其爾と歌舞「紅紅で新年を向かう」に振付しているとともに劉臻とフ

ァッションショー「オンニュート部落」の 2 作品に振付している。 

牧其爾は歌舞「紅紅で新年を向かう」を孟根陶婭とともに振付し、ダンス「新年を

賀する」と「頂碗踊り」の 3 作品に振付している。 

劉臻はファッションショー「オンニュート部落」を孟根陶婭と振付している。 

巴達瑪はダンス「箸の踊り」に振付している。 

 

（2）作詞 

 作詞は、劉麟、哈斯巴根、鉄木爾、龍瀑、李旭東、哈桑、倉央嘉措、崔富、阿古垃

泰、刘虞瑞、扎木査干、鋼胡日勒の 12 人である。 

劉麟は流行音楽の創作者で、歌「祖国のため乾杯」に作詞している。 

哈斯巴根は所属不明で、歌「夢の中のオアシス」に作詞している。 

鉄木爾は鉄締バンドのメンバーで、歌「お茶の歌」と「新春」の 2 作品に作詞して

いる。 

龍瀑は所属不明で、歌「村に住む幹部」を李旭東とともに作詞している。 

李旭東はフリー司会者で、歌「村に住む幹部」を龍瀑とともに作詞している。 

哈桑は音楽制作者で、歌「綺麗なオンニュート」と「奇妙な縁」の 2 作品に作詞し

ている。 

倉央嘉措は第六世ダライ・ラマで、歌「恋しがる」の詞は、六世猊下の古詩である。 

崔富は作家で、歌「私は草原の子ども」に作詞している。 

阿古垃泰は作家で、歌「龍の故郷」に作詞している。 

刘虞瑞は台湾の作詞家で、歌「私は信じる」に作詞している。 

扎木査干はブリヤート共和国の歌手で、歌「母親」に作詞している。 

鋼胡日勒はモンゴル国の HURD バンドのメンバーで、歌「祝福」を作詞している。 
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（3）作曲 

 作曲は、関峡、鉄木爾、張成富、哈桑、娜布其、斯琴朝克図、陈国华、扎木査干、

敖特根巴雅爾の 9 人である。 

関峡は中国の国家オーケストラ所属で、歌「祖国のため乾杯」に作曲している。 

鉄木爾は鉄締バンドのメンバーで、歌「夢の中のオアシス」と「お茶の歌」、「新春」

の 3 作品に作曲している。 

張成富はオンニュート旗ウラーンムチルの経験者で、歌「村に住む幹部」に作曲し

ている。 

哈桑は音楽制作者で、歌「綺麗なオンニュート」と「奇妙な縁」の 2 作品に作詞・

作曲している。 

娜布其は歌手で、歌「恋しがる」に作曲している。 

斯琴朝克図は中央民族大学所属で、歌「私は草原の子ども」と「龍の故郷」の 2 作

品に作曲している。 

陈国华は台湾の作曲家で、歌「私は信じる」に作曲している。 

扎木査干はブリヤート共和国の歌手で、歌「母親」に作詞・作曲している。 

敖特根巴雅爾はモンゴル国の HURD バンドのメンバーで、歌「祝福」に作曲してい

る。 

 

④上演作品のテーマ 

 まず共産党と社会主義を讃えた作品は、歌「祖国のため乾杯」、歌「村に住む幹部」、

戯劇「脱貧困の良い時期」、評劇「喜びの一刻」、歌「私は草原の子ども」、ダンス「頂

碗踊り」、合唱「壮大な旅」である。この中で、歌「祖国のため乾杯」、歌「村に住む

幹部」、戯劇「脱貧困の良い時期」、合唱「壮大な旅」は習近平の掲げる「偉大なる中

華民族復興の夢」を讃えたものである。さらに、新年の喜びを表現した作品である歌

舞「紅紅で新年を向かう」、ダンス「新年を賀する」も共産党と社会主義を讃えた傾向

がある。 

 地域性を強調し、オンニュート地域を賛美した作品は、歌「綺麗なオンニュート」

と「龍の故郷」である。2 つの作品と共にオンニュート旗の山水の風景を讃えた作品

である。一方でダンス「オンニュート部落」も地域の文化を表現している。モンゴル

の文化を讃えた作品としてファッションショー「オンニュート部落」、「箸の踊り」、

原生態「吉祥の祝詞」、歌「祝福」である。モンゴルの草原、自然、家畜を讃えた作品

は、歌「夢の中のオアシス」、ダンス「モンゴル馬」、歌「奇妙な縁」、源生態「馬」、

歌「新春」である。母親に捧げた作品としてダンス「母親の作ったミルクティー」、歌

「母親」である。 

 青年男女の恋愛をテーマにした作品は、歌「恋しがる」である。 

 友情をテーマにした作品は歌「お茶会の歌」である。 

 応援ソングとして歌「私は信じる」である。その内容は、夢を持って頑張れば、

必ず夢が実現するという主旨の流行歌曲である。 
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 表 12 のオンニュート旗ウラーンムチルの 2020 年春祭り演目パンフレットから、共

産党や社会主義思想を讃えた演目が増えたことが分かる。この年の演目がすべて 25

作品あり、演目名から 9 作品が共産党や社会主義思想を讃えている。またこの年の春

祭りにおいて、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員が参加する割合が減少している。 

 

⑤2013年、2016年のオンニュート旗春祭りの演目との比較 

2013 年のオンニュート旗春祭りの演目は 21 作品で、2016 年のオンニュート旗春祭

りの演目は 18 作品である。2020 年のオンニュート旗春祭りの演目は 25 作品である。

演目の種類は 2013 年 5 種類あったものが、2016 年に 7 種類がある。2020 年は 8 種類

がある。このデータから、まずオンニュート旗春祭りの演目が 2016 年は減少したが、

2020 年は 2013 年より増加していることが窺える。次に、演目の種類は年々増加して

いる。 

その次に、2013 年は、5 作品が政治宣伝として共産党や民族の団結など社会主義思

想を讃えた可能性が高い。地域を主とする演目が 5 作品である。ほかは、モンゴル文

化、歴史、応援ソングなどである。2016 年は、8 作品が共産党や民族の団結など社会

主義思想を讃えた可能性が高い。地域を主とする演目は 3 作品である。ほかは、モン

ゴル文化、歴史、応援ソングなどである。2020 年は、歌「祖国のため乾杯」をはじめ

9 作品が共産党や民族の団結など社会主義思想を讃えている。この 9 作品の中で、特

に歌「村に住む幹部」、戯劇「脱貧困の良い時期」、合唱「壮大な旅」は習近平の政策

を讃えている。オンニュート地域を主とする作品が 3 作品である。ほかはモンゴル文

化、歴史、応援ソングなどである。 

最後にオンニュート旗春祭りにおけるオンニュート旗ウラーンムチルと地元の民

間歌舞団と芸能人との連携公演会から政治宣伝について考察する。 

2013 年のオンニュート旗春祭りは 21 作品で、16 作品はオンニュート旗ウラーンム

チルの隊員が制作し、公演に携わっている。政治宣伝に関する 5 作品の中で、歌「モ

ンゴルと漢人の心は繋がる」、戯劇「皮影の伝説」、歌「喜祥の草原」の 3 作品はオン

ニュート旗ウラーンムチルが携わっている。残りの 2 作品であるダンス「紅い灯を高

く揚げる」と歌「紅い歌の連唱」は地域の民営歌舞団や芸能人が披露している。 

2016 年のオンニュート旗春祭りは 18 作品で、13 作品はオンニュート旗ウラーンム

チルの隊員が制作し、公演に携わっている。政治宣伝に関する作品の中で、歌「共に

中国の夢を築きあげよう」と「復興に向かう」、「平和と繁栄」、歌「賛歌」の 4 作品は

明確に共産党と社会主義を讃えた作品である。またダンス「吉祥の草原」と合奏曲「春

の喜び」、ダンス「我々の幸福と喜び」、歌「心から愛する故郷」4 作品も共産党と社

会主義を讃えた可能性が高い作品である。この 8 作品がすべてオンニュート旗ウラー

ンムチルの隊員が制作し、公演に携わっている。 

2020 年のオンニュート旗春祭りは 25 作品で、7 作品だけがオンニュート旗ウラー

ンムチルの隊員が制作し、公演に携わっている。こうした中で、政治宣伝に関する作

品では 9 作品の中で、歌舞「紅紅で新年を向かう」、ダンス「新年を賀する」と「頂碗
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踊り」の 3 作品はオンニュート旗ウラーンムチルの隊員が制作し、公演に携わってい

る。残りの 6 作品である歌「祖国のため乾杯」と「村に住む幹部」、戯劇「脱貧困の良

い時期」、評劇「喜びの一刻」、歌「私は草原の子ども」、合唱「壮大な旅」は地域の民

営歌舞団や芸能人が披露している。このことから、地方政府は地元の民芸歌舞団や芸

能人についても共産党の政治宣伝に参加させ、コントロールしている狙いが窺える。 

 

5.5 まとめ 

 本節では、2013 年から 2020 年までのオンニュート旗ウラーンムチルの演目を分析

するため、オンニュート旗春祭りの演目パンフレットを中心に取り上げた。従って、

内モンゴルでは、地域（地方）の春祭りは、連携公演として地元のウラーンムチル及

び民営歌舞団や芸能人などが参加し、当時の最も注目していた演目を披露するからで

ある。こうした公演の演目から、ウラーンムチルの当時の注目していた演目の特徴を

みることができる。また参考のため、赤峰市誕生 30 周年を祝うイベントにおけるオ

ンニュート旗ウラーンムチルの演目についても分析した。 

 これらの分析から、オンニュート旗ウラーンムチルの 2013 年の演目では、共産党

や社会主義を讃えた作品が少なかったことが分かった。特に赤峰市誕生 30 周年を祝

うイベントにおける公演の演目では、共産党政策を讃えたものが見当たらなかった。

これらの演目では、ほとんどモンゴルの文化や地域性が表現されている。特にモンゴ

ル的なものとしてホーミー、原生態という種類の演目が導入された。 

 一方、2016 年の春祭りでは、「共に中国の夢を築きあげよう」を始め、習近平の政

策を讃えた作品が増えた。2020 年になるとそうした演目はさらに増えた。 

 

小結 

 本章では、習近平の中国夢の新時代のウラーンムチル（2013 年-現在）の活動を記

述した。胡錦濤に続いて、習近平になり、「中国の夢」、「中華民族の偉大なる復興」の

政策を打ち出し、文芸工作者には中華文化を繁栄させる責任と社会主義の核心的な価

値観を広める機能、及び愛国主義を広める任務があると強調した。さらに、「新時代

の中国の特色ある社会主義思想」の政策（スローガン）を打ち出し、経済と軍事的に

は「強くなる」ことを宣言した。つまり、この時期はウラーンムチルの繁栄期である。 

 こうした影響を受け、内モンゴルの文化事業は繁栄している。具体的に、2018 年の

芸術歌舞団の統計データは胡錦濤時代の 2012 年の統計データより、短い 6 年で 89 団

体増え、団員（隊員）は 1,663 人増加している。また、文芸団体は習近平の講話内容

である「中国の夢」と「社会主義の核心的な価値観」のもとに演目を創作し、公演を

行った。自治区共産党委員会及び政府の中心工作である「十ヵ全覆蓋」プロジェクト

や「内モンゴル自治区文化庁の 2016 年の事業計画」に沿って文化活動を行った。さ

らに、文化庁の事業計画の下では、「草原文芸の毎日公演－民衆向けの公演プロジェ

クト」、「民衆向け公演が村の隅々まで」など 6 つの公演ブランドが公演プロジェクト

として設けられた。 
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こうした中で、2017 年、ウラーンムチルが創立 60 周年を迎え、習近平に活動の報

告を行い、返信を受けたことで、全内モンゴルがウラーンムチルから学ぶブームが起

こった。言わば、ウラーンムチルが繁栄期を迎えた。 

 習近平の返信をきっかけに、内モンゴルの主席であった布小林がオンニュート旗ウ

ラーンムチルを訪問した。布小林の訪問を受け、オンニュート旗ウラーンムチルがウ

ラーンムチルに関する展覧会を行い、公演活動が例年より 2 倍も増加したという。さ

らに、オンニュート旗ウラーンムチルは、2017 年に内モンゴル自治区成立 70 周年、

烏蘭牧旗成立 60 周年を記念するイベントを組織し、2 日間定年退職した隊員ととも

に公演を行った。公演では、草創期から現在までの演目を披露した。 

 この時期におけるオンニュート旗ウラーンムチルの上演作品について 4 つのパン

フレットを中心に分析した。具体的には、2013 年、2016 年、2020 年の春祭りの演目

パンフレットと 2013 年の赤峰市誕生 30 周年を祝うイベントのパンフレットである。 

 分析した結果、2013 年の演目では、共産党や社会主義を讃えた作品が少なかった。

特に赤峰市誕生 30 周年を祝うイベントの演目では政策を讃えたものが全くない。こ

れらの演目では、ほとんどモンゴルの文化や地域性が表現されている。演目のジャン

ルとしては、これまでの時期になかったホーミー、原生態という種類の演目が導入さ

れた。しかし、2016 年の春祭りでは、「共に中国の夢を築きあげよう」を始め、習近

平の政策を讃えた作品が増えた。2020 年になるとこうした演目はもっと増えた。ウラ

ーンムチルは鄧小平時代から胡錦涛時代まで緩やかにしていたものが、習近平時代に

政策宣伝という本来の目的に引き戻されている。その兆しとしてオンニュート旗ウラ

ーンムチルが参加した 2013 年と 2016 年のオンニュート旗春祭りでの公演演目は、

2020 年のオンニュート旗春祭りでの公演演目と比べると、少なくなっている。こうし

たことから、地方政府にはウラーンムチル以外の地元の民営歌舞団と芸能人について

も共産党の政治宣伝に参加させ、コントロールしている狙いが窺える。 
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第十章 ウラーンムチル歌舞団の政治宣伝のプロセス 

 

 ウラーンムチルは中国共産党の政治宣伝の担い手として作られた団体である。本章

では、ウラーンムチルが如何に政治宣伝の演目を制作しているか、そのプロセスの詳

細をみる。まず、筆者が 2018 年 8 月～2019 年 9 月までフィールド調査中、ウラーン

ムチル隊員にインタビューした資料を基づき、習近平が返信以降のウラーンムチル学

会の活動を紹介する。その次にウラーンムチル隊員による演目制作プロセスについて

記述する。 

 

1 ウラーンムチル学会 

 ウラーンムチル創立 30 周年を迎える 1987 年になり、内モンゴル自治区共産党委員

会の宣伝部や文化庁の指導下でウラーンムチル学会が創立された。 

 ウラーンムチル学会はウラーンムチルと共に 1990 年代以降、「民族文化の商品化」

（紅 2013）や「計画経済時代」（シンジルト 2010）に入り、地方自治体の財政難とい

う問題が出てくるにつれて、その組織力は弱くなっていた。書籍や雑誌のような出版

物は、2004 年 5 月に学会の名前で初めて『ウラーンムチル研究』という雑誌が創刊さ

れたが、わずか一年後の 2005 年 10 月に第三期で終刊している。それ以降、2007 年に

『民族文化ブランド・ウラーンムチル賛』を出版し、2009 年に『我々のウラーンムチ

ル』という本を出版したものの、それ以降は学会の名義で出版物が出されなくなった。

そして、2010 年、ウラーンムチル学会はウラーンムチル協会に改称した。その理由は

「全区のウラーンムチル事業の発展と創新における新たなニーズに応じた」からだと

いう（達・他編 2017：81）。学会は研究者の集まりという特別な意味を持つのに対し、

協会は一般人を含むという潜在意識を利用し、その名を拡大するつもりであったのだ

ろう。のちにウラーンムチル学会の名称は公の場で見られなくなった。代わりに、ウ

ラーンムチル協会の名義で 2014 年『周恩来総理とウラーンムチル』という本が出版

された。ところで、2017 年 11 月 21 日に「中国国家主席たる習近平のウラーンムチル

に送る手紙」を受けて、2017 年 12 月 4 日に内モンゴル文化庁ではウラーンムチルの

「老隊員」であったシ氏とツ氏、ス氏と内モンゴル軍区政治部の元文工団の「老団員」

であったセ氏によりウラーンムチル学会が再び組織された。 

 

1.1 シ氏とウラーンムチル学会 

 「老隊員」のシ氏（67 歳，男性）はモンゴル人で、17 歳の時、中学時代にウラーン

ムチルの隊員になり、1972 年～1978 年までオンニュート旗ウラーンムチルで働き、

その後にジョーオダ盟公安局や赤峰市公安局に警察官として転職した。さらに内モン

ゴル自治区の政府事務室の検察組の組長などを経ている。シ氏は既に定年退職したが、

2017 年 11 月末に内モンゴル自治区党委宣伝部、文化庁に呼ばれ、ウラーンムチル学

会の会長就任を打診された。その後、2017 年 12 月 4 にウラーンムチル学会が再び成

立した。シ氏は、2018 年 3 月１日に文化庁に事務室をもらい、ウラーンムチル学会の
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会長として正式に仕事を始めた。事務室は 2 つの部屋があり、2 人で 1 部屋を利用す

る。2018 年 5 月 4 日にウラーンムチル創立 60 周年を祝うために展覧会を行う計画を

立て、写真の収集と編集に約 1 ヶ月を掛け各ウラーンムチルや内モンゴル文史研究館

などから集めた。それら写真は 1000 枚以上になり、その中から 430 枚の写真を展示

したという。シ氏はウラーンムチル学会における自身の立ち位置についてこのように

語った。 

 

  去年（2017）、習近平総書記がウラーンムチルに手紙を送ってきたことをきっか

けに、内モンゴル自治区党委宣伝部、文化庁、内モンゴル自治区政府事務室が、

私にウラーンムチル学会の会長になるよう、との白羽の矢を立てた。ウラーンム

チル学会の会長になる者は必ずウラーンムチルの関係者であり、自治区における

庁以上の行政部門で働いた経験がある者でなければならない。また私がモンゴル

族であることで、ウラーンムチルの隊長に選ばれたと考える。今後は新時代のウ

ラーンムチルを率いてもっと具体的な仕事をしたいと考えている。例えば、その

看板にある計画を見てほしい（写真 3）。モンゴル語で「毎年の 11 月 21 日をウラ

ーンムチルの記念日にする計画」と書いてある。これはウラーンムチルが創立 60

周年を機に習近平主席から手紙が届いた日を指している。内モンゴル自治区政府

や内モンゴル族民代表常務委員会などを通じ、法制化するために意見交換を行っ

ている段階である。ウラーンムチルの事業条例についての新たな計画に参加して

いる。この計画には既に毎年の 11 月 21 日をウラーンムチルの記念日として定め

る項目を入れている。年末に新たな条例として誕生すると考えている。 

 

 以上は筆者が 2018 年 8 月 6 日に内モンゴル自治区文化庁のウラーンムチル学会事

務室で行ったインタビューである。当時、新たなウラーンムチル学会が成立してから、

写真 3 内モンゴル自治区文化庁のウラーンムチル学会事務室の学会 

計画 

（2018 年 8 月 6 日 筆者撮影） 
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半年以上経っていた。 

また内モンゴル元美術館で内モンゴル自治区文史研究館と内モンゴル自治区ウラ

ーンムチル学会が主催するウラーンムチル展覧会が開催されていた。展覧会は 2018

年 6 月 14 から 9 月 1 日まで行われた（写真 4）。入場無料で様々な行政機関の団体や

個人が参加した。参加者に感想を残してもらうために、赤い色の寄せ書き欄を作って

あった。そこには、参加者からのさまざまなコメントが寄せられた。例えば、写真 5

の寄せ書きには「ウラーンムチルの良い伝統を発揚し、牧畜地域の人民に奉仕せよ！」、

「ウラーンムチルの精神に学び、党と人民が心を繋ぎ、誠心誠意、人民に奉仕せよ！」

と参加者のコメントがある（写真 5）。また写真 3 にあるように、内モンゴル文聯（文

学と芸術界の聯合会）の有名な作家のブ・ブリンブヒ（布林貝赫）氏が書いたジョー

オダ盟の民謡とも言われる「ムケル・ムケル・ショロン・ハダ（möhkru möhkru sorung 

qada，巓連の山峰の意味）」というモンゴル語の詩がウラーンムチル学会のシ氏とス

氏に中国語で翻訳されていた。「この歌は内モンゴル主席である布小林同志が大好き

なもので、我々が翻訳しウラーンムチルの隊員に覚えてもらう。今度、主席と会えた

らいつでも聴いてもらうようにしている。翻訳はまだまだ終わっていない、いつでも

修正できるように黒板に書いておいたもの」と副秘書長のツ氏は語る。 

 

 

1.2 ツ氏とウラーンムチル学会 

ウラーンムチル学会の副秘書長というツ氏（67 歳，男性）は、モンゴル人で 1970

年～1982 年までオンニュート旗ウラーンムチルで働き、その後赤峰市ラジオ局で 13

年間仕事をした後、内モンゴル自治区ラジオ局に移動した。ラジオ局では主に文芸編

集を行っていた。定年退職後、文化・芸術研究所、内モンゴル文化出版社、内モンゴ

ル歌舞協会などに特別研究員として招かれた。 

 ウラーンムチル学会の成立後、内モンゴル自治区党委宣伝部、文化庁に呼ばれ、ウ

ラーンムチル学会の副秘書としての職務を与えられた。そこでは主に学会の著作に関

する編集と資料収集に携わっている。 

 2019 年 8 月にアラシャー盟で行った第 8 回ウラーンムチル芸術祭に資料収集のた

写真 4 元美術館のウラーンムチル展覧会 

（2018 年 8 月 3 日 筆者撮影） 
写真 5 寄せ書きコメント蘭 

（2018 年 8 月 4 日 筆者撮影） 
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め出かけた。ツ氏は「今回のアラシャー盟におけるウラーンムチル芸術祭に参加した

目的は、各ウラーンムチルの活動を把握し、資料を収集するためである。ウラーンム

チル学会はウラーンムチル芸術祭の活動を中心に『ウラーンムチル研究』の雑誌を刊

行する企画をしているからである」という。芸術祭では 8 月 20 日にオープニング儀

式が行われた。21 日にアラシャー盟の図書館で「新時代ウラーンムチルの創新と発展

に関するシンポジウム」を開かれ、ツ氏は専門家として招待された。ツ氏は芸術祭の

終了する 28 日まで、「一专多能」のコンクールやウラーンムチル団体の公演コンクー

ル及び基層（農村、牧畜地域）公演、審査員との会談、懇親会、隊長・隊員との会談

など様々な事柄に関わっていた。 

 

1.3 ス氏とウラーンムチル学会 

 ウラーンムチル学会の常任理事として招待されたス氏（79 歳，男性）は、漢人であ

る。1963 年～1977 年までオンユート旗ウラーンムチルで働き、のちに赤峰学院大学

に転職し定年退職した。その後孫の面倒を見るために、北京まで息子に連れられて行

ったが、ウラーンムチルの「老隊員」時代を思い出しフフホト市に移住した。彼は、

2017 年 12 月にウラーンムチル学会が組織される際、常任理事として呼ばれた。学会

における主な仕事は、資料の編集や業務の管理である。ス氏は「文化庁は我々の学会

に 2 つの部屋を事務室として貸出してくれ、政府はウラーンムチル事業を重視してい

る」と語った。しかし、政府はウラーンムチル学会の幹部メンバーに給料を一切支払

っていない。ウラーンムチル学会の活動経費は、主に会長のシ氏に頼っている。「会

長は人脈の広い人で、学会経費をいつでも準備してくれる」とス氏は語る。 

 

1.4 セ氏とウラーンムチル学会 

 ウラーンムチル学会の副会長兼秘書のセ氏（63 歳，女性）は、漢人で元内モンゴル

軍区政治部の文工団に声楽と舞踊の職務に携わっていた。のちに内モンゴル文化庁の

芸術処に調査研究員として派遣され定年退職まで働いた。ウラーンムチル学会の成立

をきっかけに副会長として招かれている。副会長は会長のアシスタントでもあり、会

長の代理としても活躍している。セ氏は、2018 年の『ウラーンムチル回想録』には、

「大漠軽騎」というタイトルで回想を寄せた。セ氏はこの回想録で、1989 年に自らが

参加したアラシャー右旗ウラーンムチルに関するドラマ制作の経験について語って

いる。このドラマは、アラシャー右旗のバダンジリン沙漠に暮らす牧畜民にアラシャ

ー右旗ウラーンムチルが公演を行っていたことを基づいて制作された。陳宏鷹はバダ

ンジリン沙漠で 20 数日をかけて、沙漠に暮らす牧畜民の家を歩きまわり、牧畜民が

暮らす場所を一つ一つ訪れ、ドラマ制作のため、ウラーンムチルとともに公演を行っ

た。ウラーンムチルの公演をみた牧畜民が感動して泣いていたことに陳宏鷹も感動し

て泣いたという。内モンゴル自治区党委宣伝部、文化庁は、陳宏鷹の文工団、文化庁、

ウラーンムチルでの経験を考え、ウラーンムチルの副会長として要請したという。新

たに成立するウラーンムチル学会の幹部は基本的にこうした人物によって構成され
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る。 

 ウラーンムチル学会は 2018 年 12 月に学会名誉で約 40 万文字の『ウラーンムチル

回想録』を作った。回想録は「内モンゴル自治区党委宣伝部と文化庁の指導下で各地

域のウラーンムチルと「老隊員」を動員し、習近平総書記のウラーンムチル事業発展

に関する重要な指示精神を宣伝し、学ぶために創った」（朱・吉編 2018：339）。以上

が、ウラーンムチル学会の幹部メンバーと組織活動における新たな動向である。続い

てウラーンムチルの隊員について分析を試みる。 

 

2 ウラーンムチル「老隊員」 

 まず、ウラーンムチルの「老隊員（古参隊員）」を取り上げ、中国国家主席の習近平

の手紙の後の隊員の対応を見てみたい。「老隊員」はよく使われる表現であるが、実

は明確な定義はない。ウラーンムチルで隊員として経験を持つ者を言うのか、現にウ

ラーンムチルで隊員として長期に渡って働いている者を言うのか、それともウラーン

ムチルで働き定年退職した者を言うのか。さらに、どれほどの参加年数をもって、「老

隊員」というのか。そのため、本論では、およそウラーンムチルで隊員として働き、

30 年以上の社会経験を持つ者を「老隊員」と定義しておく。以下はこうした「老隊員」

の個々人のインタビューを通し、ウラーンムチルの新たな方針における個人の対応は

いかなるものであるのかをみる。 

 

2.1 ソ氏とウラーンムチル演目の創作について 

 ソ氏（61 歳，男性）はモンゴル人で、スニド右旗ウラーンムチルの現職隊員であり、

1976 年に 17 歳の時、ウラーンムチルに舞踊隊員として採用され、現在（2020 年）に

至っている。年を取るにつれ、舞踊だけでなく、ホルボー、歌、演劇に携わるように

なった。内モンゴル文聯の有名な作家であるア・オトスル（阿・敖德斯爾）の『アル

マスの音（alamas-un daγun）』、モンゴルの歴史小説である『モンゴル秘史』のような

人気の口誦詩や小説をホール（四胡）でウリゲル（物語）、ホルボーの形式で語る。さ

らに「青年」、「教師」、「放牧の草原」、「モンゴル故郷の春」などモンゴル生活を背景

にしたホルボーを自ら作って歌う。即興的にホルボーを作って歌うのが得意だという。

2017 年 7 月に第 7 回内モンゴル・ウラーンムチル芸術祭が赤峰市のバーリン右旗に

内モンゴル自治区成立の 70 周年とウラーンムチル創立 60 周年を祝うために行った。

「当時、芸術祭に参加したところ、我々の幹部には新たなホルボーを作ってみないか

と言われ、「双つの喜び（qos bayar-un qurai）」というホルボーを即興に作った。つま

り、内モンゴル成立の 70 周年とウラーンムチル創立の 60 周年の喜びを言う。現場に

いた十数人の審査員の審査を受け準優秀賞を貰うことができた」93。 

ソ氏は 2017 年 11 月 21 日に中国国家主席の習近平がウラーンムチルに送った手紙

をみて、嬉しくて夜も寝られなかったという。一晩かけて「鐙にかけた牛乳（dören 

degere tusqagsan sü）」というお祝いの意味合いが強いホルボーを作った。その意味は

 
93 2018 年 8 月にスニド右旗ウラーンムチルでのインタビューを基に整理した。 
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「モンゴル族は、昔は馬に乗って参戦する。また騎馬民族としてのモンゴル軍隊がい

た。さらに、モンゴル族はどこかへ行くとき、馬を使うことを常としていた。こうし

た中、鐙に牛乳をかける慣習は、遠いところへ出かける際に障害なく順調に帰ってく

ることを象徴している。習近平主席の送ってきた手紙をきっかけに「鐙にかけた牛乳」

を作ったのは、ウラーンムチル事業が今後もっと繁栄することを象徴している」とい

う94。ソ氏のこのホルボーは内モンゴル・テレビ局を始め、様々なメディアに取り上

げられた。 

ソ氏に 2019 年 11 月 1 日、実行された新たな「ウラーンムチル事業条例」について

確認した。「ウラーンムチル事業条例」は、ウラーンムチル創立当時にあったもので、

数回の改革を経ている。2019 年 9 月 26 日に行った内モンゴル自治区第 13 回の人民

代表常務委員会の第 15 次全体会議において「内モンゴル自治区ウラーンムチル条例

（草案）」が更なる改革を得て、同年の 11 月 1 日に実施されるようになった。 

 ソ氏に新たな「ウラーンムチル事業条例」について確認したところ、条例の第 14 条

95がより現実的、具体的であり、若者には有利であると言われた。「15 年以上ウラーン

ムチルの隊員として経験を持つ者は、本人の願望によりほかの事業部門に転勤できる

法案が極めて突発的な点である。しかし、同条例の 30 年以上の経験を持つ者である

定年退職の年齢になってない者が定年退職できるという点については納得できない。

30 年の経験を持っていても若い人であれば、定年退職したら、給料が安くて生活的に

困る。だが、身体の健康に不安がある者には良い政策だと思う。この条例については

まだ議論の余地があり、不十分である」と条例施行後において WeChat を通じて回答

した96。 

 

2.2 タ氏とウラーンムチル演目の創作について 

 タ氏（59 歳、男性）はモンゴル人で、1976 年にスニド左旗ウラーンムチルに舞踊

隊員として採用され、十数年間働いた後、スニド右旗ウラーンムチルに移動した。ウ

ラーンムチルで舞踊隊員からホルボー編集、舞踊編集、作曲、演劇などに転身してい

る。1987 年に、自らが編集した「晩年の幸福（ötelege nasun-no ǰirγal）」という舞踊が

内モンゴル自治区の芸術コンクールで優勝賞を貰った。この舞踊は中国共産党の中央

委員会の第三回全体会議（三中全会）の会議内容が実施されていた時期に作られた。

「80 年代初期は、牧畜民の文化・芸術に関する施設が少なく、そうしたものがすべて

時代遅れであった。だが、80 年代後期になり、カラーテレビを見ることができた。あ

る日、年寄の牧畜民夫婦はテレビをみていたところ、息子がウラーンムチル隊員とし

 
94 2018 年 8 月にスニド右旗ウラーンムチルでのインタビューを基に整理した。 
95 十四条は、旗・県以上の人民政府はウラーンムチル隊員における退職を実施する制度

である。ウラーンムチルで 15 年以上に経ってダンスを踊っている隊員が本人の願望で
退職願を申請する場合、政府はその人を文化、教育、コミュニティなどの職に移動さ
せることである。30 年以上のウラーンムチルでの経験を持つ者で、定年退職の年齢に
なってなくでも、政府は国家と自治区の法律に基づき、その人を退職させるべきであ
る。 

96 2019 年 11 月末のインタビューである。 
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て舞踊を踊り、テレビに映った。これを見た老年夫婦は非常に驚き、喜んだ」97とい

うエピソードを描いた作品である。つまり、当時において中国共産党軍事委員会（中

軍委）の副主席であった、鄧小平が改革開放政策を打ち出した三中全会の内容が牧畜

地域にしっかりと伝達されたというエピソードである。 

 タ氏はそれ以降、地域の特徴として「銀鞍の白ラクダ（mügün emegel-tai čhaγan 

temege）」というホルボーを作った。「我々のスニド右旗は赤いラクダの故郷で、冬は

ラクダ祭りを催す儀礼がある。このホルボーはラクダの褒め歌として作った」と言い、

「このホルボーは 1989 年に、内モンゴル自治区の芸術コンクールで優秀賞を貰い、

中国全国の芸術コンクールで準優勝賞を貰った」98という。 

 最近は「習近平主席の手紙を受け、我々のウラーンムチルに内モンゴル自治区主席

の布小林や書記の李紀愃及びシリンゴル盟の幹部らは訪問するためにきた。さらに手

紙をきっかけに各ウラーンムチルに、44 人乗りの大型バスを一台ずつ配給した。こう

してウラーンムチルの活動は以前より何倍も増えた。我々は今日の午後、アラシャン・

ソムに行き「基層公演（農村・牧畜地域の公演）」を行う。戻ってきてから、上海芸術

団体と連携しウラーンムチル広場に市民向けの公演を行う。実は、この前にフフホト

市における公演やコンクールに出かけて帰ってきたばかりだ。また作品については

「朱日和の情（ǰurkhe-in qair-a）」という軍隊と牧畜民の関係を賛美した舞踊を編集し、

さらに「法律を普及せよ（qauli čhaγaǰa-gi tögemjileγülügsen）」というホルボーなども

作った」99と語った。朱日和とはスニド右旗における中国の軍事基地の一つである「朱

日和合同戦術訓練基地」を指す。2017 年 7 月末、中国人民解放軍は建軍 90 年を記念

し、軍事パレードを行い、習近平国家主席が閲兵した。ウラーンムチルはそれを記念

して、軍人と牧畜民の友好エピソードを描いた舞踊を作成した。「法律を普及せよ」

を作った背景として中国共産党の第十八期中央委員会の第三回全体会議（十八期三中

全会）において、習近平の提出した「法治中国」の理念が上げられる。この理念が 2015

年に中国の中央国務院に「法治政府建設実施綱要」の法案として全国に施行された。

法案に関する会議が内モンゴル自治区政府では 2016 年から始まり、2018 年初に法案

について研究の加速や実施の強化などが討論100され、全区の各旗・県政府に国家政策

として重要視された。こうした中、ウラーンムチルの方針や性質から政府政策の宣伝

として「法律を普及せよ」が作られたと考えられる。ただし、ホルボーの詞はウラー

ンムチル組織の決定とともに隊員のソ氏が書き、タ氏は編曲している。 

 

 
97 2018 年 8 月にスニド右旗ウラーンムチルでのインタビューを基に整理した。 
98 2018 年 8 月にスニド右旗ウラーンムチルでのインタビューを基に整理した。 
99 2018 年 8 月にスニド右旗ウラーンムチルでのインタビューを基に整理した。 
100 会議の主題を中国語では、研究《内蒙古自治区落实〈法治政府建设实施纲要（2015-

2020 年）〉实施方案》という（2016 年 8 月 11 日に行われた）。2018 年初の討論が 10

月に《关于加快推进法治政府建设的实施意见》（内党办发〔2018〕31 号）が実施され
ている。 
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2.3 チ氏のウラーンムチル経歴 

 チ氏101（84 歳，女性）はモンゴル人で、1957 年～1962 年までスニド右旗ウラーン

ムチルで働いた。27 歳の時、身体の健康に不自由が生じ、ウラーンムチルから離れた。

健康が回復した後、貿易公司や図書館などの仕事を得た。チ氏はウラーンムチルの第

一世代「老隊員」である。第一世代「老隊員」の中で、健在しているのは、「私とイラ

ン氏の二人だ。ほかの皆は天国に行った」とチ氏は語る。「私は、1957 年の 3 月から

文化館で働いた。これはウラーンムチルが創立するための準備段階であった。ウラー

ンムチル創立において、9 人の隊員がいたが、皆歌や踊りができない。歌や踊りの基

本技術を勉強するために、フフホト市の文化局から指導者がきて教えていた」102。チ

氏は当時のウラーンムチルでの経歴を繰り返した。 

 

当時、ウラーンムチルが巡回を行う際に本や新聞を持って行く。宣伝部は我々には

牧畜民を教育する任務を課し、牧畜民に共産党を愛する教育や政府の政策をしっか

り宣伝するよう指示する。当時、解放（1949 年の中華人民共和国成立）からそれほ

ど経ってない、我々の新たな生活がどのようにしてできたのか、どこからきたのか

は、牧畜民には全然分からない。2 万 5000 華里の長征が何かも分からない。こうし

た事情について私たちがとくとくと語ってあげる。多くの英雄たちの犠牲で、新た

な社会ができたことも分かっていない。3 つの大敵103を倒し、新たな生活ができた

事情についても全く知らない。こうしたことを公演が始まる前に、説明してあげる。

また牧畜民に本や新聞を読んであげるのも一苦労であった104。 

 

 チ氏は当時、牧畜地域で公演を行っていた際、トグム公社の公演において公演終了

後、一人の帰れない女性客と出会った。チ氏自ら近づいてみると、両足のない人だっ

た。彼女に事情を聴いたところ、彼女はある寒冬のジョド（雪災害）に遭い羊の群れ

を保護するために一生懸命雪氷と戦っている間に両足が凍ったという。凍った両足を

切断したため、大腿でしか動けないようになり、そこに座っていたのであった。これ

を見た荷花氏は隊員のイランとともに、家まで送って数日間か家事を手伝った。「彼

女の名前はヘシゲーと言い、息子と娘がいるが、夫は亡くなっていた。これをみた私

とイランはどうしても、この人をほっておくことができないと判断し、夫を探してあ

げることにした」105。その後、二人の「老隊員」は彼女に夫を探し、結婚させた。荷

花氏は 2018 年 2 月に中国中央テレビの『馬上の牧歌』という番組に出た際、ヘシゲ

ーの息子と娘に会って、非常に驚き感動して抱きあった。さらに、春節のお祝いにヘ

シゲーの息子と娘がチ氏を訪問するためにやってきたという。 

 チ氏は中国国家主席の習近平の手紙後にウラーンムチル学会に頼まれ、『ウラーン

 
101 1937 年生まれのモンゴル人である。 
102 2019 年 4 月に行ったチ氏自宅でのインタビューを基に整理した。 
103 三つの大敵を三つの大山ともいう。それは帝国主義、封建主義、官僚資本主義を指す。 
104 2019 年 4 月にチ氏の家でのインタビューを基に整理した。 

105 2019 年 4 月にチ氏の家でのインタビューを基に整理した。 
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ムチル回想録』に回想を寄せた。習近平の手紙が来た当時、両眼に障害があり手術し

終わったばかりであった。「うちの子どもがこの喜ばしいメッセージを私に伝えてく

れて、私は大変感動し、心が落ち着かない」とチ氏は回想した（朱・吉編 2018：36）。

さらに習近平の手紙後、『ウラーンムチル 60 周年の特別貢献賞』を貰い、中国中央テ

レビ局をはじめ各地方メディアに招待され、インタビューを受けているという。 

 

2.4 歌手金花氏のウラーンムチル経歴 

 金花（77 歳、女性）氏はモンゴル人で、10 歳まではジリェム盟（現の通遼市）のガ

ンチカ旗に育ち、後に騎兵の父親に連れられて、イクジョー盟（現のオルドス市）に

きた。小学校時代に軍区の文工団の公演をみて歌手になることを夢見た。中学 1 年の

時に、ウラーンムチル隊員の勧誘者がきたので、学校で、即興で歌い、ウラーンムチ

ルに勧誘された。しかし、彼女がウラーンムチル隊員になることに両親は反対してい

たという。金花は 1960 年～1977 年までイクジョー盟ウーシン旗ウラーンムチルで隊

員として働き、後に異動し、1977 年～1982 年までオルドス歌舞団で働いた。1982 年

からは内モンゴル自治区歌舞団（2000 年以降、歌舞劇院）で働き定年退職した。中国

国家の一級演員106）の名誉を与えられ、内モンゴル歌舞劇院の終身演員として評価さ

れた。また 2009 年に、内モンゴル自治区の「傑出音楽家」という名誉が与えられた。

金花の歌った「オボーでの出会い（obuγan degerehi aγulǰilt-a）」や「漂う牛乳の香り

（anγilum-a su-in önör，乳香飘）」などの歌は、筆者が小学生時代に流行した歌である。

当時、モンゴル人の中で、「金花は金色の歌声（torγun qoγulai，金嗓子）」の歌姫と言

われていた。初期の公演において、内モンゴルの元主席のウラーンフーは「金花は金

色の歌声」とたたえたという。金花は内モンゴル・テレビ局を始め、中国中央テレビ

局など権威のあるテレビ局に数多く出演している。金花は、また早期から、自ら新聞

や雑誌を通してウラーンムチルの労働者・農民に奉仕する役割や基本機能などについ

て紹介していた（金 1976）。 

 2017 年、中国国家主席の習近平の手紙を受け金花は『赤色文芸軽騎兵である金花が

語るウラーンムチル・ストーリー（紅色文芸軽騎兵金花講烏蘭牧騎的故事）』という

タイトルで本を執筆し、出版の準備を進めていた。「以前、メディアに 20 時間のイン

タビューを受けて、このタイトルで、本を書かれたことがある。しかし、その文章を

見たら、私の考えとは大きな食い違いがあることに気づいた。彼は若者で我々の時代

を体験したことはないし、そうした生活や環境について全然分かっていない。彼は優

れた文章能力で大変立派な文章を書いたが、私にとっては真実が欠けている。私がウ

ラーンムチルを代表して書いているから必ず真実を書かなければならない。そのため

に、2018 年 8 月から書き始め、A4 判の紙で 300 枚以上書いた。現在、内モンゴル自

治区党委宣伝部に送り、文化出版社に出版するように依頼している」107）。金花はこの

 
106 本来は歌手と表現するのが正しい。しかし、中国の演員は歌手、女優、俳優、漫才師、

演劇者を含む多くの芸術家、芸能人を指す。そのため、オリジナルの意味を尊重し、
「演員」とした。 

107 2019 年 4 月に金花氏の自宅で行ったインタビューを整理した。 
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著作物がいかに始まったかを次のように語った。 

 

2017 年 11 月 21 日、私が学生とともに録音室で録音していた時、夫が電話をかけて

きた。夫は私に非常に喜ばしい報告があると言った。何かと聞いたら、中央テレビ

番組の第一報道（ニュース）が、習総書記があなたたちのウラーンムチルに送った

手紙を報道していると伝えた。その瞬間、私は、あの時代における周総理とウラー

ンムチルの経験と、この時代における習総書記とウラーンムチルの経験はまさに同

じだと思った。大変感激した。その後、内モンゴル自治区党委宣伝部が私にウラー

ンムチルのストーリーを書くことを依頼してきた。彼らは金花先生が語るストーリ

ーは全て実体験からなるものであり、真実であると言った。ウラーンムチルには私

と同年代の人は少ない。杖をついていたり、病気だったりして語り手は少ない。そ

のため、私がこのウラーンムチルのストーリーをしっかり書いて、次世代にウラー

ンムチルはいかなるものであるのかを伝える。一人のウラーンムチル隊員が全ウラ

ーンムチルを代表することができる。内モンゴル自治区党委宣伝部の人々はこの著

作で以って、「五個工程賞」108）を貰いたいと考えている109。 

 

 金花は 70 歳を過ぎ、定年退職したにもかかわらず、中国国家主席からの手紙が送

られてきた後、ウラーンムチルのシンポジウムや訓練班といった様々な活動に参加し

ている。また 2018 年にウラーンムチル学会の編集する回想録にも回想を寄せた。2019

年 8 月のアラシャー盟で行われた芸術祭のオープニングで歌を披露したり、さらにウ

ラーンムチルのシンポジウムに招待され、ウラーンムチル隊長や関係者に経験をみず

から語ったりしている。 

 以上、ウラーンムチルの現職「老隊員」や定年退職した「老隊員」のインタビュー

を通しウラーンムチルの中国国家主席習近平の手紙を受けた後の動向を見た。ウラー

ンムチルは習近平の手紙を受け、より一層広く活動を続けていることが分かった。具

体的にはウラーンムチル学会の創設や、シンポジウムの開催、出版などである。宣伝

部や文化庁はさらに、マスメディアを通じて「老隊員」を表彰し、ウラーンムチルの

各活動に彼らを指導者や経験者として招待していることが分かる。 

 

小結 

 本章では、中国国家主席の習近平時代の内モンゴル自治区におけるウラーンムチル

の動向を分析したものである。ウラーンムチルは 2017 年、ウラーンムチル創立 60 周

年を迎え、中国国家主席である習近平に発展報告を行い、その返信としてお祝いの手

紙を受けた。その後、全内モンゴルがウラーンムチルに学ぶブームになった。具体的

 
108「五個工程賞」（五の一プロジェクト賞）は 1992 年、中国中央宣伝部が実施した精神文

明建設における「五個工程」を評価する活動を言う。毎年１回行う。「五個工程」とは、
良い喜劇作品、良いドラマ作品、良い映画作品、良い図書（社会科学分野に限る）、良
い論文（社会科学分野に限る）の 5 つの中から 1 つ受賞する。 

109 2019 年 4 月に金花の自宅で行ったインタビューを整理した。 
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な事例としてウラーンムチル学会が再び組織され、より活発に活動を行っていること

が指摘される。学会はウラーンムチルの写真展覧会を始め、本や雑誌を編集し、ウラ

ーンムチルに関するシンポジウムを開催し、ウラーンムチルの理論研究をリードする。

ウラーンムチル学会の再組織においては、元ウラーンムチルの隊員や元文工団の「老

隊員」が招かれ、内モンゴル文化庁から 2 部屋の事務室が与えられた。学会の幹部は

政府から給料はもらっていないと言いながら、毎日時間をきちんと守り、新たな政策

や活動に携わっている。彼らは、ウラーンムチルの記念日の制定を提案し、内モンゴ

ル文聯における有名な作家の作品を翻訳し、幹部の論調にあうように活動している。

ウラーンムチル学会の雑誌『ウラーンムチル研究』から、回想録の『ウラーンムチル

回想録』は、すべて中国共産党の思想や社会主義理論、国家政策を讃えたものである。

彼らのこうした活動は中国国家主席、内モンゴル自治区主席、及び内モンゴル自治区

党委宣伝部、組織部、文化庁、内モンゴル自治区政府など国家機構の直接な管理によ

って行われたものと考えられる。 

 

（1）演目の創作にみる政治宣伝と文化活動 

 ウラーンムチル学会の活動以外に「老隊員」のインタビューからも分かるように、

ウラーンムチルは内モンゴル文聯における作家の作品『アルマスの音』やモンゴル歴

史の『モンゴル秘史』や、口誦詩や小説の「放牧の草原」、「モンゴル故郷の春」、「銀

鞍の白ラクダ」などを演目に改作している。こうした演目から、隊員（モンゴル人）

もウラーンムチルという場所（舞台）を利用し、積極的に文化活動（宣伝）を行って

いる様子が窺える。同時に中国共産党の三中全会を始め、習近平時代の新たな政策を

讃えた作品を作り、国家の政策に協調している。その具体例は「双つの喜び」、「鐙に

かけた牛乳」、「晩年の幸福」や「法律を普及せよ」などの歌舞やホルボーがある。つ

まり、国家はこの舞台を政治宣伝の場所として利用し、隊員（モンゴル人）は文化活

動の場所として利用している。両者に場所の利用目的について、同床異夢である。し

かし、両者は国家体制において、誰を離れて「一人」が独立した方針で活動できない。

ウラーンムチルは両者の相互利益のために作られた場所である。だが、最終的な権力

は国家にあり、隊員（モンゴル人）はそれに従う或いは協力という形になる。 

 演目の創作についても、隊員は自らが即興で作っているというが、まさしく共産党

の指示や評価のもとに作られたものであり、きわめて定型的で意図的なものである。

モンゴル歴史に関する口誦詩や小説など牧畜民の好みに合わせた文芸作品も創作さ

れているが、それは国家が「社会主義思想」（政治宣伝）のために観客である牧畜民に

身近な題材を取り入れた可能性が高い。 

 最近、ウラーンムチルの「老隊員」には、中国中央テレビ番組の『馬上の牧歌』や

著作物など主流のマスメディアを通じ、ウラーンムチルのストーリーが語られている。

「老隊員」である金花の「内モンゴル宣伝部の人々はこの著作によって、「五個工程

賞」を目指している」という発言は、内モンゴル自治区党委宣伝部が中央宣伝部に評

価されることを指摘し、そうした評価によりウラーンムチルの評価が更なる権威とな



193 

る可能性を意味している。さらに、こうした権威機構の活動により、もっと多くの人

に中国国家政策がスムーズに宣伝されることが窺える。 

 

（2）政治宣伝のメカニズム 

 ウラーンムチルは中国国家主席の習近平の手紙を受け、その活動が様々な形で活発

化している。ウラーンムチルには、習近平の掲げる「法治中国」や中国人民解放軍の

建軍 90 年を記念する軍事パレードなどが政治宣伝として作品化されている。ウラー

ンムチルにおけるこうした政治宣伝は、ウラーンムチルの隊員自らが行われているも

のと考えられるが、それはすべて共産党の指示や評価のもとである。チ氏が牧畜民に

「我々の新たな生活がどのようにしてできたのか」を語る目的は何のためであるのか。

牧畜民にとって新たな生活や古い生活の違いは何だろう。そうした概念を解釈する意

義が何だろう。ウラーンムチルにおけるこのような政治宣伝のメカニズムでは、誰が、

誰に、何を目的で行われているかという問いがある。それは、つまり国家がモンゴル

人に国民としての教育、宣伝を行うためであると考えられる。このメカニズムの中核

は国家のトップや共産党のリーダーであり、政府の職員と言った人々によって構成さ

れる。そして、最終的にウラーンムチルという場所を借りて、国家政策として宣伝さ

れるのである。彼らのこうした宣伝は、さらにメディアの協力や加工を得て社会的に

反映されている。 
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第十一章 観客からみたウラーンムチルの公演活動 

 

 本章では観客にとってのウラーンムチルはいかなるものであるかを観客の聞き取

り調査から分析する。観客がなければ、ウラーンムチルは成り立たない。筆者は小学

時代（1990 年代中旬）にウラーンムチルの公演をガチャ（行政村）の学校でみていた。

当時ガチャの村民委員会と学校は一つの場所にあって、そこにウラーンムチルの公演

や映画の放送など活動が定期的に行われていた。中学時代（1990 年代末）は、学校が

フレー旗（通遼市所属）の中心街に移ったため、ウラーンムチルの公演はほとんど見

てない。大学時代（2000 年代初）、学校はフレー旗から通遼市の中心街に移り、街の

中で国家政策を宣伝して公演を行っていたウラーンムチルをよくみていた。 

ウラーンムチルの公演はほかのバンド、アイドル、人気歌手の公演と異なり、老年

観客が多く集まっていた印象が強い。以下は、まず観客と歴代ウラーンムチルの公演

を説明し、次に観客の聞き取り調査を取り上げる。 

 

1 ウラーンムチルの公演と観客 

 ウラーンムチルの観客は当然様々である。たとえば、政府職員、官僚、公務員、教

職員、軍人及び農民、牧畜民、学生、商売人、フリーランスなどである。筆者はフィ

ールドワークを通し、これら観客を含む 30 代から 70 代の人に聞き取り調査を行って

いる。以下は、まず文献資料からこれまでのオンニュート旗ウラーンムチル及びほか

のウラーンムチルの公演における観客について記述し、次に筆者のフィールドワーク

で観察した観客について取り上げる。 

 

1.1 歴代ウラーンムチルの公演とそのデータ 

 オンニュート旗ウラーンムチル誌によれば、オンニュート旗ウラーンムチル約 55

年間（1957 年 6 月から 2012 年 8 月まで）に 5,239 回の公演を行い、589 万 5,451 人に

上る観客を集めた。この 55 年間、創作された演目は 1,783 余に上る（劉・張編 2012：

57）。このデータからウラーンムチルは概ね 1 年間、95 回の公演を行い、1 回の公演

に平均 1,100人の観客を集め、3回の公演に 1つの演目が作られていたことが分かる。

ほかのウラーンムチルにしても同じ程度観客数を集めている。例えば、内モンゴル自

治区直属ウラーンムチルは 1986 年の 8 月 4 日から 9 月 16 日までの約 40 日間、新疆

での「全国少数民族運動会」に巡回公演を行い、40 回公演し、6 万人を超える観客を

集めた（内蒙古自治区文化庁編 1997a:182）。このデータからウラーンムチルは忙しい

時、毎日 1 回の公演を行い、公演ごとに平均 1,500 人の観客を集めていたことが分か

る。 

 

1.2 フィールド調査でみるウラーンムチルの公演と観客 

2019 年 8 月 20 日から 8 月 28 日までの 9 日間に渡り、内モンゴルのアラシャー盟

左旗で「第 8 回ウラーンムチル芸術祭」が行われた。この芸術祭に内モンゴル自治区、



195 

新疆ウイグル自治区、青海省、甘粛省、吉林省から 22 のウラーンムチルが参加し、

わずか 9 日間に 67 回の公演を行い、15 万人を超える観客を集めた110。 

 この 2019 年の芸術祭に筆者はフィールド調査を行い、観客（参与観察者）として

参加した。このデータは政府側のデータであり、誇張されているかもしれない。だが、

毎回の公演にはかなりの観客を集めていた。このデータから概ね 9 日間、1 つのウラ

ーンムチルが平均 3 回の公演を行い、公演ごとに 2,200 人の観客が集めていたことに

なる。実際に筆者の観察でも、ウラーンムチルがアラシャー盟左旗市庁所在地の中心

街（広場、体育館、公園など）における昼の公演にしては 500 人～1,000 人の観客を

集め、夜の公演ではほぼ 1,000 人～3,000 人を集めていた。場合によってはもっと多

い。 

さらに、22 のウラーンムチルの内、16 のウラーンムチルがアラシャー盟左旗の金

色胡楊音楽庁（写真 6）で毎日 2 回のコンクール公演を行い、毎回 800 人の観客を集

めていた。この芸術祭では、金色胡楊音楽庁だけに毎日 1,600 人を超える観客が集ま

り、9 日間延べ 14,400 人の観客を集めたことになる。金色胡楊音楽庁は 800 人の観客

席がある。実際にスタッフやメディア人を含むとその数はより多くなる。この芸術祭

りでコンクール公演に参加した 16 のウラーンムチルはコンクール公演時間以外にも

巡回公演を行い、観客を集めていた。 

 

 

写真 6 金色胡楊音楽庁に並ぶ観客 

             出典：2019 年 8 月 23 日  筆者撮影 

 

「第 8 回ウラーンムチル芸術祭」の金色胡楊音楽庁に行われたウラーンムチルのコ

ンクール公演会は 2 回で、昼の午後 2 時から 4 時までと夜は 7 時から 9 時まであっ

 
110 「第 8 回内モンゴル自治区ウラーンムチル芸術祭閉幕」（2020 年 6 月 20 日閲覧） 

https://mp.weixin.qq.com/s/BdbLwnVjtJ0bAi7cXtC4mA 
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た。コンクール公演において、昼にしても、夜にしても、会場に満席以上の観客が集

まり、満席になった時点で会場の出入口を閉鎖していた。会場まで足を運んできても、

会場の中には入らない観客はいつも 100 人から 200 人に上っていた。 

 政府の統計データである 15 万人の観客を 22ウラーンムチルに分けると 1 つのウラ

ーンムチルが 9 日間に約 6,800 人の観客を集めたことになる。実際は 1 つのウラーン

ムチルは平均してそれほど人を集められなかったとしても、筆者の観察によると、少

なくとも約 3,000 人は集めたと考えられる。アラシャー盟左旗に行われた「第 8 回ウ

ラーンムチル芸術祭」で筆者は観察した観客の数は政府の統計数と約半分の差がある。

しかし、これは筆者が観察したウラーンムチルにおけるコンクール公演と巡廻公演の

数であり、ウラーンムチル芸術祭のオープニングと閉幕式における口コミでの観客の

数は約 5 万人に合わせると「第 8 回ウラーンムチル芸術祭」の観客の数は約 12 万人

に上る。こうした数字からウラーンムチルは現在にしても、かなり多くの観客を集め

ていることが分かる。 

「第 8 回ウラーンムチル芸術祭」の公演は、ほとんどアラシャー盟左旗の市庁所在

地の中心街で行われた。そのため、観客はほぼ、地元の人である。オープニングと閉

幕にはアラシャー盟左旗の牧畜民と他の隣接するアラシャー盟右旗、バインヌル市

（巴彦淖尔市）や、烏海市、オルドス市から参加し観客も少数いる。また 22 ウラー

ンムチルが「第 8 回ウラーンムチル芸術祭」を機に、アラシャー盟左旗以外にバイン

ヌル市、烏海市など地域の農民、牧畜民を対象に巡回公演を行った。 

 

 

写真 7 アラシャー盟左旗の中心街に行われるウラーンムチル公演会  

               出典：2019 年 8 月 23  筆者撮影 
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 アラシャー盟左旗の市庁所在地の中心街で行われるウラーンムチル公演会には、観

客はたいてい立ち見てある。自らが椅子を持ってきてみる人もいる。さらに 8 月は、

真夏であり、傘をさしたり、帽子を被ったりする人が多い（写真 7）。 

 ウラーンムチルが農民、牧畜民を対象に行う公演では、1 日 1 回～2 回の公演を行

う場合があれば、1 日 3 回以上の公演を行う場合もある。公演は距離や時間の関係で

決めるものであり、いずれにしても観客は数十人から数千人が集まっている。公演の

時期は夏季が多く、観客の余暇の時間に合わせて公演する。夏季は農民や牧畜民にと

って仕事が少ない時期である。特に 7 月と 8 月は余暇な時間が多く時期である。ウラ

ーンムチルはこうした時期に合わせて公演を行い、観客を集める。 

 

2 観客へのインタビュー 

 以下はウラーンムチルの具体的公演を事例に観客のインタビューを分析する。その

ため、まず牧畜地域と農業地域における公演を事例とする。次に都市に行われた公演

を事例として取り上げる。 

 

2.1 牧畜地域での公演 

 2018 年 8 月中旬に、筆者はスニド右旗ウラーンムチルでフィールド調査を行った。

そこで、ウラーンムチルの牧畜地域での公演であった。公演はスニド右旗のエリエン・

ヌール・ソム（郷・鎮）のアラシャント・ガチャ（村）という村民委員会がある場所

で行われた。時間は 2018 年 8 月 16 日であった。観客は牧畜民以外にスニド右旗政府

官僚と司法機関の幹部、宣伝部・組織部・教育局の人、軍人、学生たちであった。観

客数は約 1,000 人である。公演は無料で行った（写真 8 と写真 9）。 

写真 8 プロジェクトのタイトル     写真 9 観客 

   出典：2018 年 8 月 16 日 筆者撮影     出典：2018 年 8 月 16 日 筆者撮影 

 

 公演はシリンゴル盟における「初心を忘れず、気合を入れて、基礎を固めよう（不

忘初心、凝魂聚气、固体强基）」という新たなプロジェクトの開始儀式として行われ

た。公演現地でこのプロジェクトの名がモンゴル語と中国語で書かれている。このプ

ロジェクトは、習近平の 2017 年の第 19 回全国人民大会での講話内容であった「初心
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を忘れず、使命を肝に銘じる（不忘初心，牢记使命）」を基にしたものである。つまり

中国の特徴ある社会主義の旗印を掲げ、小康社会を完成させる（ややゆとりのある生

活ができる社会を全面的に完成させる）という習近平の掲げる「偉大なる中華民族復

興の夢」スローガンに合わせたプロジェクトである。 

 

 ウラーンムチル隊員は 40 人乗りバスで三十数人が乗り、午後 1 時にスニド右旗の

文化センターから出発し、約 40 分後に公演地に到着した。現地に到着後、隊員たち

は公演に使う道具を準備し、午後の 3 時から公演を開始した。まず公演直前に、政府

幹部らは新たなプロジェクトについて説明し、中国共産党の成立時間・人数・リーダ

ーについて観客（牧畜民、学生、軍人）に質問した。また中国における現在の共産党

員数、シリンゴル盟や、スニド右旗における共産党員数などについても質問した。そ

して質問を回答できる観客には生活用品をプレゼントした。さらに模範的な牧畜民を

表彰し、幹部たち自らが挨拶に回っていた。こうしたイベントが約 30 分間行われた

後に、ウラーンムチルの公演が開始した。公演の演目は歌舞・漫才・演劇・ホルボー

などであった。約 1 時間半で終了した。筆者は公演後に 40 代のテ氏（モンゴル人）

と 60 代のト氏（モンゴル人）にインタビューを行った（写真 10 と写真 11）。 

 

 

写真 10 テ氏（40 代、牧畜民）       写真 11 ト氏（60 代、牧畜民） 

   出典：2018 年 8 月 16 日 筆者撮影     出典：2018 年 8 月 16 日 筆者撮影 

 

 テ氏はモンゴル人男性で 40 代の牧畜民である。公演を見るためにガチャ（村）か

ら馬に乗ってきた。彼はウラーンムチルの公演についてこのように語った。 

 

ウラーンムチルの公演は小さい頃からみていた。今見ても大変面白くて、特にウラ

ーンムチルの歌が大好きで観にきた。ウラーンムチルには、私が小さい頃からみて

いた隊員もいるし、彼らとあいさつするためにもきている。1 時間半の公演は短か

った。演目は全て素晴らしかった。また見たい。 

 



199 

 ト氏はモンゴル人女性で 60 代の牧畜民出身の共産党員である。政府の新たなプロ

ジェクトに模範党員・労働者として呼ばれてきた。彼女はスニド右旗ウラーンムチル

の公演についてこのように述べている。 

 

私は、ウラーンムチルの公演をみるようになって約 50 年になっている。それでも、

ウラーンムチルの公演は大好きである。今日の公演も素晴らしかったし、特に貧困

牧畜民をゆとりのある生活へ指導していくテーマの演劇が本当によかった。我々は

共産党の恩恵を忘れてはいけない。共産党の指導があったからこそ、今日の生活が

できている。牧畜民がより豊かな生活ができている。さらに私を模範労働者として

表彰したことについても心から感謝している。 

 

 スニド右旗ウラーンムチルは公演が終わった後に道具を片付け、スニド右旗の文化

センターに戻った。当日の夜に文化センターの隣にあるウラーンムチル広場で午後 8

時から 10 時まで「ウラーンムチルの精神に学ぶ―芸術家がスニド右旗の民衆を対象

する公演（学习乌兰牧骑精神—艺术家走基层深入苏尼特右旗惠民演出）」という公演

に参加した。この公演は、中国国家主席習近平がスニド右旗に送った返信の手紙を宣

伝するためである。この公演の主催は「第 15 回中国・内モンゴル草原文化祭組織委

員会と第 20 回・中国上海国際芸術祭内モンゴル分会（第 15 届中国・内蒙古草原文化

节暨第 20 届中国・上海国际艺术节内蒙古分会）」である。共催は、中国上海国際芸術

祭組織委員会と内モンゴル民族芸術劇院、中国共産党スニド右旗委員会、スニド右旗

人民政府である。公演は無料であった。 

「中国・内モンゴル草原文化祭」とは、内モンゴル政府が 2004 年から主催した文

化イベントである。このイベントは、主に内モンゴルを宣伝する歌舞団の優秀な演目

や草原文化を紹介した演目を上演する。公演団体として内モンゴル民族芸術劇院が内

モンゴルの地方歌舞団と協力し、内モンゴルの市庁所在地、あるいは旗・県の政府所

在地で巡回活動を行うものである。 

「中国・上海国際芸術祭組織委員会」とは、1999 年に中華人民共和国国務院の批准

の下で、中華人民共和国文化部が主催し、上海人民政府が実務を担当し、国際的に活

動する団体（委員会）を指す。この団体は、「中国上海国際芸術」を設け、国際的に芸

術・文化の交流を行うことを目的にしている。いわゆる「中華民族の芸術と文化」を

国際的に宣伝する目的であるという。団体は、さらに中国内でも、各地域に分会を設

け、地域の政府や歌舞団と協力し、公演活動を行っている。これらの芸術祭は、毎年

1 回行い、劇場での公演、あるいは巡回公演を行う。公演期間は約 1 週間続き、場合

によってもっと長くなることもある。筆者のフィールドワークした 2018 年まで、「中

国内モンゴル草原文化祭」は 15 回になり、「中国上海国際芸術祭」は第 20 回になっ

ていた。2018 年 8 月 16 日にスニド右旗で行われた「ウラーンムチルの精神に学ぶ―

芸術家がスニド右旗の民衆を対象とする公演」には、上述の団体が参加したことで、
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この公演はかなり大きな公演であり、観客は隣のスニド左旗、正鑲黄旗からきた人を

含め 1 万人に上っていた。 

スニド右旗ウラーンムチルの牧畜地域で行った公演とスニド右旗ウラーンムチル

広場で行った公演及び観客のインタビューから、ウラーンムチルは牧畜地域の人に人

気であることが分かった。一方で、政府は政策の宣伝を行うため、「ウラーンムチル

の精神に学ぶ」活動を通し、「中国上海国際芸術」の協力の下で、さまざまな方法を利

用し、ウラーンムチルの活動を盛り上げ、観客を集めている。 

 

2.2 農業地域での公演 

 筆者は 2019 年 8 月にアラシャー盟に行われた「第 8 回ウラーンムチル芸術祭」後

に赤峰市のオンニュート旗にフィールド調査のために行った。そして、同年の 9 月 3

日にオンニュート旗ウラーンムチルに連れて農村地域での巡回公演に参加した。今回

の公演の目的は脱貧困政策を宣伝するためであった（写真 12 と写真 13）。 

 ウラーンムチルは 1 日で、オンニュート旗の橋頭鎮（桥头镇）の羊草沟村・西南店

村・杜家地村の 3 つの村で公演を行った。公演はすべて無料である。当日の朝 9 時に

若手隊員 21名と文化館の職員である 5 人とともに習近平の返信でもらった 40 人乗り

のバスで出発した。まず羊草沟村に到着したが、既に 10 時半を過ぎていた。 

 

  

写真 12 羊草沟村での公演         写真 13 西南店村での公演 

    出典：2019 年 9 月 3 日 筆者撮影      出典：2019 年 9 月 3 日 筆者撮影 

 

 公演に関して羊草沟村の村長と話しあい、最初は一人の農民の庭で公演すると決め

ていた。しかし、オンニュート旗ウラーンムチルが農民の庭を貸し出して公演を行う

ことに対して、農民に料金を支払わないと庭を貸してくれないと言われた。結局、農

民の庭での公演がキャンセルになった。そのため、近所の農民の家から電線を繋ぎ、

村の空いていた場所にバスを止め、公演を行った。 

その日三つの村で各 1 時間公演を行い、最初の村では 30 人～40 人の観客が集まっ

た。昼は隣の西南店村の村民委員会室で休憩を取り、村長自らが昼食を作ってごちそ

うした。昼食の後に村の広い場所にバスを移動し、1 時間の公演を行い、午後の 3 時
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ごろにその日の最後の公演として杜家地村に移動した。杜家地村の公演が終わり、オ

ンニュート旗ウラーンムチル機構へ戻ってきたときは、既に夜の6時半を過ぎていた。

西南店村と杜家地村での公演に参加した観客は各村で約 100 人～200 人程度であった。

この地域の農民は全て漢人であり、各村で 11 の演目を披露し、この中 2 つの演目だ

けがモンゴル語で行われた。演目のジャンルはダンス・馬頭琴曲・京劇・快板・四胡

曲・歌などがあった。モンゴル語で行われた 2 つの演目は歌で、1 つは女性隊員が歌

った「ウラーンバートルの夜」という歌で、もう 1 つは男女のラブソングであった。

ほかの演目はすべて中国語で行われた。三つの村において、演目の順番が変わっても、

演目の内容は変わっていない。筆者はオンニュート旗ウラーンムチルの公演後、40 代・

50 代と思われる 4 人の農民に感想を聞いた。写真 14 の左からナ氏とニ氏は漢人男性

で、2 人は 40 代である。写真 15 の左からヌ氏とネ氏は漢人男性で、ヌ氏は 50 代とネ

氏は 40 代である。 

 

写真 14 羊草沟村での公演         写真 15 西南店村での公演 

出典：2019 年 9 月 3 日 筆者撮影      出典：2019 年 9 月 3 日 筆者撮影 

 

  筆者：公演はどうだったのか。 

  農民：素晴らしかった。 

  筆者：どの演目が素晴らしかったか。 

  農民：ダンスと馬頭琴曲などが良かった。 

  筆者：京劇と馬頭琴曲のどっちが良かったか。 

  農民：馬頭琴曲がよかった。音が強くてきれい。 

  筆者：モンゴル語の演目はどうだった。 

  農民：メロディーが素晴らしかった。歌詞について分からなかったが、メロディ

ーが心地よい。 

  筆者：公演は多いか。 

  農民：多くない、数年に一度公演が行われたものであり、こんな身近に公演をみ

ることがほとんどない。今回は暇ですべての演目をみることができたが、

ほとんどの場合、農業の仕事に集中するため公演はみない。 

 

 今回の公演は羊草沟村と西南店村にとっては数年間に一度行われた公演であると

いう。杜家地村ではウラーンムチルが来る前まで、京劇団が来て一周間（7 日間）ず
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っと京劇を演じていたという。農民は毎日みていた。ウラーンムチルが公演にきたと

聞き、また見にきたという。農民はウラーンムチルの公演が終了後、やはりウラーン

ムチルの公演が好きという。それは、京劇団の一つの演目がウラーンムチルより時間

的に長いし、演目のジャンルも少ないことが要因という。ウラーンムチルは 8 月に入

ってから同じテーマで以上の村以外に亿合公鎮の苏家营子村・梁后村・西场村・旱泡

子村など村々にも公演を行ったという。以下は、ウラーンムチルの都市と街での公演

における観客の反応をみる。 

 

2.3 ウラーンムチルの都市での公演 

（1）フフホト市での公演 

 筆者は 2018 年 8 月に、フフホト市の档案局でウラーンムチルに関する資料を調べ

るために滞在していたところ、ウラーンムチル公演の広告が入り、チケットを購入し、

公演を観に行った。座種によってチケット料金が 4 種類に分けられ、それぞれ 80 元、

60 元、40 元、20 元である。筆者は 20 元（約 300 円）のチケットを購入している。 

 

 

写真 16 『我々のウラーンムチル』の公演チケット 

                      出典：2018 年 8 月 7 日 筆者収蔵 

 

 写真 16 は筆者が購入したチケットである。チケットのタイトルは「第 15 回中国・

内モンゴルの草原文化祭」と書かれ、サブタイトルは民族歌舞劇「我々のウラーンム

チル」と書かれている。その下に公演日付、曜日、時間で、会場は内モンゴル・ウラ

ーン・チャトル（紅色劇場）大劇院と書かれている。さらに席番、チケット値段も書

かれている。主催は「第 15 回中国・内モンゴルの草原文化祭組織委員会」で、引き

受けは内モンゴル・ウラーン・チャトル演出有限責任会社である。公演はシリンゴル

盟ウラーンムチルである。 

公演は 2018 年 8 月 7 日の夜にフフホト市のウラーン・チャトルに 8 時から 9 時半

まで行われた。ウラーン・チャトルの観客席は 3 階まであり、一階と三階は普通の観
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客向け席で、二階は貴賓席111であり、合わせて 1,300 席があるという。筆者はチケッ

トを買うのは 2 日前であって、三階の席になっている。当時は一階の席もあったが、

かなり後ろの席であり、視界が悪いと判断し、三階席のチケットを購入した。チケッ

ト購入する際、スタッフには一階席はほとんど空いていないと言われていた。しかし、

当時は、かなり空いていたことに気づいた。そこで一階に移動しようと隣の人（30 代、

男性）に話しかけると、彼に「一階の観客席は政府の関係者の席であり、チケットな

くでも入ってくるから、時間はぎりぎりならないとわからない」という。まさに彼の

言う通り、公演が始まる 10 分前から団体のような観客が次々と入ってきて客席を埋

めていた。最終的に観客席はほとんど埋まった。 

 

 

写真 17 オペラ『我々のウラーンムチル』の現場 

                       出典：2018 年 8 月 7 日  筆者撮影 

 

 公演は「第 15 回中国・内モンゴルの草原文化祭の開幕式公演」として行われ、シ

リンゴル盟ウラーンムチルが公演した（写真 17）。シリンゴル盟ウラーンムチルとい

うのはシリンゴル盟の市庁所在地であるシリンホト市におかれるウラーンムチルを

指す。このウラーンムチルは一時的にシリンゴル盟民族歌舞団という名を使っていた

ことから、隊員がかなり多い。シリンゴル盟民族歌舞団は、本論の第九章の赤峰市民

族歌舞劇院と同じレベルの歌舞団で、人数的にも同じである。シリンゴル盟民族歌舞

 
111 貴賓席、またはお客様席ともいう。政府の幹部や歌舞団の関係者に開けている席のこ

とをいう。 
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団と赤峰市民族歌舞劇院は 2017年 11月に中国国家主席習近平がウラーンムチルに返

信した手紙をきっかけに以上の名を保留しつつも、ウラーンムチルと名乗っている。 

シリンホト市では、シリンゴル盟ウラーンムチルと別にシリンホト市ウラーンムチ

ルもある。シリンゴル盟ウラーンムチルはシリンホト市ウラーンムチルより規模的・

人数的に大きい。シリンホト市ウラーンムチルは約 60 人の隊員がいることに対し、

シリンゴル盟ウラーンムチルは約 150 人の隊員がいる。 

 シリンゴル盟ウラーンムチルがウラーン・チャトルで公演した演目は、自らが作っ

たオペラ『我々のウラーンムチル』である。その内容は、ウラーンムチルが創立から

現在まで約 60 年間いかに存続し、国家の政策を宣伝してきたことをウラーンムチル

の成長過程として表現したものである。このオペラを中国語で民族歌舞劇ともいう。

民族歌舞劇とは、モンゴル民族の、モンゴル地域の歌舞劇という意味である。公演は

中国語で行われ、司会者がなく、演目のジャンルも少ない。公演終了後、筆者は内モ

ンゴル・ラジオ・テレビ放送局（内蒙古広播電視台）の定年退職したノ氏に感想を聞

いた。ノ氏はモンゴル人男性で、70 代である。 

 

 ウラーンムチルの公演を見るのが大好きで、いつでも見ている。ほとんど公演現場

に観にきている。公演はモンゴルの伝統文化を披露し、面白い。また共産党政府の

政策・方針を賛美する演目も多い。共産党の恩恵で幸せな生活ができ、ウラーンム

チルはそれを演じて我々に伝えている。ウラーンムチルは党と政府の代弁者（喉舌）

であり、人民に新たなメッセージを発信している。私は勉強するためでもあり、ウ

ラーンムチルの公演はいつも見ている。今日はシリンゴル盟ウラーンムチルの演じ

るウラーンムチル 60 年の成長過程をみて感動した。 

 

 定年退職したノ氏は「勉強するためでも、公演をみている」というが、これは中国

では老年幹部活動センターがあって、定年退職者たちにも「大衆路線教育」を行うか

らである（T.アルタンバガナ 2018）。もう一人の内モンゴル日報社（内蒙古日報社）

のハ氏に観客としての経験とチケットの購入負担などについて訪ねた。ハ氏はモンゴ

ル人女性で、40 代である。 

  

 ウラーンムチルの公演を小学時代からみていた。その時は、外のオプーン・ステー

ジでみていた。今は屋内での公演を見ることが多い。こうした立派な建物で公演を

みるのが大好き。チケットの負担はほとんどない。公演はチケットがなくでも参加

できる。事務室（機関）が案内してくれるから、同僚たちとともに参加する。私た

ちはウラーンムチルの応援隊である。だから、チケットは購入しない。 

 

 ウラーンムチルは牧畜地域や農業地域の巡廻公演ではほとんどチケットを販売し

ない。ウラーン・チャトルのような劇場では、チケットを販売する。彼女のいうよう
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に政府関係者には所属事務室が用意してくれので、ほとんどの人はチケットを購入し

ない。 

 以上の二人は政府の関係者であり、ウラーンムチルの公演をみるのが好きというが、

そうでもない人もいる。この公演をみるためにフフホト市にいる大学の友達であるヒ

氏を誘ってみた。ヒ氏はモンゴル人男性で、30 代のフリーランスで絵を描いている。

彼は、「ウラーンムチルは小学時代によくみていたが、今は全然見ない。共産党の宣

伝ばかりで面白くない。歌を聴くのであれば、インターネットでモンゴル国の歌手を

探せば良い」という。ウラーンムチルの公演であれ、ほか歌舞団の公演であれ、都市

における歌舞団の公演には、フリーランスや商売人の観客が少ないのは事実である。 

 

（2）アラシャー盟での公演 

 2019 年 8 月 20 日から 28 日までにアラシャー盟で行った「第 8 回ウラーンムチル

芸術祭」に 22 のウラーンムチルが参加した。そこで、口コミではオープニングに約

2 万 5 千人の観客が参加したと言われている。オープニングはアラシャー盟左旗の中

心街にある運動場で行われた。しかも、公演現場の人数や安全から考えて、入れなか

った人が多い。筆者もチケットがなかったため、公演現場に入れなかった。この公演

をみるにもチケットが必要である。だが、チケットは無料で何らかの形で事前に関係

者に配られたものである。公演現場は鉄の柵で囲まれて、5 メートル間隔で、一人の

警察が警備として立っており、外の人は入れない（写真 18 を参考）。 

オープニングと閉幕の公演現場は運動場の中に行われ、公演のステージは運動場の

真中であり、現場の観客は階段式客席から公演をみる。オープニングで公演現場に入

った観客は約 1 万 5 千人であるが、約 1 万人の観客は公演現場に入れなかった（写真

18 と写真 19）。 

 

 

写真 18 公演現場の外の観客      写真 19 公演現場と外の観客 

   出典：2019 年 8 月 20 日 筆者撮影     出典：2019 年 8 月 20 日 筆者撮影 

 

 筆者は公演現場に入れなかったため、公演現場の外にいる観客とおしゃべりをした。

おしゃべりをしたのはアラシャー盟左旗のフ氏で、60 代のモンゴル人女性で、牧畜民
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である。フ氏は公演現場からかなり遠いところにいた。フ氏のいた場所はほか観客が

少なくて視野が良い。しかし、公演ははっきり見られない。筆者は最初に公演現場の

近くに詰め込んでいたが、トラブルになると思い、人が少ないところに移動した。そ

こで、牧畜民と会って話しかけた。 

 

 筆者：公演現場に入ってみたいね。 

 フ氏：それはそうよ。公演現場から遠いし、なかなか見られない。 

 筆者：この地域の人なのに、どうして入れないのか。 

 フ氏：チケットをもらってないから、当然入れない。 

 筆者：誰にチケットをもらうのか。チケットは販売しているのではないか。 

 フ氏：チケットは販売してない。関係者が配付したものであり、我々のような牧畜

民にはない。あなたはカメラを持っているのに、どうして入れなかったの

か。メディア人か。 

 筆者：私は、カメラを持っているが、メディア人ではない。ウラーンムチルに関す

る資料を集めている学生だ。チケットを購入しようと思ったが、販売して

いるところが見つからない。 

 フ氏：かわいそうに、あなたみたいな人を入れた方が良いのに。 

 筆者：いいえ、こちらこそ、地元の人を入れた方が良かったと思う。 

 フ氏：あなたは、せっかくきているからもっと近づいてみたほうがよいよ。我々は

年齢も年齢だし、若者が多いところ行くとトラブルの元になるから、これ

以上は近づかない。この賑やかな雰囲気で十分だよ。 

 筆者：了解、家はここから近いか。 

 フ氏：ま、遠くはない、15 キロ離れている。うちの子が車で送ってきたが、今は公

演現場の近くにいると思う。 

 筆者：分かった、気をつけてお帰り下さい。 

 

 フ氏は折り畳み椅子に座ってみていたが、かなり遠いところにあったため、公演は

見られなかった。公演終了後、公演現場が解除され、筆者は中に入り、公演をみた 60

代の夫婦観客に話しかけた（写真 20 を参考）。夫のヘ氏はモンゴル人で、アラシャー

盟左旗のあるソム（郷・鎮）政府定年退職者である。妻のホ氏はモンゴル人で、専業

主婦である。 

  

 筆者：公演はどうだったか。 

 ヘ氏：立派だった。人が多くで、こんなに人が集まるとは思わなかった。 

 筆者：どの演目が立派だった？ 

 ホ氏：デデマや金花の歌は心地よいね。いつ聴いても飽きない。またアラシャー左

旗ウラーンムチルのサウリドン舞（萨吾尔登舞）も素晴らしかった。 

 筆者：ウラーンムチルの公演はよく見るか。 
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 ヘシ：見るよ。若い時はよく見ていたが、仕事してからは、見る時間は少なくなっ

た。でも今は定年退職しているので、ウラーンムチルの公演があれば、み

に行っている。 

 筆者：2 人は左旗の人か。 

 ヘ氏：そうだ。定年退職してからは旗に住んでいる。その前はソム政府に働いてい

たので、そこに住んでいた。 

 筆者：ソム政府で何の仕事を務めていたか。 

 ヘ氏：財務処（課）で会計の仕事していた。 

 筆者：どうして、サウリドン舞は素晴らしいと思ったか。 

 ホ氏：やはり、地域の伝統踊りを表現した演目であり、一番馴染みある演目だった。 

 筆者：ほかどの演目が地域性を表現したか。 

 ヘ氏：いろいろな地域のウラーンムチルがあったので、アラシャーの演目は実は少

なかった。またアラシャーのオルティン・ド（長い歌）などがあった。 

 筆者：夜も公演あるが、ウラーンムチルのコンクール大会を観に行かないか。 

 ホ氏：行かない。少し遠いので、文化体育局の広場で公演するウラーンムチルを観

に行く。 

 

 以上の夫婦観客は地域の特徴的なものを話題にしたことから、筆者に地元の特徴あ

る蒸し餃子を食べさせるために連れて行ってくれた。その後、ウラーンムチルのコン

クール大会（写真 21 を参考）でもいろいろな観客と話していたが、その中から、モ

ンゴル中学校で教師の仕事をやっていたマ氏の話を取り上げる。マ氏はモンゴル人男

性で、70 代の定年退職である。マ氏はウラーンムチルの公演を観た感想としてこのよ

うに述べている。 

 

写真 20 夫婦観客           写真 21 コンクール大会の観客 

 出典：2019 年 8 月 20 日  筆者撮影   出典：2019 年 8 月 22 日  筆者撮影 

 

 ウラーンムチルの公演を観るのが大好きで、2019 年 8 月にアラシャー左旗で行わ

れたウラーンムチルの公演をすべて見ている。ウラーンムチルは習近平の返信を受

け、共産党の方針を演じていて、面白い。特に脱貧困についての演目は素晴らしい。 
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 教師観客は政府との関係が近いため、政策に関する演目に注目している。以上の観

客以外にも様々な観客に感想を聞いているが、ほとんどの観客は彼らと似たような感

想だった。 

 

3 ウラーンムチル関係者へのインタビュー 

 ウラーンムチル観客以外に、ウラーンムチルをどうみるかについて、ウラーンムチ

ル責任者（隊長）の 5 人にインタビューしてみた。ところが 2 人のウラーンムチル責

任者から意外な回答ができたので、取り上げる。2 人とも 50 年代の人で、モンゴル人

である。2 人のウラーンムチルの経験は 30 年以上に及ぶ。一人は通遼市のあるウラー

ンムチルの隊長で、もう一人は赤峰市のあるウラーンムチルの隊長である。仮に一人

をミ氏とし、一人をモ氏とする。 

ウラーンムチルは 1985 年から隊長責任制112を導入している。隊長責任制とは、隊

長がウラーンムチルの活動、人事的調整、財務的管理を行うことである。筆者はこの

2 人に人事的な問題について聞いたので、ここで取り上げる。まずミ氏はこのように

語った。 

 

 私は、ウラーンムチルで 30 年間以上に働いている。言わば、ウラーンムチルはす

べて共産党政権のために働いている。共産党は酷いよ、すべての人をコントロール

できるし、なんでもやる。私はしょうがなく働いているが、本当は転職したい。で

も転職はできない。共産党から離党もできないし、仮に離党したら、職業を失う。

そのため、この仕事に就くしかない。 

 

 ミ氏の自身は、日常の人間関係はかなり複雑で悩みがあるという。筆者にもその悩

みの一部を相談にしていた。ミ氏にとってウラーンムチル隊員に職名を与えることに

どのように対応するのかが問題であった。この 2 人を仮に A 氏と B 氏に命名しよう。

ミ氏によると AB 氏隊員の 2 人から 1 人を選び、2 級の俳優（女優）として職名を与

えることである。ミ氏の意志では、隊員の経験が長い者で、成績が優れた A 氏に与え

ようとする。しかし、経験が浅い隊員 B 氏は政府の方と関係が近いし、政府の方から

B 氏にするようにミ氏にずっと連絡が入ってくるという。この職名が与えられた者は

給料が上がるし、それによって人脈も広がる。これは確かに誰にとっても悩ましい問

題である。自分の意志で成績の優れた方に与えた方が公平であるが、後から自分の職

を失う可能性が高い。政府の方の意志を受けて経験の浅い隊員に職名を与えると隊員

の中に不公平が生じ、ほかの隊員から意見が出る。 

 
112 1985 年 8 月 28 日に 1957 年の「内モンゴル自治区ウラーンムチル条例」が 4 条例か

ら 6 章の 30 条例まで改革された。この条例の第三章は体制改革の制度である。ウラ
ーンムチルには、正式隊員を 25～30 人に限定し、隊長の責任制を導入する。管理に
おいて「隊長は業務的に、人事的に、財務的なすべて責任を負う」ことである（内蒙
古自治区文化庁編 1997a：294-296）。 
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これと似たような問題をもう一人のモ氏はこう語った。 

 

 ウラーンムチルはモンゴル地域の芸術歌舞団である以上、モンゴル族の割合が多い

のは当然である。しかし、最近漢族の割合が多いから、やりにくいことが多い。漢

族はモンゴル地域で歌や踊りをするのは良いが、漫才やオペラをするのは難しい。

観客はモンゴル族が多いので、漢語の演目について歌や踊り以外はなかなか理解で

きないからだ。ウラーンムチルの隊員は一つの得意な技だけではやっていけないか

ら、ほかの民族の隊員を募集することにおいてはいつも葛藤が生じる。 

 

 ウラーンムチルの 1985 年の条例では隊長責任制が導入され、隊長は隊員を募集す

る資格を持っている。しかし、実際に隊長は資格があっても、人事をコントロールで

きない事が多い。中国では、人間関係で職場に就くことが多い。公務員の腐敗は日常

茶飯事である。こうした腐敗により、親戚が政府の関係者であれば、賄賂を送り、裏

で人間関係を利用し就職する。モ氏によるとウラーンムチルには、最初はモンゴル族

の隊員が多かったものが、最近は漢族がどんどん入ってくるという。モ氏はこれを止

めようとするが、自身にはそのような資格はない。そのため、新人隊員を募集するこ

とにいつも悩みで葛藤が生じるという。 

 

小結 

 本章ではウラーンムチルの観客に関するインタビューを整理した。そうした中で、

牧畜地域、農業地域、都市での公演をみることができた。牧畜地域と農業地域で公演

を行う場合は、牧畜民・農民を中心とする観客が集まり、政府関係者は少ない。しか

し、都市や旗の中心街で公演を行う場合は、公務員や政府関係者などが多く集まる。

またチケット販売している場合であっても、政府関係者であれば、ほとんど無料で見

ることができる。公演演目については、これらの観客はほとんど演目が好きで見にき

ているという。しかし、政府関係者の中には、単純にウラーンムチルの演目をみると

いうより、応援する気持ちや「大衆路線教育」として共産党の新たな政策を勉強する

気持ちで参加している人もいる。それは、ウラーンムチルは国家の政策に合わせ、さ

らに地方政府の方針で公演を行っているからである。これと対照的に牧畜民・農民な

ど観客は演目に集中し参加する人が多い。一方で、フリーランスや商売人などはほと

んど観にこない。彼らは自らが公演に興味ないというが、時間的に余裕がないことと

仕事の関係で政府と直接関わってないことを意味する。演目に集中して参加する観客

にとってウラーンムチルは馴染みあるものとして身近な存在であるからだ。それは、

ウラーンムチルは 1957 年に創立して以来、地元の牧畜と農業地域を巡回し、牧畜民・

農民の観客を中心に公演を行ってきたことに由来する。 

牧畜民・農民の観客にとってウラーンムチル、或いは他の歌舞団の公演というのは

普通生活では見られない珍しい存在である。ウラーンムチルには一年間 100 回以上の

公演任務が課せられているが、一年中に地元のすべて村を巡回することができない。
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ウラーンムチルは地元巡回公演以外に他地域の公演など中国全国巡回公演にも参加

するからである。ウラーンムチルの公演は、地元の牧畜民・農民にとって数年に一度

しかみられない珍しく身近な存在である。そのため、ウラーンムチルには牧畜民と農

民の観客が欠かせない。 

 公演は牧畜地域ではほとんどモンゴル語で行われている。漢人が集中する農業地域

では当然中国語で公演する。だが、演目の多様性や地域の民族の割合を考えて、少な

い演目をモンゴル語で、場合によっては中国語で公演する。漢人の地域において、モ

ンゴル語が分からないにもかかわらず、京劇の演目より馬頭琴曲が好き、モンゴル歌

のメロディーが良いという観客がいた。これは公演している側だけの多様性を顧慮し

た結果ではなく、観ている側である観客にとっても演目の多様性が要求された結果で

あると考えられる。また同じ地域において、複数のウラーンムチルが公演する場合、

観客にとって地域性が強調される。つまり、地域のものは馴染みしやすいという視点

から地域性を表現した演目が印象に残っていると言えよう。 

 さらに、ウラーンムチルで務めている人たちから、自身をみると別の問題が読み取

れる。ミ氏とモ氏の語りからは、観客に見えないウラーンムチルの内部の問題の存在

が窺える。それは中国の国家制度、政治体制そのものであり、抵抗しようとしても、

できないことを物語っている。 
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終章 

 本論では、内モンゴルの東部地域の赤峰市のオンニュート旗ウラーンムチルの演目

分析を中心に、中国共産党政権 70 年における内モンゴルの文化政策による政治宣伝

と民族・地域文化の創造過程について整理分析した。第一章から第三章まで、ウラー

ンムチル創立以前の内モンゴルの文化政策の在り方を分析し、第四章から第九章まで、

ウラーンムチルの時期区分を中心に中国共産党の国家政策、内モンゴルの文化政策と

文化事業、オンニュート旗ウラーンムチルの現状と他の文化事業、オンニュート旗ウ

ラーンムチルの演目について分析した。第十章から第十一章まで、ウラーンムチルの

隊員と観客を対象にフィールド調査としてウラーンムチルの演目の制作過程及び観

客の現状について論述した。さらに、観客から見るウラーンムチルの公演活動につい

ても分析した。本章は結論として、これまでの論述と分析をまとめた上で共産党政権

下でのモンゴル人の政治宣伝と民族・地域文化の創造過程について論じる。 

 

1 内モンゴルの時代変化 

 清朝崩壊後、1924 年にモンゴル人民共和国が成立したことをきっかけに、内モンゴ

ルでは 1925 年に内モンゴル人民革命党が組織され、党の機関誌を発行した。内モン

ゴル人民革命党の指導下で、1927 年に内モンゴル人民革命青年同盟（青年同盟）が作

られた。 

 内モンゴルには、満洲国が崩壊すると、1945 年中旬から、1947 年の 5 月 1 日の内

モンゴル自治区が成立するまでは、様々な政党組織が作られるが、徐々に中国共産党

の勢力下に入り、組織は解散させられた。 

 1947 年 5 月 1 日に内モンゴル自治政府がウラーンホト（王爺廟）に成立し、ウラー

ンフーが自治区政府の主席に選ばれ、ハーフンガーが副主席に就任した。事実上、中

国共産党に主導されたのである。 

 ウラーンフーは内モンゴルで中国共産党の宣伝するためには、内モンゴル自治運動

連合会があった張家口で内モンゴル文工団を創立した。こうして内モンゴルでは、内

モンゴル文工団のもとでさまざまな文化事業が盛んになる。 

 1957 年、中国で反右派闘争が行われ、「地方民族主義」、「民族右派分子」が主な標

的となり、牧畜地域の民族的、地域的特徴に基づくものが、「右寄りの保守思想」とみ

なされた。こうしたことにより、「民族融合論」が提示された。1958 年から大躍進（1958-

1962 年）が実施されたとともに人民公社（1958-1980 年代）が設立された。大躍進は、

内モンゴルにおいて、特に草原の開墾と鉄鋼業の発展という形で影響を与えた。人民

公社化は、内モンゴルでは、家畜の公有制、集団所有制が施行された。1958 年から始

まり 1961 年に完了し、体制は 1983 年まで続いた。 

 1966 年～1976 年まで中国では、文化大革命が起こった。文革中、内モンゴルの最

高指導者だったウラーンフーと息子のブヘが批判され、政治権力が降格されている。

内モンゴルのナンバーツーの指導者であったハーフンガーも「内モンゴル人民革命党」
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として批判され、1970 年に亡くなっている。さらに馬頭琴演奏で有名な内モンゴル歌

舞団のセーラシ、サンドーロン、バインノール歌舞団のバラガンなども迫害された。 

 1976 年に中国文化大革命の終結とともに、文革期において、批判されたものが徐々

に回復した。回復は 1970 年代末から始まる。しかし、大幅に回復するのは、1980 年

代初から 1980 年代中旬まで続く。鄧小平は、改革開放政策を進める同時に、文革の

被害を調査し、名誉回復を行った。内モンゴルにおける文革被害の調査は、1985 年ま

で続いた。1978 年から 8 年をかけて内モンゴル自治区の数十万の被害者の名誉が回

復された。内モンゴルの指導者については、批判された人々の名誉は回復された。内

モンゴル自治区のモンゴル人による共産党書記の権力は回復されなかった。 

 江澤民時代では社会主義市場経済体制を改革する目標を掲げた。1994 年の「中国全

国の思想工作の宣伝会議」では、文化事業の改革を社会主義市場経済に合わせて行う

べきであるという。 

 胡錦涛時代は、胡錦涛は江澤民の理論を宣伝し、さらに 2003 年以降、「科学的発展

観」と「社会主義調和社会」を提起した。胡錦濤の科学的発展観の時代は、社会主義

現代化の発展を新たな段階に加速化するため、新農村、新牧畜地域の建設及び新型城

鎮化建設を実現する政策が打ち出された。 

 習近平は国家主席になった後、2013 年から「中華民族の偉大なる復興」、「中国の夢」

を強調した。習近平は、さらに 2017 年に「中国の特色のある社会主義が新時代に進

入した」と発言した。中国が経済強国、軍事強国として「強国化」した新たに時代に

入ったことを強調した。 

 

2 内モンゴルの文化政策の変遷 

 内モンゴルの文化政策は初期において、モンゴル人民共和国の影響を受けて組織さ

れた内モンゴル人民革命党の下で行われていた。もう一つは日本の満洲国政権下で作

られた蒙古聯合自治政府（徳王の政権）の下で行われていた。内モンゴル人民革命党

には、党の機関誌や革命歌などが作られ、「自治国家」の樹立が主旨になっていた。日

本の満洲国の下では、モンゴル人に民族主義的なアイデンティティを構築した。モン

ゴル人の協力の下で中国人に抵抗するためであると考えられる。いずれにしても文芸

を通したモンゴル人のイデオロギー的な変化であった。 

 内モンゴル自治区成立後、中国共産党政権に代わり、共産党政権を讃える方針で文

化政策が実施された。その一環として、内モンゴル文工団が創立された。内モンゴル

文工団をもとに、さまざまな歌舞団や文化事業が盛んになった。これらの文化事業は、

共産党の文芸路線を執行し、啓蒙教育を普及していたものである。こうした中で、ウ

ラーンムチルは牧畜地域と農業地域における共産党の政治宣伝の担い手として創立

された。 

 しかし、これらの文化事業は大躍進で大きく後退する。その要因は、民族的、地域

的なものが「右寄りの保守思想」とみなされ、「民族融合論」が提示されたことに由来
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する。こうした中で、歌舞団には、大躍進政策、階級闘争など政策宣伝がメインに演

目が制作された。 

 続いて、文化大革命時期において、内モンゴルの文化事業は更なる被害を受けた。

まず文化事業に従事していた人々は「内モンゴル人民革命党」としての政治レッテル

が貼られた。多くの人は、職務が停止され、労働改造が行われた。文化事業を停止期

に入った。こうした中で、歌舞団は、専ら毛澤東を宣伝する「毛澤東思想の宣伝ステ

ージ」に変更され、毛澤東崇拝、革命精神、民族団結など政治宣伝、イデオロギーを

反映した作品を制作した。 

 鄧小平時代以降はその情勢は徐々に回復し、歌舞団を含む大衆文化事業が拡大され

た。特に 1980 年代において、その回復率はピークを迎え、文化ステージが「村々ま

で繋がる」というスローガンの下で、公共文化プロジェクトが開始された。歌舞団の

演目が多様化し、モンゴル固有、民族固有の演目として特徴付けた。 

 そこから 1990 年代において、社会主義市場経済の影響を受け、市場向けの文化事

業の改革が重要視された。ウラーンムチルを始め多くの芸術歌舞団や文化館や文化ス

テージなど文化事業は衰退した。一方で、歌舞団では、民族的、地域的特徴が表現さ

れた。 

 2000 年代は、胡錦濤は国家のソフト・パワーと民族の凝集力をアップするため文化

の建設をアピールした。こうした発信により、内モンゴルが「民族文化大区」として

建設され、文化館より文化ステージが重要視された。ウラーンムチルの演目には、モ

ンゴル歴史・伝統・文化・技術・民俗などがメインになった。 

 2010 年代に習近平が「中国の夢」と「中華民族の偉大なる復興」を掲げてきた。内

モンゴルの各地域に「中国民間文化芸術の村」の一環として「村の文化大院」が設置

された。ウラーンムチルが習近平の返信を受け、全内モンゴルがウラーンムチルから

学ぶブームになった。歌舞団の演目が、民族的、地域的なものから再び、国家政策へ、

政治宣伝へと転換した。 

 このようにして内モンゴルのモンゴル人の文学と芸術に関する文化政策を現在ま

で文化史としてとらえるなら、約 100 年の歴史になる。この 100 年間におけるモンゴ

ル人の文化史は、前半の約 1/3 の期間（1946 年まで）では、モンゴルとしての文芸を

持って「自治国家」や「民族自決」の主旨を樹立するという宣伝を行っていた。後半

の約 2/3 の期間の約 70 年間（1947 年～現在まで）は中国共産党の文化政策のもとで

行われている。こうした中で、モンゴル文化は、中国共産党の文化政策時期を経て、

「少数民族文化」や「モンゴル民族文化」というような「民族文化」に位置付けられ

た。それでも大躍進時代、文化大革命時代に民族的な、地域的な特徴が批判の標的に

なったことは、「民族」という概念はそもそも中国共産党にとって警戒の対象として

敏感な概念だったことを意味する。その後に、鄧小平時代の改革期を経て民族、地域

的なものが徐々に回復されたが、習近平時代になると政治宣伝が重要視され、民族的、

地域的なものが再び衰退しつつある。 
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3 内モンゴルの文化事業の変遷 

 内モンゴル自治区成立以前の文化事業について、1945 年から 1947 年に文芸幹部に

よって「熱河軍区勝利劇社」、「魯迅文芸学院」など 24 の文工団や宣伝隊が組織され、

隊員を応募し、訓練班を設けていたという。 

 他方、1946 年の一年の統計では、芸術歌舞団が 8 余で、団員（隊員）は 586 人あっ

た。劇場・映画館は 12 余で、職員は 96 人であった。1945 年前のデータがないので、

この時期の文化事業の変化について不明である。 

 6 年間後の 1952 年の統計データでは、芸術歌舞団、団員（隊員）、劇場・映画館、

職員などは数倍に増加した。 

 しかし、ウラーンムチル創立当時の 1957 年に文化館は 100 余あったものが、大躍

進時代を経て、1962 年の統計では、文化館はわずか 5 年間に 20 数（20％）が減った。

この時期において、ほかの文化事業に関するデータはない。大躍進政策を経て、文化

事業は衰退傾向にある。 

 文革期における文化事業のデータはない。文革前の 1965 年の統計データと文革後

の 1978 年の統計データから芸術歌舞団、映画館職員、文化館劇、文化ステージとそ

の職員はすべて減少したことが分かった。文革期に唯一群衆芸術館は 3 余増え、職員

が69人増加した。文革の被害を受けほとんどの文化事業が減少したにもかかわらず、

唯一群衆芸術館が増えたことは、国家の政策を宣伝するには、必要されたと考えられ

る。 

 改革開放時代、内モンゴルの文化事業は 1978 年から 1980 年の短い 2 年で、芸術歌

舞団が 106 団体増え、職員は 3,350 人増えた。劇場・映画館は 11 余増え、職員は 125

人増加した。文化館は 51 余増え、職員も 650 人増加した。文化ステージは 3 余あっ

たものが、457 余（約 152 倍）に増加し、職員は 15 人から 635 人（約 42 倍）まで増

加した。群衆芸術館が 6 余増え、187 人増加した。わずか 2 年間で、ほとんどの文化

事業は復活ができた。 

 社会主義市場経済時代、内モンゴルの文化事業に関する1996年のデータがあった。

この時代、内モンゴル文化事業が社会主義市場経済にいかに影響されていることをみ

るため、改革期の 1986 年の統計データと比べることにした。 

 1986 年の統計データと 1996 年の 10 年間の統計データを比べると、芸術歌舞団は

26 団体減り、団員（隊員）は 1,200 人減少した。劇場・映画館は 8 余減り、職員は 97

人減少した。文化館は 2 余減り、職員は 149 人減少した。文化ステージは 135 余減り、

職員は 93 人増加した。群衆芸術館は 13 余で、10 年前と比べ変更してない。職員は

51 人減少した。データから分かるようにほとんどの文化事業が減少した。唯一文化ス

テージの職員が少 （々4.1％）増えたが、増加の幅はそれほど大きくない。さらに 1986

年の文化事業の資金が 899 万元であることに対し、1996 年の文化事業の資金が 20 万

元である。こうしたデータからこの時期、文化事業は市場経済政策の影響を強く受け

たことが分かる。 
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 胡錦涛の科学的は発展観時代は、内モンゴルにおける文化事業に関するすべてのデ

ータはないが、芸術歌舞団の 2012 年のデータがあった。このデータから、芸術歌舞

団は 1996 年より 20 団体増え、団員（隊員）は 717 人が増加したことが分かった。こ

の時期は、また文化ステージについて 2011 年のソム・郷鎮に 910 の文化ステージが

あったと記録されていた。これは江澤民時代であった 1996 年の 1,500 余の文化ステ

ージと比べて 590 余少ない。このことは、内モンゴルの文化事業が江澤民の社会主義

市場経済政策に強く影響をうけ、長い時間をかけて回復していたことを示す。 

 習近平の中国夢の新時代は内モンゴルにおける文化事業に関する 2018 年のデータ

があった。2018 年の統計データでは、芸術歌舞団は胡錦涛時代の 2012 年の統計デー

タより、89 団体が増え、1,663 人の団員（隊員）が増加している。文化ステージは 2011

年の 910 余より、183 余増加している。文化事業は総体的に増加している傾向である。

さらに公共文化プロジェクトの「村々まで繋がる」というスローガンが再び強調され、

内モンゴルの各地域に「中国民間文化芸術の村」の一環として「村の文化大院」が設

置された。 

 

4 オンニュート旗ウラーンムチルと他の文化事業 

オンニュート旗ウラーンムチル創立以前のオンニュート旗には、民衆教育館が 1946

年に設置され、文化館の役割を果たしていた。文化館以外に「烏丹児童劇団」、「烏丹

街道群衆アマチュア劇団」、「烏丹京評劇団」が創立されていた。1951 年に文化館をも

とに文化ステージが創立された。 

 1957 年に、オンニュート旗ウラーンムチルが創立され、隊員はわずか 6 名であっ

た。すべてモンゴル人であった。この時期におけるオンニュート旗のほかの文化事業

について、1958 年のデータによると文化ステージは 21 余にのぼった。農村には、教

歌ステージ、歌唱隊、文芸創作組が数百余設けられた。さらに幻灯放映組、皮影班も

設けられ、倶楽部、アマチュア劇団もあった。 

 1966 年 5 月から文革が始まり、オンニュート旗ウラーンムチルの隊員と指導者が

粛清され、ウラーンムチルの活動は停止した。1968 年、オンニュート旗ウラーンムチ

ルの活動は再開されたものの、同年の 10 月から 1969 年 1 月にかけてオンニュート旗

ウラーンムチルは「毛澤東思想の宣伝ステージ」に名称が変更されていた。ウラーン

ムチル以外に、文教局が停止され、1973 年に回復した。1975 年に文化と教育機構を

解散し、文化局を設置した。烏丹京評劇団が文革の被害を受け、解散している。 

 1976 年 10 月に文革が終息し、改革開放時代、オンニュート旗ウラーンムチルが四

人組を批判する演目を創作したが、具体的な演目は記録されていない。1978 年の話劇

「声の届かない処がない」は文革をテーマした作品である。ウラーンムチル以外、1978

年に文化館の機能が拡張された。文化館には、図書閲覧室、貸出し室、文物陳列室、

美術展覧室が設けられた。1985 年、オンニュート旗の農村における「農村アマチュア

劇団」は 49 余で、牧畜地域には、「牧畜地域アマチュア文芸宣伝隊」が 24 余あった。 
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 社会主義市場経済時代、オンニュート旗ウラーンムチルは市場経済の影響を受け、

組織と運営の改革を行った。隊員の中から数人の隊員を 1997 年から中国の深圳市、

広州市、北京などに行き、ほか地域の企業と連携し、公演を行った。 

 胡錦涛の科学的発展観政策時代、2003 年の春に中国でサーズウイルスが流行し、オ

ンニュート旗ウラーンムチルはすべての活動を停止した。活動開始後、医者を讃えた

演目を制作した。2007 年、内モンゴル自治区成立 60 周年とウラーンムチル成立 50 周

年を祝う「内モンゴル自治区第 4 回ウラーンムチル芸術祭」に参加した。2011 年、中

国共産党が成立 90 周年を機に、オンニュート旗ウラーンムチルはオンニュート旗の

政務局、交通運輸局、病院、小学校などさまざまな機構に文芸演目を指導した。 

 習近平の中国夢の新時代、2017 年、スニド旗ウラーンムチルは中国国家主席習近平

の返信を受けたことで、オンニュート旗ウラーンムチルの活動は例年より2倍増えた。 

  

5 上演作品にみるウラーンムチル 

 

5.1 ウラーンムチル隊員構成の変化 

 創立当時（1957 年）、隊員は 6 名のみ、すべてモンゴル人であった。そのうち 2 人

が文化館の出身である。創立の翌年の 1958 年から漢人の李玉珍や朝鮮人の宋正玉な

どモンゴル人以外の人も隊員として参加している。その後に文革期、回復期、改革期、

創新期、繁栄期を経て、モンゴル人と漢人は増えても、ほか民族は加わっていない。

隊員の民族構成比率をみると、モンゴル人が多かった。 

  

5.2 上演作品の制作者 

 制作者については、オンニュート旗ウラーンムチルの草創期（1957-1965 年）から

隊員はオリジナル作品を制作しているが、最初はほか地域や歌舞団から導入した作品

が多かった。そのため、ほか歌舞団の団員（隊員）が制作した作品が多い。例えば、

シリンゴル盟文工団の高太、内モンゴル文工団の舞踊家賈作光と祈・達林太、内モン

ゴル直属ウラーンムチル隊員の図力古爾などの振付、作曲、作詞した作品が多かった。

文革期からオリジナル作品が多くなるにつれて、オンニュート旗ウラーンムチル隊員

の制作した作品が多くなっていく。 

 

5.3 上演作品数とその種類 

 毛澤東時代の草創期（1957-1965 年）から胡錦涛時代の創新期（2002-2012 年）まで

記録された作品にはダンスが多かった、その次に歌が多い。しかし、習近平時代の繁

栄期（2013 年-現在）における具体的なパンフレットを見ると歌が多い、ダンスがそ

の次に多い。いずれにしても、ウラーンムチルにおいては、歌とダンスの割合が多い

ことである。さらに、こうした変化から、『オンニュート旗ウラーンムチル誌』には、

記録されていない作品が多いことを判明した。 
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 作品の種類について毛澤東時代の草創期では、ダンス、歌、歌舞、オペラがあった

ものが、文革期（1966-1976 年）では、小戯、ホルボーなど演目のジャンルが増加し

ている。鄧小平時代の回復期（1977-1989 年）では、新たに評劇、話劇、戯劇のジャ

ンルが加わった。江澤民時代の改革期（1990-2001 年）では、舞劇が加わった。胡錦

涛時代の創新期では、馬頭琴演奏やサックス演奏のような楽器及びマジックなどの新

たなジャンルの演目が取り入れられた。習近平時代の繁栄期では、合奏曲、ホーミー、

原生態、ファッションショーが加わった。このように時代とともに種類が多様化して

いる。 

 

5.4 上演作品のテーマとその変遷 

 毛澤東時代の草創期から政治性や社会主義思想の政治宣伝について、その内容は多

岐にわたることが明らかになった。鄧小平時代の回復期まで政治性がないと言い切れ

る作品はわずかであった。一方で、回復期には、演目のテーマも多様で、社会主義や

兵士、民族の団結、改革開放政策、模範人物、教育、環境問題、愛情や歴史、医者、

国際化と幅広い。さらに、モンゴル民歌、オペラ、戯劇という演目の種類にモンゴル

という修辞語を使い、モンゴル固有、民族固有の演目として特徴付けている。 

 江澤民時代の改革期から胡錦涛時代の創新期までは、様々なテーマの作品が見られ

る。共産党、社会主義や国防兵士や労働者の革命精神、民族の団結を讃えた政治イデ

オロギー的な作品は当然ある。他方で、模範的な人物及び教育事業を讃えた演目、ラ

ブソング、医者の精神、環境問題、地域の特徴を表現した演目がメインになっていた。

さらに、地域の特徴を表現した作品が制作されるようになった。創新期では、「チン

ギス・ハーン」や「キタイの狩人」など歴史人物や伝統文化の要素を積極的に取り入

れている。習近平時代の繁栄期最初のウラーンムチルは、胡錦涛時代の創新期を続け

緩やかに発展し、モンゴルの文化や地域性が表現されていた。しかし、習近平政権の

3 年後の 2016 年の春祭りでは、「共に中国の夢を築きあげよう」を始め、習近平の政

策を讃えた作品が増えた。2020 年になるとそうした演目はさらに増えた。 

2013 年のオンニュート旗春祭りは 21 作品で、16 作品はオンニュート旗ウラーンム

チルの隊員が制作し、公演に携わっている。また 2016 年に 18 作品があり、13 作品は

オンニュート旗ウラーンムチルが携わっている。しかし、2020 年に 25 作品があり、

オンニュート旗ウラーンムチルが 7 作品しか携わっていない。ほかの 18 作品は地元

の民営歌舞団や芸能人が携わっている。さらに、共産党と社会主義思想を讃えた政治

宣伝に関する作品では、2013 年に 5 作品があり、2 作品は地元の民営歌舞団や芸能人

が携わっていたものが、2020 年に 9 作品があり、6 作品は地元の民営歌舞団や芸能人

が携わっている。こうしたことから、オンニュート旗政府はウラーンムチル以外の団

体についても共産党の政治宣伝に参加させ、コントロールしている狙いが窺える。 
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6 政治宣伝と民族・地域文化の創造過程 

6.1 政治宣伝 

中華人民共和国が成立する以前、モンゴル人の組織した内モンゴル人民革命党にお

いては、「自治国家」の樹立というイデオロギー的な政治宣伝が文芸・文化を通して

内モンゴルに広がっていた。しかし、内モンゴル自治区が成立され、さらに中華人民

共和国が成立するとモンゴル人には、共産党の政治宣伝の担い手として内モンゴル文

工団が成立された。内モンゴル文工団をもとに、さまざまな歌舞団や文化事業が発展

してきた。歌舞団の中で、内モンゴルでは、ウラーンムチルが中国の国家形成におい

て、その一端を担ってきた。 

 ウラーンムチル草創期の上演作品から分かるように政府の当時のあらゆる政策が

作品化されていた。まさに社会主義思想の宣伝が重要視されていた。その社会主義思

想とは、いわゆる労働者階級の利益や生産手段の共有を提唱した思想であり、さらに

毛澤東思想や共産党や国防警備及び民族団結などを讃えたものであった。上演作品は

当時の政策を反映したもので、共産党革命、民族解放、社会主義思想、毛澤東崇拝、

国防兵士、民族団結、大躍進政策、階級闘争など政策と政治宣伝が重要視されていた。

例えば、1960 年の歌舞「新疆は素晴らしい」は毛澤東だけでなく、共産党による民族

解放も讃えている。1964 年の歌「賛歌」は共産党の革命・民族解放、毛澤東崇拝、民

族団結などを讃えている。 

 毛澤東時代の文革期も、社会主義思想、毛澤東崇拝、国防兵士、革命精神、民族団

結などを中心に政治宣伝の作品が作られた。この時期、模範人物を讃えた作品として

1968 年歌「歌唱英雄李長順」と 1976 年のダンス「老夫婦にご飯を送る」がある。民

族の団結を呼びかけた作品として 1975 年のダンス「民族の大団結」などがある。 

 鄧小平時代の回復期も、共産党思想、社会主義や兵士、民族の団結、改革開放政策、

模範人物などを中心に政治宣伝の作品が作られた。具体的には、1978 年の話劇「声の

届かない処がない」と 1979 年の大型評劇「甘たるい事業」と 1985 年のダンス「豊か

な生活へ歩む」は鄧小平の行った文革の被害を是正する政策及び改革開放政策を讃え

たものである。 

 江澤民時代の改革期も、社会主義や国防兵士や労働者の革命精神を讃えた演目、模

範的な人物及び共産党の事業や民族団結を呼びかけた作品として 1992 年の歌「辺境

兵士を見る」と「服を洗う」、1993 年の戯劇「妻を交換する老人と若者」、1996 年の

ダンス「千歌万曲を党に捧げる」、1997 年のダンス「香港の帰還」、歌「愛する我が中

華」と「祖国を歌う」などがある。 

 胡錦涛時代の創新期も、社会主義社会とその政策、共産党や兵士、民族の団結を讃

えた作品として、2004 年の歌「辺境兵士を見る」、「服を洗う」、2010 年の歌「兄弟姉

妹と一緒に暮らす」、「大愛と大善の大中国」、2011 年の歌「愛する中華」、「復興に向

かう」、2011 年の快板「タバコ製造者の心は共産党に向かう」と歌「太陽の頌」など

がある。 
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 習近平時代の繁栄期は共産党や社会主義思想を讃えた演目が元々からあったもの

が、再び増えている。具体的には、2016 年の春祭りでは、「共に中国の夢を築きあげ

よう」を始め、2020 年の歌「村に住む幹部」や戯劇「脱貧困の良い時期」など習近平

の掲げる脱貧困政策を讃えている。 

 さらに、ウラーンムチルの隊員のインタビューからもわかるように隊員は、自らが

習近平時代の新たな政策を讃えた作品を作り、国家の政策に協調している。その具体

例は「双つの喜び」、「鐙にかけた牛乳」、「晩年の幸福」や「法律を普及せよ」などの

歌舞やホルボーである。演目の創作についても、隊員は自らが即興で作っているとい

うが、すべて共産党の指示や評価のもとで行われてものである。 

 こうして、内モンゴルにおける中国共産党の政治宣伝は 70 年間に渡っている。ウ

ラーンムチルは、毛澤東時代の大躍進と文革を経て政治宣伝が強くなった。一方で、

鄧小平時代の回復期から胡錦涛時代の創新期を経て緩やかになっていたこともある。

しかし、習近平時代になると更なる政策を受け、政治宣伝のため、厳しく利用されて

いることが分かる。 

 

6.2 「民族の形成」 

 中国では、中華民族という概念が清朝崩壊時からあったものであるが、当時の中華

民族と現在の中華民族の概念は異なるものである。当時は漢、満、モンゴル、回、チ

ベットの 5 民族を中華民族としてとらえていた。中華人民共和国成立以降、民族は民

族識別工作により「上から作られ」、「発掘され」、「再編」されたプロセスとして生ま

れた（松村 1993；毛里 1998 など）。さらに、1989 年以降費孝通により 56 民族を取り

入れて定着した概念である。こうした中で、いかに民族を形成し、いかに民族問題を

平和的に共存させるというのが、中国共産党が政権を維持するに当たって大きな問題

であった。 

 アンダーソンは「国民とはイメージとして心に描かれた想像の政治共同体である」

と国家・民族・国民についてイメージされた概念として解釈している。政治宣伝の演

目から中国では、民族・国民とは相当なる強制力と反復の宣伝によって創り上られて

いることが分かった。 

 中国では民族の形成というのは、国家政策と地域政策の組み合わせである。中国の

国家政策とは、共産党リーダーの一人が発信したもので、全国人民代表大会、共産党

大会で決定され、地域の共産党政府がそれを実施し、宣伝していくものである。こう

した中で、文化事業を中心とする文芸界の人々が政策の運び手として存在する。文芸

界の人々は政策に合わせて作品を制作し、歌舞団を通して表現する。文芸界の人々は、

国家政策を宣伝するため、地域の特徴、或いは「民族」の特徴に合わせて作品を制作

し、地域の人々に呼びかけ、政策と政治に関する宣伝を行う。こうした中、徐々に地

域的、民族的なものが新しく創られていく。最終的に民族が新しく創られることにな

る。例えば、中華民族の中のモンゴル民族とはいかなるものであるかということと、
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モンゴル民族としての中華民族はいかなる存在であるかという新たな民族概念であ

る。 

 本論はウラーンムチルを事例に内モンゴルの文化事業を通し、モンゴル人の中国共

産党政権の下での民族としての在り方を考察したものであるが、ウラーンムチル以外

のほか文化事業においても「民族の形成」については同じようなプロセスが行われて

いる。 

 ウラーンムチルの演目からも分かるように民族的なものは草創期にもあったが、数

的には少ない。それが鄧小平時代の回復期を経て徐々に増えた。こうした変化からモ

ンゴル人は「民族」という概念について理解が薄かったものが、反右派闘争、大躍進

と文革の被害を経て、この概念の重さを感じた。その後、鄧小平時代の回復期を経て

民族的なものが緩やかに復活し、「民族」という概念も再び広がっていた。それが習

近平の時代になると、徐々に政治イデオロギー的なものに代替されている。このよう

に中国では、「民族」は創られている一方、いかに存続するのかは難しい問題である。 

 

6.3 「地域文化の創作」 

 中国の少数民族における文化政策は国家の政策と政治宣伝の役割を担っている一

方、少数民族にとっては文化の継承と創作の役割でもある。ウラーンムチル演目から

も分かるように、ウラーンムチルは草創期から政治宣伝の演目として社会主義思想、

国防兵士、革命精神、民族団結などの演目を作ってきた。文革期は小戯、ホルボーな

どジャンル的な変化があったが、内容は変化していない。鄧小平時代の回復期から多

様性が見られた。具体的に、模範人物、環境問題、牧畜技術、教育、自然、愛情をテ

ーマにした演目のジャンルと内容が増えた。さらに、これらの演目のジャンルにモン

ゴル民歌、モンゴル・オペラ、モンゴル戯劇のように「モンゴル」という修辞語を使

い、モンゴル固有、民族固有の演目として特徴付けていた。江澤民時代の改革期には、

地域性を強調した作品が作られた。胡錦涛時代の創新期には、馬頭琴演奏やサックス

演奏のような楽器及びマジックなどさらに多様性が強調された。こうした中、「チン

ギス・ハーン」や「キタイの狩人」など歴史人物や伝統文化の要素を積極的に取り入

れている。創新期は創新的なものとしては明確な変化は見られないが、モンゴル民族

の伝統、文化、歴史、民俗、技術を讃えた作品が注目される。 

繁栄期は中国国家主席の習近平の時代になり、ウラーンムチルは習近平の提唱する

偉大なる「中国の夢」と「偉大なる中華民族の復興」を讃える。演目の「共に中国の

夢を築きあげよう」、「復興に向かう」、「平和と繁栄」などがそれにあたると考える。

政治宣伝以外に当然モンゴルの地域性や伝統、文化、民俗、歴史、技術などを賛美し

た作品も多く公演された。 

隊員のインタビューからも分かるように、政策やイデオロギー的なものは「上から

作られた」、「編集された」としても、民族的、地域的なものはウラーンムチル隊員の

自己意識で作られたものが多い。例えば、草創期のダンス「狼を狩る」と「羊毛を刈

る」、文革期のダンス「子羊の出産踊り」、回復期のダンス「モンゴル馬」、改革期のダ
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ンス「相撲の踊り」、創新期の歌「チンギス・ハーン」と「私の馬頭琴」、繁栄期の馬

頭琴曲「黒駿馬」、歌「小黄馬」などは牧畜文化と生活そのものである。また「老隊員」

のインタビューで語られたモンゴル作家の小説『アルマスの音』やモンゴル歴史の『モ

ンゴル秘史』及び口誦詩を演目にしたことと、モンゴル生活を基に制作した「放牧の

草原」、「モンゴル故郷の春」、「銀鞍の白ラクダ」など演目は、モンゴル隊員（人）が

ウラーンムチルという場所（舞台）を利用し、積極的に文化活動を行っている様子が

窺える。 

 ただ、その一方で「創られた伝統」としてさまざまな「文化」作品が国家の統治に

利用されてきた。例えば草創期のダンス「搾乳員」と「頂碗踊り」、文革期のダンス

「収穫の踊り」、回復期のダンス「オルドス踊り」、改革期の戯劇「シャグデル」、創新

期の馬頭琴曲「草原は北京と連なる」、繁栄期の歌「私は草原の子ども」などは、一見

牧畜文化と生活及びモンゴル草原を讃えたものように見えるが、これらの作品は、国

家政策の素晴らしさを讃えたものである。その主旨は国家政策のもとで、自由になり、

労働ができ、生活が幸せになり、草原は平和で、そこの人々は豊かになっているとい

うものである。演目の中で、「草原は北京と連なる」について、サ氏はモンゴル人が元

朝時代に北京を大都とし、首都を置いていたという。しかし、当時サ氏は文革の被害

を受け、牢獄の中でこの曲を作った。その意味は、共産党の認可を得て、「罪」を免れ

るために作った曲と考えられる。つまり草原は北京を離れたことないという政治イデ

オロギーの深い曲である。こうして作られた文化的なものは多くある。植民地では、

「創られた伝統」は入植者たちの正当化を表現する役割を果たしてきたように内モン

ゴルでも共産党のこうした「伝統」、「文化」が創られている。だが、モンゴル人はこ

うした「伝統」、「文化」を自覚していないわけではない。自覚したとしても仕方なく、

国家の強制力のもとで、こうした「伝統」、「文化」を創作しつつも、こうした環境（舞

台）を利用し、自らの文化の継承と創作を図っている。植民地では、入植者たちは伝

統・地域文化を修正し、儀礼化し、制度化するものだけでなく、植民されている側も

自らが文化的にほかの民族と差異化し、伝統・地域文化を創作することがある。社会

主義中国では、このように民族の両義性、文化の両義性的なものが常として存在して

いる。いわば、モンゴル人は文化としての「モンゴル民族」というカテゴリーを保持

し、政治的には「中華民族」としての存在である。 

 

7 結論 

 本論は、ウラーンムチルの演目を分析するに当たって、オンニュート旗ウラーンム

チルの隊員を中心としたインフォーマントの聞き取りを文献資料とともに収集して

精査・分析した。その結果として内モンゴルの文化政策は中国の社会主義思想に関す

る政治宣伝の役割を担っていることが判明した。一方で、モンゴル人はこうした文化

政策を利用し、自らの文化としての民族的な、地域的なものを披露している。ただし、

モンゴル人のこうした民族的な、地域的なものは大躍進時代から文化大革命が終息す

るまで、批判の標的になっていた。だが、鄧小平時代の回復期を経て、徐々に活発さ
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れていたものが、習近平時代には再び、政治イデオロギー的なものに代替されている

ことが判明した。こうした中で、民族というのは、社会主義中国では、文化のカテゴ

リー的な存在であり、政治のカテゴリーでは中華民族に過ぎない存在である。 

 

8 今後の課題 

 本論は、ウラーンムチルの演目を中心に社会主義中国の共産党政権の下で 70 年間

に渡って行われてきた内モンゴルの文化政策の特徴と変遷に焦点を当て、ウラーンム

チルがいかに中国の政治宣伝と伝統・地域文化の創造を担ってきたを検討したもので

ある。今後の研究をさらに強化するため、残された課題としてウラーンムチル隊員の

表彰、評価及び個人生活などに注目し、研究していきたい。さらに、ウラーンムチル

に限らず、ほかの歌舞団についても研究を深めていきたい。 
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